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端末機1台で各種建築計算が総合的にでき、

新耐震設計法にも即応じCします;

- 建築ライブラリ・プログラム ( BUI L  D) シリーズは建設大

臣の指定を受けていますユ

BUI L Dは建設省認定の確認申請用構造計算プログラムで‘すので、確認申

請手続の省力 化、顧客に対する信頼性、作業の迅速化がはかれます。

. 計画系・構造系・設備系・積算系・施工系の広範囲に

わたり、豊富なプログラムを用意しています。

. プログラム料・保守料は無料ですユ

. 端末機の操作は非常に簡単です。

. データ量の多い大型処理も割安にできます0

. 料金は経済的・合理的です。
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D E MOS - E は電電公社のデータ通信サービスです。

・資料をご希望の方は・ ・… ・右記の項目にご記入の上 「干530 大阪市北区中之島6-2-27

中之島センタービル近畿電気通信局データ通信本部営業企画担当 (fi (06) 446-7081)  J  
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阿 波 銀 行 研 修 所

設 計 監 理 日 建 設 計/ 大 阪

建築を設計するにあたって、周辺環境との調和ということは 当然配

隠されるべきテーマであるが、恵まれた自然条件 の中での計画におい

ては、いっそうその意味も深い。

当計画の敷地は徳山市の南西郊外、周辺には 小数の民家が散在してい

るだけの緑些かな環境の中に位世している 。 そこで計画にあた って、

建物全体を可能な限り 小 さなブロ ンクに分解し、小さなボリュームの

集合体として表現して、周辺環境との調和を計 った。

外装材には安定性の高い紫材としてタイルを使用した 。信楽焼の光択

を拘I えた味わい深い JYL と落ちついた色調が、形態上の意図をよリ高め

る効果を笑現している 。

平面計画においては、研修ブロ γ クと宿泊フ許ロ ックを明快に分骨! t し、

それぞれの異な った使用目的に応じたデザインを心がけた 。即ち、日

常業務の延長としての研修 7' ロ ンクにおいては機能性を、リフレ y シ

ュとコミュニケーションの場としての宿泊ブロ ックにおいては居住性

をデザインの 相hとして 、空間1構成、内装材 等を決定した 。 また 、研修

ブロ y ク 2 階の階段教室には、ビデオプロジェクター他、最新の研修

機器が設置され、より巾広い研修 7

0

ログラムが可能となっている 。

竣工後引続いて計画されている隣接グラウンドの必備により、当地設

はより充実した総合地設として完成される 。 ( 日建設計/ 大阪)

@

 
o  5  IO( m)  

1 階平面図

2  

施 工 岡 田 組 ・ 鹿 島 建 設 共 同 企 業 体

所 在 地 徳 島 市 上 八 万 町 広 図 163 ー 1

敷 地 面 積 25 ，272. 35m'  

建 築 面 積 1，568. 1 日m'

延 床 面 積 2 ，809 . 5 6 m'  

構造規模 R C 、 3  F  

工 期 昭 和55年 4 月~ 昭 和56年 2 月

ー

，. 

ー-

，. 

日目

l 、主:1見H回り 4 、研修制i ロビ ー

Ｒ 、 ｾｴｬ ｉｬｬ ｊ 外脱出品 Ｎ ｾ R 本アートグラ 7 イ y ク

3 、時段教ヰ:
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姫路市立老人大学校好古学園

姫 路 市 立 生 涯 学 習 大 学 校

設 計 安 井 建 築 設 計 事 務 所

農 園

⑥ 

配置図 ( 1 :  1000)  

4  

1階平面図 ( 1 :  1000)  



施 工 神 崎 組

所 在 地 姫 路 市 因 寺 字 長 瀬

敷 地 面 積 3 ，6日日 m'

建 築 面 積 1，970 m'  

延 床 面 積 4 ，368m'  

構造規模 R C 、 3 F  

工 期 昭 和55年 6 月~ 昭 和 56年 3 月

国
5  

1 .  ，+lII1l J立 l而

2 .  "鼻立

3 . 主l則ホ- ) レ

4 茶室

5 .  ｾｴｬ 則正揃

品t彩 S T UDI O A .  T  

( 1::; 修一)

敷地は、匡ItUl l 路釈の北北西約 2 kmの附絡な住宅| 過の計画面.11 を設け、外観はともに切妻屋般に統一| な性終づけをした 。身障者対策は、高令者対策を

地域内にある 。 I し、また、外装材も同じよ うなものを選定し た。 I 兼ねた剥11心の配慮をし、低層建物ではあるがエレ

本施設は、姫路市の中高年令層活動センター抑制ii I 平前計画は、' i ' i ' J l I l百11門と多目的に使用される諸室 | ベーターを設けるなどの対応を行なった。

計画における i抗争ilJ の施設であり、老人大学好古学| のプロ ックと、教室ブロ ンクの大きく 2 つの椛成 | 外観は周辺の住宅地域との調和と教育施設として

悶と生涯学押大学校の両者の機能をもちあわせて| とし、その中央部に玄関とサロ ンを 配置した 。 I の'1叱怖から切姿の瓦屋根を特徴とする簡潔で端正

おり、隣接して建設された中高年者ワークルーム I 2 つのブロ y クを l夜行させて生じた屋外スペース| なものとし、ゆとりのあるおおらかな表現を試みた。

や建設中のサンライフ姫路なとーの地設の先導的役ｼは、北西宮 Ｑ Ｑ をｾｬｬｉ ｩ ｊ［品に南点目 Ｑ Ｑ を ｪ 込凶とし、南側公ｼ色彩は紋との鮮かな対比を意図して、屋以はオレ

叩l を来すも のである。 計画にあた っては、センタ | 匝I (子定) との関係をもたせた 。包'JAlill 門のブロ| ンジ系統の瓦を使用し、外壁は 、白いスタ ッコイ士

一全体をまとまりのある施設鮮として椛成するた I ＮＯ クは、教室ブロ ッ クと区分して使用できるよう ｼ 上 とし 、 ｬ Ａｦ ｬ るい催 ｕ ［ ｉ ｾ 的なイメージを強調した 。

め 、各施設共通の計画指針を設定した 。 まず、共| にし、講堂を中心とするコミュニティセンタ一的 I (安井建築設計事務所)
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京 都 市 社 会 教 育 総 合 セ ン タ ー

設 計 監 理 京 都 市 住 宅 局 庁 舎 営 繕 課

東 畑 建 築 事 務 所

施 工 飛 島 建 設 ・ 要 建 設 共 同 企 業 体

6  

己目 ;
) L 太田I辿 ( lii J1止 )

i立跡のある 中嵯



こ の 建 物 は 、 京都 市 民 の た め の 社 会

教育施設として主主設されたものであ

る 。 一 般 に 社 会 教 育 は 、 生 援 教 育 と

も 呼 ば れ 、 そ の 内 容 形 態 は 様 々 で あ

る 。 こ れ に 対 応 し て 建 物 も 、 公 民 館

的 機 能 、 歴 史 博 物 館 的 機 能 、 お よ び

図 告 館 の 3 つ の 機 能 を 備 え た 総 合 的

施 設 と な って いる 。 公民館的部分は、

400人 収 谷 の ホ ー J レ、 T V ス タ ジ オ

を 備 え た 視 聴 覚 教 育 セ ン タ 一 、研 修

室 、 笑 管 室、訴! 人サーク l レ活動のた

め の 務 室 な ど。 歴史博物館的部分は、

展 示 室 、 研 究 室 、 収 蔵 庫 な ど。 図司

自官部分は、成人図書室 、 児 童 図3 室 、

京 都 に l測 す る 情 報 図 諮 室 、 巡 回 文 庫

関 係 室 な ど で 、 主 主g;l r- ltf は 全 て 開 架

方式とし一昔11自国E収 容 分 を 合 わ せ 12

万 冊 の蔵ｾを予定している 。

敷 地 は 丸 太 町 通 に 而 し 、 古 く か ら の

京 の 街 並 み が 伐 って いる所であり、

設計に際しては、京占却都l日i 市当局より、

この

〈なじむむ、ニと、また既存の町並に出

来る限り惑; ぷ特をおよぼさないよう

に考慮すること等、建物自己t(( お よ び

平 面 計 画 に つ い て 適 切 な 指 示 を い た

だし、た 。 こ れ に よ り 建 物 配 置 は 、 通

り に 而 す る 部 分 に 低 府 21階 建 の 図3

館 を 配 し 、 既 存 の 町 並 に ス カ イ ラ イ

ンを合わせ、 5 階建の本館者11分 は 後 方

に酉己しさらにその後方隣地境界まで

はJ l i . ! j I 場空地を設け、建物の巨大! 長

を減ずる僚に I々 . @: している 。 外 装 に

は淡色系て守口らかみのある信楽焼タ

イノレを用い、 パ ラ ペ ッ ト は 勾 自己をイ寸け

鋼板張りとし 、周辺の瓦屋根の 町 並 と

の 調和 を図 っ た。 敷 地 内 に は 「 平 安

京 泣 測 司 fl- /!lf 閥、遺跡」があり、建物

はこれをi l l j ! けて自己世されたが、 桝 内

告iIi 床によ って 鋭 わ れ る た め 、 遺 跡 位

抵の床にその柱 ｊｾＡｬ と柱穴を ｪ 杉取った

花 i土i石をはめ込み、 i立閥、の記録を兼

ね た 床 の 象 II I{ 校 椴 と し た 。施 設 利 用

者の多くよねまるロビーには、この社会

教 育 の 坊 に ふ さ わ し い 恒 久 展 示 を ぷ

ねた装飾をとの主旨で、室 H円末期lの 京

者 ＱＱ を ｈ れ、た Ｔ 守山Ｇ ノ ｪ ､ｦｴＱｾ ｏＺＮｩｬｬ文 ｉｊ ニ杉家

本 浴 中 治 外 図 l丙JillJ..J をもとに 、これを

絞写拡大、大匁陶板に焼付け たものを

壁面に取り 付け た。(;l !刈l建築事務所)
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京 都 市 社 会 教 育 総 合 セ ン タ ー

8  

3  ピロティ一個リ

4 .  1 陥ホ ール「治 中治外，: ; 1，

111風η し陶板明画J

児m閃.'r. ヰミ ( 1  F )  

五l則ホール

7.  11 防ホ ール

8  ロビー ( 3 F )  

9  千H宅のは路 ( 3 F )  

10 相当1 ( 3  F )  

11 研修宅 ( 3 F )  

12.  T  V スタジオ ( 4 F )  

12 悦聴覚教集 ( 4 F )  

抽t彩 s  s 大阪

"  



電気設備 ヤ マ ト 電 気 エ ン ジ ニ ア リ ン グ 大阪市北区西天満5一 日 削 除 制 剖56 1タ イ ル 古 市 窯 業

共同企集体 光 星 電 工 京都市中京区西大路通三条上ル T.I 肝 ω2- 4111- 51金 属 建 具 不 ニ エ ン ジ ニ ア リ ン グ

空調衛生 大 阪 電 気 暖 房 k 阪市西区江戸堀 1- 10- 17 制 侃 州 -8231 1塗 装 伊 藤 塗 装 工 業

共同企業体 扶 桑 管 工 業 京都市吉京区士事相良式部町12 T.I 075-86ト1157 1内 装 サ ン エ ー ス

造 作 宮 崎 木 材 工 業 京耶市右京区太紫下向 山町5 T.I 075-861-1臼5 1陶 板 壁 画 大 塚 オ ー ミ 陶 業

所 在 地 京 都 市 中 京 区 豪 楽 廻 り 松 下 町

敷 地 面 積 5 ，690m'  

建 築 面 積 2 ，965m'  

延 床 面 積 11 ，062m'  

権 造 規 模 本 館 棟 S R C 、8 1 、5 F、P 2

図 書 館 棟 R C 、 2  F 、 P 1  

工 期 昭 和54年 8 月~ 昭 和55年 12 月

大阪府守口市佐太中町 1- 87  T.I (国-903- 1101

大阪市浪速区元町通 3- 172 T.I (描-633-5714

大阪市淀川区回 111 1- 3  - 15  Tel 06- 3ω6回l

大阪市淀川区宮原 3 - 3  - 38 制 06-392-5891

滋賀県甲賀郡日曜町勅旨 加 切4槌-2-3∞l

(阿i不問)

9  



京都市中央斎場( 仮称)

設 計 監 理 京 都 市 住 宅 局 庁 舎 営 繕 課 ・ 昭 和 設 計

施 工 辰 巳 建 設

「野火の送り」とは、かつて 、物悲しい陀しいものだったに迩いない 。

しかし、この行為ほど人の存在を我々に鮮烈に蘇らせるのもまた他に存在しないだろう 。

すなわち、唯一無二の場ー葬送の場ーを建築空間を媒介として可能な限り具象化しよう

と試みた 。形態はあくまでシンプルに、素材は天然の石材を用い、色彩は無彩色を基調

としてまとめ上げた。 ( 上坂成量l V 昭和設計 )
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所 在 地 京 都 市 山 科 区 上 花 山 旭 山 町 1 9 - 3  

敷 地 面 積 29 ，8 7 3 m'  

建 築 面 積 本 館 ( 火 葬 場 棟 ) :  2 . 643 日mヘ 別館( 管理棟) :  902 . 9 m'  

渡 り 廊 下 232 . 8m' 、 第 2 別館( 動物炉棟) :  224. 0m'  

延 床 面 積 本館( 火葬場棟 ) :  3，631 . 8 m・，})IJ 館( 管理棟 ) : 1 ，564 . 7 m'

渡 り 廊 下 ・222 . 1m目、第n . i I J 館( 動物炉棟 ) :  212 . 1  m'  

合 計5，63日 7m'

構 造 規 模 本 館( 火 葬 場 棟 ) : R C 、2 F 、 別館( 管理棟 ) : R C 、2 F  

渡 り 廊 下 : S 、1 F 、 第 2 別 館( 動 物 炉 棟 ) : R  C 、1F

工 期 昭 和 54年 10 月~ 昭 和 56年 3 月

別 館 1 階 本館 1 階 (平面図)
別館 H皆 本館 H 皆

い王位

山

室

布

、
は

g

ホ

'
l

i

 

待

問

主

附

所

北

開

茶

2

M

#
旧

制

G

②

③

@

 

主'
ν
 

ロト

宅

ン

械

コ

機

① 背 別 ホ ー ル上古11

② 再燃機械京

③ 空調機械主
.:li 機械主

⑥ 級 ｩｾ 厚生地ぷそ の 他

気 関西電業社

衛生 扶 桑 管 工 業

京都 "irj' 京区三 条i l ! i リ州大路何人 ル三条r)j 町 13 075 - 802- 7321  

，j( r.l I"i イT京[ ) ( 太 A毛布l以式部町 12帯I也 075- 861- 1157 

(50汗断)



観 光 旅 館 魚 友

設 計 施 工 不 ニ 建 設

所 在 地 愛 知 県 知 多 郡 南 知 多 町 大 字 内 海 字 寺 後 8 0 - 9  

敷 地 面 積 S ，988 . 00m'  

建 築 面 積 1，39 1. 80m'  

延 床 面 積 3 ，9S7 . S 8 m'  

構造規模 R C、4 F  

工 期 昭 和55年 3 月~ 昭 和 55年 12 月

伊 勢 湾 と 三 和iI i I " J に閉まれた知多半 Jみ の 南 部 一 府 知 多 は 半 山 の 99

% が 三 河 問 国 定 公 図 ・県 立 南 知 多 自 然 公 園 区 域 に な っ ているが、

地元では美しい自然を利用して海水浴、槻 ｬ 干 ｾＧＺｪ 、釣、みかん狩

り等レジ ャー ゾ ー ン と し て の 観 光 開 発 に 力 を t l:: . 、でいる 。 そ の

意 味 で も こ の 建 物 は 地 元 よ り 独 < JUI 待 さ れ 数 多 く の 協 力 を 符 て

完 成 し た 。

計画に当 っ ては公 図法による ｩｬｬ 物 の 高 さ ｭｬｬｬ ｬ ｈ 、色彩 ｈ ｾｉｉ 出、 Ｑ Ｇ Ｑ 然

保護等の ｪ 見 ｩ ｬ ｩ ｬｬ により現状の高低の多い」王の起伏をそのまま動 ｫ￰ｾ

に 取 り 入 れ る こ と を 決 め 訟 物 の 用 途 上 の 惚 制1，さ ( i;' ; f ( ' 、料思! の為:

と宿泊の終を分離することによるサービス前 ｾ ｊ 似の多様さ Ｉ を 如

何 に 機 能 的 にまとめるかがこの: r n 物設計上の嬰点とな っ た 。

本 場三 州 瓦 を ij いた城! ￥u孔 の 立 而 も 環 境 に マ ッチ し た 綿 ち 才f い

たたたずまいであるが周辺のｾかな眺望を会 室 に満足させたた

めにまれに見る雌設計、世 ｪ ｾ ヱ ・ ｆ と る っ た Ｈ千 ｉｦｬ Ｇ ｬ 正ｼ径 Ｏ 不 二 建設 Ｉ

12 
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1 6 0  

日 本 建 築 協 会 法 規 委 員 会

質疑などの投稿をお待ちしてお 1) ます.

ロ) 本告示第 2 により、荷重、外力に対して安全

性を確保する場合は、標記の応力が荷重または外

力を支える音11分に生じたときに、転倒、崩壊等、

重大な損傷が生じないことを確かめるものとする。

このため、必要に応じて簡単な構造計算昔、実験

資料等の提出を求めることがある。

告示・通達の運用等一建築基準施行令の一部改正一 (その2 )  

ハ) 既製の設備機総( 水槽本体等) 類については、

ロ) にかかわらず、その部分についての検討は特

に要しないものとする。

3  ) コンクリートの強度関係

今年の 6 月 1 日か ら施行している「改正施行令J 12月 1 日に出されており、これらの告示について

イ) 本基準は、一般の強度管理方式に鑑み、現場

水中養生供試イ本による場合と( 大阪府コンクリー

ト工法に |刻する指導要綱による) 、その中i I i 完手段

としてのコア供試体による場合とを蝶り込んだも

のである。これ以外の管理方法であ っても 、適切

な研究的裏付けのあるものについては、代替手段

として認めるものとする。具体的な運用について

は、拙日本建築学会「建築工事標準仕様書J A S S

- 5 コンクリート工事」等を参考とされた い。

にもとづき現在出されている告示、通達は 表ー 1 は今回の地行令改正の重要な部分である、構造計

のようになる。 tl: の方法について重要な部分を占めていることか

これらのうち、告示第 1790号から第 1795号まで ら、施行令改正に伴つての各般講習会、および| 刻

は昭和55年 ]] 月27 日に、告示第 1799号は昭和55年 係誌上等において紹介されているので説明は省略

する 。

表ー 1 本［ｦ ＱｾＺＱ では、今回 Ｖ 月 Ｑ 日に出されている告示第
ロ) 本告示第 l 第 1 号にいう、、現場水中養生に類

する養生。とは、現場の ｩｾ 砂中等、水分を補給し

得る養生をさすものとする。

告示千件号 根 拠 条 文 {斗 名

木造の建築物及び組制お宜

告示

令第82粂の 2

その他の構造の建築物

第1790号 ( 木造建築物等) を定める

Ｑｾ ニ

建築物のft'l i造方法に応じ

告示 令第82粂の 3 第

て地主主に対し、安全上必

要があると詑めて定める

第1791号 3 号

梢込計nーの基準を定める

何=

13ュニ7i ユ、 令第82粂の 4 第 必号号保有水平耐力の計算

第1792号 2 号 に関する基準を定める件

告示 令第88条第 1 J貨 ｉ 血ｾ力の計 ｮＺＱ こ ｉ 期する基

第1793号 第 2 項及第 4 項 準を定める{ 斗

告示 令m90条、第92条 鋼材等及びf討妾音11の基準

第1794号 第96条、第98粂 強1. 交を定める{ 牛

tEk3ユニ，手』ニ、
令書' ;92粂の 2 高カポ/ レトの基準張力等

自¥1795号 首¥94条、第96条 を定める件

告示 令第94条、 tr; 99 特殊な許容応力j支及ぴ材

第1799号 条 料＿釦 ｉｾ を定める ｦ 斗

告示 令第46条第 3 項

木造建築物のf. ' I l . 進耐力上

第1100号 表 l H項

*i ま1J な車dl 組及ひ'そのiま率

を定めるH

告示

令第39条の 2

屋上から突出する水槽等

第1101号 に閲する基準を定める件

管示

令第74条第J J ' n

コンクリートの強リ交に関

第1102号 する-! J i i艇を定めるH

告示 令第92条、第98 溶接の高度の品質を確保

第1103号 条 しうる条例ーを定める件

告示 令第 139粂第 l 煙突のm込に| 刻する基準

tr; 1l 04号 rti を定める1'1'

l'念三"ーJム 令第 136条の 3 I1以Eしに用いる木材の許

第1105号 第 5 理i第 3 号 容応力I立を定める{ 牛

告示

鉄筋コンクリート造の位

第1106号

令官¥77条第 3 号 (7) .m:ii)il七のJ : ) 出方法を定

める件

] ] 00号から 1103号の運用を簡単にこ紛介する 。

告示の本文については、 6 月 l 日付の官報等を

参考にしていただきたい 。

1  ) 告示第11 00号 : 木造輪組、倍率関係

イ) 本告示は、木造の耐力上有効な紬組として、

ハ) 供試体強度の平均値を求める場合の{ 共試体の

数等試験方法の詳細lについては「大阪府コンクリ

ート工法に| 到する指導要綱」による。

合板その他の国材を使用したものを認めるもので 4  ) 溶接の作業条件関係

ある 。 イ) 本基準は、浴篠宮11の十分な強度を隊保するた

ロ) 採用する工法 lム ホ直貼り" ，"ij 同紘仕様かお めの作業条件を定めたものであり、建築工事にあ

よびこれらと政令の筋かい等を併用したものであ たって必要な機器、技術者、管理体制等を雌保す

る。 べきこととしたものである 。 これらに ついて具1ffll

ハ ) ホ直貼 V は、従来の告示 ( 昭和47年第 163 すべき条件は、建築物の規模、使用鋼等々に応じ

号 ) によるものと問機、柱、間柱、土台、はり等 て、判定基準を定める予定である。( 昭和46年建

一聞に直接くぎ打ちしたものであり 、壁材料を継 設省住指発第 344号に相当するもの)

ぐ場合には、前記聞位等または受け材を用いて継 ロ) 本告示第 2 号により、所要の管理体ill lJ が硲保

いだも の とする 。 されると認められる場合には、大臣認定を行うこ

ニ) 胴縁仕様は柱等、はりおよび土台にくぎ打ち ととする 。

した胴縁に部材をくぎ打ちしたものである 。- ，主

の援の上端および下端は、それぞれはり ( けた )

および土台に到達することが要求される 。

ホ) 第 1 第 3 号、第 5 号および第 6 号にいう壁 2

枚を併用した車dl 組は、両面に取り付けたものであ

り、 、、lli ね目占 1)" は認めないので注意されたい。

へ ) 倍率については、それぞれの仕様についての

ものと、加tl:WJ を認めたものである 。

ト) このほか、特殊な馳組については、第 1 ｾＢｪ＠ 7  

号により、個別認定の途を聞いている 。 この規定

に基づき、工法の普及等に鑑みながら、 i' 断次認定

を行 っていく方針である 。

チ) 本告示により倍率の大きい期I i 組が多〈出現し

てくることが予想されるが、建物全体のつり合い

等については令第36粂 ( 構造設計の原則J ) 、令第

46条第 l Jfi ( 構造耐力上必要な取I i 組等 ) 等により、

指導を行う 。

2  ) 告示第 11 日1号: 屋上 から突出する水槽等

イ) 本基準の適用を受ける対象は、当町下記のも

のとする 。

@  屋上から突出する水槽、煙突、冷却搭その他

の建築設備

(Q) 1:皆数に tl 入されない搭屋( ノ マラペ ッ トは含ま

ない)

5  ) 通達 について

今回の施行令改正に関連して出されている通達

はつぎのものである 。

イ) (建設省住指発第96号 昭 和56年 5 月 1 日)

建築必準法地行令の一部改正( 構造計算関係 ) に

ついて

ロ) ( 緯設省{ ヱ指発第97号 昭 和56年 5 月 l 日)

建築基準法地行令( 梢造方法関係) について

これらの詳細! な内容については省略するが、お

おむね先の講習会て' 使用したテキスト( 側日本建

築センター編、椛造計t ): 指針、同解説) と同様で

あるので、解説等については参隠されたい。

。 ｾ

本年 6 月 1 日から、新地行令にもとづき、雌認

申討iの処理を行 っているが、建築関係皆々機のご

協力、ご努力により旧規定から新規定への切り替

えもスムーズに運び、また旧規定による雌認申請

の場合に提出を求めていた建築工事着手属も相当

数提出されていることに対し、この託、聞をおかり

してお礼申し上げます。

今後とも本l府鐙築指導行政にこ:thiJ 力n易りますよ

うお願いいたします。

( 大阪府建築指導課構造係長 森宗 崇)

処築と社会/ 1兜 l年 7 月号 13  



近電工の省エネ制御システム

超高層ピノレから中規模ビI レへと、

コンヒ。ュータコントロールの可能性を追

求。最適環境をつくり、省エオ、ノレ

ギ一、省力、省脳化をおしすす

めるヒラレコントロールシステム。

近電工の綴密な手法成

省エオ、1レギ一、ローコス

ト管理を確立しますL

量量謹

電気・言十装・空調・管 ・防災 ・土木

丞竜王

近畿L宅急エ幸妹夫舎が

北海道・東北・東京・名古屋・滋賀・京都・奈良・和歌山・大阪・神戸・姫路・広島・四国・九州・沖縄 I  



日 本 建 築 協 会 建 材 委 員 会

新 建 材 紹 介 コ ー ナ ー

〈新建材 紹介 .No8 2}  

『三 星不 燃 シ ン グ ル』

建築基準法第22条第 l 項、第 25条または第63条の

規定における「屋桜を不燃材料でふく j ことに闘

し、従来のアスフアルトシングル屋恨材は、可燃

材料であるため使用することができなかったが、

ここに紹介する「三星不燃シングルj は、柔軟性

を付与した法定不燃材である 。

.  製品の概要等

商 品 名

認 定 番 号

認 定 年 月 日

厚 さ (mm)

て き さ (mm)

〈線準寸法〉

重品( kg/ m')

椛成 ( 組成)

「三五i不燃シングノレ GJ

不 燃 ( 個 ) 第 1552 号

昭 和 55 年 8 月 7 日

2. 5 

560X410 

3. 5 

断 面 図 (mm) I  1  

- 特長

アクリル樹脂，毘入

( 裏面眉 )

段酷カ ルシつム

ＨＱＩ法定不燃材料Ｈ 上 記参ｊＡＨｾ )  

(2) すぐれた 防水効果がある 。

従来のアスフアルトシンク" ルの施工笑献をもとに

下u占り材をふくめた信頼性の高い防水ンステムを

採用している 。

(3)! 1盗品でな じみが良い。

経五1 ( 桁丞負担は瓦の 5 分の l 以下 ) で柱や梁に

むりな負担をかけず、 また下地とのなじみが良〈

llil 而の苛11伎にも地工が可能である 。

(4) 地艮に強〈安全

柔軟な特殊合成樹脂を il ' 1 . 入してあり割れる心配が

なく池袋が起きても務下しないので安全である 。

(5) 耐候性、耐変色性にもすぐれる 。

耐候性にすぐれた特殊合成樹J] 旨を使用し、表面は

特殊顔料を焼付けた耐変色性の鉱物粒子て干互われ

ている 。

(6) 美 しく柔かい外観

従来のアスフアルトシングルと同僚にソフトで孫

ち苅さのある材質感は、周閉め環境によく調和する。

Ｈ Ｗ Ｉｊ Ｙｴｾに ､ 虫い 。

経企にかかわらず風に対しては十分な安全性があ

る。

- 用 途

どんな建築物にも広〈迎応する。

特に一般住宅、共同住宅、別荘、{ 栄養所、各f O T I 庖

告ili 、クラフボハウス、レストハウス、幼利II 図、{ 本育

施設、教会、社寺院など。

田島ル ーフィング株式会社

東京 干101 東京都千代田区岩本町 3 - 11 - 13 T  E  L  03- 862- 8531  

大阪 〒550 大阪市西区京町府 1 - 10 ー 5 T  E  L  06- 443- 0431 

- 施工仕綴

(1)下 地

木造下地の場合は、 12mm以上の合板もしくは 15mm以上の野地中反を使用し、白地あき、目違いのないよ

うに取りやl ける 。コンクリートの場合は、平計Tて。充分乾燥し、よく治指した下地にゴム ・アスフアルト

プライマーを塗布する。他の下地については、上記に準ずる。

(2) 下ぷ き

合成繊維基材ルーフイングなどを下地に取りイ寸ける。

(3) ふき上げ

三塁不燃シングルを下ぶきの上面に、くぎ、接着剤を併用して、軒から棟にかけて JI頂にふさ重ねる。

くぎは長さ 25mmの亜鉛メッキ処理したものを使用し、シングル屋線材の切欠き 曲部の前内i J l l] 上音[1約30

mmの位置に打つ。

.  標準施工図 ( 仰IJ. i三 星不燃シングル GJ )  

標準施工図 ( 単位 mm)  

ｔ ，［ｾき材

下地

/  水 切 板

三}J l 不燃 シング/ レ G

- 三. hl 不燃シンク時ル{ 士機

書11 1立 仕 機 番 号 工 法

ニb!. 不燃ン ングノレ

Zf 打 工 法

F  5 - 1 0  

三塁不燃シ ングノレ

ガムロン冷工法

F  G- 5 1  

水1;1)板

(3)  貼 り順序
くぎ

'Iil 先の地i世;，)
接活斉1]

勾 自己 下 f也

3 / 10 - 5  / 10 

耐水令板

12mm厚以上

三hl 不燃ン ングノレ

2 / 10- 3  / 10  ( たる木間隔450mm)

断 熱 工 法

FI - 510 

hl f1{ 

ニ. hl 不燃ン ングノレ

コンクリートガムロン冷工法 2 / 10 - 3 / 10  

F  G- 5 2  

三星不燃ンングl レ

ガムロン冷工法

A L C版、 P C版等F  G - 53 

2 / 10- 3 / 10 

コンクリートニ昼不燃シングl レ

断 熱 工 法

F I- 530 

ニ皇不燃シ ング/ レ

f ， f 打 工 法 5 / 10 - 7 / 10 

F 5 ー11

耐水合板急 勾 配

ニ昼不燃シ ングl レ

12mm! 写以上H 打 工 法 7 / 10 - 2 0 / 10 

F 5 ー12

( たる 木11[11羽450mm)化粧l ! 占

ニ星不燃ン ングJ レ

20 /  10 以 上

F 5 ー13

H  . n 工 法

庄司 1. 耐水合板は、たわみが生じむいよう、母屋、たる木1m隔に十分な配1 . &を行う 。

万ーたわみが生じた場合は、合板のジョイン トをガムロンテープでJ f : I ! 占りする 。

2 .  A  L C版、 P C版笥は梁上のジョイントをガムロンテープて小1(:11占りする 。

3 .  F  1  - 510の場令、ギノレフォームのl削寸 Jr 法は相談のこと。

4  .  fit ・'J ';' 寒冷I也の場合はキ11談のこと 。

霊 1I.!: 

10kg/ m'  

11. 5  

13 .0  

11. 5  

11 .5  

13. 5 

10 .0  

10 .0  

9. 5 

紙 f( Uの郁子干上、 三 塁不燃シングルについての詳細iは紹介できなか ったが、上記の会社にご相談下さい。

建 材 委 員/ 長 橋 英 彦 ((1同) 日本建築総合試験所構造物試験室 )
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1522 神 戸 地 方 裁 判 所 篠 山 支 部

設 計 建 設 省近 畿地 方建 設 局 営 繕 部

施 工 . 神 崎 組

a . 兵庫県多紀1111篠 山町銀問字見舞

b .  2，654 .  76m'  

C .  668 .47 m'  

d .  1，140. 18m'  

e .  R C .  2 F  

f  昭和55年 9 月~昭和56年 3 月

1525 和 歌 山 市 民 図 書 館

設 計 : 岡 田新 一 設 計 事 務 所

施 工 : 大成建設大阪支底

a  和歌山市淡紺屋町 3 丁目 9 番地

b.  8 ，598 .27m'  

c .  1，787 .  87m'  

d .  7 ，288. 90111'  

e .  8 1  ( R C) 、1 ・2 F ( S  R C )、3 F ( RC ) .4 F ( S )  

f .  1I!:l干[ドi5.ij 三3 月~日目>1' 1156年 3 月

-----へ¥

1528 富 士 銀 行 河 原 町 支 唐

設 計 ・大成建設本社 設 計 部

施 工 大 成 建 設大 阪 支唐

a  京都市下京区間条通寺町東入二丁目御旅町51番地他

b .  440. 91m'  

c .  388 .02m'  

d .  2 ，924. 50m'  

e .  B  1  ( R  C )、1 - 2 F ( S R C ) . 3 - 7 F 及び P 1  ( S )  

f .  H!:l手口54.ij三 8 月-1I!: l手口56-"jo 3  H  

16  

1523 兵 庫 県 産 業 会 館

設 計 監理 : 兵庫県都市 住 宅 部 営 繕 課

施 工 : 明 和 工務 庖

a . 神戸市 中央区中山手通 7 丁目 28番33号

b .  3 ，069 .  98m'  

c .  1，345. 94111'  

d . 5 ，889 . 51m'  

e .  R  C 、B 1 、 S F 、P 1  

f . 昭和54年 6 月~昭和55年 12月

1526 徳 島 西警 察 署 庁 舎

設 計 ー 東 畑 建 築 事 務 所

施 工 . 竹 中 工務 庖

a .  1.悲':h市庄町 3 丁目 5 番地 l

b .  3，570 .08m'  

c .  951. 6 m'  

d . 2 ，842 .63m'  

e .  R  C 、4 F 、 P 1  

f .  11昨日54年 I1 FJ - 1I!:l;f1l 55年 12H

1529 京 都 駅 前 駿 河 屋 ビ ル

設 計 吉 村建 築 事 務所

施 工 大 成 建 設

a 京郎市下京区 r. . )Ul ! i リ七条下ノ叫Ua.小路orf720

b .  231.82111'  

c .  175 .33m'  

d .  1，382. lOm'  

e .  S  (地下 R C )  B  2 、 7 F  

f  昭和54年 12} J - 昭和56年3 J ' J

E ';1 7- - f  ';1 '7 

1524 兵庫県立丹浪総合スポーツセンタ一体育館

設 計 監 理 : 兵 庫 県 都 市 住宅 部 営 繕 課

施 工 : 宗像・ 中村 ・吉 川 建 設 共 同 企 業 体

a . 兵/，11 . 県多紀郡篠山町j!l l家

b .  53 ，519 .76111'  

c .  2 ，517. 46111'  

d .  3 ，599 .92111'  

e .  R  C 、 2 F  ( 一部鉄骨量恨 )

f . 昭和54-"1'- 12月- 1昭和55年 9 月

1527 甲 南 大 学 社 会 科 学 総 合 館

設 計 ・東 畑 建 築 事 務 所

施 工 ・竹 中 工務 底

a . 神戸市東灘区岡本 8 丁目 9 番 l 号

b .  43 ，609. 50111'  

C .  871. 9 4 m'  

d .  5 ，422 .83m'  

e .  R  C 、 7 F 、 P 2  

f .  lI !:l fn54年 9 月- 1I ! HI 155年 12月

1530 千 代 田 生 命 御 堂 筋 ビ ル

設 計 . 横 河 建 築 設 計 事 務 所

施 工 : 大成建設

a  大|仮 di 南区周| 幼 IIrf28- 1  

b .  1. 164. 87111'  

C .  1，096 .88111'  

d .  12 ，931. 74111'  

e .  S  R  C 、 B 2 、12 F 、 P 3  

f .  IIrl fnS4年 9 月- 1I {l fI156i 1'- 3 月



111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 

...__， g- ｾ＠ I..... :1ー ド

マスチッヲヲ1 : 1 - 9: J 1.J“

無 公 害 な 弾 性 床 材

特 長

耐久性 : 而t久性にすぐれている 。

2  耐摩性 : 摩耗の度合が低く、ホコリなど生じない。

3  すベり抵抗性 : すべり抵抗性にすぐれている 。

4  弾力性: 弾性があり、万一亀裂ができても使用しでいる聞に復元する 。

5  粘着性 : 多少湿っていても 、コンクリート、金属、木なと、どんな面にも

よく粘着する 。

6  不燃性: 引火のおそれがなく、ガス工場、爆薬工場の床に使用されている 。

7  無毒無臭 : 完全無毒で各種食品工場、貯蔵庫に多く使用されている 。

毛主量

フリントコートについてのお 問合 せ は 下 記 へ

j械式会ffi! シェル厄;iX版発売所

Ｗ 宅 ｉｾＮＭ 二 ｾｾｉＭ 部

大阪本部 需 530 大阪市北区堂島 浜 1 丁目 2 の 6 ( 新大ピル 9 F ) f t  (06) 343- 0441 

東 京 帝 104 東京都中央区京橋 2 丁目 9 の 2 ( 第一ぬり 彦 ビル ) f t  (03)  562- 4676 

福 岡 需 810 福 岡市中 央 区舞鶴 町 1 ー 1 - 5( 舞鶴 ピル 3 F ) 合 (092) 771- 1961

11111111I 1111I 111111I 11I 11111111111111i 111111111l 111l 1111111111111111111111111111111111111111111111111川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川111川11川11川|川川11川11川|川川11川11川l川11川11川|川川11川|川川11川11川|川川11川11川11川11川11川|川川11川11川|川川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川l川11川11川11川111川川11川11川l川l川11川11川l川l川11川11川11川|川川11川11川111川11川11川11川11川11川|川川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川|川川11川|川川l川11川11川11川11川11川11川11川|川川11川|川川l川11川11川11川1111川11川11川11川11川11川|川川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川111川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川111川|川川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川111
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建 築 と 社 会

ニュース原稿をお送りください。

ユ

茨 木 市 高 温 溶 融 式 ご み 処 理

施 設 紹 介

平 面 図

-
a

院

制

帽

-

g

鵬

睡

眠

"

に

・

名 称 茨 木 市 環 境 衛 生 セ ン ? ー ご み 処 理 施 設

設 計 施 工 新 日 本 製 鎌 株 式 会 社

所 在 地 大 阪 府 茨 木 市 大 字 野 々 宮632

敷 地 面 積 約 15000m'

延 床 面 積 11300m'  

処理能力 150 t  I 日X 3 炉 = 4 5 0 t  I 日

処理方式 高温，寄融処理方式

，寄融物処理，水砕処理

公害防止機器，電機集鹿装置・ E P灰 処 理 装 鑑

工 期 昭 和52年 10月 一昭 和55年 7 月

<i容融炉の概要〉

1容融炉は竪型でごみは炉の頂音11から装入される 。

その際少量のコークスと石灰分を混合する。熱分

解で発生した可燃ガスの漏洩を l坊ぐため装入ホ ッ

パは二重のシール弁を交互に | 鋼くことによ って、

大気と直接述通することがないようにされている 。

一方炉の下方から予熱した酸紫7:i ; 化空気を炉内に

送りこむ。こみの水分や形状は様々であるが、組

< Dごみ彼入プラットホーム 'lls庭向島ポイラ

③ ごみ役入罵 骨 電気災じんa

③ごみピッ ト QW. 引退" ' "

@ ごみ クレーン 匂障じん. .  

ｾごみ クレーン像作Ｚ｡Ｚ <抵. ，.

喧牌込送" ' " ¥' 時砕スラグ裕幽コンベア

d 組処盆気. . . . . . . ，. スヲグホッパー

品' " 継炉本体 IJ 組 大ごみピッ ト

@ 圃資材貯留ホッパー ｀ 相次ごみクレＭ ｾ

砕ケージ 8也大ごみ償.. . . .  

，ｾ戸 " 俊策発生厳司E

。灘暁'" >s 中活性 f fス発生誕置

。εP" ，洩" . . . ，.

- ごみ - 水 怜 只 ラ グ

眉品質" - ' "気

間 酬 - ダスト

- ガス 「 一 明融 f fス

- 泡僧示ラグ

大ごみ ( 30cm角) でなければ破砕することなく炉 る。 ダストタールを含む熱分解ガスは乾式ダスト

に袋入できる。ごみは炉の上部の予熱乾燥帯で乾 キャ ッチャで粗l除座した後、直ちに燃焼室で燃焼

燥され、次いで炉下部から上昇して米る高温の燃 する 。 この燃焼却1'7ゲスの一昔11は熱風炉の熱淑とし

焼ガスによって熱分解される。熱分解で生じた炭 て利用し、大部分はボイラを通って熱回収され、

素分( チヤー) と混合したコークスはさらに下降 次いで両方のガスを電気j兵庫機で弘前滞にし、誘引

し駿索白化空気によって高温を発して燃焼する 。 排風機を経て大気に放散する。溶融炉から取 り出

この燃焼溶融帯の最高1足度は 1800. Cから 2000. C往 す浴副! スラグおよびj容融欽の処理は水作方式を採

度であると恩われるが、この高 ｩｾｴ によってごみ中

の不燃分であるガラス、陶磁器等は石炭と共に溶

融してスラグになる 。 また ZE缶等の鉄分も裕福虫し

炉下音[1に潟る 。 この溶融スラグ、欽は炉底からI i l J

駄 ＸＧｾ に排出される 。 排出 ｈ 寺の温度は ＱＴＰＰＭＱＵ ＰＰＢ ｃ

で・ある 。

炉 内の熱分 lilf の際、出化ビニール寄が熱分解して

発生する IE化水索は炉下部の向山でガラス等から

揮発して米た商変化ナトリウムや、石灰分と反応し

て塩化ナトリウム、塩化カルシウム等の塩とな っ

て安定する 。

ごみ中の墨金属のうち銅、クローム等は熔融鉄中

に入り、 IIE鉛等は舟i発して飛灰に入る 。 ごみの炉

内での滞留 l時間は炉の容量によ って 変わるが 1 - 3

H寺附l である 。熱分解で発生した可燃ガスはごみ質

にもよるが1000- 1600Kcal / Nmーの発熱i訟を有

する 。 ガス処理方式は直接燃焼方式を係mしてい

用している 。

以上をまとめると次の 4 つの特徴となる 。

①ごみ質の多様化に対処しど んなごみでも処理で

きる 。溶融炉はゴミを可燃性ガス、スラグ、欽( 粒

鉄) にするシステムであり、可燃物、不燃物の両

者を完全処理できるので、所誠一般ごみの場合ご

みは選ばない。

②ｾ ＡＧ，ｦ，公害処理が出来る 。 ごみ Ｂ Ｑ Ｂ の可燃物を告 ｉ ｦＮ闘を禁

状態で熱分解するので相l' 7ゲス中の硫質問量化物、窒

素酸化物、塩化水素は極めて少なく大気汚染の心

配がない 。

③ ごみ中の不燃物を溶融するのて削減容化が可能で、

スラグは安全、無害のため埋立地の有効利用、す

なわち埋戻し材や路撚材等に利用でき、資源回収

可能である 。

④ 発生方、ス は燃焼して熱エネルギーとして発泡や

給湯に利用されエネルギ一回収も可能である 。

大 阪 市 の 第 12回 緑 化 施 設 の

表 彰 施 設 決 ま る

昭 和56年度( 第 12回) 建築物に付属する優秀な

緑化施設の表彰施設( 6件)

区 施
E 名

所 有 者

骨

Jl I! 量 計 事 聾 所 名 所 在 地

管 理 者

告車肯精ピルグ4ング 車洋柿不動産開

側 大 体 組 北区堂品揖

一世 l ! 聾士事輯 所 2- 8  

ｴＩフセム〆ウサＢＧｾ時
フーセノウサ￥開

側 竹 中 工 高 庖 西区新町

本 社 ピ ル 大臣一組担畢士事曹所 2 - 2 - 2  

tI コスモハイツ玉出 7 - 1''''/サービス鮒

船 長 菅 川 工 事 由 西虚区玉出西

一紐 担草士事務所 2 - 3 - 1  

感日程今踊ピ ル 側日本経間新聞社

戸田昌 盤側大阪支匝 車E今櫨

ー組 l ! 事士事務所 1- 15- 1  

由 花 王 石 髄 附

花 王 石 盤 側

側 竹 中 工 事 由 西区立売唱

大 阪 支 社 大臣一組組築士事暗所 1- 4 - 1  

t I 梅田ンティ

霊山中央住担側

側K' 1  ，A担堕仕合研究所

北区宜山町18

ビラ 7 7 ト3 大 臣 主 自

56年 5 H20 日
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昭和56年度建築物に付属する大阪市内の l変禿な緑

化施設の選考委員会が 5 月 8 日除Hmされ、現場務

主査Eおよび; 苫2

イ件牛が表1彰診された 。以下その概要を 記す。

選考委員

附大阪市公 l園協会常務理事 IJII 雄一男 ( 元公l姐川氏 )

大阪市長室 ｬｾ 大詰I i 英男

大阪市公| 園局長 二試敏明

大阪市建築局長 三 品哲夫

<J 東洋紡ビルディング

フーセ ンウサギ側本社ピル

‘  



可ムのらくがきか募集

読者の頁

。テーマは、 『響J rUJ  r秋J r冬j 町四季をあらわす もので、

タイトルを適当におつけください. またスケ y チ場所などを含め

て 200字位皮肉コ〆ノトをつけて下さい.

。サイス'は150X200 ミ1) 位皮肉白紙に. で きるどけ sAインキてー瞥い

たしのとします. ( ハガキ大でも差しっかえ あ リませんJ

0 1品維分には 脱定的稿料をさしあげます. 原則としてスケ y チ向原

偏向返却はいたしませんが 返却希望的場合はそ町旨特記下さい.

私の5<がき

も中国、桂林一 滴江を下る庁

中 村 義 雄/ 日本位築協会会以、 82-1

1980年 7 片24 日 、 中 国 の 商 、 香 港 か ら 屯111 で広州、|

へ 。 広 州 よ り 飛 行 機 で 佳 林 へ。

日 本 人 は 余 り 米 て 居 らず 凡 る 可 き も の は 消 江。

午 前 8 il 寺佳林、来船83キロを下る 。 午 后 4 I削 JI 朔

とし、う場所にすei く。

途 中 船 内 か ら 見 る 景 色 は 鋸 形 の 山 ば か り 。 日本の

山 水 画 を 凡 て い る 機 な も の。 両岸は砂と行イ誌のよ

い竹林 。 人 ［ｪｾ も人家も余り見えず透明な苛色の水 。

動物は水牛とアヒノレ。 p. J を 往 来 す る 船 を 時 々 比 受

ける 。 ど の 船 も ム シ ロ 仮 り の 機 な 組 末 な も の 、 帆

の付いた脅nが 多 い 。 魚 釣 り の 小 J1 i が竹を 三 m 位 の

もの 7 本 位 つ な い で 筏 代 り 。 I朗 自 い の は 出 か ら 釣

らず必ず竹筏て刷出に怖l って 釣 っ て い る 。

ｪ，｜ｬ ｈｦｾ の山は ｚ Ｎ Ｕ いので ＳＰＱＱＱ - 5 0  111 f立のものが多く、

石灰石で出来て泌江の両岸に前後左右に尖: J j して

非 常 に よ い 景 色。 気 候 は 7 月24 日 で 平 均24、25.C

伎で非 Ｇ［ￎｾＧ に気持よく温気なく汗は出ない 。

旧 大 阪 砲 兵 工 廠 本 館 の

破 壊 に つ い て

小田 隆 / 堺市立工業Z51V' F 校郷上史研究部 3 年

0 氏名. 住所、 職業、年齢砂明記して鮒日本主II 築協会編集部宛お送

リ下さ、、.

とい うこ と だ け の た め に 、 な ぜ 市 民 の 目 を ご ま か 大 阪 市 に よ っ て 破 壊 さ れ た と い う の は 、 何 と い う

してまでも H庄 峻 し な け れ ば な ら な か ったのでしょ 皮 肉 で し ょ う か。 伐 は 、 取 り 域 さ れ て い る 現 場 て ¥

うか 。 伐 は 、 絶 対 に 保 存 を し て も ら い た か った の 廿 仰 兵 工 廠 で 働 い て い た tという老人が、自に涙を

で す が 、 取 り 峻 し に 鈴 成 で あ る 人 々 の XY : 見も無視 う か べ な が ら そ れ を 凡 つ め 、 無 惨 に バ ラ バ ラ に な

す る こ と は で き ま せ ん 。砲 兵 工 廠 が あ った が た め った 煉 瓦 の 一 つ を 大 必 そ う に 持 って 州 る 後 姿 を 見

にl Ii 3 f1120年 の 大 空 襲 時 に 目 燃 に さ れ て 多 く の 被 筈 て、 ( あ あ 、 な ぜ こ ん な 人 た ち の思 い を 無 視 し て

者が山たのも Ｇｊｾｾ です 。 ＧＱ Ｂ Ｑ には、そういう ｉｉｦｪ ぃ過 ま で も 駿 す 必 要 が あ ったのだろう 。) と思うと、も

去 の あ る 雄 物 な ど な い 万 が 良 い 。 と い う 人 も 多 い っ て 行 き 所 の な い 悠 り を 感 じ ま し た 。 も し 、 仕 方

はずです 。 でも広 ｽ Ｎ ｾｉｾ の原燃ドームを凡て下さい 。 な く 取 り 壊 さ な け れ ば な ら な か った に し て も 、 も

あ の ド ー ム ほ と' 戦 争 の 非 惨 な fl)j 跡 を 今 に 伐 し て い っ と 他 に 方 法 が あ った の で は な い か と 思 い ま す 。

b 雄 物 は 他 に 例 を 凡 な い と 思 い ま す 。広 山 市 民 に 保存迎捌J が高ま って い る 中 て ¥ 予 告 も 無 し に 、 早

とって あ の ド ー ム を 凡 て ntい、過去を思い出すのは、 制 か ら 取 り 壊 し た と い う や り 方 は 、 あ ま り に ひ ど

良 い 気 持 ち で は な い と 思 い ま す 。 し か し 、 あ の 往 す ぎ る の で は な い で し ょ う か 。 僕 は 大 阪 市 民 と し

物 が あ る か ら こ そ 人 身 は 二 度 と 戦 争 は 起 こ す ま い 。 て 、 大 阪 の 町 を こ よ な く 愛 し て い ま す が 、 そ の 大

と い う 気 持 ち を 新 た に す る の だ と 思 い ま す 。 そう 阪 が 、 自 分 の こ と し か 考 え て い な い よ う な 人 た ち

去る 5 月 2 目 、 白 地 し に 保 存 illi 動 が 盛 ん に な って い っ た ［ ｾＺｉ 床でも多くの ｬ ｩ 現こんを銭していた砲兵工 によ っ て 、 姿 を 変 え ら れ て い く の は 、 何 と も 耐 え

きていた Ir I 大阪砲兵工版本館が、早朝から大阪市 版本自立は、大阪に銭された数少ない戦争の傷跡で ら れ ま せ ん 。 Il f I くところによると今度は、大阪市

の乎によ っ て抜き n ち (l( j I と取り峻されてしまいま あ り 、 ま た 、 平 和 の シ ンボノレにもなり仰る，雄物で 庁 合 や 、 中 央 公 会 立 と い った 美 し い 歴 史 的 建 築 物

した 。 こ の 処 築 物 は 、 明 治35年 に 発 行 さ れ た 「 大 あ っ た の で は な い で し ょ う か。 ただいやな広い、 Uj も 取 り 駿 さ れ る 運 命 に あ る と い う で は あ り ま せ ん

阪 砲 兵 工 肱 沿 市 史 」 に よ る と 、 明 治 6 年 に は す で が あ る か ら 峻 し た 方 が 良 い と い う 意 見 に は 、 ど う か 。 も し 、 そ ん な こ と が 本 当 に 行 な わ れ て し ま え

に 完 成 さ れ て い た こ と が ほ ぼ 明 ら か て1 明 治 洋 風 も1買 は 、 納 得 で き な い の で す 。 : 号以や文江だけで ぱ 、 大 |坂には一体何が伐るのでしょうか。いや、

の 工 場 処 築 と し て は 、 全 同 で も 紋 も 古 い も の のー は 、 本 当 の 戦 争 の 恐 ろ し さ は 、 伝 え ら れ な い と 忠 大 阪 だ け で は あ り ま せ ん 。 こ れ か ら は 、 日 本 全 国

つ で あ った とい う こ と で す 。 な ぜ こ の よ う な 歴 史 うのです 。 に こ の よ う な 問 題 が 起 って く る と 思 い ま す 。 そ こ

的 に 側11立のある往築物を、 rll は 急 い で 取 り ril さな 残 念 な こ と に 、 砲 兵 工 廠 本 館 は 破 壊 さ れ て し ま い で 倹 は 、 今 度 の 砲 兵 工 廠 本 館 の 破 域 の 事 件 を 教 訓 |

け れ ば な ら な か った の で し ょ う か 。 跡 地 に 木 を 納 ました 。 思 え ば 大 阪 の 産 業 発 展 の た め に 作 ら れ 、 と し 、 こ の 建 物 の 死，を無駄にしないためにも、

え て 林 地 に す る と い う こ と で す が 、 単 に 木 を 柏 え 百余年もの問、風間に、そして度重なる燦封書にも 全匝! の歴史的建築物の保存運動が益々盛んになっ

る だ け の た め に 、 そ し て 災 :占・時の避難場所である 耐え、戦後はアノ マソ チ 絞 め 活 総 の 坊 と な り 、 機 々 て、 二 度 と こ の よ う な 悲 劇 が 起 こ ら な い よ う に と 、

大 阪 城 公 凶 の '"1
'
に 占 い 縫 物 が あ って は 危 険 で あ る な 大 阪 の姿 を 見 守 って き た 他 兵 工 廠 本 館 が 、 そ の 心から収l って い る の で す 。 (1981年 6 月 2 日)
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昭和56年 度 ・ 第 1 回 若 い 会 員 の 集 い

デ イ ス カ バ ー 大 阪 ・ そ の 6

る

・

日

↑

ち

ン

通
悩

ト

件

。

寸

域

一

い
い
い

界

ポ

新

一

的

レ

の

ポ

都-一

阪

港

一

大

南

ディスカバー大阪シリーズの第 6 回目は、大阪

の新しいまち ・南港ポートタウンを海と陸から訪

ねた 。

大阪のまちの歴史は埋立ての歴史であるといわ

れている。西成区や此花区には新聞という地名が

多く存在し、そこに現在生活している人々にと っ

つて、その場所がかつて水面であ ったとは想像も

できないであろう 。

南港ポートタウンもこのような埋立ての歴史に

新しい 1 ページを加えたのである。ポートタウン

は、大阪南港の町づくりの核として人口 4 万人、

面総 100haのシーサイド ・ニュータウンである 。

当日は、初哀を恩よわせる暑い日であったが、舟

遊びには絶好の日よりであった。参加者は大阪市

港前局庁舎前に集合し、中央突堤のハーパーレー

ダ一前まで歩いた。そこには、白地にブルーのラ

インが入ったスマートな船、水者s" が我々一行を

出迎えてくれた。この船は大阪市が大阪港の視察、

見学の専用船として今年の 4 月に杭航した新造船

て・ある 。

来船後、森岡主査が本自の講師である安藤茂男

氏( 大阪市港湾局南港開発部主幹) と船内で案内

していただく 7 リンガールの桜井娘を紹介した 。

、、7 ) ( 者目。はエンジンの音も軽やかに岸壁を隊れた。

まず最初、安治川を上り、弁天ふ頭の手前で U タ

ーンし安治川河口の諸々の港湾施設を見学した 。

そして再び中央突疑を通過して、巨大なや1 ! ' 大橋を

くぐると 、新しく建設されたコンテナふ顕やフェ

リーふ頭などの港湾施設が活縦している姿を見る

ことができた 。船は南港の南端にあるユニークな

デザインのかもめ大統をくぐりぬけて、大阪の新

しいだ!いの場である海水遊泳場、魚つり図、里野J.!

図や正向5層住2毛包i排作のポ一トタウンを海上より見学し

た。船は約 1 11寺間半の南港一周の航海を終えて、

フェリーターミナル前に接岸した 。

下船後、ポートタウン新交通システム「ニュー

トラム」を利用して、ポートタウンの中央にある

ポートタウン管理センタービルの会議室に集合し

て、安藤講師より南港ポートタウンについて当初

の計画や概要説明があった。

このポートタウンの特徴を要約すると、

( 1 ) 健全なコミュニティの形成をはかるためには、

特定の年齢階層、所得階層にかたよることのない

住民構成が必要である。このため、公団住宅を必

本にし、市営、民間分譲、企業向けなど多様な主I ! ;

設主体の導入をはかった 。

(2) 近隣公園、地区公図、川のある紋i丘、周辺 *，k

道など十分な紋の空間の充実。

(3) 高密度住宅地の特質を生かした新交通システ

20 ぜ築と社会/ 1981年 7 J1サ

ム「ニュートラム」、ごみ収集の空気輸送システム、 など) にかかっていると思う。そういう意味でポ

地域内放送を含めた情報 システムとしての C A T ートピアが終わ ったあとにどのような 「ひと」がよR

V などの新しい都市基盤システムの導入 。 まるか注目したい。

(4) 交通事故の減少、住環境の保全をはかるため さて前おきが長くなったが、南港はポートアイ

ポートタウン域内はノーカーゾーンとし、原 ｾｉｊ と ランドと同じように水際線は新しい港湾機能にょ

して自動車の釆り入れを祭止する 。 って占められ、 中央の空洞音11にニュータウンが建

ということであった 。 設されている。そのため、海の街といってもこの

講演後、我々は安藤諮問の案内でポートタウン ニュータウンからは海を眺めることしかできない。

内を歩いた 。 ポートタウン内の住宅は全て高層化 南港ポートタウンは住機能だけのニュータウンで

されており、それぞれの敷地単位での区切りがな あり又芦屋浜シーサイドタウンのように高層住宅

〈、卜分なオープンスペースがとられていた 。広 の技術を追求したというわけでもなく、 14階まで

々とした緑地、又ここが湿立て地かと疑いたくな

るような人工のせせらぎがあり、そこでは、水と

たわむれる子供途の阪が生き生きとしていた 。

又、ノーカーゾーンのポートタウン内は、日常

自動車公害に悩まされている我々にとって、何か

ホッとするような安らぎを与えてくれるまちであ

った。

最後に、本企図に際し、大阪市港湾局およびお

多忙中にもかかわらず議附としてご説明ご案内を

していただきました安藤主幹と *水者V の釆組只

の方々に j写〈御礼申し上げます。

レポー タ・佐野利治( 浅沼組)

壮大な実験室

一南港ポートタウ ンー

河 上 隆 志、

ポートピアはi ! J f 臼押すな押すなのにぎわいをみ

せている 。最近このポートピアの行われている神

戸のポートアイランド、 J 3屋浜シーサイドタウン、

そして南港ポートタウンという 三つの 人工地盤( 埋

立て地) 都市が誕生した。今回の企画に参加して

南港ポートタウンを見せていただいたわけだが、

同じように組立ててつくられた人工島がこれだけ

違う機相を示しているのも と ｊｾ 業 主体のギ怖を反映

しておもしろい。ポー トアイランドと南港はコン

テナリゼーション等港湾機能の近代化に伴う新し

いミナトと街づくり、芦屋浜シーサイドタウンと

南港ポートタウ ンは { 主機能中心のニュータウンづ

くりと性格的には似ているが、その街の委はかな

り採な っている。

芦屋浜シーサイドタウンは、計画から施工 - 販

売 ・包ー連! までを含めた 一大設計競技により建設さ

れたが、超高層住毛への技術的挑戦という意味で

はなぱなしいが、日用住宅での生活{ 象の創造とい

う窓 l床では何を生みだしえたのだろうか。ポート

ピアのテーマは「米米の海上自11 市づくり J であり、

ここには都市機能としての各位施設 ( 市民病院 ・

ホテル ・スポーツ施設 ・国際交流会館等) と住宅

がセ γ トで配置されている。そもそも、このポー

トアイランドは、ミナト神戸の復権をかけて新し

い海上輸送システムに対応する泌をつくり出すこ

とに主 11M. があったという 。物資流辿のぼiでは椀浜

をおさえてトップにあり成功しているといえるが、

ミナト神戸のもう一つの fWJI 自It文化というべきか)

は、この新しい海上高11市にかか っている。文化面

では、フィジカルな 111づくリだけでなく 「ひと」

( ポートアイランドに住む人、訪れる人、働〈人

の S R C造の高層住宅によって構成されている 。

海からのポートタウンの景観は住練の聞から向

こうが凡通せたり、住都I i が扉風のようにそそりた

ったり変化のあるものとなっている。内部にたっ

てみると、高層住宅だけで構成されているにもか

かわらず、私にはさほど圧迫感がなかった。 400

人/ ha という高密度住宅地であるにもかかわらず

である。 400 人/ ha という密度は既成市街地の中

ではかなりの高w度であるが、高層化による大き

なオープンスペースの獲得「高層化万歳J rコル

ビジェ万歳J 。しかしながらこれを街とい ってもよ

いのだろうか ( ?  ) 普通は住宅が100戸もあればパ

ン屋、たばこ屋ぐらいは必ずあり、 1，000戸もあ

ればかなりの商庖、サービス施設のある街ができ

る。私は今京都府の南端にある男山団地に住んで

いる 。 この団地は日本住宅公団が造成したもので、

近隣センターが 3 ヵ所あるが、区画整理のためか

自然発生の商庖が団地の中にかなりある 。 そして

これらの自然発生商庖街が立地の不利を克服して

一番のにぎわいを見せている。計画的につくる場

合もこういう自然発生の余地を残した柔軟なもの

にしておけないものだろうか。もっとも高層住宅

群の中でこういう余地を筏すことは至難のことで

はあるが、もう少しf封らしくする努力をしていき

たいものである 。南港ポートタウンで何とい って

も圧巻なのは「緑」である 。入居以来まだ 4 年と

いうのに、やけくそで絶えたとしか思えないこの

緑によってこのニュータウンは支えられているよ

うにさえ思える。子供達が川で水あそびをしたり、

木にのぼったりして遊んでいるのを見たり、野良

犬がプラプラしているのを見て何かほっとした気

にな った。

感じたことをダラダラと1 ! } いてきたが、この南

Ｗｻ ｜，［ｪＭｾＭトタウンは 、他 の二つのプロジェクトにく

らべて地味ではあるが、私には最も実験的な街で

あるように，思えた。 ( 東畑建築事務所)

船上想

福 度 勝 介

{ 先は寸こ供の頃から焼失に登るのが好きだ った。

慨突に登って Ji 々を i眺めるのである。それが向じ

て1 s になりたくなって来た。大空を自由に飛んで

みたいというのではない。高い処を図りながら、

小さな urr や村をゆ っく り眺めてみたいのである 。

そして又、煙突は i主う 7] に派生して、アーケード

の| 探聞から道行く人達を垣間見たり、桜旋階段を



てそれは 川のある線道はじめ処 々に快い景色 とし

て現われていると、いい 印象を受けていた 。 その

町を船上 という異方向 ・遠方から眺められるとあ

って、早速参加させて頂くことにした 。船は、大

阪市の粋な企画で新造船された水都である 。

当 日、天候にも恵まれ、中央突堤より水者I1に乗

船、一時間ばかりの見学航海を体験した 。水都は

あちらこちらへと忙しく舵をき って、我々は、右

絞の水しぶき越しであ ったり、又ある時は左舷の

橋のアーチの下に、そして又n正面遠方から徐々

に近づいてとい った様々な角度からの見学をさせ

て頂いたのである 。 しかし、残念ながら i挑めたケ

シキは随分期待はずれであった 。そこには、大き

な箱状の倉庫群 ・壁状の{ 主練群、そして各々には

シャンながらもの橋々などがただ雑然と汚れた海

水の向こうに置かれているだけだ った。港は都市

の表玄関であるという 。船のゆるやかな上下動に

揺られながら僕は夢想していた 。 コロンプスだ っ

て、こうした遠景では、いかにはじめての島であ

える 者I1市は、きっといい鎖、いい玄関を持ってい

るのではないだろうか。

画家の田島征三さんがある処で、南米ペルーの

ナウカに発見された巨大地上絵画のことを紹介さ

れていた 。 それは有史以前の何人か先人が、数百

米に渡 って講を掘り、土手を築いて描いたものら

しい。 その絵の全体をみるには翼を持つ以外にな

い。 多分はるか天上に住む神々のために描かれた

のであろうと、田島さんは感想、されていた。今、

我々の時代に新しい町をつくるに当 っても、これ

程の壮大な恕いを持ちたいものだ。そんな位、いを

込めての快適な 町づくりには、あらゆる l時間や空

間!のスケールから、細かなテーィテールにまで思服、

がシステ 7 ティ γ クに行き届く必要がある 。 その

ためのト ー タルデザインのノウハウの開発が求め

られているのだろう 。 そして 、それが途方もなく、

我々の知恵の及ぶ所でないとすれば、自包〈事な〈

慾望を追求してきた都市人類の暮らし方 ・行き方

を醒めた理性で考え直してみる必要があるのでは

下か ら見上げたりとい った事まで好きになってし っても 、上陸に胸をときめかしはしないだろう 。
ないだろうか。 ( 日本住宅公団関西支社)

まった。何か少しゐやさ趣味の感じがしないでも 小さなスケールでは笑現しようとしている近代的

日 時 昭 和56年 5 月 9 自由

ないが、別に変な下心がある訳ではない。通常で で明るい景色を、この自の前の無機質の味気ない
集 合13 :  10→解散11 ・30

ない位置から物を観てみると、毎日みているもの 遠裁のなかに想い浮べることはむづかしい。何故、 講 師 安藤茂男氏 (大阪市港湾局南港開発部主幹)

参加者 41名

が急に形を変えるのが楽しみなのである 。 遠来の呉邦人達の心踊らせるような玄関が実現し

スケジュール

南港ポートタウンを、船に来 って海上からの見 ないのであろう 。 日常の近訟に配慮されることも
13 :  30→ 15  :  00 .水都仰にて南港巡り

学会が利益されると聞いた 。 ポートタウンには、 二 まだまだ少ない時にあ って、港湾等の施設の姿、
15 :  30→ 16  :  00 講演「南港ポート タウンについて」

安謙講師

16 :  00→ 17 :  30 南港ポートヂウン内見学 ・解散

三度足を踏み入れた事があ って、近代的な施設設 ましてや非日常の海からの景観など云々と笑い芦

備の怒 った、明るく健康そうな町である事、そし が聞こえないでもない。だが、本当に快適に住ま

東福寺三門の鉄骨補強 (ハ γ チ音11分が補強制l分)

日本建築協会企画 建築技術選書 24

鉄百七遣の話
京 大 教 授 工 博 金 多 潔 著

斯界の第一人者が初心者のために分り易くまとめた ，

鉄骨構造の ABC. 墓本から最新技術まで図解する.

< 基礎編> 1鉄骨建築の部材 単材と組立材 H 形鋼

j [ j 鋼管欽fJ -建築のはりと往 2 鉄骨部材の接合法 高カ

ボ Jレト接合法溶接接合法溶接のディテー Jレ溶接部の

品質管理溶接の残留応力 3 鉄骨部材の継手 ・仕口 部

材接合の基本的な考え方 柱 ・はりの継手主主 ・はりの{ 士

口 柱 脚 部 プ レ ー ス の{士口

< 応用編> 4骨組の形成 トラス椛造 ラーメン構造

fjf 用m遊 スペースストラクチ ュ7 5 骨組の組立て方

カの流れ 変形や振動 鉄骨造の施工 6鉄骨格造と古建

築の保存 保存修理の基本事項須屡根の建設古建築の

納品且補強 れんが組 積 造建築の耐ｾ 補 強

A 5 ・160頁・定価 1200円

6学芸出版社

京都市下京区木津屋橋通商洞院東入 f t  075- 343- 0811 

21 



風土と建築シリース

自然発生的建築をめぐって - 1 5 -

領 域 そ の 4

領域の約束ごと

“ 防衛" の概念は、人が空間1を聞い込むことの動機を説明することは出来

ても、その質について多くを諮ることはむずかしい 。秘達の身のまわりを

見まわしてみても公共の道と個人の家の中では性格が全〈異るように、' i ' i

の違うさをnHがかならずしも攻懲ー防御の物理的なカ関係のバランスでつく

りあげられているわけではなしむしろ目には見えないマグネ ッ トがっく

り出す磁場のような関係として、それぞれの空間が相互に影響を及ぼしな

がら、自律しているのを知 っている 。 したがって城壁のように、即物的な

防御のかたちをとって領域を保持するあり方はむしろめずらしいことであ

り，空間のとり込み方としてはあくまでも特殊解なのだ。 これに対し、私

達が日ごろ体験する生活の場では、それぞれの支配する領域を認めあうこ

とによ って個人と家族、家族と隣人が共存のi関係をつくり上げている 。こ

こに保たれた秩序は相互信板の上に成り 立つ、いわばとりきめによるもの

であり、これを知らない人聞がもしまぎれ込んで来れば、そこにはなんら

かの混乱の渦が巻き上がるに違いない。 このような秩序のためのしくみが、

あるときは制度であり、法やモラルによる約束ごとであり、あるいは信仰l

や文化的特殊性にかかわる世界認識のしかた、そして風俗習慣等々である 。

そして各レベルでの空間は、それぞれのもつ" 質" に応じて、この背後に

隠された自には見えない構造を喚起して、人々のありう べ きふるまいを示

唆するように、各人に対してのメ ンセー ジを送りつづける 。 それはある人

にとっては心なごむ場所でも、 他の人にと っては、拒絶のしるしで制J ち満

ちた所となるような、巧妙なしかけとして作用し、場合によってはその場

の “質" を感得しうる人々をして、不必嬰なストレスから解放し、目其惣深

化を実現しむる空間とさえなることもあろう 。卑近な例を見れば厚手風のよ

うに頼りな いつ いたてでも、それは背後 に Mのないこ とを .n一味出来 るし、

1'f の低い生厄で も他人の耳Il仕! なき佼入か らは 守 られているこ とを 保証 して

くれるよ うに、これ らの領域の破保の しかたが、物理的な似入に対 して : A

効がなければないほど、それはむ しろ ふる まいに、つま り人 の似IJ にゆ だね

られるよ うになる 。

極端な例では、アマゾンに住むヤグア族は大きな開放された家に住み、個

人のプライパシーを保つことがむずかしく、そのかわり習慣として家の中

心に背を 向けることによって、そこからいなくな ったと見なされ、事実上

目えなくなることが出来るという ; また砂浜に住むト ゥアレ ング族は、ひ

とつの小屋をとり囲むような領域をも っているらしく、造営時にはそれが

あらわれること、そしてそれがあつま って、ひとつのまとま ったコ ンノマウ

《叫・M リ ズ + 町 5 ・ Jl( l )

ンドをつくりあげていることについては前に述べたが、彼らが都会に居を

かまえたときの一例を見ると、いかに本来ありうべきふるまいが笑現され

るべく腐心しているかがうかがわれる 。図- 1 は既存の日干レンガ塀にか

こまれてはいるが、遊牧生活における配世パ ターンがそのまま再現され、

各小屋がそれぞれの領域を侵害しないようにたちならび、領域に対する本

( "J . 品 川

質的な! 必党がNli 単には失なわれないことを 示 している 。生活の型として定

若した遊牧に生活基盤を持つ人々が、者11会においても許される限りサバ ン

ナや砂淡て'の生活様式を守ろうとするのはあたりまえのことであるとい う

べきなのであろうが、線Eまには人類の共有する領域的意識が働らいている

ように恩われる 。

領域についての諸説

さてこのような領域の普遍性についての巧a 察は、すでに多〈先人のも のす

ところであるので、ここでは簡単にみなおしてお くことにしたい 。動物の

なわばり行動から発想して、人聞のもつ距離感党とコミ ュニケーシ ョン の

関係において論じた名著れかくれた次元" において、エドワード ・T . ホ

ールは、人間の持つ距離を 4 つに分類し、それぞれに官、按距離，個体距離，

社会距離、公衆距離と名づけた距離範囲を指定している 。 これは人間同士

の相互関係を説明するうえで、距自! t のとり方が決定的な意味の遠いを宥す

ることに沼目した研究であり今でも新鮮な説得力を失うことなく、 j五〈影

響力を持つものて' あるが 2 )官阪降正もまたこれと同じような考え方を、者11

市論を展開する うえでの 桜拠としてと らえている 。彼は人| 淘の生活圏を外
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本 多 友 常

(  ，楠竹中工務応大阪本庖設計部設計課)

側か らの 異物の侵入に対する反応のあり方として、認知圏、答戒闘、逃避圏、

反蚊l翻と四段階の防衛総にわけ、 これを対人関係に対応させたも の として、

同JVJ 圏、知人圏、友人圏、知己圏へと分類し、さらにはこの外圧の強弱に

よって、住居の間取りにも大きな影響iがあることを説< : ) また社会人類学

者である石毛直道は、この対人関係についてダトーガ族の調査をもとに、

家庭内における隔離の原則が、答という隔離されるべき者が住居のどこの

部分まで通されるかによ って明らかにし、敵，局外者，同族 ・友人、女友

達、核家族がそれぞれ住居の空間的なヒエラルキーに従って応接されるこ

とを報告している f 個人一集団 一外界へと分節化されて拡散していくこの

空間的ヒエラルキーは、物理的には人情l同宏、の情報伝達を 可能にする光 ・

音 ・ ｾ気 ・ 触 党を知ｽｴする各受容総がカバーすることの 出 来る限 界 とかか

わっていることは l明らかであるが、 “ 人聞の感覚はそのエネルギーや濃度

の、絶体値というよりは、相対値、すなわちその強度の差の弁別を行なう

感度の高いことが特徴" であり、周囲の状況いかんによ っては各受容器開

と距離のあいだに複雑なズレを生じてくる 。考えてみるならば私達現代人

が、異常とも思われるまでに高密度化した都市に住むことが出来るのも、

このズレをたくみに制御する手法を獲得しているからにはかならない。床

をかきね、壁をたて、各段設備をそなえることによ って、光や音や熱をコ

ン トロールして、人間が本来心理的欲求として必要とする距離の効来をつ

くりあげているともいえるからだ。壁 l 枚隔てた隣人の声が|サ! こえないこ

とは、 11 ; ぃ平原、において声のとど〈範聞に人がいないのと同じ効来をもつ

ような安心! 惑を与えてくれる 。つまりこれは限られた空間l を工夫して受容

器に好ましいズレをつくり出していることにはかならない 。 しかし平原に

おいては次第に人の近づ くのを見ることが出来、あるいは気配を音として

聞きとれることが出来るのに対して、壁 l 枚によ って仕切られた 2 つの領

域の聞には、次第に認知の密度を高めていくというプロセスを持つことが

むずかしくなる 。 自分の居る場所、つまりゼロの距離が壁を 1 枚隔てて無

限大の距離の効果に等しい巽1 ' i の笠間と背を向けあうことは、人| 首jの感性

にと っては新たなストレスの原因ともなる 。 これは両者の空間的な性格の

ギャ ップが大きすぎることによるものであり、単純な図式としてはこの間

になんらかの主主流装置を必要とすることが当然推論される 。これを両者の

空 ｉｊ ｜ｊ的なシステムの迎いとして世きかえてみると、システム工学の思考 ｩｴｾ

が明快なヒントを与えてくれる 。それは“ 流れがより大きなより絞維なシ

ステムを通り抜けようとすればするほど、各所に適誌のためなしには困難

となる. ，のに似ている 。 ‘ それは第ーには、 システムが大き く複雑になる

ほど、流れに乱れ ( 広義の ノイズ) が発生するということ、また第こには、

そのシ ステムの柿成要紫の中においては、流れに対してなんらかの加工な

いしは処理が行なわれるのだが、そのためにはそれ相応の時間を必袈とす

るとい 7 こと、そしてかJ 三には、不: i ! l i 絞形の個体という形をと った移動( 川

の流れのような述統的な形ではなく、動物とか風媒花の経子のような方ず

の移動) は、マクロに見れば巧妙な流れを形成しているのであるが、その

ためには、自動車のガソリ ンタンク とか人聞のぽうこうのようなためが必

然的に必要になるということなどが理由として挙げ られる 。望書するに、た

めは、流れのE壊の中の各所において流れの乱れを I吸収して平滑化し、ミク

ロな意味での不: i ! l i 絞な流れの存在を許容し、大局的には大きな流れをスム

6 )  

ー ズにするためのも のである 。 . 原研究室グループでは、このためにあた

る部分を結 合|却 と呼ぴ、 2 つ以上の〈領域〉が同時に成立するとき、互い

に干渉しないで、なお く領域〉相互の接触を可能にするための装訟として

とらえ、大きな成栄をあげている ご彼らの領域論の意図するところのもの

は、J t 認の形態論を普遍的な 言築で記述しようとする壮大な試みとして、

次第に精度をあげながら前進しており、今後の iffi 展が注目される 。
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カスパの住居
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コJ テキスト

建 築 の 脈 絡

19世 紀 の ヨ ー ロ ッパ で 活 躍 を し た 巨 匠 建 築 家 の 作 品 集 を 気 楽 に 見 て い る と 、H艮がどうしても彼等の画い

た 作 品 の ス ケ ッチに向う 。 彼等は， 極 め て 正 確 か つ 詳 細lに 周 辺 の 市 街 地 の 建 物 や 人 物 ・風 対 を 画 き 、 そ

の 中 に 自 ら の 作 品 を 位 置 づ け て 表 現 し て い る 。 実 物 の 写 真 が 並 ん で 掲 げ ら れ て い る 場 合 に 両 者 を 比 較 し

て み る と 、 そ の 正 確 さ に i1f か さ れ る こ と が 多 い 。 彼 等 が 歴 史 的 な 脈 絡 を 建 築 デ ザ イ ン の 原 点 と し て き た

ことは石在なようて、ある 。

周知!の こ と と 思 う が、我 々 は 、 設 計 教 育 を 受 け て こ の か た 、一 本 の抽 象的な G . L . の 上 に 、 無|浪速から

見 た 対 象 作 品 の 椛 恕 だ け を 画 き 続 け て き た 。 そ こ で は 、 周 り の 建 物 ・風来は協ーに 「 い つ 無 く な る か わ か

らない 。 したが って 、 画 く に 価 い し な い も の 」 で あ り 、 自 分 の 仕 事 だ け が そ の 11寺の現実であ った。 がし

かし、その当人の設計をした主j ) ; 築のその隣で、いつかまた誰かが設計をしている時には、こ‘ 当人の縫物

も ま た 「 い つ 無 く な る か わ か ら な い も のJ と し て 取 扱 わ れ て い る で あ ろ う こ と も ま た 、 お お む ね 般 笑 で・

ある 。 これが現代建築の磁器なのて・あろうか。 ( K .  K )  

分 譲 マ ン シ ョ ン の 更 新 問 題

大 都 市 圏 の み な ら ず 、 現 在 は 各地に 分 淡 町 W! 7 ンションが建設されている 。者11市 集 中 製 の 人 口 柿itt 、狭

少 な 国 土 か ら 考 え る と 今 後 ま す ま す 住 宅 建 設 の 本 流 と し て 増 加 し て 行 く こ と が 考 え ら れ る 。

分 譲 マ ン シ ョ ン は 「 区 分 所 有 法J に よ り 、 そ の 所 有 権 が 位 保 さ れ て い る が 、 こ の よ う な 複 数 、 そ れ も 数

十 人 、 百 数 十 人 と 、 そ れ ぞ れ 呉 った 考 え 方 、 経 済 事 情 等 を も っ 人 々 のー 粧 の 共 有 的 な 財 産 に つ い て 、 日

常 は そ の 管 理 組 合 の 規 約 等 で 民 主 的 に 、 多少の不便等はあ って も 運 営 さ れ て い る よ う で あ る 。 しかし、

そ の 住 宅 も い づ れ50年、 60. f J 三という年月の r: lj に は 必 ず 更 新 と い う 問 題 に 当 面 す る の で あ る 。

この H寺 に 会 只 が 同 時 に 建 替 え に 佼 成 す る で あ ろ う か。 現< < は分譲マ ン シ ョ ン の 歴 史 も 浅 く 未 だ 深 刻 な 問

題 と は な って い な い が 、 必 ず 起 る 問 題 で あ る 。 A さんは主主体えに 11' 成、 B さんはこの機会に財産処分し

て転出したい、 C さんは未だ使えるこれで充分だと反対、 D さんは」引制改そんなわずらわしいことは御

免、等々考えればその意志、統一 は大変なことであろう 。今後も 増 え つ づ け る で あ ろ う こ れ ら 分 減 マ ン シ

ヨ ン に つ い て 、 そ の 更 新 時 の 問題 処 理 の 方 策 に つ い て 、 法 体 系 の 整 備 も 含 め 其 剣 な 検 討 が な さ れ る べ き

であろう 。 ( 0 ・M )

教 材 と し て の 千 里 ニ ュ ー タ ウ ン

10年 以 上 も 住 ん で み て 、千 里 ニ ュ ー タ ウ ン は 設 計 計 画 の ioI 重 な 教 材 に な っているように思う 。 設 計 計 画

の ジ ャ ン ル で 、 近 隣 住 区 を 梢 成 単 位 に 組 み 立 て ら れ て い て 、 都 市 計 画 的 な ス ケ ー ル で の 計 画 手 法 か ら 、

身 近 か な 住 棟 ま わ り の 設 計 に い た る ま で 、 新 旧 と り ま ぜ て 、 実 に さ ま ざ ま な 設 計 例 が あ る 。 これら の笑

例 を 丹 念 に 比 る だ け で も 、 そ れ な り に i' i: : i l l なテーターになるが、この数年の jj J j に、入居当初の頃と比べ

る と 、 あ ち こ ち で い ろ い ろ な こ と が 変 って来ている 。 ニュ ー タウ ン周辺の寺存るしい都市化、樹木や立花、

の成長、住棟の汚れや住宅内部のし、たみ等に、街が成長し変化する綴子がt I 艮に見えてわかるのである 。

設計三十回では、建物やその周辺に起る変化を予測し、それに柔 '1次 に 対 応 で き る よ う に す る こ と が 、 大 切

な課題の 一 つであるが 、 その勉 ｾＱＱ はそう ｦｩｴｩｬｪ￭ にできるも の ではなく、設計した佳物を Ｉ ｪＨ年に 立っ て凡守

る か 、 日 常 的 な 経 験 の 中 で 学 び と る 以 外 に は な い よ う に 思 う 。 ニ ュー タ ウ ン は 15万 人 も の 人 達の生 出 の

坊 と し て 、 何 も か も 新 し く 迭 ら れ た 街 で あ る だ け に 、 起 る 変 化 も 多 械 で あ り 、 山1. ; v，' である 。 その変 り 行

く ｪ 的ｦＧ ， ｾの Ｇ Ｚ ＱＢ にいることは、 ＱＮＹ ，｛｛ っ てもなし、体験をしていることになる 。 Ｈ ｋ .  M )  

マ ン シ ョ ン の 維 持 管 理

分 説 マ ン シ ョ ン の 管 理 問 題 に つ い て の 建 設 約 め 総 合 制ヨ枠組告 ( 56年 5 Jl ) によると、「永住する 」は2 l . 7  

% しかなくて、 一 時住まいの立織が弘氏、佐物の維持包= 思に| 共l心 が 叫 い と い う こ と で あ る 。 行万戸 のマ

ン シ ョ ン が、 こ れ か ら ど ん ど ん 古 く な って 、 こ の ま ま で は 10年 後 に は あ ち こ ち で 問 題 が 起 きそ うなの で、

維 持 管 理 に つ い て 建 設 業 界 も 点 剣 に 取 り 組 む 必 要 が あ る 。建 物 の 耐 周 年 数 と い え ば 、 企 業 会 計 に お け る

減 価 償 却 の た め の 耐 用 年 限 か 、 固 定 資 産 税 算 出 の た め の 耐 用 年 限 が 持 ち 出 さ れ て 、 今 自 分 の 設 計 し て い

る 建 物 が、 「何年もつか」を思論的に巧ーえている設計者は少いのではないか。 r何年もつか」というこ

とよりも、高 J立成長H寺代には I{.!l il 衡化 の ス ピー ドが早いから 、長 持 ち す る 建 物 は か え って 邪 魔 に な る と い

う巧え方も必か ったような気がする 。 し か し 日 本 め よ う に 集 合 住 宅 の 伝 統 の な い 国 で は 、 設 計 の 段 階 か

ら「何年もたせる J ということをは っ き り さ せ 、 そ の 111 ] の維持位= 辺! の技術的手法を予定しておくことが

必要だと思う 。 そ う な れ ば 、 足 場 を 組 ま な け れ ば 作 業 の 出 来 な い 外 唱 の 塗 装 が、10年ももてばよいと巧ー

え る の は 、 材 料 〆 ー カ ー や 設 計 者 の 忠 世 だ と い う こ と に 気 が つ く だ ろ う 。 ( T .  1 )  



日 本 建 築 協 会 会 告

4 本四架橋( 大鳴門橋) の架設ケーブル工事の見学と

淡陶械のタイル工場を訪ねる・・・

本州と四国を結ぶ Ｂｾｲ のかけ橋。といわれて永い間話題になって

い ま し た 本 四 連 絡 怖 の う ち 、 京 阪 神 と 四 国 を 結 ぶ 最 短 コ ー ス の 、 神

戸 ・1113 門ルートの架僑工・J5-がii 主み 、 う ず 1朝1，';司き l' 引吋海峡 に級官5 をあ

らわしたことは、すでに新| 卦! などで紹介されご衆知の通りです 。

こ の た び 本 会 で は 、 従 来 の 建 築 現 場 の 凡 学 会 と 起 を 一 変 し 、 大 ( 1

然 を 相 手 に 建 設 技 術 の 粋 を 集 め た 土 木 工 目J'. の 現 場 を 見 る の も ま た Iむ

義 あ る こ と と 思 い 、 「 大I'.! げ] 僑」の見学を企阿しました。

現在、工事の状況は下部工 の備 関 ｬ および統計 が終わり、 ｉ ， Ｚｾさ ＱＴＴ

m 余におよぶ鉄塔工4 i - もほぼ完了、 8 月 初 旬 よ り 、 い よ い よ ケ ー ブ

ル の 架 設 工 事 が 開 始 さ れ る 予 定 で 、 私 た ち に は J 片ニ段は滅多に円にす

ることのできないものです。

また、淡路山といえば創業約 100年におよぶダントータイルのに場が

あ り ま す 。 建 築 に た ず さ わ る も の と し て M : 新 の ユ ニ ー ク な タ イ ル の

知 識 と 見 聞 を 深 め る 良 い 機 会 と し て 、 同 社 の 制 良 工 場 の 見 学 も |百JU寺

に企画し、 r炎 陶 株 式 会 社 の ご 好 意 で 淡 路 山 縦 断 の 交 通 そ の 他 の ご 配

慮 も い た だ く こ と に な リ ま し た 。

今 回 は 新 日 本 製 鎖 、 神 戸 製 鋼 所 大U.(j 門 紙 ケ ー 7 ・ル架設工・Ji . 共同企

業 体 並 び に 淡 陶 株 式 会 社 に 多 大 の ご 協 力 を い た だ き ま し た 。

会 長 諸 氏 の 多 数 の ご 参 加l をお待ちいたします。

日 時 8 月 29 日( 土) ・1 日コース ( 小 雨 決 行 )

集 合 9  :  00 ( 時 間 厳 守 ) → 解散 18 :  00 ( 予定)

集 合 場 所 国 鉄 . r明 石 駅 J . 改 札 出 口 付 近 ・目 際 会 政

〔参考〕集合所 までの交通貨は各1 ' 1ご負拘距! f [ - 、ます.

大 阪 よ り → 国 鉄 ー大 阪 駅 よ リ 東 海 道 線 、 姫 路 行 快 速 ( 8 ・ 11発 ) に 来 eli.→ IIJI

;(i ，{l  8 ・58 ( 所主*47分 、 巡u 片 道690円)

定 員 40名 ( 貸切 パ ス 1 f i )  

参 加 会 費 会 員 3 ，000円

( i ，皮船料 、昼 食 代 、 そ の 他 ・ 当 日 徴 収 )

会 員 外 4. 000円

申 込 往 復 ハ ガ キ に 限 り ま す 。 ハ ガ キ は 1 : f，に 1 枚限りとし、

〔備考〕

氏 名 ・勤 務 先 名 ・ 所 在 地 ・役 職 ・ 年 令 ・述 給1丘話番サ・

返 信 用 宛 名 ・郵 便 番 号 を 必 ず 記 入 し 、 「大 lI.!d門紙と I抑制

タイルの見学」と明記の上、 8 月20 日 同 ま で に 建 築 協 会

事 業 譲 ( 大 阪 市 東 区 北 浜 3 - 3 7 ) へ 。 た だ し 定μ を超過

し た 場 合 は 会μ 優 先 で 抽 せ ん い た し ま す 。

川行ねその他詳細lは当日参加者にお知らせします

(2) 今聞の淡陶附のて場の見学は伊l業者の万の参 JJj Iはご i卓眼下きい なお、・" ，

日工場内にてタイルの楽焼( 1 ' 1色タイルに絵十1-20日時 X200略 ) をきせていただ

きます 時間の有11合七前以 って閃柄のご J号本をお願いいたします

(3)  和歌山 Ji 而よりの参 JJII .ft j 世名は，( ( 接 rt!，U:ミJ へ拠イト断、、ます ぷ制はー1' ; %

ri*へお! 臼1- 、合わせ下さい

大鳴門橋完成予想図 大鳴門橋の概要

形 式 3  ii. IUI 2 ヒ ン ジ 1111同'1

トラス fl )t品

tu tl 冊 怖 lて

中 央 筏 / l l J ｬｾ＠

IQl I 径 1111 1< 

単 線 数 t道路 )

l  ｽｾｪ ｬￍ Ｉ＠

主 lt，，，':j ｊＧｾ， ｩｩｲＨｩ Ｉ＠

桁 下 町

ケ ー ブ ル の 1([ 1.壬

ワイヤ の 本 数 l 一般部 )

( パ ，7 ステ一任1111部 )

ワ イ ヤ の 総- I ! L 1< 

ハ ン ガーロ - 7 <7l 1( (i壬

総 鋼 ，ri.

総 コ ン デ リ ー ト 11t

l  道路鉄道( l t - 川附 )

1.629 m 

876 m 

330 m 

6  '1<線

幹線阪線 ｬ Ｇｬｬ 線雌イ ｾｩ )  

I H. 38 . 0 

l llu正問 '1' 等制 i立よリ }

41 m 

840 mm 

19.558- 1<〆ケー ブ ル l 牛、

19.812本¥吋た り /  

67. 600 k.  

lJ也1*グl*'J 1.7/.'.1 )  

ＶＰ 剛 Ｈ Ｍ［ｩｦ ｾＷＰｭｭ )  

64.000 ， 

270. 000. 0'  

タイル業界のｬｉ ｩｾ｢ 矢
淡陶側_ [ 場

j炎 陶 株 式 会 社 の 主 な 歴 史

文政 文政年間に淡路ｽｾＮＩの南端、現在の南淡町伊 ｴｬ 聖 ｬＧ で賀集 ｊｬｴ 平翁

が始めたT民平焼 li 、当時の務主蜂須賀公のお手祭として 、主に

＿ｴ 昔話、茶器などを作 ＱＩ 、 ｾｦ 色に用いた光沢粕は、いわゆる淡路

焼ともいわれ、広〈名戸7 を博した。

明治 18年 8 月 夜平焼を継承して、梅田普九郎ほか 4 名が資本金 l

万円をもって「淡陶社」を設立。食i I 号 ・花終 ・玩具などの製造

販売を始める 。

明治 25年 この頃すでに小鋭校ながらタイルを生産。食器 ・花器な

どとともに輸出も行う 。

明治 26年 7 月 商法実地により「淡陶株式会社」となる。

明治34年 3 月 輸入タイルと同レベルの国産タイルを完成。わが国

タイル製造の日高矢をなす。

明治41年 成形機による本絡的内装壁タイルの製造を開始。

大正 6 年 9 月~翌年 10月 内装壁タイル製造専門工場として福良工

場( 現淡路福良工場) 主主設に若手、完成。

昭和 11年 5 月~翌年 5 月 初良工場にてトンネル祭建設に着手、完

1iX: .  

昭和 37年 11 月 阿万工場( 現淡路阿万工場) 、福良工場の両工場 J

1  S 表示許可さる。

昭和 39年 5 月 E . C社( インド) と笠タイルのプラント輸出および

短期的技術指導契約を締結。

Hi':i初44年 12月 三環窯業般化有限公司( 中華民国) と技術援助契約

を締結。

昭和45年 12月 R.  C .  1社 ( タイ) と壁タイルのプラント 輸出およ

び技術援助契約を締結。

昭和147年 8 月 7 7 ' ;1 ションタイルの製造を本格的に始める。

昭和48年 4 月に R. M.  1社 ( タイ) 、 5 月に R . M.EX社 ( タイ) 、

6 月に C . C . C社( スリランカ) とそれぞれモザ イ クタイルの

プラント輸出および技術媛助契約を締結。

昭和 50年 11 月 L . W . L 社 (ス リランカ ) と壁タイルのプラン 卜輸

出および製品販売、技術扱助契約を締結。

昭和 52年 5 月 インドネシアに壁タイル製造の合弁会社 P T  .  0 . 1.  

n 上を設立。プラント愉出および技術援助契約を締結。

その他、同内では各営業所、出リ長所を全国的に開設し、現ィ主に至る。





青年技術者のみなさまヘ

「建 築 と 社 会」昭 和56年， ，月号の

「第28回 青 年 技 術 者 特 集 号」の応募について

日本建築協会誌「建築と社会」は毎年「青年建築家特集号」もし

くは 「青年技術者特集号」を企画し 、すでに 27回にわた って優秀な

青年技術者を紹介してきました 。

今回も 、 「青年技術者選衡委員会」を設けて、選衡の上掲載する

ことにしております。

その選ぶ分野も 、建築に携わる技術者層の多面化傾向を考慮して、

設計だけに限らず、計画、構造、施工、設備およびその他広く建築

に関連する分野から、優秀な青年技術者を選んでその不断の研究努

力とすぐれた業績を「建築と社会」に掲載して顕彰することにして

おります。

ついては、下記応募規定を参照の上、ふるって応募されんことを

希望します。

応 募 提 出 規 定

1  . 応募される人は満35才までの青年技術者であって、本会会員に

限ること 。

2 . 原則として、本会会員であるすいせん者を通じて応募のこと 。

すいせん者は被すいせん者( 青年技術者) の勤務する組織の上司

なり上長であること 。すいせん者が学校教官である場合はこの限

りでない。 また本人が組織の代表者である場合は自せんとする 。

( すいせん用紙は事務局にありますので、ご請求ください) 。

3 . 応募者は、設計( 住宅 ・インテリアを含む) 、計画( 都市計画な

ど) 、施工、構造、設備、その他の分野にあって、なしとげたすぐ

れた実績について 、すいせんをうけ 、下記の所要の資料を本会に

期日までに提出すること 。

4 . 提出された資料は「脊年技術者選衡委員会」にかけて選衡する 。

5  r青年技術者選衡委員会」において選衡されたものは「第28回

青年技術者特集号J ( 昭和56年11月号) に掲載するとともに、記念

品を贈呈する 。

6. 提出資料

(1)  略歴

本人の氏名、生年月日、最終学歴、業歴、作品経歴など。

(2) 選衡資料

A 資 料

(  i  )  建築設計の場合( 住宅設計 ・インテリアを含む)

j鮮明な写真、配置図および主要平面図、概要、設計要旨 、

その他設計内容を説明するに十分な資料

(  ii )  計画の場合( 都市 ・地域の計画など)

計画図、計画要旨、その他上に準じた資料

(iii) 施工、構造 、設備の場合( それぞれの設計計画 なども含

む)

上に準じた資料

( iv) 上記以外の分野の場合( プロジェクト等の調査 ・企画 ・

調整、コンサルティング、コーディネイ ト、プログラミ

ング、部材・材料の開発、造園等、その他)

それぞれにふさわしい資料

B 資 料

上記 A 資料の各業績において 、応募者本人が関与した程度 、

役割 ・立場等を明らか 1 ・、A 資料中、本人が特に貢献した

部分、または力量が活かされたと思われる部分の詳細な説明、

考え方および将来的展望などについて、 400 字詰原稿用紙 8

枚以内に平易簡明にまとめたもの( 必要に応じ図 ・表を用い

て差し支えない) 。ただし応募者 ・本人の自筆に限る 。

(3)  すいせんのことば

原則として 、すいせん者によるすいせんのことば (120字てい

ど) を添付のこと 。 自せんの場合は不要。

( 註) r青年技術者選衡委員会」において選衡し 、採択されたも

のについては、後日、本人の写真、青年技術者としてのこと

ば( 青年技術者としての抱負、考え方、信念、建築観等々を、

400 字ていどで執筆) の提出をお願いすることにします。

7 . 提出期限 昭和56年 9 月 1 日

8 . 提 出 先 大阪市東区北浜 3 - 37 ｾ＠ 541 

日本建築協会「青年技術者選衡委員会」

9. 青年技術者選衡委員会( 昭和56年度)

委員長 三 輪 泰 司 悌 抑十画・建築研究所代表取締役所長)

委 員 加 藤 邦 男 ( 京 郎 大 学 助 教 授)

'" 
金 本 賢 治 ( 大建設計取締役大阪事務所次長)

'" 
酒 井 貞( 都市科学研究所副所長)

'" 
山 田 イｾ i濁( 日本住宅公団宅地事業部事業J十匝1mτ 深長)

'" 
横 井 元 昭 ( 大 休 組 技 術 部 長 )

'" 
鈴 木 計 失 ( 大 阪 大 学 助 教 段)

'" 
熊 谷 消 二 ( 新日本空調技術部副部長)

/ /  

出 崎 進 ( 大ー設備投計事務所常務取締役)

/ /  

天 道 一( 竹中工務底技術部長)

/ /  

小 島 雄( 鹿島建設大阪支庖建築部長)

- アンダーラインの部分は 、前々回から新たに修正 追加された規定です。 と くに8 資料はill 視されますので、ご鈎Z立の上、応募下さるようお願い申しあげます。
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‘ 通常総会決議報告

昭 和56i f 6 月24 日開催の通常総 会に おき まして、下記議案がそれ

ぞれ原案どおり承認されましたので、ここに会告いたします。

言E

1  .  Ｑｉ ｾＱ 利 ＵＵ 年度事業報告 Ｈ 日 ｈ ｬｊ Ｉ

2. 昭和55年度 決 算 報 告 (別拘)

3 .  1Ip，和56年 度 収 支 予 算 ( 4  1' 1  ［［に会 ｾ ｉｾ Ｎｾ 再 Ｉ

司会員の受賞

このたび下記会員諸氏は、建設界における多年の功績によ って表

彰 を 受 け ら れ ま し た の で 、 こ こ に 誌 し て そ の 栄誉 をお慶び申し上げ

ます。

内 閣 総f盟大臣表彰

gf. J  池 E泰 一 氏 ( (愉 l!l i也車11社長 )

建 設 大 臣 表 彰

'ド 幼 栄 一 郎氏 Ｈ Ｈ Ｑ防Ｇド場 ｩｬｬ 築此 ｮＧｊｾ 務所社長 Ｉ

片 山 光 生 氏 ((樹内泌ill 策事務所社長)

谷 弘 之 助 氏 ( 明石上総て業(附社長)

宮 武 w三 郎 氏 ( 元大阪i ! ll 生業協会常務埋' J > )

渡 辺 怠 氏 ( 東 洋 シャ 1 5' ー(附会長)

4 第28回青年技術者特集号の応募規定

本 誌Ur l n- f' 定 の 青 年 技 術 者 符m号の応募規定は「青年技術者の

みなさまへ」と題して ＲＵ 頁にＮｪＢ ｾ Ｇ ｈ 資していますので、ご参照の上、 ふ

るってご応募下さいますよう 、 お知らせいたします。

なお、すいせん用紙は日本建築協会事務局にありますので、

求下さい 。

4 建築技術選書第24号発刊

『。きょ匂

' - - J1 H  

「鉄骨構造の話 J ( 金多潔甲津功夫西津英和著)

日本建築協会60周 年 記 念 事 業 の 一環 と し て 、 か ね て か ら 刊 行 中 の

建 築 技 術 選 ;ryの第 24号 と し て 、 糠 記 阿 3 が、この 7 月10 日に発刊さ

れました 。

本 7F の内等はつぎのとおりです 。

第 1 白日 : 基 礎 編 i  第 2 部 : 応 用 編

1  . 鉄骨建築の部材 :  4 . 骨組の形式

2. 鉄ft 部 材 の 接 合 法 :  5  . 什組の組立て方

3. 鉄' 庁官I1材の継手 . i士rJ  6  鉄 骨 精 進 と 古 建 築 保 存

叙述は非常に分かりやすく、初めて鉄什を学ぶ方にも好適で、 ま

た: X r . 主に人られた中堅技術者にと つでも、もう 一度勉強し、基本を

知 る た め に も 好 個 の 解 説 書 で あ り ま す 。

本 古 の ユ ニ ークさはこの基礎的な事柄だけでなく、応用編がつい

ていることです。 とくに、第 6 節の「鉄骨構造と古建築保存」には、

近代工学としての鉄骨構造学を文化財の保存修復に応用しようと し

ている須屋恨の建設と構造補強の幾つかの試みが紹介されていて、

今 目 的 な 保 存 工 学 の テ ー マ と も 合 致 し て い ま す。

著者の令多潔氏は、ご承知のように、京百fl 大 学 教 授 で こ の 道 の 権

威 者 で あ る こ と は 多 言 を 要 し ま せ ん。 甲r官、西津両氏も京大の助手

として治蹴されています。

定 価 は ￥ 1，200 です。 全国の主要性信で販売していますが、 II 木

建 築 協 会 ま で お 求 め に こ ら れ た 方 に は 、 ￥ 100 苦IJ 引で頒布しており

ます。 ご1I 得税をおすすめする次第です 。

なお、本号より表紙カバーデザイ ンが一新されました。既刊のも

のでも l写版以後は、この一新 さ れ た カ バ ー デザ イ ン で 統一 されます 。
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4 昭和55年度決算報告

科 自

貸 借 対 照 表

昭 和 56 年 3 月 31 日 現 在

金 客員 手ヰ 目

( 単位: 円)

金 額

( 資 産 の 部 ) ( 負 債 の 部 )

流 動 資 産 30，971 ，035 流 動 負 債 23，049，008 

毛見 金 4 8，582 来 fム 金 7 ，397，460  

空宰 )i!i 預 金 19，9 35，863  イ反 受 金 161，308  

郵 {更 振 干宇 570，247 前 受 金 15，490，240  

有 価 証 券 16，880  固 定 負 債 51 ，300，000 

{笈 守ム 金 71，578 イtT 入 金 41，300，000  

朱 ｾ ｊｻ＠ 金 9 ，844. 885 退 職 給 与 引 当 金 10，000. 000 

前 守ム 官主 用 4 8 3，000  償 却 準 備 金 13，770，263 

固 定資 産 67，626，227 建 物 償 却 準 備 金 13 ，099，13 4  

土 士也 33，4 5 4，437  什 器 償 却 準 備 金 671，129 

建 物 16，93 3，740 基 金 9，247，176 

行- 総 1，23 8，050 基 本 金 609，560  

退 職 給 与 秘 ¥Lt.白金 10，000，000 il; 宣富 基ー 金 8，637，616  

借 入 金 返 済 積 立 預 金 6 ，000，000 前 期 繰 越 剰 余 金 182，379 

無 形 固 定資 産 89，280 当 期 剰 余 金 1，137，716 

電 話 加 入 機 8 9，280  

4ESヨ‘  
計 98. 686，542 合 計 98，686，542 

財 産 目 録

昭 和 56 年 3 月 31 日 現 在 ( 単位 : 円)

( 資 産 の 部 )

I 流 動 資 産 30. 971 . 035 

1  . 現 金 預 金

( l 時見 金 48. 582 

税 金 手 元 有 高

(2) 普 通 玖 金 19，935. 863 

三 和 銀 行 瓦 町 支 庖 5，363，940 

大 和 銀 行 北 浜 支 底 5，889，0∞ 

住 友 銀 行 商 問 機 支l苫 3，762，150 

中 央 信 託 銀 行 大 阪 支 庖 4，920，773 

(3) 郵 便 振 替 口 座 570. 247 

大 阪 39975 

2. 仮 払 金 ( 切手、 ハ ガ キ 代 外) 71 . 578 

3. 未 収 金 9. 844. 885 

会 誌 収 入 9，019，885 

事 業 収 入 70，0∞ 

広 報 収 入 355，0∞ 

借 入 金 収 入 400，0∞ 

4. 宵i ] 払質問 483. 000 

会誌発行' 此

5  有 価 証 券 16. 880 

電 信 電 話 債 券

E 固 定 資 産 67. 715. 507 

(1)土

物1也 ¥ 大 阪 市 東 区 北 浜

33，454. 437 

(2)建 16. 933. 740 

(311十
中ｾｾ I  3 丁目 37'111' 地

1. 238. 050 

(4)電 話 加 入 備 89. 280 

(5) i s 職給与俄す: f! l金 ( 定 JYl f! iてを) 10. 000. 000 

住友銀行拘J J < <

(6) f l ¥' 入金返滞積立預金 ( 定 JYJ f! l金 ) 6. 000，000 

大 和 銀 行 北 浜 支 底

資 e11 合 Z十 98. 686. 542 

( 負 債 の 部)

I 流 動 負 債 23. 049. 008 

1  . 未 払 金 7. 397. 460 

会 誌 発 行 賞 5，699，540 

建築技術選 ｾｕＱ 賀 152，320 

土 地 購 入 f.f ［ ｾ，ｽ＠ 'L'l 1，545，600 

2 仮 受 金 161 . 308 

職 員 に 対 す る 淑 政 所 得 税 外

3 .  ))il 受 金 15. 490，240 

個 人 正 会 員 会 質 収 入 5. 100. 000 

団 体 正 会 員 会 費 収 入 9，374，0∞ 

会 誌 収 入 78，0∞ 

住 宅 相 談 所 収 入 2∞. 0∞ 

建 築 技 術 選 書 収 入 538，240 

寄 付 金 収 入 2∞. 0∞ 

E 固 定 負 債 51. 300，000 

1  . 借 入 金 41. 300. 000 

2  . 退 職 給 与 引 当 金 10. 000，000 

負 f貴
dロ，_ 

J十 74. 349. 008 

償 却 準 備 金 13. 770. 263 

建 物 13. 099，134 

f十 iS 671. 129 

品屯 財 e11 10，567，271 

負 債 基 金 合 計 98. 686. 542 



収入の部

大 科 自 中 科 日

ｾ＠ 詑、 ｾｘ＠ 入

契 約 々 款 売 上 収 入

建 築 デ ー タ シ ー ト 収 入

事 業 ｾｘ＠ 入

建 築 技 術 選 古 収 入

住 宅 相 談 所 収 入

集 ｾ＠ ｾｘ＠ 入

講 演 講 習 会 収 入

広 報 ｾｘ＠ 入

雑 入

個 人 正 会 員 ( 本 ・ 支 部 )

ｾ＠ 宝主 ｾｘ＠ 入 個 人 正 会 只 ( 地 方)

団 f本 正 ｾ＠ 員

準 ｾ＠ Eミ

宅E イ寸 金 ｾｘ＠ 入 寄 イ寸 金 ｾｘ＠ 入

雑 収 入 雑 ｾｘ＠ 入

ｾｘ＠ 入
Z口A  

計

支出の部

大 手ヰ 目 中 手ヰ 目

手合 料 手 当

退 職 給 与 引 当 金 繰 入 額

福 キIJ 厚 生 霊堂

ｾ＠ ミ m 官註

旅 費
手x、E  
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収 支 内 訳 表

昭 和 56 年 3 月 31 日 現 在

予 主E 客員 決

58，600，000 

39，000，000 

1，800，000 

1，000，000 

2，400，000 

5，700，000 

3，900，000 

2，100，000 

1，700，000 

1，000，000 

54，990，000 

28，800，000 

2，100，000 

24，000，000 

90，000 

500，000 

210. 000 

114. 300. 000 

予 算 額 i夫

55，110，000 

37，000，000 

3，000，000 

4，000，000 

1，720，000 

1，600，000 

1，000，000 

2，000，000 

360，000 

300，000 

180，000 

700，000 

1，900，000 

50，000 

300，000 

400，000 

600，000 

。

57，700，000 

37，500，000 

800，000 

1，000，000 

1，900，000 

4，900，000 

4，300，000 

1，600，000 

1，400，000 

700，000 

1，600，000 

2，000，000 

690，000 

800，000 

114，300，000 

算 害R

60. 725. 660 

40，165，154 

1，643，220 

。

4，520，840 

5，560，000 
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1，870，800 
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24，037，963 

49，000 

600，000 
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1，460，540 
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74，560 
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。
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850，155 
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。
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59，368 
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ム 1，197，608

差 引 剰 余 金

前 期 繰 越 乗IJ :余 金

差 引 1，320，095' ・・・・・次期繰越剰余金

( 単位 . 円)

fa青 考

発 行 セ ズ
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1. 総
. 6.  

M:  

( イ) 通常総会

6 月26日 於会館集会室

出席者 15名

議事( 1 ) 昭和54年度事業報告承認の件

(2)昭和54年度決算報告承認の件

(3)昭和55年度収支予算承認の件

( ロ) 通常総会

2 月26円 於会館集会室

出席者 12名

議' 1J ( ＱＩｾ主事 ｬ 名選挙の ｦ 牛

(2)本部所属評議員23名選挙の件

(3)役只重任示認の件

(4)名誉正会員推挙のf牛

2. 評 議 員

. 6.  

M:  

( イ) 定時評議員会

6 月26日 於会館集会室

出 席 者 委 任 状 共 44名

j義明 l 昭 和54年度事業報告承認の件

(2阿 利54年度決算報告承認の件

( 口) 評議員会にかえて書面表決

11月27 日付をもって「昭和56年度評議員選出数

決定」についてお諮りした 。

( ハ) 定時評議員会

3 月25日 於会館集会室

出 席 者 委 任 状 共 44名

議 唄 1) 評議日会議長、副議長互選の件

(2)副会長 2 名、理事18名選任の件

(3)役員重任承認の件

(4) 昭和56年度収支予算承認の件

( ニ) 技術部門評議員懇談会 2 回

3. 理 事
4z』z  

( 1) 正副会長会 1 回

(2耀 事 会 9 回

(3)編集理事会 2 回

4. 常 設 委 員 4Z』3r 

委員会 幹事会dZ込Zミ・小ぷ委E〉3、ぷ員'"λ5  会

分科 ・打 等

(1 ) 事業委員会 7 回 58回

(2編 集 委 員 会 12回 55悶

座 談 会 2 問、てい談 l 回

(3)教育委員会 2 回 10同

Ｈ Ｔ ｾ 主宅委口会 10回 101司

(5)出版委只会 3 回 3 阿

(6)法規委員会 7 回 Hnl  

正副委員長会 l 回

(7 )迷 付委口会 10回

5 . 特 別 委 員 会

(1)会勢委員会 2 回

2 8  

(2)契約約款特別委員会 2 回

(3)土地購入特別委員会 3 回

6. 研 修 会 ・ 講 習 会 等

建築技術選書講座シリース，(第 5 回)

ーソーラーハウスー

5 月22日 於薬業年金会館

聴講者 26名

建築技術選書講座シリーズ( 第 6回)

建築と設備の接点 1

6 月12日 於薬業年金会館

聴講者 28名

建築設計と省エネルギーに関する研修会

一建築計画に於ける省エネ法案の実践的対応ー

7 月 3 日 於大阪府立労働センター

聴講者 85名

建築技術選書講座シリーズ( 第 7 回)

医院・診療所の計画と設計

8 月19日 於薬業年金会館

聴講者 27名

建築工事実務講習会( 第36回)

10月14 日 於大阪府立労働センター

聴講者 93名

建築技術選書講座シリース， (第 8 回)

「コンクリート工事の管理」 と r p c 建築の話」

11月19 日 於大阪府立労働センター

聴講者 43名

建築技術選書講座シリーズ( 第 9 回)

「基礎と地盤の手ほどき 」 と

「構造計画とやさしい力学 2 J

2 月19 日 於大阪府立労働センター

聴講者 24名

7 . 若 い 会 員 の 集 い

建築家のための “ みどり " 学習会( 第 8 回)

一樹木と花の観察ー

( 神戸市立森林植物悶と兵庫県フラワーセンター

を訪ねる)

5 月24 日 参 加 者27名

講師神戸市立森林組物関団長 消水忠芳氏

兵ｲＮｬｬＡｬ［ｾフラワーセンタ一次長庇緑化深長

松え広美氏

鉄の工芸. ... ロート・アイアンの世界

ーよし与工房を訪ねて ー

8 月 9 日 参 加 者36名

講師株式会社よしう工房社長 南 海 弘 氏

都市住宅を考える

一遠藤剛生氏 都市住宅を語る ー

9 月19日 参加者44名

講師 (掬述t盛岡4生述策設計事務所所長遠藤剛生氏

レクリエーショシ施設を考える (3)

みどりのやすらぎの里

“ クリーンピア三木" を訪ねる

10月18日 参 加 者38名

講師側安井( u ! 築設計事務所松山 新氏

胸板倉雄築研究所 幸 田 庄 二 氏

向 上 大久保久能氏

大阪の教会建築を訪ねて

- チャペルとパイプオルガン

12月 6 日 参 加 者32名

講師 山形政昭氏 ( 大阪芸術大学 ・講師)

オルガン演奏 当悶修一氏

二川幸夫・世界の現代建築を語る

3 月13日 参加者111名

講 師 二 川 幸 夫 氏

( 建築写真家 A D A  エディ夕、 卜ウキョー主宰)

8. コ ン ク ー ル

第26図工高生デザインコンクール

設計諜題 幼稚園

募集メ切 9 月20日

応 募 数 22校 100点

審 査 会 10月4 日

入 選 作 10点( 内最優秀作 1 点)

表 彰 式 11 月8 日

9. 会誌「建築と社会」

4 月 号 住 宅 の 耐 久 性

5 月 号 建 築 行 政 と 法 規

6 月 号 愚 近 の 防 水 工 法

7 月号 都市景観とアメニティ

8 月 号 屋 内 体 育 施 設 と 設 備

9 月号 水ぎわのまちっくり

10月 号 今 後 の 外 装 吹 付 仕 上 材

11 月 号 第27回青年技術者

転機にたつマンション・集合住宅

12月号 これからの建築設計と新耐震設計法

1月 号 職 能 論

2 月号 中国の論文 / 北京の都市計画

3 月 号 ポ ー ト ピ ア '81

10. 出 版

日本建築協会創立 60周年記念出版

建築妓術選書

企画 日本建築協会

編 集 発 行 学 芸 出 版 社

体 裁 A 5 判 ( 図解 ・写真入) 約150頁

定価 1，000円 21号より 1，200円

17 基礎と地盤の手ほどき

18  ショ γ ピングセンターの計画

19. 住宅設計とインテリア

20. タイルの j 舌

2l . 住宅の家具

22. 建築と設備の接点 2

11 . 見

品 比

一，ー

ム一

A

茶室見学会 (第 1回)
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西芳寺( 苔寺) の湖南亭を見る

4 月26日 参 加 者21名

京都パークホテル新築工事を見る

5 月10日 参 加 者34名

東洋紡ビ.ルデイング新築工事の見学会

5 月21日 参加者36名

播磨・中国路を訪ねて

「姫路、倉敷新庁舎と柳田国男記念館、重文・永

富邸、重弁医学研究所附属病院の見学」

6 月 6 日 ・7 日 ( 1 泊 2 日) 参加者28名

大阪駅前第 4 ビルの見学会川

( 大阪駅前市街地改造事業第 4 棟新築工事)

6 月24日 参 加 者58名

やまと・三輪の里を訪ねる

一三輪明神・大神神社参拝と 「三鎗そうめん山本」

本社工場の見学-

6 月28日 参 加 者33名

宝塚市庁舎新築工事の見学会

7 月30日 参 加 者46名

太閤園・迎賓館の新築工事見学会

8 月23 日 参 加 者45名

完成間近の大阪- 上六市街地再開発事業を見る(2)

( 本会 -大阪府建築士会大阪建築士事務所協会共催)

8 月29 日 参 加 者53名

堺市博物館新築工事 と茶室 「糞侮庵・伸庵」の

復原工事の見学

9 月27 日 参 加 者66名

梅田阪急東宝会館 「ナビオ阪急」新築工事の見学

10月8 日 参加者 64名

大阪市庁舎新築工事の見学会( 第 1期工事)

( 本会 ・大阪府建築士会 ・大阪建築設計監理協

会 ・大阪建築士事務所協会共催)

11月14 日 参 加 者47名

茶室見学会( 第 2 回)

表千家の名席を見る

11 月22日 参 加 者29名

ポートピア '81

神戸ポートアイランド博覧会の諸施設を見る

1 月31 日 参 加 者72名

大阪駅前第 4 ビル見学会( 愚終回)

(大阪駅前市街地改造事業第 4 棟新築工事)

2 月 5 日 参 加 者36名

近音量放送会館新築工事の見学会

( KBS京都放送会館)

3 月10日 参 加 者35名

12 午 餐 会 ・ 懇 談 会

在阪建築 8 団体会長午量産会

7 月22 日 於大阪ガスピル 8 階

出席者 26名

建築 8 団体共催による中国内蒙古土木学会訪日団

一行との懇談会

11月 7 日 於太閤図庭の間

出席者 21名

建築クラブとの合同忘年懇親会

12月14日 於太閤闘

出席者 250名

建築 8 団体合同新年交礼会

1 月 4 日 於大阪コクサイホテル

出席者 633名

13. 展 覧

第17回よろず相談住宅展

A .  

' J:;;' 

自 1 月29 日 至 2 月 3 日 ( 6 日間)

於なんば高島屋 7 階催場

相 談 件 数 約90Qf牛

新しい建築写真展示窓

展示写真

( 1) 街を緑に ・第10回

( 帝塚山セントポリア ・平野町センチュリーピル)

(2)大阪南港ポートタウン

(3 ) うえほんまちハイハイタウン

14. そ の 他

( イ) 近畿建築会館敷地購入

昭和31年10月に近畿建築会館を新設以来 、会館敷

地は引き続き大阪府より借用していたが、大阪府

より敷地の購入方について強い要望があり、会員

有志より資金を借り入れ、同敷地を購入した。

面積 93 .40m'  ( 28 . 25坪)

( 口) 他団体との共同活動

建築国際連絡協議会

建築関係団体連絡会

建築業務基準委員会

「四会連合」工事請負契約約款改正委員会

( ハ) 業務検査

1 月26 日建設省住宅局建築指線深藤本、大総両

係長によって本会の業務及び財産状況について

検査実施。

(ニ) 会計監査

5 月12目、 13日の両日、昭和監査法人公認会計

士宮晶一夫氏によって、昭和54年度の会計監査

実施。

15. 本会が入会している団体

大阪商工会議所

関西経済連合会

大阪市街地再開発促進協議会

建築行政協会大阪市支部

建築関係団体連絡会

建築業務基準委員会

建設関係公益法人協議会

建築国際連絡協議会

四会連合工事請負契約約款改正委員会

東区納税協会

大阪府社会保険協会

16. 後援または協賛した会

名護市庁舎建築設計銭妓応募作品・新建築住宅設

計競技入選作品展示会

主 催 沖 縄 県 名 護 市 役 所

名護市庁舎・新建築国際コンペ関西展示

実行委員会

5 月21日- 2 8日 於ダイコロピル 4 階

映画と新建材説明会

主催 日本建築材料協会

6 月 3 日 於大阪科学技術センター

「衝と建物一明治・大正・昭和」大阪地区巡回報

酋巳 ..... 

"，: z; ;  

主催 近代建築史研究会 ・トヨタ財団

6 月15 日 於大林ピル29階ホ ール

建築基準法・建築士法施行30周年記念講演会

主 催 建 設 省 ・日本建築センター

9 月 1 日 於ヤマハホール

建築積算実技研修会

主催 日本建築積算協会関西支部

10月 4 日 ・11 日 ・18日・ 25日

11月 1 日 ・8 円 ・15日・ 22日 ・29 日

12月 6 日 於大阪府立労働センター

「建物外皮の省エネルギー設計法」講習会

主催 日本建築学会近畿支部

11 月18 日 於大阪科学技術センター

ワルター・ク口ピウス展

主催 グロピウス展委員会

1 月 6 臼- 2 4 日 於大阪府立現代美術センター

住宅・建築省エネルギーフォーラム

主 催 住 宅 - 建築省エネルギ一機構

2 月 5 日・ 6 臼 於東京サンケイホール

建築計画、住宅設計者のための 「住宅の防災安全

計画」講習会

主催 日本建築学会近畿支部

2 月 6 日 於大阪科学技術センター

“ 建築と庭の訟合の源流を探る " シンポジウム

ー小堀遠州とその周辺ー

主催 日本庭園文化協会

3 月15日 於京都会館

口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口
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暑中お見舞申し上げます

三邑

同 幸夫山

株式会社青山建築積算事務所代表取締役

愚 550 大阪市西区京町堀1- 10- 19江市ピル官官給06 ( 443)  0430 

串 610- 11 自宅 京郎市西京区大原野よ虫勝山町14- 6

官官結075 ( 331)  8082 

ーι 『

女
葱

=

ご2主

J 同フE

株式会社 日 建 設 計 取 締 役 社 長

- . 541 大 阪 市 東 区 備 堀 2 丁目 38番 地 電 話06 (203沼361

j斐
盲

野

、n
I!il. 

株式会社浅野建築設計事務所代表取締役

骨 543 大 阪 市天 王 寺 院 減 点 寺町 9 ＭＲＷ 句 ｊ ， ｾＰＶ ( 768)  0201  

骨 572 自 宅 殺 屋 川 市 成田西町 4 - 21  電 Ui 0720( 31) 1750 

j菱 夫沼 茂

株 式 会 社 浅 沼 組 取 締 役 副 社 長

愚 543 大阪市天ヱ寺区東日目幸町 12番 6 号 電 話06 (768)  5222 

漢 沼 誠 夫

株 式 会 社 浅 沼 組 専務取締役

愚 543 大阪市天王寺区東高津町 12番 6 号 電 話06 ( 768)  5222 

代表取締役会長 浅 海 正 雄

代表取締役社長 森 川 ネ 豊 次 郎

浅 海 電 気 株 式 会 社

愚 530 大阪市北区西天満 3 丁目 7111 ' 4 号官I Wi 06 (362)  8701 

唖 665 自宅・宝塚市御殿山 2 丁目 3I ll1' 50- 109f }

電 話0797 ( 85) 0745 

愚 565 自 宅 盟 中 市 新 千 里 北 町 2 丁目 321ft 3 勾

電 話06 侭31) 2732

新 昭
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置

甲

骨

安 部 恒 夫

安 部 建 設 株 式 会 社 取 締 役 社 長

昭和56年盛夏
(50音順)

井 逮 明上

株式会社弁上透明建築事務所代表取締役

530 k 阪市北区鶴野町1番3号安田ピル 電 J孟06 ( 372)  2821 代

哩 555 自宅 . k阪市西淀川区竹島3丁目7の4 1II，1.!i 06 ( 473)  1069 

伊 地 知 竪

大 鉄 工 業 株 式 会 社 取 締 役 社 長

唖 559 k 阪市住之江民丙住之江2 ! i i7昨5)} 1l!，]1i 06 ( 678)  3212代 哩 532 ) c 阪市淀川区高原4丁目4番44号 電話06( 394) 1281 大代

唖 559 自宅・大阪市住之江区内住之正 2 r日 7 番 5 号 四 661 n宅 尼 崎 市 南 武 庫 之 荘 5 r日13 ll1' 15刀ー

.1I i 06 (671 )  7774 電 話06( 438) 2148

諌 早 夫信

フ ド ウ 建 研 徐 式 会 社 相 談 役

骨 110 * ポ郎台東I買台点1 - 2- 1 口本地所第二ピ Jレ

，. . . 03(835)2661  

愚 157 東京郎世田谷尻市t，MlJ 2 ー 18- 4  11!，]舌03( 300)  3705 

井 秋 次上

弁 上 窯 業 株 式 会 社 代 表 取 締 役

号 543 大 阪 市 天 王 寺 I>{ 生] ，町401ft 1血l I I ri .!i 06 (771)  2825代

噌 659 自 宅 戸 凶 市 川 西 側r 4  1ft 23日常，! 1 i 0797 (22)  5930 

井 上 正

名 古 屋 建 築 設 J十 事 務 所 所 長

株 式 会 社 新 工 務 所 取 締 役 社 長 母 453 名古屋市中村反権町20の15 岡鉄会館内

1I!，J后052( 451) 202511I通

串 530 大阪市北区曽般崎 2 丁目 8 番 7 号 電 話06 ( 313)  1331 串 464 向宅・名古Ji { 市干極限下 J j - T4 の30 電 ，11i 052( 711 ) 94∞ 

30 

伊 藤 喜 三 郎

株式会社伊藤喜三郎建築研究所代表取締役社長

⑮ 102 本社 ・東京郎千代田区紀尾井町3齢 3号 文 芸 春 秋 ピ ル

支 所 神 戸 ・仙台 屯，11i 03( 263 )1481代- 7

暦 141 1'"1宅 点京郎品川区東五反 fl l 3 - 1 6 - 5 5  

ｭｾ 舌 ＰＳＨＴＴ Ｑ ) 5437 

伊 藤 郎

取締役副社長

大栄電気株式会社大阪支庖

大 阪 支 庖 長

哩 550 大阪市西区京町線 1 - 1 2 - 1 4  ｾ置， ｝ＵＰＶ (443)  0631 

暦 560 I lセ 銀 中 市 北 縦 啄 3 - 8 - 7 官1!.1.!i 06 ( 854)  7747 

飯 田 精 次 郎

共 同 設 計 株 式 会 社 代 表 取 締 役 社 長

530 大阪市北区西天満 5 r l'1 10需 14 号電，] 806 ( 364)  5836 

明 105 l I I : 点事務所 班点僻渋谷医渋谷卜 10-1 八千代ピル8 F

電話03( 407) 0912 03( 409)  1837 

哩 520 大内事務所 ・大津市浜大ゆ4- 4- 4 電話077与( 23) 0388

唖 620 制知 IU事務所・京郎府福知山市末広町6丁目4番地鋼電ピル

1II，1Ii 0773 (23)  5208 
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，
 良 興

日 本 冷 熱 工 産 株 式 会 社 代 表 取 締 役 社 長

564 吹 l日rli n. i l!町403干潟号 電 源06( 384) ＱＲＰＱｻｾ＠

哩 560 I1宅・ 2豊中市蛍池東町 4 丁目 7 番 12; }

電 話06( 841) ∞32

泉 哲 史沢

株式会社泉沢建築設計事務所代表取締役

530 大阪市北限西天満 4 r 円 12排 2 ;干 オ オ シ 7 ピル

話06 ( 364)  9071 代
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市 繁 雄
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日 本 管 工 業 株 式 会 社 取 締 役 社 長

事 601 ，;，/il 1市市l理丙九条l : : ! m町20 m，I，l; 075( 681)  5101- 5 

串 606 n宅 .l irnfs 市左京区下鴨芝本町37 1t!，11i 075 ( 781)  0289 

市
-aEE----
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E

E
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宏

株 式 会 社 東 畑 建 築 事 務 所 専 務 取 締 役

唖 541 大 阪 市 点 l耳 伏 見 町 5 - 19 'iな泊06 ( 202)  0391 

愚 658 ＨＱ 宅 ー 神 ｦ ＮＳ ｲｴ￯ｾＷ 憶 ｬ 正住吉山手 Ｔ r 日4 - 3 2  

?立，1，1; 078( 811) 0216

A  

-， 忠井 匡

イマヰ建設工業株式会社 代表取締役社長

号 547 大阪"i 平! f I 買宇野北 2 - 9 ー 15 .. 世訴06( 792) 4425

暦 573 ｾｉ 宅 ー 枚方市〈ずは丘 Ｒ ー ＱＶ ー Ｑ ｾＮｻＡお ＰＷＲＰ (55)  6511 

4  

-， 茂 雄西

株式会社今西建築デザインルーム代表取締役

事 ＵＵＰ 大阪 ｲｬ￮ 丙 Ｉ＾＼Ｎｾｪ 編江 ＱＱ 悶 ＲＲ Ｑｦｴ ＱＷ 刀匂訴 ＰＶＨＵＴＱ ) 3051 - 9  

取締役会長 今 村

取 締 制 長 平 木

騰

寛

中 央 電 気 工 業 株 式 会 社

司 530 大阪市北限太融存町 3 帯 24号

'ill ，1，f; 06 (312)  8881 代表

4  

マ
彦フE 康

近 畿 屯 気 工 事 株 式 会 社 取 締 役 名 誉 会 長

母 531 大阪市大淀1><.1三倍以2 r 門3 1 f t 引け屯，11i 06 ( 375)  6000 

L . U 

若宮 崎 徹

株式会社岩崎建築設計事務所代表取締役

司 630 1吋 t .  * ' 良市大様町57の3 J i : l ，協会館内

'，:{!，l吊0742 (22)  ＲＲＸＳＨｾ＠

司 631 (1"主 奈良 di ・s・: ) 湖北 1 r n 5 ー 11 '，'t!，1，f; 0742 (47)  2210 

尊 務 取 締 役 岩 崎 弘

常 務 取 締 役 所 長 寺 西 穫

株 式 会 社 教 育 施 設 研 究 所 大 阪 事 務 所

骨 550 大阪市丙尻、Z フ官級 I f 日13需l 号 電 話 06( 531) 0913

大( j ' ピル m，J孟 06 ( 541)  7301 

愚 630 自宅 奈良市法通産主花町 1046 m，! fi 0742 (22)  2217 

吾 661 向宅 ・re崎市常吉字赤凹 9 の 5 電 結 06 ( 431)  2101 

山

右 義本 'L' 

聖 子 村 建 設 工 業 株 式 会 社 取 締 役 社 長

号 541 大阪市! . U1' ( ，:":j 純情 2 r" 9 需 地 司1，1占06 ( 202)  4791  Ｈｾ＠

号 581 ｉＧｉ宅・八 ｉｾｲｬ￮ｬｬｬ 本町 Ｔ J i ]  5  - 7  ｾ世相 ＰＷＲＹ (22)  2908 

上 字

-
田

繰式会社 日 匠 設 計 代 表 取 締 役

愚 580 本 社 ・大阪 事 務 所 ・大阪府松原市西大塚 1 - 5 - 6

電 路 0723 (31)  3857代

愚 520- 32 滋賀事務所 ・滋賀県甲賀郡甲西町中央 2 丁目 15

電 E孟07487 (2)  1114 

事 犯O 自宅・ 大阪府松原市西大塚1- 5 - 6 電 話0723 (31)  1554 

上 圭

U A  

'ロ
西

昭和56年盛夏 (50音順)

打 浪 政 信

株 式 会 社 新 興 建 材 工 業 所 常 務 取 締役

ｾＵＵＰ 大阪 市 西 区 南纏 江 Ｔ 丁目 Ｓ Ｒ 番 ＱＱ 対 屯ぷ ＰＶ ＨＵＳＸ )2951代

@ お4 自宅 ー吹 HJ 市 吹 東 町 4 3 - 3  '，1W i 06(383 )0217 

•••••••• 
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・

-

E

E

'

 

正

株 式 会 社 竹 中 工 務 庖 顧 問

串 541 大 阪 市 東 区 本 町 4 - 2 7  111:訴06 (252)  1201 

小 河 吉 之 助

財団法人 大阪建築防災センタ 一 理事長

ｾＵＴＱ 大 阪市東 区 樽 労 町 Ｒ r 自41 昏 地 中1曹ピル3階

屯 JIi 06 (261 )0212 

ｾＵＷＳ 自 宅・枚 ｊｪ 市香出ケ丘 ＱＲ r 目22番37り

O'I! J1i 0720 (  54 )  0690 

尾 亀 清 四 郎

株 式 会 社 三 晃 空 調 取 締 役 会 長

持 530 大阪市北区内天満 3 l i l 13'1ft 20号 電目指 06 ( 363)  1371  

号 573 打 も 枚 ) ; rli 岡 山 手 町 1 5 - 4 電 話0720 (41)  3427 

大 井 弘 治 郎

株式会社大井建築設計事務所代表取締役

母 550 大阪市阿1 > ( . 1; (町場 1 l i l l O- 8  縮問ピル

1電，J1i06 ( 444)  4521 - 2  

8562 1' 1宅 n而I ) i 百紫綬 4 rJ ' 14 一 日 電 活0727 (21)  4113 

名誉正会員

大

ｾ＠

居 良B

株式会社 大 気 社 取締役社長

号 530 大阪市北1>( '1.'之白C; ¥3  - 2 ー 18 住友中之品ピル 7 附

ｾＧｻＡ， ｬ 占 ＰＶ ( 448)  5871 愚 606 円宅 ・京都市在京1:<: 下鴨北[ 胡町33 電 話075 ( 781)  0636 

唖 659 ＨＱを兵 Ｑ ・ Ｑｉｾ，ｾ戸 ｉ［ｻｲｬ￯ 浜町 ＱＲ ー ＱＴ 'i1!，1，l; 0797 (22)  5949 

植 寿 雄野

株 式 会 社 寿 建 築 積 算 事 務 所 所 長

司 542 大阪 rlil 軒以 J l . ! 山本町48つるのすピル 111. 1f; 06 ( 244)  1561  

曹 588 (1宅 ー場 市 大 長 野 5 - 9  ｾＧｉＡ， Ｑ ，ｆ，Ｐ ＷＲＲ＠ (37)  1162 

岡 j畢 勇

問 湾 建 築 設 計 事 務 所 所 長

骨 567 大阪府茨木市臓の皐 2 丁目 16番 6 号

1l!，150726( 43) 8953 .  5230 

吾 530 大阪事務所 k 阪市北区西天満 4 - 3 ー 19 締ケ枝ピル2 F

1l!.1l i 06( 362) 6082代

31 



暑中お見舞申し上げます

岡 橋 作 太 郎 奥 村 安 太 郎

株式会社 銭 高 組 技術顧問 奥村組土木興業株式会社代表取締役社長

@ 反 潟 大 阪 市 西 区 西 本 町 2 - 2 ー 11 屯 ｾ ｦ［ＰＶ Ｈ ＵＳＱ ) 6431  ・552 大 阪 市 港 尻 市 岡 3 丁同 5 Ｑ］ ＱＸ 号電 ， Ｑｾ Ｈ ＵＷＲ 阿部 ｬ

・659 向宅・首尾市打州事円町156- 1 電 ，W17官7( 22)  4500 ＼＼ｉｙＮ＾ＵＲ 向 宅 ・ 大阪市 港 照市岡 Ｓ 丁同 Ｘ ［ 齢 号 電 ， ＱｾＨＵＷ ＱＩ ＰＵＷＱ

岡 本 繁 加 藤 忠 三 郎

近 畿 電 気 工 事 株 式 会 社 取 締 役 会 長 株 式 会 社 平 田 タ イ ル 代表取締役会長

@ 羽1 大 阪 市 西 f電 阿 波 座 1丁目 1番10号

昭和56年盛夏 (50音順)

亀 井 晃

ごム

J ロ

ず? ? 可ぷ.1・建築事務所代表取締役社長

・“ 2 本祉事務所・大阪市南区谷町7丁目12番地のl 新谷町第3ピル2F

電話06( 768 ) l 77l 代

・lω 東京事務所・東京都中央区月島4丁目13- 3秀和月島レジデンスl a

電話。3( 日1) 3954 

・631 自宅・奈良市中町 l 番地の 4 7 9 1It U; 0742 ( 43)1226 

鎌 秀 男谷

11事 成 建 設 専 門 学 校 校 長

電1釘16白32 )1231代 唖 555 大阪市西淀川区大和国5丁目 19- 30 電 お06 ( 474) 1644 

司 531 大阪市大淀医本庄東 2 丁目 3 番41 号 旬 結06( 375) 60∞ ･ＶＰ Ｑ 自宅 ・ 京都市南医東九条北 烏 丸町 ＲＴ 官 ＱｾｾＷＵＨＶＹＱ )1334 唖 665 自 宅 宝 塚 市 千 種 3 丁目 8 需 23号 電 話0797(72)  1380 

岡 本
義

国fT 

株 式 会 社 昭 和 設 計 代 表 取 締 役 社 長

崎 550 大阪市西区新町 1 丁目 5 帯 7 号 l珂 Y 情ピル

電 話06 ( 532)  3421代

明 659 ｮ 宅・芦 ｨｬＢ￯ Ｎｗｾ 柑阿 ｔＳＵＭＷ

土百 内 務 亀 夫

取 締 役

株式会社団地サーピス大阪支社大阪支社長

田
-'ー
ノ、

妹 式 会 社 地 島 製 作 所 大 阪 営 業 所 所 長

・ 530 大阪市北区西天満 3- 13・18 島被ピル電醤0・〈おの 1951

ＱＱ ＡＮｬＮ ｾＰＷＹＷ＠ (31)  3201 ・ ぬ6 大阪市滅東区森之宮2 丁目 9 番201号 電1苦情( 969 ) 1∞l  串 560 自宅 車 中 市 刀 恨 山 元 町 8 - 1 2 電話偶〈邸畠〉民国

岡 本 全 男

箆 組 建 設 株 式 会 社 代 表 取 締 役 社 長

司 543 ) c 阪市天王寺区上本町5丁目4番17号1l ! ，1青06( 768) 1515代

目 業 所 名 市lil ・相:fx山 存 日 出 大 阪 工 場 設 問 ・ 愛 知1

南 557 (1宅・大阪市内成I貫主出東 l 了目 6 1ff 15月

電，11i 06 ( 661)  3317 

岡 山 竹 雄

諮問山建築事務所一級建築士事務所 S締2

弔 ωＴ 京郎市中京区ＨＮｾ丸 ｩ 且錦小路上 ｊ レ手洗水町 ＶＷＰ

京都』フクトクピ J レ7 F 電話075( 255) 0537- 8 

再 612 内宅 ー京都市伏見区深草平田町18 電話075 ( 641)  0536 

奥 晴 弘野

株式会社和光建築設計事務所代表取締役社長

南 550 大阪市内IX : 北織江 2 丁目 9 番 15号

電 話06 ( 531)  4488f t  

再 550 向 宅 大 阪 市 西 区 北 堀 江 2 丁目 9 番 10号

電 話06 ( 541)  0261 

奥 紘 fT 村

奥 村 重 兵 衛 株 式 会 社 取 締 役 社 長

暗 530 大 阪 市 北 区 西 天 満5丁目 3番7号 電 話06( 312) 4131代

串 620 (1宅 西 宮 市 南 郷 町 14 番 34 号 電 話0798 (71) ∞11 

32 

旦J

原ｾ 近 寛

最 長 近 設 備 工 業 株 式 会 社 代 表 取 締 役

骨 606 京館市左京区北白川西町83 電 結075( 761) 8191- 6

唖 閃6 自宅ー京都市左京区上高野池ノ内町12- 25

電 話075( 722) 1851

数 井 美利

株 式 会 社 西 村 建 築 $ 務 所 取 締 役 社 長

・ 街2 神戸市兵庫区荒田町 2 丁目1 番 地 租 ぜ ル

11結078( 521) α i ! 05- - ( 耳抑7

・654 自宅・神戸市須膚医白川台 2丁目39- 13

電結078げ唖宮 H渇62

柄 谷 順 一 郎

株 式 会 社 柄 谷 工 務 底 取 締 役 社 長

' “ 0 尼 崎 市 玄 番 高 之 町 4 電 信 06( 411) 1451 

・ “ 3 自宅・西宮市甲子園浦鳳町9 - 1 4 電 路O乃 8( 41107∞

E

・
E

・-

E
-
-
-
-
-
-

E

a

a

，

 

ι ι 4 

1芋: 夫繁

株 式 会 社 川 岸 議 業 高 底 代 表 取 締 役 社 長

・図。大阪市西区西本町 1 丁目 13- 33 1I&!i 06 (532)  0461代

・緊迫自宅・池図市天神 1 丁目 10- 10 ・館。π 7 (61) 8598 

E

-

-

-

-

E

 

，

 

•••••• 
E

，a

，

 

崎 敬

株式会社 近 畿 建 設 代表取締役

串 550 大 阪 市 西 区 江 之 子 島1丁目 2"/ff 2号 電 話06( 448) 5601

骨 556 自宅 ー大阪市 i閥区懐? 帥 3丁目 9帯3-407 電 話06( 632) 7369

川 瀬 啓 一 郎

扶 桑 管 工 業 株 式 会 社 代表取締役

愚 616 京都市右京医太来初梨式的町12帯地 電 話075( 861) 1157 

k 阪支! 万官( t ，情06( 353) 0222 ! I ! 収支山市. l f; 03(263)0501

骨 616 ( 1宅 目l;</ i s 市右京医太型軽安井車道町21

'l1t，1首075 (81  1  )  1509 



暑中お見舞申し上げます

河 裾 和 夫 阪 氷

昭和56年盛夏 (50音順)

大 信 印 刷 株 式 会 社 代 表 取 締 役

‘
、

1

・
J，

，
 

西 信 一 郎

蛍 光 産 業 株 式 会 社 代 表 取 締 役 再 531 大 動 li 火 花1>( 大淀中 4 1"1 113- 11 電泊06( 451 ) 7631 ・541 大阪市東区道修町 2 丁目 6 番 地 電 信06( 却 ) 2811!l:

・531 大阪市大波医本庄東1丁目9番9号 電話。6( 371) 5146 弔 553 大阪r ! i 縮 局 1>( 福島 6 1・1120ー10 '1I!，l l i06 ( 451)  5346 ・565 吹田市古江台 1 丁目 15番 5 号 電信06( 831) 8455 

コ ニ シ 株 式 会 社 代 表 取 締 役 社 長

オヒ
ｾ比
五王

j畢

役

長

則

号
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又
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蜘
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庖
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し

支

1

ロ

阪

晴

間

]

山

駅

刊

弘
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必

崎
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耳
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明

ム
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田
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設
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哨
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、

J

W

皿

官

。

木 下 園 男

内 外 パ ー キ ン グ 施 設 株 式 会 社 取 締 役 社 長

骨 550 大阪市西区京町纏1丁目8番5号明星ピル

電信06( 制 1) 0477代

・665 自宅・宝梅市逆祖国台6丁目白書11号 電 信0797 (73)  3228 

汲 1

 

・・置・・・・

'

E

a

，

 

圭司

社 団 法 人 全 国 餓 梅 工 業 連 合 会 副 会 長

大 阪 鉄 精 建 設 業 協 同 組 合 理 事 長

大 阪 鉄 精 強 投 薬 協 同 組 合

串 543 大阪市天王寺区生玉前町 1ll'i 21号小山ピル 電話06 ( 772)  0182 

迎合会事務所

事 103 東京都中央区日本橋兜町3- 28 日銀商事日本縫 ピル

電話03 ( 667)  4695- 8 

黒 譲田

黒 田 建 設 株 式 会 社 取 締 役 社 長

事 830 久 留 米 市 大 石 町 32 iII' 地 電話0942 (32)  1  91 1代

事 830 n宅久留米r ! H1山町 547 密地 電話0942 (お ) 8527

桑 造回 正

桑 田 蛸 チ 株 式 会 社 取 締 役 社 長

暦 650 神戸市中央区事開通4ー1 - 2 電話 078( 371 ) 1861代

四 653 n宅・神 / ; 市長川 1>( 1，( " [ ノ池町3 1"1 11-1

司l ，I[;078 (621 )  3807 
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、，

.

E

J

 

，
，
 

博北

ジ ャ ス ・ ア ソ シ ェ ー ツ 代 表 取 締 役

. 565 吹田市古江台 6 丁目 3 番 l 号 健 康の森

電話06 ( 833)  6611代

署 565 自宅盟中市新千里北町 1 ー 1 C5- 209  

結 06( 872) 6461

‘
、

I

E』，
，
 

崎 勇

株 式 会 社 ミ ラ ノ 工 務 底 取 締 役 社 長

崎 604 ，;( /il l  di 'i ， ，; ( ( > ( 必川通河原町! u人鉢川町310

o'll，1[;075 ( 231)  0177代

高 606 n宅 l;Clili 市左京1>( 1" 11北閣僚 f63排地

，l l i075 (781 ) 0676 

‘
、，

 

••• 
4

 

，
，
 

菅7滋 夫

株 式 会 社 日 建 設 計 fEZJR2

･ＵＴ Ｑ 大阪市東区繍 堀 Ｒ 丁目指番地Ｇｃ Ｑ ｾＰＶＨＲＰＳ 沼 ＳＶＱ

島 巳勝

有 限 会 社 小 島 勝 巳 建 築 事 務 所 代 表 取 締 役

・541 大阪本社・ 大阪市東区南本町 4 丁目 41番地

イヨピル 8 階 電信06 包52) 以渇8代

・103 東京本社・ 東京都中央区日本嶋本町 4 丁目 14番地

山本ピル 7 階 電 信03( 661) 0768代

・166 自宅・東京都杉並区成田西 l 丁目 16- 17

電信03 ( 315) 5435 

大 作谷

株 式 会 社 問 調l建 築 設 計 事 務 所 代 表 取 締 役

罰 640 #1 歌 山 市 下 町 19 lI'i 地 電 ，11i 0734 (31)  0261- 2 

明 641 n- 告 利 秋 山 市 嶋Jt 何 1 r円10- 5 1忠治0734 (24)  9563 

西 岬

株 式 会 社 小 西 設 計 取 締 役 社 長

・550 大阪市西区立売網 1 丁目 12- 16 電信06 ( 532) 4051 

・ 悦6 自宅・大阪市東住吉区今川3丁目6 - 6

電信06 (701 ) 0297 

名 智 正 会 員

小 早 川 美 武

型 産 工 装 飾 株 式 会 社 取 締 役 社 長

・557 大阪市西成区玉出東 2 丁目 9 - 4 1  電信06 侭51) 0105

・557 自宅・大阪市西成区玉出東 2 丁目 10- 17

電信06 (653) 似 悶

林 清

株 式 会 社 新 住 宅 社 代 表 取 締 役

' 図。大阪市北区中之島 4 丁目 3 香 25号 電 信06( 叫 3) “41代

・545 自宅 ・大阪市阿倍野区北畠3丁目1番予骨 電話06( 654) 0584

小 林 三 甫 朗

小 林 住 宅 産 業 株 式 会 社 代 表 取 締 役

・541 大原市東区南久宝寺町 5 - 1 8  電信06 包45) 2181

代 谷 正 フE

太 陽 工 藤 工 修 株 式 会 社 取 締 役 校 長

骨 553 大阪市福島区網島7丁目 22需8丹電話06( 451) 1151大代

署 665 自宅・宝塚市仁川北 3 ー13- 20 電訴0798( 52) 5971

ｾ目

T守

士

ゆ林

株 式 会 社 小 林 得 志 建 築 事 務 所 代 表 取 締 役 所 長

唇 530 大阪市北医堂島2- 4- 1  7 雄 IUピル電話06( 341 ) 5658代

署 662 自 宅 ・ 西 宮 市 丸 偏 町 6 - 16 電治0798( 66) 2394

33 



暑中お見舞申し上げます

河 義 就内
酒 井 貞

昭和56年盛夏
(50音順)

名誉正会員

白 石 登 喜 男

有限会社河内義就設計事務所代表取締役 株 式 会 社 都 市 科学 研 究 所 取 締 役 副 所長 線 式 会 社 藤 木 工 務 庖 常 務 理 事

畢ブ'JU'r. t ・島市。中 区 上 織 町 2 番 37'号 電 話0822 ( 28)  2211代 替 ωo 京都市下京区四条 烏 丸 西 入 ル 住 友 生 命 ピ ル 9 F ・ 540 大 阪 市 東 区 両 省 町 l 丁目 13番 他 電話06 (9“ ) 1品8

串 739- 17 自宅調富島市安佐北区高F島町犬字翠光台 1- 237 電 J ;I; 075( 221)  8161 ・558 自宅・大阪市住吉区・江中 1 の68 電 信06 (671 )  3792 

電 話08284 (2)  4141  骨 603 自宅 ・京郡市北区西賀茂 大 深町 70 1軍縮075(4. 91 )  6301  

鴻 池 藤

株 式 会 社 鴻 組 取 締 役 社 長池

. 541 大阪市東区北久宝寺町 4 丁目 27香 地

ダイヤルイン電信06( 2剖 ) 3500 (受付台)

・崎03 自宅・京鶴市北区平野鳥居前町86 電 信075ω61 )1 526 

佐 野 正

四 方 靖 郎

城 庸 平
四方設計工務株式会社

一級建築士事務所 代表取締役社長

口

骨 612 京鶴市伏見区深草間贋殿町辺ー2電 話 防 ( 削 ) 怨 ; - 2

制 SI ー お 摘 出 張 所 側 県 西 彼 杵 鵬2233Ri 惣η 株式会社 大 阪 城 口 研 究 所 取 締 役 社 長

串 183 東京出張所 ・東京都府中市白糸台 6 了目 53- 31 唖 530 大阪市北区角田町 2 番 15号 電 話06 (372)7151代

電 話0423 (67)  0480 ・0424. 仰針。236

唖612 自宅 京都市伏 見区深草関屋敷町3 2 - 2

ご'.11:.

J 、，，、 幸 雄 5頁 賀 新谷

株式会社 安井建築設計事務所代表取締役社長 渋 谷 金 属 産 業 株 式 会 社 取 締役社長 須 賀 工 業 株 式 会 社 取 締 役 社 長

暗 540 大阪市点区品開T 2  f Fl 7  iII'地 電 源06(943) 1371 代 司 542 大 阪 ，11 ，制 限 鍛 冶 出 町 52 泡 ，l l i06(211  ) 7333 唖 550 大阪 r! i 尚氏上佐楓1 ｦ 口 Ｒ 番 ＳＰｾ［Ｇ 句 ，11i 06 (441 )5171 

骨 662 El 宅 西 宮 市 雲 井 岡T 4 の 9 屯 話0798(72)  1569  .ち581 ＡＧｉ 宅八 ｬ 忌 ｲｬ ￮ ニ ｦＡｾ 2  5  2 ー 7 電.!I，0729( 22) 8644 愚 662 自 宅 凶 出 市 殿 山 町 2 - 28 電 治0798( 74)0569

佐 春野
士

口

森 弁 電 業 株 式 会 社 代 表 取 締 役 副 社 長

愚 530 大阪市北区中之島5丁 目3番 101号 正宗中之島 ピル

電 話06(443)8381代

唖 661 自 宅 尼 崎 市 東 園 田町3丁目 85番地ー 11

電 話06( 491 )9402

斉 藤 義園

株 式 会 社 斉 藤 工 業 所 代表取締役

用 ， Ｕ Ｗ 大阪 ＼ｉ ［， ＱＴ ＱＱ ｬｴｬ ズ ｉｾ ｾＡＮ ｲＮ Ｎ 2 丁目 6 併 5 り氾，1印 刷661)3325代

用，57 1'1' 七 大 阪 市，14It ltl":Ji! 'I! ..u 1  1'1 121併 3 り

2せ，I M6 ( 652)  0208 

雑 幸夫賀

株式会社大阪雑貨建築事務所代表取締役

岳 543 大阪市天王寺 区上本 町 8 丁目 3 番23号

電 信06 (772)4426 ・ 制36

串 573 自宅 ・枚方市香里ケ丘 7 丁目 11- 16電 鱈0720 (54)0∞4  

立 表 取 締2 斎 藤 久 典

prz 黒 津 太 作

斎 久 工 業 株 式 会 社

串 100 lIi 京本社・東京都千代廿l区大手関T2- 6-2 日本ピル

電 結03 ( 270)  7411代

署 530 大阪支社 ・大阪市北 尺中之島 4 - 2 - 38

Ｒ 喧 ｾ ｬｩＰＶＨ ＴＴ Ｓ Ｉ 5041代

34 

名瞥正 会員

島 村 佐 次 郎

株 式 会 社 島 村 建 築 事 務 所

・6地O 和 敬 山 市 四 番 T 4 電信町734 包2 )3338 ・4335

'“ 0 自宅 ・和 歌 山 市 四 番T 4 電 信0734 (22) 3お8 ・4335

島村 忠 男

西 日 本 建 設 業 保 証 株 式 会 社 取 締 役 社 長

・ 5 4 0 * 仮 市 東 区 上 町 5 番 地 電話06( 764 )1122  

須 賀 好

R垂司

邑

近緩大学理工学部建築学科 助 教授

f1t577 東 大 阪 市 小 若 ば 3 - 4  - 1  '，U，!，f; 06(721 )2332 

内線 271

. 577 自 宅 東 大 阪 市 下 小 阪172- 2

近鉄グ ラン ド7 ンン ヨン8- 911 電 話06 ( 789) 8114 

菅 良 春

日本住宅 パネ ル工業協同組合 理 事

唖O 3 0 大阪市北区西天満 5 丁目 6 醤10号 電 3，1; 06 ( 313) 3321 

・636- 11 自宅 奈良県大和郎山市南弁町19- 60

1113，1; 07435 (的3665

菅 谷 健
l a 

.J IJ  

大 阪 電 気 l暖房株 式会社 代表取締役社長

南 550 大阪市，1Ij 1><:iCI ;刷 1 f l l l 0酢 17け 41. 1吊06 (44 1)  8231  

' "' 158 ( 1宅。.u，;， t.l Sllt 川 行 1.: 等々 ) ; 6 )'1 12 4 - 6

"I!.!/i03 ( 701)  3535 

杉 浦 敏 郎

耳里 司I

三 機 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖 支庖長

骨 541 大阪市 * 区北 iVo 2  - 2 2  m ，11i 06  ( 202) 3051代3071代

署 560 鐙中市岡町市 I ー 7 ー 7 司! J l i06 ( 855)  5995 
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鈴 木 毅

株 式 会 社 松 田 平 田 坂 本 設 計 事 務 所 大 阪 事 務 所

所 長

. 530 大 阪 市 北 区 堂 島 2 - 2  - 25 電話06( 344) 7821 

. 185 自宅・東京都圏分寺市富士本ト31- 15

電話0425 ( 75)  1581 

本目 蓋

、・.... 

τ t  
‘2=E子2  

c  

日 新 工 業 株 式 会 社 専 務 取 締 役

愚 120 東京都足立区千住東2 丁目 23番 4 号電話03 (882)  2424 

串 271 自宅 ・松戸市松戸 3 の7 の3 電話0473 (62)9314 

田 中 慶 明

株 式 会 社 田 中 工 務 底 取 締 役 社 長

串 601 京郎市南区上鳥羽八王神町5番地電話075( 681) 9556代

唖 601 自宅 ー京都市南区よH 羽八王神町 5 番地

電話075( 672) 3622

取 締 役 社 長 高 橋 慶 夫

専 務 取 締 役 上 田 宏 ニ

株 式 会 社 高 橋 上 回 設 計 事 務 所

. 550 本社・大阪市西区新町 1 - 4 - 2 1 大宰ピル

電話06 ( 533)  0971- 3  

骨 103 東京支所・ 東京都中央区日本橋茅場町2 - 4

全国中小企業会館4 F 電話03 ( 669)  6049 

名誉会長 ・名誉正会員

竹 健

、a::

l E.  腰

-“ 2 自 宅 西 宮 市 松 園 町 7 番 22 号 電 信0798 ( 34) 2650 

竹 村 通 世

近 畿 電 気 工 事 株 式 会 社 広 島 支 社 取 締 役 支 社 長

吾 733 広島市西区償川町 2 丁目 13番 5 号 電 話0822( 94) 6141

<; >730 自宅 ・広島市中区中町 4 番14 チェリス中町905号

電話0822( 43) 4656

武 田 恭

近 畿 電 気 工 事 株 式 会 社 取 締 役 副 会 長

骨 531 大阪市大淀区本庄点2丁目 3番41 号 電話06( 375) 6000

橘 泰
ごム

'ロ

東 邦 パ ー ラ イ ト 株 式 会 社 取 締 役社 長

骨 540 大阪市東区森ノ宮中央2丁目 7需 15号 電J孟06( 941) 9445- 9

暦 590- 01 自宅緋市若松台3 T 26番3号 電 話0722( 91) 2267 

立 国 清

有 限 会 社 柳 キ 堂 ( . . 専門' 庖)

愚 550 大阪市西区京町繊 1 - 1 2 - 3 . 鑑06(，“ 3) 0167- 8

嘗 寝 所 : 鴻 場 ピ ル 電信06 <251 ) 8233 

立 野 郎

株 式 会 社 ユ ニ オ ン 代 表 取 締 役

・650 大阪市西区南絹江2 丁目 13番22骨

電信06 ( 532)  3731- 8 

名誉正会員

玉 置 豊 次 郎

大 阪 工 業 大 学 名誉教授

岡 大 阪 住 宅 セ ン タ 一 理 事 長

吾 530 大阪市北区中之島3 - 2 - 1 8 住友中之島ピル

電話06( 447) 0615- 6

岳 557 自宅 大阪市西成区天神森1- 19- 15 電話06( 661) 7680

塚 本 猛 次

株 式 会 社 日 建 設 計 顧 問

辻 本
屋皇

玉三.

株 式 会 社 ツ ジ モ ト ユ タ カ 設計 事 務 所 代表取締役

曙 640 和歌山市東長町中の丁 12 - 3 電J . ! ;0734(26)  2030代

愚 640 自宅 ・利歌山市東長町中の丁 12- 31l!訴0734( 26) 2030代

j章 村 芳

オリエンタルメタル製 造 株式 会社 代表取締役社長

吾 660 尼崎市昭和南通 3 丁目 26番 地 電話06( 412) 5131代

骨 330 自宅地玉県大宮市高輿町 3 丁目 58番地

寺 田
，車

"I!t' 

電話0486( 41) 0204

重

大 成 建 設 株 式 会 社 常 任 顧 問

骨 541 大 阪 市 東 区 本 町 4 丁 同 27 m，l i i 06(262)  1131 

串 562 自宅大阪府箕面市縦弁2丁目 4- 39 電話0727( 21) 4641 

イ奪 馬 正 明

ム ツ ミ 産 業 株 式 会 社 代 表 取 締 役

骨 550 大阪市西区靭本町 1 丁目 17倭 15号

電 訴06 (441)  0378大 ( t

名誉会長 名誉正会員

東 畑 謙

機 式 会 社 東 畑 建 築 事 務 所 代 表 取 締 役

.“ l 大 阪 市 東 区 伏 見 町 5 - 19 電信06 包02) 0391

・Q; 8 自宅・神戸市東温区住吉山手4 - 4 ・3511脂078( 851) 割143

時 岡 保 雄

株 式 会 社 三 和 地 質 代 表取 締役

・倍。大医市西区綱本町 3 丁白 8 番6 骨

ｾｅＳ＠

T守 田

電信06 (445) お21代 - 5

益 男

得 田 電 気 株 式 会 社 取 締 役社 長

唖 601 京都市南区東九粂河辺町21番地 電話075( 661) 2727

愚 541 大阪市東医愉粗 2 r 自38帯地 電話06 ( 203)  2361 唖 606 自宅 ・京都市左京区北白 川東伊織町10帯地の 3

骨 665 自宅宝塚市清荒神 2 - 6  - 2 7  電話0797(87)  1940 電話075( 722) 3231

3 5  
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富 家 泰宏

株式会社富家建築事務所 代表取締役

・604 京都市中京区J甲小路通東洞院何人ル

電 結075(231 ) 6375代

，ω 3 自宅・京郷市北区平野 八寸 郷 町68- 1ー 704号

電 話 075 (463)∞50 

内 正 克藤

服部土内鎌建築設計事務所代表取締役所長

・・675- 13 兵拘置県' H子市上本調1240小野 ピル電 給07946 (2)4757代

e・675- 13 自宅・兵揖県小野市久保木町 1(閥 電 信07946 (2)4飴 4

内 藤 薫男

社団法人 日 本建築積算協会関西支部支部長

骨 542 大阪市南区鰻谷中之町白 書地 市川ピル 2 F

電 話06 ( 245)  6645 

咽 618 自宅 大阪府三島郡島本町広 瀬 4 丁目 11 番 3 号

電 話075( 961 ) 5092 

中
--E

・・・・・

--E----

E

E

E

，

 

匠

中 川 匠 建 築 設 計 事 務 所

・53U 大阪市北区浪花町 1 ー 19 新興ピ ル 電 結06 (371 )  3651 

. 6 6 5 自宅・室調摩市売布 4 丁目 15- 18 電 結0797 (86)  2391 

中 田 勝

日新工業株式会社 大阪支庖 支庖長代理

. 5 5 0 大阪市西区新町1丁目 12番22号 電 館 前 (533) 3191大代

署 663 自宅 ・西 宮 市 高 木 東 町 5 ー 14 電 括0798( 67) 1833

中 隆 俊出

創 業 50余 年

( 各種防水工事及スレート工事施工繍負)

株 式 会 社 中 出 商 会 代 表 取 締 役

・652 神戸市兵庫区上沢通6丁目 1 - 1 電 話078( 511)  4501代

中 村 正

中 村 タ イ Jレ 株 式 会 社 代 表 取 締 役

・550 大阪市西区南細江1丁目 11番5 号 電話06 (531)  7263 

・590- 01自宅・塀市若松台3 T l 7番9 骨 電総0722( 91) 5592

36 

中 原 茂

株 式 会 社 中 原 茂 建 築 事 務 所 代 表 取 締 役

. 句。大阪市西区靭本町2丁目9番 11骨 岡崎構ピ ル

電 話06 ( 445) 似) 39

骨 658 自宅 ・神戸市東海区岡本 2 丁目 8 番 3 号

中 雄原 英

株 式 会 社 創 美 設 計 代 表 取 締 役

唖 530 大阪市北区末広岡T 3  1l'i 21 号 札 和 地 所 周 町 ピ ル6陪

.鱈06 (312)3587代

・659 自宅・芦屋市打出小僧町 l 香地405

氷 井 城賢

昭和56年盛夏
(50音順)

橋 晃 芳本

株 式 会 社 鴻 池 組 専 務 取 締 役

唖 541 大阪市東区北久宝寺町4丁目27番 地 電 話06 ( 244) 3538 

・659 自宅 ー 芦 屋 市 精 進 町 4 - 1  竜踊0797 (31)  6766 

長 谷 川 武 彦

株 式 会 社 長 谷 川 工 務 商 代 表 取 締 役 会 長

同 105 東 京 偲 港 区 芝 2 丁 目 32 l1'i' 1 号 電 括03( 456) 5451

名嘗正会員

浜 口 幹 三 郎

株 式 会 社 久 米 建 築 事 務 所 取 締 役 社 長 株 式 会 社 浅 沼 組 相 談 役

司106 l I ! 京都港院内麻布 1 ｮ ｬＱＳ需 ＱＱｾｽ m ，l/W3  ( 403)  0251 大代 唖 543 大阪市天王寺灰点 r: ，品川町 12需 6 号電，1再06 ( 768)  5222 

""251 円宅イi 沢市; 凶沼海li l 2 f f' J 8の26 m ，l l i 0466 (36)  7706 ""631 ｮ 宅 ー 奈良市Ｚ名町市登ｾケ斤 ＺＳＳＳＶ ー Ｗ
，l l i 0742 (43)  1091 

2匂 西 嶋 徳 太 郎

Z匂 石 中 達 夫

株 式 会 社 大 建 企 画 設 計

本社・司550 大阪市州 I>(JjC町明書 1 J i  113- 20 

m ，l l i 06(443)  8261  

lI!広 明修所・咽 162 l I!点目11祈廿if宅ド山比町 15待地

飯山僧ハイタウノ 333り 屯，1，!i 03 ( 267)  471 1  

信 勝 明圏

株式会社 日 新 プ ラ ン 代表取締役

串 604 京郎市中京区九九通二条下 ル秋野々町 529 11'i 地

旬結075( 221)  1577 

603 自宅 ー京郎市北区紫竹上本町3211'i J也の 3

官!.lo'i075(491 )  2323 

林 茂

株 式 会 社 株 設 計 事 務 所 代 表 取 締 役

骨 531 大 阪 市 大 淀 区 長柄 中3丁目 l 番8号 電 話06 (351)  6831  

唇 565 自宅 ー 吹 田 市 竹 見台2丁目 11番5号 電 話06 (871 )  8625  

林 唯 夫

株 式 会 社 昭 和 設 計 代 表 取 締 役 割社長

岡 550 大阪市丙院新町 1 J i l 511P 刀 1' 4 ';1 惜ピル

屯. l Ii 06 ( 532)  3421 

四 565 肉宅・吹悶市 tfl l l T:1 3 r Fl 41ー 11 o1t，，1i 06 ( 872)  3608 

林 ) ¥ 良EE召

取 締 役

菱 和 調 温 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 底 支 底 長

唇 530 大 阪 市 北 区 天満 2 丁目 7 番 3 号 電 話06 (352)  4881 

串 663 自宅 ・西 宮 市 高 木 東町 19番 14号 電 信0798 (64)  0324 

原 精

甲 南 建 設 工 業 株 式 会 社 代 表 取 締 役

532 大阪市淀川 1>1: 卜，1<町2 f 口4111' 28; ; 屯，11i 06( 308) 1551 

同 662 n宅 ・ 商 宮 市 名 次 町 12 11'i 9 刀 司!，l l i 0798 (72)  1504 
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ア取締2原 因 重 信

伊取締2原 因 孝 太 郎

原 因 セ メ ン 卜 化 工 株 式 会 社

・5 s 4 大阪市此花区西九条 4 丁目 3 - 3 4電信06 ( 465 )1212代

・H渇l 自宅・尼崎市窓口町3丁向 4 1 - 8 電信06 (421 )4518 

名嘗正会員

坂 静 雄

財 団 法 人 日 本 建 築 総 合 紙 験 所 理 事 長

骨 565 本所 ・大阪府吹田市藤白台 5 丁目125番地

電話06 (872)  0391 

唇 531 大淀分室 大阪市大淀区長柄西 2 丁目 l 番 18号

電信06 (351)  7217 

愚 592 堺分室・大阪府堺市浜寺石海町西 2 了 1 番 34号

電信0722 (44)  3912 

伴 郎

株 式 会 社 西 原 衛 生 工 業 所 大 阪 信 代 長 取 締 役 社 長

串 531 大阪市大淀区中治六 r 同 8111'4 g 得 ;11i 06 ( 458) 353J 代

骨 563 L1宅 池 田 市 石 崎 3 - 1 1 - 1 4 - 也，1t. 0727 (6J  )  8652 

伴 仲 次信

春 日 建 設 株 式 会 社 代 表 取 締 役

春 日 建 設一 級 建 築 士 事 務 所

・102 東京郵千代田区飯田繍 2 丁目 9 番 3 骨

電信03 (2“ ) 4011代

骨 160 自宅・東京都新宿区西早稲田3・31- 5 かす が701号

電信O3( 忽沼 ) 2411

平 城 勧
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吐
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-
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JV

側

一

勧

久 良
士

ロ田

株 式 会 社 東 洋 建 築 設 計 事 務 所 代 表 取 締 役

・542 大阪市南区上本町 4 - 6 1 0 昭和ピル 3 F

電信{ 渇 ( 768) 2029直通

2020査過

骨 581 自宅・八尾市山本町市4 - 1 0 - 1 4 電緒。η 9ロ2) 3095

福 朝 生回

株 式 会 社 双 星 設 計 代 表 取 締 役 社 長

帯 ＵＳＰ 大阪市北 Ｑ＾Ｈ 茶 ｊ［ｾ 町 ＱＸＭＲＱ 0 . 的ピル，a自治06( 373) 2281

鴨 663 1'1 '告 ー内ＧＡＧ［Ｇ［ｲＡ Ｇ ｩ 甲子 ｉ 咽砂川町 Ｒ 併 Ｘ り ｾｩｬ Ｎｬｬ ［ＰＷＹＸ (48)  0989 

福 中 定 三 郎

社 同 法 人 白 木 建 築 協 会 参 与

I'i'I，S41 大 阪 市 東 ほ 北 浜 3 - 37 句，1占06 ( 231)  9648代

哩 573 (1 '芭・枚f J ， li 持宅問町26- 68 1宮崎0720( 31) 0549

福 氷 薫

株 式 会 社 建 設 技 術 セ ン タ 一 代 表 取 締 役

四 530 大阪市北f i { l ! i 天満 2 r  fI 5 倖20 i;- 古林ピル 5 附

A孟06 ( 353)  0651 

四 542 (1宅 k 阪市 I軒灰順慶町通4，61 m，11i 06( 251) 3102. 5189 

藤 稔井

阪 神 不 動 産 株 式 会 社 専 務 取 締 役

・530 大阪市北区梅田 2 丁目 2 番 25号 電鰭 06 ( 346)  1171 

藤 木 銭

昭和56年盛夏
(50音順)

星 虞 文

有 限 会 社 中 西 建 築 事 務 所 取締 役社 長

愚 530 大阪市北区中之島 3 丁目 2 -i佐 4 号朝 日ピル

電話06 ( 202)  5986 

串 571 白宅 門呉市械垣町 7 - 6 電話0720 (81)  1318  

堀 也フE

神 戸 材 料 株 式 会 社 取 締 役 社 長

哩 651 神戸市中央区熊内町2丁目 1- 3 7 電話078( 222) 2251

・657 自宅ー神戸市糠区篠原北町 2 丁目 1 - 9

電信078( 882) 0755 

堀 内 史 良R

第 一 工 業 株 式 会社 大 阪 支 庖 取 締 役 支 庖 長

愚 530 大阪市北1i 1: 西天満3丁目 6 /1'f 14号 電，1舌06( 364) 666J  Ｈｾ＠

唇 573 自宅 ・大阪府枚 l 宮市朝日丘町12- 18電話0720( 41 ) 5396

前 野 慶 太 郎

株 式 会 社 あ め り か 屋 取 締1支社長

号 530 大阪市北1>( 中之島 4 J i  J  3  /l'f 25り屯，1 /; 06 ( 444)  1501  

司 659 n宅 ー戸川市来ケ斤. 開T 4 吊: 18i ; ' 屯J 吊0797 (22)  2005 

前 田 平 一 郎

ゼ ネ ラ ル 事 務 機 株 式 会 社 代 表 取 締 役

e 5 5 0 大阪市西区靭本町3丁目2番7号第 l摘弁ピル

官官，1.1"06( 441 )1462代

e 5 6 0 向宅 .ft 中市上野東 1 丁目 16- 21 屯J .I"06( 849 ) 5764

牧

ごム

，ロ回 頼

大 建 建 設 工 業 株 式 会 社 専 務 取 締 役

株 式 会 社 厳 木 工 筋 肉 取 締 役 社 長 @お4 領海市干宅丘東4 丁目9番 13 号 電訴06 ( 381 ) 2421 

母 546 自宅 ・大阪市東住吉区北田辺 4 丁目 13 - 2

局私540 大阪市点区間 f何T 1 r 目13/1'f t也な" 吊06(944 ) 1468代 電3孟06 ( 713)  1469 

淵 保 夫上

常 務 取 締 役

三 井 プ レ コ ン 株 式 会 社 大 阪 支 庖 支 底 長

松 永 嘉 一 郎

株 式 会 社 梅 彦 取 締 役 社 長

""530 大阪市北l走中之島 3 丁目 4 /1'f 18l j 三井ピル2 り館 帽 530 大阪市北区中崎西 2 丁目 1 番 3 号電話06 (312)  6171代

'I{! M06( 444) 4231代 e 6 59 自 宅 ・ 声 鹿 市 山 手 町 15- 25 電信 0797 (22)  4761 

田 595 1'1也・大阪府 J拡大治市虫取51 - 1 <  .t の木団地2. 311
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暑中お見舞申し上げます

松 丸 哲 也

愛 園 建 設 株 式 会 社 代 表 取 締 役 社 長

問 530 大阪市北1 > ( 天満陪 2 l i  13 .1¥' 1  l;' 11!，1后 06( 353) 1001 

司 663 ( 1 宅何百.，. dPj1 ｻＭｦ＾Ｑｊ ｉｉｾｴｾｲＲＰＭＲＱ＠ "l1!，li i 0798( 67) 2787 

松 村 雄

株 式 会 社 松 村 組 取 締 役 社 長

暑 530 大 阪 市 北 区 天 満 2 - 1  - 33 電話06 (353)  1131  司 538 (1宅大阪市的見限今i ( ! 市4- 10 15  "1宮川06 (961)  0785 

名智正会員

松 本 作与

第 一 生 命 保 険 相 互 会 社 顧 問 技 師

再 100 点 J;( Ii( S千代川1 > ( 有梨町 1 ー 13ー 1 1包括03 (216)  1211 

再 145 (1宅・点以仰木1111>(111同 調 布3- 17- 311!，l/i03( 721) 4723

松 本 郎

ｾ＠
J 、

松 本 金 物 線 式 会 社 取 締 役 社 長

唇 543 大阪市天王寺区四天王寺1丁目 5- 47 電信06( 71‘ ) 22∞

受 付 案 内 台

・" 。自宅・t S l 原市北餅町 2 丁目 3 - 7 ・#0 7 2 3( 31)0158

丸 山 信

水 野 喜 一 郎

社 団法 人 日本 建 築 協 会 京都 支部 支 部長

a ω 4 京鶴市中京区押小路通柳.弓喝E巨人建設会館分室

電話σ75 (211)  2857 ・28Tl

・600 京都市下京区西七条市部町71 水野建設株式会社

電話075 (312)0431 

水 義間 雄

昭和56年盛夏
(50音順)

株 式 会 社 水 間 組 代 表 取 締 役 社 長

問 534 大阪r ! i r.fI烏I>( l!i ffl l l 町 1 l i  11 1ff4 η  

，I!.lI i 06 ( 352)  3121 ft 

章 第 務 長 道 田 泰 治 郎

平 締 役 社 長 道 田 泰 平

株式 会 社 道 田 工 務 庖

畢脱却0-01 川西市向陽台 3 丁目 6 番216号

電1舌0727 (93)  3456代

唖 660- 01 自宅・川西市向陽台 3 丁目 6 番216号

電』書官727 (93)  3456代

宮 崎 辰 敬

F 晶 司

呈 谷 山水

宮 崎 辰 五 郎 建 築 事 務 所 所 長

・466 名古屋市昭和区折戸町 5 丁目 13電信情2( 751 ) 3096 

・466 自宅・名古湿市昭和区折戸町E丁目13

電信也52( 751) 3ω 暗

村 全

室 谷 商 事 株 式 会 社 取 締 役 社 長

e 650 神戸市中央区北長狭通 4 丁目 2 - 4 9<; 和ピル

電話078( 331) 0881

暦 650 自宅 ・神μ 市中央区山本通 4 1"口 17ー 17

ｾＵＰＷ＠ 8  (221)  5050 

両 角 保

石

役

長

叫

締

底

凶

取

支

引

叫

務
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愚

直

四

Z孟06( 351 )7502 

森 忠

村 野 . 森 建 築 事 務 所

・545 大阪市阿倍野区阿倍野筋 2 ・3 - 8 電信 06 (6Z4)  0926 

・ω 5 自宅・宝線市民庫山1丁目 10・8 . 障0797 ( 72) 4461 

森 隆 雄

株 式 会 社 間 組 大 阪 支 底 史 阪 雪 底2

・541 大 阪 市 東 区 瓦 町 5 - 2 0 - 1  11銘 06( 201 )幻51

・ぉ2 自宅・箕面市西小路 3 - 1 7 - 2 4 11信仰27( 22)1601

八 木 喜 美 蔵

株 式 会 社 丸 山 建 築 事 務 所 代 表 取 締 役

司 107 川町，jl 泌 I刈 t，'r1113 ｲ 円 Ｕ 待 ＲＵｾ［ 電， Ｑ ， ＢＧＰＳ ( 401)  2287 浪 速 合 板 株 式 会 社 代 表 取 締 役 社 長 八 木 惣 株 式 会 社 代 表取 締 役 社 長

ｉ ｬｦｊ，ｾ甚所Ｚ附 浜市松本市 唇 556 大阪市浪速区幸町2 了目 5番3号 電話06( 568) 3671 41593 塀 市 海 久野町 3 T 2 0 7 1 番地 電話0722( 62) 1175

串 156 自宅・J I ( 京郎世田谷区松原子58- 17 電お03( 322) 6129 唖 659 自宅 ・芦屋市岩園町25番15号 11t l t 0797 ( 34) 0835 ・693 自宅 ・塀市海久野町3T2071番地 電 ｾ Ｎｷ ＷＲＲ ( 62) 0722 

谷 忠 義

織 弐 会 社 三 谷 綾 E十 代 表 取 締 役

・694 島傾県大沼市久判T被鰻西行7の1 電信仮出8( 2) 8121代

・69‘ 自宅・島恨県大田市久手町波根西225の2

電 賠 償 制8( 5) 8320

輪 泰 司

株 式 会社 地域 計 画 ・建 築 研 究 所 代 表 取 締 役 所 長

骨 540 大阪市東区石町1丁目 1番地天湘橋千代田ピル2号館

電話06( 942) 5732

局 612 (1宅 Jj( r. flrli 伏見限桃山市大島町95- 45

電話075( 601) 3962

38 

村 郎上

サ ン エ ス 石 情 株 式 会 社 立 表 取 締2

南 ＵＳＰ 大阪市北 ｲｾ Ｚｯ ［ｴ 島 Ｒ r 同4 .1¥' 17け 縦ITI ピル本館

m，11i 06 ( 344)  6526- 9 

暗 565 (1宅・吹川市千 'R山丙3 1 i l7 倖5l } m ，If，06( 384) 1002 

名骨量正会員

村 藤
五

口野

村 野， 森 建 築 事 務 所

・545 大阪市阿倍野区阿倍野筋 2 - 3 - 8 ・. 06( 624)ω2 6

.“ 5 自宅 ・3l 穂市情荒神 2 丁目 18- 27 電結切宮町 (86)辺諸9

八 十 島 健

株 式 会 社 竹 中 工 務 底 取 締 役 副 社 長

同 541 大 阪 rli JI( 1>( 本開T 4  - 27 m，If; 06 ( 252)  1201  

""663 ( 1 宅阿山 rlif j1 f- I咽 :1抑 T 5  - 3 0  ¥'I!，I，"，0798( 41) 0598 

矢持
土

ロ隆

株 式 会 社 矢 持 建 築 事 務 所 代 表 取 締 役

骨 602 京都市上京区今出川通河原町西入ル太冶ー町314

竹舟ピル1 1 J . ' 孟075(211 )  7938 

愚 606 自宅 京都市左京区北白川上月rl 当町 5 - 8

1It.'君075(781 )  8559 



暑中お見舞申し上げます

安 井 生
由

I l ! i、

株 式 会 社 安 井 建 築 設 計 室 代 表 取 締 役

間; 550 ＩＧ［ｾｩｲｬｩｬＧｾｉ＾Ｈ 何本町 ＱＱ ＢＱ ＱＹ ー ＱＸ ・1!"，r; 06( 44812765 6  

明 662 (1七 ー附1九・" ，城山町 6 ー17- 305

山 義 fT 田

株 式 会 社 竹 中 工 務 底

_ 5 4 1 大 阪 市 東 区 本 町 4 - 27 電話06 ( 252)  1201大代

'i l!，I，f; 0798 ( 721 08日5 愚 665 自 宅 ・ 宝 根 市 舟 楽 荘 14 ー 11 電M0797 (72)  5858 

F 品 ー

女 田 誠

安 田 株 式 会 社 会 長

( 建築金物・アルミ型材製造)

・542 大阪市南区末吉橋通 1 丁目 17 .醤06( 251) 7091代

簸 本 弦

株 式会 社 笹 川 組 取 締 役 社 長

南 520 大 川 市 打 m 浜 13 - 15 'i l!"，f，0775 ( 231 2314 

帯 520- 21 (1 '，三大dtrl i "1!. 1115- 9- 11 il!.1!o0775( 4513966 

山 密下 男

合 同 特 許mH工 業 株 式 会 社 代 表 取 締 役

山

、ｾ

18.  

昭和56年盛夏
(50音順)

本 氷

蓮 例 亨

ヤマト電気エ ンジニア リング株 式会 社 E締2

骨 臼υ 大阪市北i L ( 西天満 5 ｲ｛ｾ＠ 1  is' 3 り電話必 ( 364) 3056代

骨 562 自宅・箕面市綴ヶ丘 3 丁目 13 ・6 電話0727 (23) 5176 

山 本 夫

株 式 会 社 京 都 建 築 事 務 所 代 表 取 締 役

⑮ 604 京都市中京区三条柳馬場東入 電話075 (211 )  7277代

愚 611 自宅字治市南陵町 2丁目 1 - 4 電信0774 位3) 2172

和 員

哲

昭 和 鉄 工 株 式 会 社 取 締 役 社 長

唖 812 福岡市車区箱崎 5 r 臼 111書93帯電括092i 651 J 2Y31

唖 810 自宅・福 l岡市中央区薬院 2 丁目 11 昏 4 奇

電 Z孟092 (741 15o:J 5

山 本 博

田

株 式 会 社 東 和 組 代 表 取 締 役

朝 陽 電 気 株 式 会 社 代 表 取 締 役

唖 530 大阪市北区西天満 4 1 EI 5 番 14号 電路06 (363)4051 

晶 659 (1七 円 1，¥rli 公 光 町 3 I件8; ; 電話0797 (22) 3282 

名誉正会員

若林
士

ロ繁

二 楽 屋 装 備 工 業 株 式 会 社 会 長

' お4 領海市痕別府 3 r 自7 番 8 号電路06 (349) 9193 代

骨 605 自宅 ・京都市東山区清水2丁目 232 . 信仰5 ( 561) 6283 

名管正会U

若 季雄林

寄 ら ＵＴＶ 大阪市東住吉区駒川 Ｒ 丁目 Ｔ 番 ＲＲｾｾＧ 唖 530 大阪市花区中之島 3 丁目 2 喬 4 号 朝 日 ピ ル 内 鹿 島 建 設 株 式 会 社 大 阪 支 底

' ; IWi06( 702) 7814代

ｾＵＴＶ 自宅 ー 大阪市東住吉区白辺 Ｕ 丁目 Ｔ Iff 8 号 電話06 ( 385)  1361(¥:  司 542 大阪市南lベ鰻符何之町6 : ，栄ピル官1! ，1，l;O6( 245) 23日大代

，1，f，06 ( 621)  9086 . 565 自宅・吹田市雌白台4丁目 23調書8号 電信06 ( 831)  6100 "' 636 奈良県生駒 ml : 郷町(J t't ケ 托211 市，1，f，0745( 7214121

山回 保

株 式 会 社 山 田 保 建 築 設 計 事 務 所 代 表 取 締 役

山 売多 幸

号 733 ，.五品 rl i中区本川町2丁目 6 需 J 1  ｾｽ第 Ｗ ウエノヤピル Ｒ 附

，11; 0822 ( 92) 821 1代 社 団 法 人 大 阪 建 設 業 協 会 事 務 局 長

南 734 (1・セ・広向 rli 阿1>( 己斐! l ( 2  1・1112併273J ，540 大 阪 市 東 区 京 縫 3 丁 目 70 電話郎 (941 13651

。，!!，:占0822( 7110690

山回 恒

ミム

，ロ

株 式 会 社 山 田 工 務 l古 取 締 役 社 長

居 651 神戸市中央[ >( 1' i ' ) 1' 通 4 丁目 1 lff 3  ｾｽ＠

，1!，i，f; 078( 232)  18∞(¥:  

司 651 - 12 ( 1 む・仲 I o  ｲｬ￮ｾｴｬ 王 ＱＱＱＱＱＱ 闘 ｲ ＱＧ ，作 ＱｾＮ ， ｬｩ 々 ＱＱＱＲＹ

，'!!，l吊078( 581 12055

名誉正会員

山 文 次田

山 田 工 業 株 式 会 社 取 締 役 会 長

" ' 550 大阪市阿( > Z Ji( 町堀 1 f R 6 1!'t 8;; '  m，I1; 06( 14318161 )，;(¥: 

罰 665 (1宅 ，' ; ; : ほ市市 111 J i l 2 酢2 i }  1'U，1同 797 ( 721 25日

横

ミ: t.

J 口田
.f.角

Eタζ

償 問 建 設 株 式 会 社 取 締 役 社 長

高 607 点目.11，11111科[ >( 1 : 花山花ノ岡町39 "世話075( 592) 3966代

I帯 606 ｉｾ 宅・ ｊｪＨ ｉｩｦｾ＠ r! i 左京区鹿ヶ谷 1-，刊の liiJ 町

，vo075( 771) 4014 

米

4 企』

居 夫
曲

豆

日 本 住 宅 パ ネ ル 工 業 協 同 組 合 理 事 長

畠 113 東京観文京区本駒込6丁目 15番 7号

電話03 (945)  2311 大代

若山 繁

近 畿 電 気 工 事 株 式 会 社 取 締 役 社 長

_ 531 大阪市大淀区本庄東2 T 目3番 41号 電信06 ( 37516αJ O 

渡 志、辺

東 洋 シ ヤ " タ ー 株 式 会 社 取 締 役 会 長

畢 540 大阪市東区両嘗町 1 - 1 2 日生ピル電信06 ( 943)  6571代

畢 .560 自宅 ・盛中市緑丘 3 丁目 21番 8 号 電信06 ( 856) 0983 

事 務 局 同

社 | 司 法 人 日 本 建 築 協 会
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80年代の新しい技術書

回 茶 室 の 話

畳の敷き方や炉の切り方など設計の基本を解説 岡田孝男

[ 1 J ビルの省エネルギー

[ 1 ] 建築とコンビュタ - 1

rn都市の下水処理

置すまいの語録

γ クポイント茶谷正洋

MJ 医院・診療所の計画と設計

平面計画を多くの事例に基づき考える 池田有隣・船越喧由

M設計とコンビューター

圃 P C建築の話

圃石垣と石積壁

四基礎と地盤の手ほどき

置コンクリート工事の管理圃ショッピングセンターの計画
工事監理者・施工管理者のための入門書 奥島正一・他 既存の商庖街の再開発や複合化に重点をおき解説 西脇顕正

固構造計画とやさしい力学1 団住宅設計とインテリア
はり・柱編身近な事例を素材にやさしく説く 須賀好富 どのペー ジからでも読める楽しいコメント集 福岡喜久雄
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特 集

都 市 住 宅

一 住 ま い 手 か ら の 発 想 -

集合住宅の、いわゆる量から賀への価値転換と、昭和30年代から 50年代へかけての、日本人の生活械式の急激な

変化という時代的背景のなかで、とくに、都市住宅にあっては居住者階層の多織化もあってか、従来のような' 造

る側' の一方的で、しかも、大まかなとらえ方では住み手の生活に対応し得な〈なっているのが実状である 。 し

かし、ニうした住要求の多機化の時代にあっても 、一般庶民を対象とした住戸プランは一層固定化しているとい

う指摘もある 。経済性という枠のなかで選択の幅をせばめられた ‘ 住み手々の住意t陸や生活実態と造り手の送り

出した環境体との聞のギャ ップがますます広がっていくのが、都市住宅の課題でもあろう 。 しかし、その反面、

多様な生活に対応すベ〈システムをたずさえた住戸や、いくつかの地方都市にあっては地域の生活に適応すべし

きめ細やかな計画も検討され線づいてきていることも見のがせない事実である 。 さらに、造り手と住まい手の狭

間をうめるべきコーデイーネーターとしての職能もあらわれているのも今日約な特色であろう 。

都市住宅の構築過程は、 ‘ 生産の側' と ‘ 生活の側' という相互の要求のバランスの上で成り立つはずのもので

ある 。 しかし、量を問題とした今までの方法では、生産の側、つまり造る側の検理に大きなウェートがかけられ

てきたことは否めない。住居の賀を具現化する上では造る側のアプローチだけではおのずと限界がある 。 ‘ 住み

手' の発想が住居に反映されてはじめて、住居の機能が十分に発揮される 。

ここでは、住織式の持つ意味について広〈問題を提起するために、 ‘ 住まい手からの発想' と題して都市住宅

にかかわる、さまぎまな生活の輸を中心に特集を企画した。 ( 加旗カ le) 
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「新しい」住生活様式を考える 田 中 恒 子

「新しい」住生活様式と言うとき、 1950年代における D K の

ような、誰もがすぐに納得するような内容が今日あるだろうか。

年間建設戸数の過半数が分譲住宅となった現状では、 「新し

き」が商品としての住宅を被つ衣の役目をしている 。住宅は生

活の器として生活の変化に伴って変化しているものであるが、

毎年「ニュータイプJ i ニューモデル」が発表され、そのため

の記念フェアーなどと称されるものが催されるようにさえなっ

てきている 。この「新しき」はどれほど生活の必要性に裏づけ

されているのだろうか。不特定多数を対象として売り出される

住宅では、魅力的なキャ ッチフレーズが必要であり、「新しき」

こそはその尽きせぬ源泉と考えられているようである 。

戦後の国民の家庭生活は「新しさ」を追い求める流行という

現象を抜きにしては語れない 。流行は女性の服装や髪型 ・化粧

法などに一番激しく現れているが、これは自然現象ではなく人

為的に創り出されたものである 。そのことが数々と認識されて

くると 、年ごと、季節ごとにころころ変わる意図的に創られる

流行に嫌気がきしてきて、そんなものに振り回きれない人々も

少なからず出てきている。 i なぜそう変わらなければならない

のかJ という必然性や必要性が納得できないからである 。 とこ

ろで、住宅はそのような流行というような目先の変化とは無縁

のものであると考えられてきていたが、分譲住宅といっ形での

住宅の商品化が進むなかで、住宅も流行現象と無縁とも言えな

くな ってきている 。

住宅における「新しさ j の内容は誰によ って創り出されてい

るの fごろっ 。

個人住宅の設計に熱意を傾けている建築家たちは、自己の生

活主張を明確にもっている施主と出会うことによって、新しい

住生活様式を創造しまゆく 。それらは、多くの場合、夫婦の関

係、親子の関係、友人 ・知人 ・隣人との関係などの諸人間関係

に対する提案を含んでいる 。

たとえば、居間の大きさはステイタス・シ ンボルとして必要

なのではなく、家族の多様な生活行為 ( だんらん、学習、読書、

遊び、接客、家事、音楽を聴く、演奏する、 e t  c. ) を居間で同

時平行的に展開することを望むからである 。戦後の住宅設計は

個室の尊重を唱 ってきたが、受験体制の強まるなかで、プライ

パシーの尊重のためというよりも勉強をして欲しいということ

が先にたち、他の部屋より優先して子 ども 室 を設けるようにな
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ってきた 。そのことへの反省として、家族がひとつの家に集ま

って住むことの意味を、大きな居間という目に見える形を通し

て問い直そうとしていると考えられる 。

ところがそうなると、広い居間は新しいデザインを可能にす

るので、形の模倣が始まる 。形として選ばれる大きな居聞は、

そこに入れるべき人間関係を抜かしてしまい、単なるステイタ

ス ・シンボ l レとなる 。

このような「形j の普及に大きなカをもつのが、住宅雑誌で

あり、婦人雑誌である 。それでも、住宅雑誌は曲がりなりにも

対象となった住宅を全体的に紹介しようとするが、婦人雑誌は

部分的な紹介に終わる場合が多い。たとえば、婦人雑誌のグラ

ビア写真によくみられる白い部屋に白いテーブル、大きな窓か

らは朝日がさんさんと差し込み、部屋一杯に緑あふれる鉢植え

というような住宅は女子学生には人気絶大である 。私が

毎年授業中に集める「私の住みたい家」というレポートの中で

は、どう生きたいかとか、どう暮らしたいかということは抜け

落ちて、こんな形の家に住みたいという話が多い 。そんな写真

を繰り返し見ていると、その前提である家族の関係や生活要求

がみえなくて、形だけがイメージとして再生産される 。実際に

は住むことができないから、写真でみたイメージは増幅されて

ゆくことになる 。

そのようにして創り出された住要求を住宅産業が受けとめて

ゆく 。だからこそ、 「形J の新しさを売り込みの中心にすえる

ことになる 。これは最早イメー ジではなく、そこに造り出され

た家に実際に住むことになるから、生活内容と合わなければ、

直ちに住み難い家という評価を受けることになる 。最近数年間

に「新しい J 住生活様式として提案されている「形J について

検討してみる 。

くオ ー プ ン ・ キ ッチ ン 〉

システム ・キッチンは、その金額の高きとその美しさの故に

最大の話題を提供している 。家庭の主婦の垂誕の的である 。そ

の美しさは、作業場としての台所から「見せる台所」へと変え

ようとしている 。従来の D Kが家事労働の合理化という側面か

ら普及してきたのに対して、最近の台所は、システム ・キッチ

ンに先導されながら、 「ふれあいの場J i対話の場J へと変わ



ってきている 。 レイアウトも、調理が壁の方を向かず室内へと

向いた形が増えてきている 。そこに食事用のカウンターを取り

付けた形もでてきている 。

台所に洗濯機を置くとか、家事机を置くとか、家庭管理用の

収納家具を置くとか、台所を広くとって多目的に利用する、言

い替えれば家事や家政、主婦の趣味的活動までも台所でやって

しまおうという考え方もでてきている 。今までにも少ない例え

ではあるが、主婦室や家事室を設けた住宅もあったが、家事使

用人がいるとか住宅規模が大きいとかいう場合であ .った。

最近の台所をめぐる変化は、家族の関係に対する考え方と家

事労働に対する考え方の変化を反映していると考えられる 。

家族の関係という点では、テレビに奪われていた家族の対話

をとりもどさなければならないという考え方がでてきているこ

とによる 。食事中でさえ. も目はテレビに釘づけになっていると

いう生活が、子どもの発達という点からみて大きなマイナスで

あるという認識がひろがってきている 。 また、家族がそれぞれ

の部屋に龍る生活への反省として、居間よりも自然に集まって

こられる食堂を充実させ、 D Kの欠点である調理台が見えると

いう点をカバーした設計にしようとしている 。台所や食堂には

食べ物があり、飲み物があるから、ふらりと集まりやすい。事

改ま って会話をしようという固苦しさはない 。

私が今まで住み方調査にまわった家内多くは、だんらんは居

間でするというより、食卓をかこんでするという例の方が多い。

その点では、台所と食堂をゆったりと設計することの方が、狭

い住宅に無理をしてソファーなどを並べるよりもはるかに実質

的なだんらんの空間を保証することになるだろう 。

家事労働に対する考え方は、いくつかの点で急速に変わって

きている 。ひとつには、家事労働はお母さんの仕事という固定

的な観念が徐々に減少してきていることである 。 これは、婦人

の社会的労働への参加が増大してきていることの反映でもある。

20歳から 24歳の女子では 7 割強、 40歳から 49歳の女子では 7 割

弱( 他の年齢層ではもうすこし少ない) が社会的労働に参加し

ており、家事労働のすべてを婦人がしていたのでは、精神的に

も肉体的にも負担に耐えきれなくなる 。 この面からも家族が協

力し合 って家事をしなければならない必然性がある 。

それにしても、 「男子厨房に入るべからず j 式の考え方が薄

れてきている 。男性も週休 2 日制の普及とともに家事労働にふ

総論・「新しい」住生活様式を考える

り向ける時聞がうまれてきていることも反映している。また、

老後問題への関心の高まりから、男性も日常家庭生活において

自分のことは自分でできるよフになっておかなければならない

という意識の広がりでもある 。

これらのことの背景には、家事労働の全般的合理化が進んで

いるということも指摘できる 。 とくに、 1 日たりとも欠かすこ

とのできない食事づくりでは、インスタント食品などの普及が

調理を熟練不要の簡便なものとしたことにもよる。きわめて少

数派ではあるが、料理は男のロマンと言う人々もでてきている 。

家事に対する考え方の変化は、家事労働のもつ教育的価値が

見直されていることである 。最近の子どもたちの体や心のおか

しさを克服するための手だてとして、労働することの必要性が

言われ、最も身近にある労働として家事が見直されてきている。

子どもが家事をすることを通して責任感や思いやりを育てると

同時に、目的に適ったょっに動〈手をつくることができる 。

また、全〈違 った面からも家事の考え方に変化がみられる 。

食品添加物の危険性は消費者運動などを通して警鐘が鳴らされ

続けているにもかかわらず 、いっこっに減少していかない。家

族の健康に心を配ろうとすれば、食品の購入や加工に対して人

一倍の時間をかけて安全な品物を探したり手づくりを心がけざ

るを得ない 。そこで、家事は全般に合理化されているにもかか

わらず、調理労働時聞は短縮させることができない 。それだけ

台所に拘束されるなら、台所を快適な場所にし、そ こを家の中

心にしようという考え方が出てくるのも当然である。そうなる

と、よほど固苦しい来客でないかぎりは、接客もまた台所とオ

ープンに統〈食堂でなされることになる。そのときのテーブル

は多目的利用できるような十分な大きさが必要となる 。

く大きな居間・ 2 つ目の居間〉

きて、台所と食堂が快適になれば居間のイ変われ方も変化して‘

くる。居間の使われ方をみると、居間とは名ばかりで、応接間

として使われている場合も少なくない 。 日本人のだんらんには、

お茶とつまみ菓子とテレビが欠かせない形式になっている家庭

が多いから、台所や食堂と壁と扉で仕切られた居聞の場合など

は、だんらんは居間でおこなわれず、食事にひき続いて食堂で

おこなわれる 。ソ ファーセ ッ トも夏の蒸し暑さの中では場所ば
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かりとってわずらわしく、冬の寒さの中では足元が冷えてコタ

ツが恋しい。コタツとソファーを共用している家庭では、ソフ

ァーの座を背もたれがわりにコタツに入っている。ソファーが

くつろぎの家具として活用されている家庭も少なくないであろ

うが、コタツに入 ってドター ッとしていたいという要求を率直

に形にできる居聞があ っていいはずなのに、居間にはソファー

・セ ッ トを 置 くべきものという固定概念ができあがっていた 。

最近の居聞のひとつの傾向に、大きな居間の中に和室をつく

る傾向がでている 。 じゅうたんとコタツという組み合わせがも

ひとつぴったりこないという人に、ソファーやじゅうたんの上

でのごろ寝は爽快で、ないと感じている人には活用されるであろ

。

、
「

ノ

居間の新しい形ということで、 「大きな居間」もふえてきて

いる 。大きさは 10畳ぐらいから 30畳ぐらいまであり、差は大き

い。使われ方も、ピアノから大型のオーディオセ ッ トまでを置

いた使い方から、ほとんど何も置かずその何もない広さ自体を

価値と認めている使い方まである 。前者は子どもが大きくなっ

た家族に 、後者は子どもがまだ幼い家族にみられる 。居間を大

きくすることが、生活を快適にすることにな っているかといっ

点では、大きな居間のある家に居住している人のほとんどは 、

気持ちにゆとりが生まれるということをあげている 。ぼんやり

するにも、歩くにも、子どもと遊ぶにも、人と人が当たるとい

うこともないし、お互いの行動がすぐ自の前でおこるのでなく、

すこし離れて眺められる空間のゆとりが気持ちのゆとりをうん

でいる 。

現代の住生活が物置き小屋の中に人が入っているかのような

物の多きが特徴であるとき、大きな居間に多くの物を入れでし

まっては、従来の住生活様式の延長線上で規模の大きさが違う

だけということになる 。大きな居間が新しい住生活様式である

か否かは、それを求めた生活との関わりで考えなければならな

い。家全体の規模が大きく、部屋数にもゆとりがあり、かつ各

部屋の大きさにもゆとりがあるという場合の大きな居間は 、特

別の新しさはない 。その逆の、家族数ぎりぎりの部屋数で、そ

れも小さ目の部屋で、それでも居間を大きくとるという場合の

居間に対する要求は新しさを含んでいる 。家族のゆ ったりとし

たくつろぎ、来客とのききくな会話、子どもの遊び…・ー などを

包みこ んでくれる、寝ることや着替 えることなど以外のすべて

の生活を居間でおこない、家族の一体感のすこ ぶ る強い家庭を

築こうと願 っていることの現れと考えられる 。

i  2 つ自 の居間」の提案は住み手の要求としてでてきたとい

うより企業の側から提案されており、 2 つ自の居間を余暇時代

の余暇室として使おうと言 っているが、住み手の側に積極的に

使いたい目的をも っているかどうか。そこが、要求の「先取り」

になるのか、 「おしつけJ になるのかのわかれ目になる 。 2 つ

目の居間が一概に無駄だとも言えないし、逆にこれからのどの

住宅も居間が 2 つ必要であるということでもない 。

60年代に描カ通れたどジョンはパラ色一色であ ったが、 80年代

に入 った今日、生活をとりまく状況の見通しは暗〈、余暇とい

う言葉の響きも生彩を欠いている 。減 ってはきているというも

のの「男の生きがいは仕事だJ という考え方が多数派であるこ

とにかわりはない 。ひとつ自の居間を家族室に、 2 つ固め居間

を社交や趣味に使いたいといっといっ生活要求がでてくるため

には、労働時聞の短縮、せめて残業や休日出勤がなくなるとい

うことが必要で‘ある 。現在のところ、 2 つ目の居間という提案

は新しい提案ではあるけれど特殊解である 。

く書 斎〉

2 つ自の居間と同じような性格のものに書斎がある 。 i今の

住宅には男の居場所がない 。一家の主には男の城が必要なのだJ

ということで書斎がとられるのだが、ある調査によれば、喜ん

で使 っているのは最初の 1 年間ぐらいで、あとは徐々に物置き

場にな っていくとでていた 。家族がワイワイ集ま っているとき、

一人で書斎で読書 ・執筆 などといつことができるのは、よほど

職業上の必要性に迫られない限りはできないことだろっ 。つい

つい居間へ出てくる 。

労働省の週休 2 日制キ ャンペーン映画の中に、 「こんな狭い

家の中に、あんなかさ高い人が 2 日も居たら邪魔になります。

だから週休 2 日制には反対です」と言 っている主婦が映し出さ

れていた 。 このような場合、週休 2 日制に反対なのではなく、

住宅の改善こそが必要なのだが、この主婦はその点はあきらめ

ている様子である 。 これを男性の側からみれば、書斎があれば.

いいのにという夫の居場所要求とな って出てくるだろう 。逃げ

場所としての書斎ではな く、創造の場としての書斎になるため

44 



には、 124時間の会社人間J に決別し、老後生活をも見通した

自立した生き方があってこそだろう 。

くヰ又示内〉

最近の住宅に見られる新しい変化のひとつは、収納空間の考

え方である 。高度経済成長期以降の住み方の特徴として、家具

・器具類の増加があげられる 。大量生産 ・大量消費の仕組みの

中で、言葉巧みな宣伝は要・不要を考えさせる以前に買い込ま

せてしまっている 。一度増えてしま った品々をどのように整理

・収納するか。伝統的な収納空間である押入れは、入れるとき

はまだしも、取り出すときは不便きわまりない空間である 。主

婦が 1 日家にいて家事をやっている家庭でも、押入れの不合理

きにはうんざりしていることだろう 。そこで、納戸形式の収納

が見直されている 。押入れは人聞の体がその中に入らないから

取り出しにくいが、納戸なら体全体が中に入って物を入れたり

出したりするので、ずっと楽にできる 。天井裏を活用するタイ

プも出ているが、宣伝文句ほど楽々とは物を持 って梯子段を昇

降できない。入れたり出したりを繰り返すような物ではなく、

捨てられない品を保存しておく空間であるようだ。

また、押入れの不合理きが言われる中で、使う場所の近くに

しまうという目的に合った収納が設計段階で細かな心遣いがさ

れるようにな ってきている 。玄関にはゲタ箱だけではなく、コ

ート類の収納空間を設け、居間にも見せることを前提とした収

納棚をすえ、寝室には 1 年中の衣類を吊るしておく広いワード

ロープが造り付けられているものもある 。 しまう場所と使う場

所とが離れていると片づかないから、それをひとつにすること

によ って片っーけやすい空間になる 。衣類も吊るしておけば季節

ごとの出し入れやアイロンかけが不必要となり、家事労働の軽

減になる 。婦人の社会参加が今後とも増加していくであろうか

ら、家事労働の軽減要求は強まるであろうから、各部屋ごとの

収納訪町立改善されるだろう 。

く和 風続 き間〉

以上のような洋風化、合理化が進む一方で‘、伝統的な接客空

間である床の間付きの和風続き聞の復活もみられる 。持ち家に

総論・「新しいJ 住生活機式を考える

おける規模拡大が、最初は就寝分離ができる程度の室数増加に

向かい、それを越えると、一方で居間の拡大に向かう型と、一

方で和風続き間型の接客空間確保に向かう型とに分化している。

概括的にみて、前者はプレハフ。住宅、マンションに多〈、後者

は地廻りの業者による建売住宅に多い 。

商品としての住宅には売り込む目玉が必要で‘ ある 。室数の多

さとか、大きな居間とか- … ・。そして、規模にゆとりが出てき

たひとつの型が和風続き間だが、接客空間は家族の生活空間と

は別に用意きれなければならないとする意識を育てる結果とな

る。戦前の家父長制家族制度下における接客重視に近い間取り

を前にして、今日の住生活ではどのように使われるのか考え込

んでいしまう 。 1接客のための一室J という住要求が根強くある

ことは認めるが、今日の家族関係を発展させていく内容をもつ

かとか、活用されるかとか考えると、新しい住生活様式として

の積極的位置づけはできないと考える 。

先日、東京都内 ( 主に区部) における分譲価格 l 億円以上の

住宅のいくつかを並べてみて、なんと主張のない住宅なのだろ

うかということに驚いた 。一部屋が 8 畳、 10畳という単位であ

る点はさすがにゆったりしていると評価できても、全体を通し

て言えることは日佐々部屋数が多いということである 。 どう住み

方を考えてみても、不必要、使いようのない部屋がある 。売る

側も買う側も、これだけのお金をかけながら、自らがどのよう

な住生活様式を選びとるのか、創り出すのかという点での目的

意識性がない 。住宅は広ければよいという程度の認識しか持た

れていないことがよみとれる 。

一方で、、自己の住宅を共同で建設していくユニークな活動を

続けている「都市住宅を自分たちの手で創る会J の間取りを並

べてみると、限られた面積の中で精一杯の主張をしている 。

住み方調査をしていて痛感するのは、選ぴとられた住生活様

式が生活要求に裏打ちされていない場合が少なからずあること

である 。住宅とは形だけを選ぶ ものではないということを啓蒙

することが、住宅関係者が住宅需要者に言わなければならない

こととして、一定の住宅水準の向上の中で考えさせられる 。

( た な か っ ね こ 奈良教育大学助教授 )
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各論・ 1

床面様式と起居様式

今井 範子

はじめに

むかしは、部屋を呼ぶのに「四畳半」と 言 ったり、 「六畳の間」

といったりしたが、そういえば部屋の大きさもすぐわかったもので

ある 。 しかし、近頃の子供には、そっいつことがわからない子がい

るという 。住まいに、洋簡が多くな ってきたし 、畳が敷いてあって

もその上にじゅうたん等が敷カ通れてあ ったりする昨今では、そのよ

うな子供がいることもむりからぬことかもしれない。

畳はそれほど身近なものでなくなってきたのだろうか。 とくに、

ホワイトカラ一層を中心とする日本の都市住宅において、第二次大

戦後、そして高度経済成長期に急激に変貌しながら、畳から板の間

へ、それにともない起居様式も床坐から椅子坐へと移行してきた。

畳を残すところは、夫婦寝室あるいは座敷のみか、時には畳の全く

ないプランさえ見かけるまでになってきたのである 。

はたして、住まいの洋風化はどこまで進むのだろうか。このまま

っき進んで畳はなくなってしまうのか。あるいは残るのか。複合し

た発展をするのか。

2  . 洋室化の進行パターン

こうした住まいの洋化は、大正時代から昭和にかけて広まった、

玄関横の洋風応接室からはじまる 。第二次大戦前までは、直接家族

生活と関係のない応接室に留ま っていたといってよい。 もっとも子

供の勉強机は椅子式になりつつあ ったが、まだ床は畳が主であ った。

戦後、板床に椅子式の様式は、まず食事室にはじまり、ついでリ

ビング、子供室へと急速に伸びてきた ( 図 1 )。

戦 前 ( 大正~昭和)

!な刊

[:::::::: :.:.:::::.:.::.:::.:.:.:.:. ー『ー，

I:::::::::::.::.:............:::::: j  1  

.:.:.: :::':-:': ':':':':':: '::': ':':.: i 応 簿宜 E

E ::J I  

i I  L  I  0  K  I  

図 1 洋室化の進行パターン

→! 百

食事室についていえば、ホワイトカラ一層を対象とした都市住宅

においては、椅子式食事が定着した感じである ( 図 2 )。 公団住宅の

プランが D K を採用したことも、普及効果にかなり影響を与えたこ

とだろっ 。

同様に椅子式が普及しているのが、子供の勉強机である ( 図 2 )。

それに寝床のベ ッ ド化率も高〈、子供室の洋室化はかなり進行して

いるといえる 。
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3  . 団らん・くつろき. の 場 の 洋 式 化

団らん ・くつろぎの場についてみると、板やじゅうたん仕上げに

よる洋聞のリビングが増えてきているものの、一戸建て住宅などで

は畳の居間が結構ある 。そして、くつろいだ居間として好まれて使

われている 。 しかし、全体としては洋式化してい っているとい って

よい。 とくにマンションでは、限られた面積の中でのスペース節約

の必要などから、 L D K形式(最近では、じゅうたん仕上げが多い )

で供給されている場合が多〈、こうした傾向はむしろ供給側の方か

ら洋式化を促進させているともいえる 。

4. 床 坐 の 併 存

しかし、床面は畳から、板やじゅうたんなどにかわっても、この

団らん ・くつろぎ行為には、床坐の併存が特徴的である( 図 2 )。 洋

間のリビングでも、椅子にも坐り、床にも坐るということになる 。

靴をはいている欧米のリビングでも、そういうことは普通に行われ

ていることであるから、靴を脱いで上がる日本の履床様式は、より

床坐を親しみやすくさせるものであり、も っと積極的に床坐を見直

した住まい方が考えられてよい。団らん ・くつろぎには、時には床

にゴロリと検になれるょっな自由なスタイルが求められる 。和洋ど

ちらともいえない融合した日本独特のスタイルが求められるであろ

7 。

5  • 日本独特のスタイル・生活様式の混乱

調査していて、たとえば、冬季に、洋聞のリビングで 「ホームコ

タツ J (電気 ) に坐りこむというような一見、 「和洋折衷式J の住ま

い方が見られる( 図 2 )0 コタツというと古くからあると錯覚するが、

あの赤外線のホームコタツは戦前にはなか ったもので、昭和30年代

以降の家電アームの中でメーカーが開発したものである 。それは当

時、安直な! 暖房設備として多くの需要をえてきたが、昨今のように

「省エネばやり J になると、またぞろ重宝されるかもしれない。

コタツに限らず他の家電製品 、家具(応接セ ット ) など多くの耐久

消費材を買い込んできたが、メーカーの宣伝、売り込み攻勢に先導

され、買い込まされてきたともいえる 。その結果、日本は高度成長

できたし、たしかに生活も近代化、合理化された商は大きい。が、

しかし、起居様式に限らず住生活の種々の面で、生活様式を混乱さ

せているところも大きいので、ある 。

たとえば上のような独特のスタイルを「過渡的なスタイルj とみ

るのか、 「新しい定着のスタイルJ とみるのか、 ii 昆百しの結果J と

みるのか。

混乱せるスタイルを日本独特のスタイル ( たしかにそういう現象

は日本独特のことであるが) としてしまえばそれまでのことである

が、ほんとうに日本人にマ ッチしたものであるのか検討し、今後の

住様式発展の方向を考える必要があろう 。
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6  . 床 材 と し て の 畳

話を元にもどすと、いくらじゅうたんに椅子式というように洋風

化 されていったとしても、日本の靴を脱いで床の上にあがる様式が

統〈限り、普遍的に床坐は残るし、また残 ってよいものであろう 。

今までは畳ゆかが、素足や坐る生活にマ ッチした床材として対応

してきた。後述のように、居住者の意見をみても、今でも畳の床材

としての特質を高〈評価している 。団らん ・くつろぎに登ゆか ( +

じゅうたん) を希望するものが結構多い( 図 3 )。

ところが、われわれの調査では、いぐさ産地の変動 ( 岡山から熊

本へ) 、床わらの欠乏( 農業機械化による稲わら入手難、海外からの

輸入) 等により、畳の生産事情に暗影が出てきており、それに替わ

る化学畳などの開発も試みられているのが現状である 。 こういうこ

とをみると、床坐には畳と限らなくてもよいが、素足、床坐に適し

た床材や床下地材が望まれる。今のところ最も適応している畳床へ

の希望が根づよいのは当然、のことといえる ( 図 4 )。

7  . 残 る 牙 城 ・ 主 寝 室 の ベ ッ ド 化

とくに最近の動向として注目されることは、主寝室のベ ッ ド化の

傾向である 。 この点について、今後の住様式転換の担い手である結

婚適齢世代の意向調査をしたが( 1978年 7 月奈良女子大、京大学生対象)、

彼、彼女らの7 0 %以上が、結婚後ベ ッ ドを使用したいと答えている 。

「ふとんの片付けをしたくない」というのが最大の理由である ( 図

的。この何割が希望通りにするかどうかは別にしても、今後この傾

向は進展するのであろう 。

こうしてみると、洋式化が進み、畳の部屋はだんだん少なくな っ

ていくようである 。洋式化は大正時代以来、図式的にあらわせば、

応接室→〔子供の勉強机 ・イス〕 → 食事室 ( D K ) →子供室→リビ

ングルーム→夫婦寝室というようにかなり進んで、今ではもうくる

ところまできたという感すらする( 図 l 参照) 。
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8  . 一 方 で 、 根 づ よ い 畳 へ の 意 識

ところが、このような現況にもかかわらず 、われわれの最近の調

査では、最低 1 室、できれば 2 室畳部屋がほしいという答えが約90

% 以上をしめるのである( 図 6 )。 居住者の「畳礼讃J 意識を額面ど

おりに受けとるのも危険で、あるが、意識というものは急速に変わり

うるものではなく、あとまで尾をひくものと考えると 、畳部屋はそ

う簡単になくな っていくとは考えられない( 図 7 参照 )。

9  . おわりに

居住者の住まい方の動向をみると、畳の部屋は室穫として特定化

されていく傾向がある 。客問、予備室、夫婦寝室、ときに居間、老

人室と 。最後の l 室 は、客問、予備室として残されていくのではな

いだろ 7 か。

戦後、床の聞をもっ「座敷J は、いろんな点から一時否定された

こともある 。 しかしながら、 「床の聞のある 『和室j がないと落ち

つかぬ、安らぎがない。恰好がつかないJ などという生活感情のあ

ることも事実である 。 日本の接客習慣を考えると、畳部屋が 1 室 あ

れば、親しい客の泊まり、時にはあらたま った客のとき、 D Kでは

無理な少し多人数の答の食事など、自在に使合ことができる 。 日常

は、ごろりと横になりたければなれるし、洗濯物をたたんだり 、ア

イロ ンかけをすることもできる 。予備に 1 室 とるならば、 「和風の

しつ らいのある畳部屋」にしておいた方が、転用性、融通性がフル

に発揮され、面積調整にもなるし、日本的な言者' 隙習を処理していけ

る利用価値の高い部屋となる 。

ちょうど、現在の衣生活において、洋服にかわ った中での和服の

ように、畳部屋も同じような感じでつけとめられていくのかもしれ

ない 。畳生産事情ーからくる畳の高価格化はその傾向をより促すかも

しれない。 i 和風」の趣味性を求める室として「特化」 されていく

のではないだろうか。 (いま い のりこ 察良女子大学助手)



各論・ 2

一戸建住宅の K 、D 、L スペースにおける住み方

三 枝 小 夜 子

はじめに

今回、都市一戸建住宅のプランは全国的にみると多様化が進んで

いるが、大都市箇での主流は、プランの中心に K 、D 、L をすえる、

いわゆる公私室型住宅だといえる 。

公私室型住宅の{ 主み方の傾向では っきりしている点は、 2 階の居

室が子供室として私室化すること、その上で居室数に余裕があれば

夫婦寝室も 2 階にとられることである 。 ところが、 1 階での住み方

は 2 階のシンプルさとは打 って変わ って大変多様である 。 l 階では

限られた面積の中で、 K 、 D 、 L と居室群をうまくセ ッ トし、炊事 、

食事 、だんらん、接客、家事など雑多な住行為を快適に能率良くこ

なそうとするわけだから、 1 階のっくり方 ・住み方こそ設計者と住

み手双方の腕の見せどころとい って過言でなく、そのあり方が関わ

れるところである 。

1 階のあり方をめぐる大切な問題のひとつに、住み手のライフス

タイルにあわせて、 K 、D 、 L の 4 つの型 ーワンルームのくK D L>、

K D とL に分かれる くK D  .  L>、 K とD L に分かれる くK . D  L>、

K とD とL に分かれる <K . D . L > ーのうちどれを選べばよいか

という問題があるが、この点についての知見は今のところ十分には

得られていないようである 。

そこで本稿では、 S 5 5年 11月に行 った住み方実態調査の結果をも

とに実例を紹介しながら、かなり明瞭に現れている 4 つの型別の住

み方の違いについて整理を試みてみよう 。調査の対象は T 不動産の

I ニュータウ ンの建売住宅49戸である 。対象住宅の K 、D 、 L の面

積は都市一戸建住宅での値に近似し、面積的には標準的プランとい

える ( 表ー 1 )。 居住者は、家族人数 4 人の核家族、ホワイトカラ

一層中心である 。

表ー 1 関査対象住宅の戸数と平均面積

K、D、Lの各面積同 K . D、L 都 市一 戸建住宅

戸数 の総面積 延 べ 面 積 K 、D、L 総 面 積

K  加1 {同 加1

<  K  D  L >  7  22. 2 22. 2 94. 72 22. 1  

<K D . L >  22 13 .3  27. 0 100. 20 26 .4  

<K ・ D L > 9  7. 8 17. 4 25. 0 97. 82 23. 4 

<K. D. L>  11 8. 4 32. 8 100 .49  31. 4  

注 都市一戸建住宅の平均値について は、大阪市立大学住田研究室て' 行った宝塚、盟中 、

長岡京、 向日 、宝塚各市の一戸建住宅のプラン分析の結果に基づいている 。

1  . 住み手によるしつらえの変更

調査の結果でまず目につくのは、 K 、D 、 L の分かれ方を、カー

テンやサイドボード、イス・ソファを使 って住み手が変えている点

である ( 図ー 1 )。

K 、D 、L の型 実際の型 { 主み方の型
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図ー 1 K 、D 、しの 4 つの型別の住み方の濃い

<K  D  L > では <K D . L > へ くK . D  L > では くK .  D  .  L >  

へおのおの半数が変えている 。 これは D とL を分けたいとか L を確

保したいという住要求のあらわれである 。 また、 <K D. L > では9. 0

帖以上の広い K Dの場合、 K とD を分けている 。

2.  K 、 D 、 し の 多 目 的 性

住行為に目を移すと、 K 、D 、 L の多目的性が注目される 。 K 、

D 、 L での基本的な住行為といえは K =炊事、 D =食事、 L =だ

んらんであるが、実際にはこのほかにも接客や家事 ( 炊事以外の ) 、

育児、子供の遊び、更衣など雑多な住行為がされる 。 これら住行為

の場はプラン上明確ではないが、住み手は K 、D 、 L や 1 階の和室

を適宜使い分けて場を確保している 。 1 日の生活サイクルを考えて

みても、 K 、D 、 L が食事やだんらんに使われる時間はむしろ限ら

れているわけだから、残りの時間には恰好の家事労働の場、子供の

遊び場、接客の場として使われる 。 K 、D 、 L は、 1 日の生活サイ

クルの中で多目的に使い分けられてゆくスペースだといえる 。だか

ら住み手は、 K 、D 、 L に炊事、食事、だんらんの場をまず確保し

た上で、他の雑多な住行為をいかに組み込むかに住み方の工夫をし

ている 。 4 つの型別の住み方の違いは、多目的スペース K 、D 、 L

の住み方工夫の遠いといえる 。

そこで以下では主要行為別にこの傾向をみてみよう 。なお、以下

でいう 4 つの型とは、図 - 1 の「実際の型 j を指す。

挫 築 と社会/ 1981年? 月号 49 



3  . 炊事 、 食事、 だ ん ら ん の 場 と し て

炊事、食事はほぼK 、D に定着しており問題はないが、だんらん

の場のとり方には苦心がうかがえる。

だんらんの実態で自につくのは、世帯主は仕事で帰宅が遅くなり

がちだが、子供が寝てしまっていたり子供室へ行っていたりして家

族全員が揃えず家族の誰かが欠ける「すれ違いだんらん」や、主婦

は炊事をし、子供は T V をみ、世帯主は新聞を読みながらとい った

「ながらだんらんJ が多いことだ。そこで住み手はできるだけコミ

ュニケーションがはかれるょっに、だんらんには L を中心にしなが

らD もよく使っている。だんらんには K 、D 、 L が開放的な方が便

利だといえる。

この点からいうと、 K 、D 、 L がカギ型で K とL が分離する くK

.  D  .  L > は意外と不便なようだ。主婦が炊事を しながらのだんら

んには L よりも D の方が好都合なので、手狭な D がだんらんの中心

になりやすい。このためく K ・D .  L > では、 D の面積拡大を望む

声が強い。

4  . 家事 、趣味の場として

K 、D 、L は主婦にと っては、炊事、洗濯物たたみ、アイ ロンか

け、家計簿っけなどの家事や多様な趣味ー和洋裁、手芸、絵画など

ーの場である 。このうち散らかりやすいアイ ロンかけや縫い物、道

具が広がりがちな趣味はどこでするかが問題となるのでこの点につ

いてみてみょっ 。

4 つの型のうち <K . D . L > では、 D が家事、趣味の場として

重宝がられ、 D テープルは食事時以外は家事、趣味用テーブルに活

用されるのが特徴だ。 5. 0帖以上の広い D では、家事用の机やミシ

ン、サイドボードなどが置かれ一層この傾向がはっきりしている。

一方、 K とD とが一体であるく K D L > と くK D .  L > では、 D テ

ーフ・ルが流しのすぐ横にあっ て手頃な調理台や配膳台として使える

ので炊事には便利という利点があるが、縫い物や趣味には使いにく

い。そこでく K D .  L > では K D とのつながりからも便利な L が家

事、趣味に使われ、 くK D L > では、狭い L スペースを避けて L の

隣にある和室がf変われる 。 <K . D L > では、 D L が接客室的にな

りやすいため家事、趣味には D L と和室の両方が使われる 。

したがって、炊事の利便性を重視するなら くK D L > か <K D  .  

L > がよく、炊事よりも他の家事、趣味を重視するなら くK . D .

L > が便利といえる 。

5  . 接 客 の 場 と し て

K 、D 、 L は接客の場としても重要でみある 。来客のうち最も多い

のは主婦の近所の友人である 。子供や趣味、習い事を通じてのつき

合いが活発でトお互いの家が社交の場となっている 。家事、趣味に加

えて主婦の接客という点からも昼間主婦が自由に使える場が求めら

れている。

頻度の点では劣るが、世帯主の仕事関係の客や友人など、気のは

る客を通す場の確保がかなり住み方に影響するのも見逃せない。

<K  D  L > は、 L スペースから K スペースが見えること、 K D L

が狭〈イス ・ソファがしつらえにくいことから接客には l 階和室が

主に使われている 。逆に くK .  D  L > では K が分離しているのでふ

いの来客時にも困らず、 D L はゆったりした接客室としてf変われる 。

大型で高級な L Dセ ッ トを置き、 D テーブルを来客が多いときの食

事にも、ちょっとした応対にも使えるよう配慮、されているのが、 <K

・D L > の特徴である 。 <K D . L > と くK . D  .  L > とは、 L が
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使われる点では同じだが、しつらえに違いがある 。前者では L を接

客やだんらん、家事など多目的に使えるようにイス・ソファを L の

隅に寄せ L の真ん中を広くあけるラフなしつらえが多いのに対して、

後者ではだんらんや家事が D に移りやすいので L が接客室的になり、

応接セ ッ トを揃えるフォーマルなしつ らえが多い。

したがって、接客用に K 、D 、 L を広〈使いたい家族には くK ・

D L > または くK ・D .  L > カず便利である 。 <K D . L > てーは L を

多目的に住み分ける工夫がいるし 、 <K  D  L > では接客に使える補

助的な和室が必要とされるといえよう。

6 .  4 つ の 型 別 の 住 み 方 の 違 い と 実 例

これまでみてきた特徴点を総合して 、 4 つの型別の住み方の遠い

を住行為としつらえから整理しょっ 。図 - 2 の実例もご覧いただき

たい。

① <K D L >  K が見えて接客には不向き、 K D L が狭〈、イス ・

ソファを置きにくいことから 、 <K  D  L > はラフなしつらえの家族

の炊事、食事、だんらんの場になりやすい。 このため、 H 皆和室が

K D L を補 って家事、接客に使われる 。だから L スペースを接客に

も使いたい場合や13. 0帖以上の比較的広い くK D L > では くK D

.  L > の住み方に変えている。例 1 は くK D L > の住み方例である 。

例 2 はく K D ・L > への変更例でいある。

② <K  0 ・L > K Dは K の影響を受けて炊事と食事に専用化しや

すい。一方 L はだんらんや家事、接客など住行為が集中する多目的

スペースとなりやすい。 しつらえの点でも L が多目的に使えるよう

イス ・ソファを壁面に寄せて L の真ん中に雑多な住行為に便利なコ

タツや座机を置くのが特徴だ。 8. 0帖以下の L では面積拡大要求が

強いのも、多目的性のためだといえる 。例 3 はこの典型例である 。

例 4 は K Dがカギ型で K スペースと D スペースが分節する場合の住

み方例であり、 D スペースが家事やだんらんにも使われる 。

③ <K ・D L > K の散らかりが見えない、 D とL とが 1 室として

広〈使えることから D L全体が接客室的性格を強め、大型で高級な

L Dセ ッ トが普及している 。 しかし接客を重視しない家族では L か

らD が見えるのはやはり不都合なので、 D とL を分けて くK . D .

L > の住み方に変えている 。例 5 は接客室的しつらえの典型例であ

る。例 6 は D 、 L 各スペースが垂壁で分節する場合、 L スペースに

ジュ ータ ンを敷き、 L スペースを分けようとしている例である 。

④ <K ・D ・し〉 この型では、 D が食事のほかにだんらんや家事

にも f変われ、多目的スペースとなりやすい。 D が 5. 0帖以上ある場

合には、家事室的な性格がは っきり現れてくる 。 D の面積拡大要求

が出ており、とくに 4. 5帖の場合に強い。一方、 L は接客の場また

は接客とだんらんの場になりやすい。19IJ 7 は、 D を家事室的に使 っ

ている典型例である 。

おわりに

K 、D 、 L 各スペースのつながり方というプラン上の条件は、主

要な住行為である炊事、食事、だんらん、および家事、接客の重な

り方、分かれ方にかなり影響し、住み方の遠いを生んでいる 。 K 、

D 、 L スペースの今後のあり方を問うにあたっては 、 「ながらだん

らんJ や「すれ違いだんらん J という、だんらんの現状や、多様な

家事、趣味、接客要求がどっ動いていくかについての検討が必要の

ようである 。

最後になりましたが、本調査にご協力くださいました皆様に深〈

感謝いたします。

( さえぐさ きよこ 大阪市立大学大学院)
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各論・ 3

都 市 住 宅 の 台 所 の 現 状

沖 田 富 美 子

戦後 ＳＵ 年、約ｾ世紀の聞に住宅において台所ほど激しい変化を生

じた場所はないと言われるほど、今日の台所はめざましい進歩をみ

せている。たとえは¥これまでの日本住宅における台所は、土問の

形式が多〈、こんろやかまどあるいはいろりがイ変われていたのに対

し、今臼土問形式の台所は一昔11農家にみられるだけで、ほとんどの

住宅が板間形式である。設備器具の面においても、こんろおよびか

まどはレンジへ、台付き流しが平型流し、平型および深型の二槽流

し、欧米様式の深型二槽流し台等、工業製品化されたものが普及し、

一般の人々も手軽に採用することができるようにな った。とくに水

道( あるいは自家水道) 、都市ガス( あるいは自給プロパン) 、電

気等の普及により台所の設備、機器などの大型化、多様化は著しい。

さらに最近では台所作業台( 流し台、レンジ、調理台等) に加え、

吊戸棚等も台所構成のコンポーネントとして製品化し、台所装備全

体をユニットキッチン、ある場合はシステムキッチンとして供給さ

れるに至っている。

また台所に対する考え方にも変化がみられる。すなわちこれまで、

台所の位誼は寒い 、暗い北側に位註されることが伝統的であり、ジ

メジメした台所というイメージがあったのに対し、戦後個人主義的

思潮による生活優先思想の拡大とともに 、家族生活の中核の場とし

て台所が重要視されるようになった。その結果、台所の居住性を良

くするため、東または西方位、ある場合には南方位にもとられるよ

うになってきたことで示される。なおこのような台所に対する考え

方の変化は、戦前まで一般的であった独立台所などの形式にも影響

を与えることとなった。すなわち明治期以前の支配階級である中級

武士以上の住宅の模倣から生じた独立住宅をもった戦前のホワイト

・カラ一層の住宅は、使用人の存在の上に成りたっていたが、戦後

の住宅不足および社会経済構造の変化により都市居住者は小規模住

宅に居住することを余儀なくされるに至っている。そのような状況

の中で寝室分離および食寝分離という原則をいかす最ー低条件として、

お茶の間と台所を一室に結合したいわゆる i D K j 形式が作り出さ

れ、戦後の公共住宅の供給源である公団住宅において採用され、広

〈一般化された。一方、居間、食堂、台所を一室にしたいわゆる i L

K j 形式 ( リビング ・キ ッチン) も協会住宅等ではすでに採用され

ていた。

このように、とくに台所の変化が激しいのは、当然、国民の生活

思潮の変化によるものと考えられよう。すなわち明治維新により、

前近代的な封建制から立憲君主制への政体変化に伴い、西欧的な近

代思想、や物質的な文明が移入され、これまでの生活様式が徐々に変

化してきた。さらに戦後 、主権在民の政治形態とともに、近代的な

民主思想、や個人思想、に基づき、個人生活や家族生活を何よりも尊重

する現代的な生活思潮の一般化により、生活革新とも呼ぶにふさわ

しい激しい変化がなしとげられたのである。

しかし、このような進歩とはうらはらに、台所において行われる

生活様式は、 他の衣生活 、食生活に比較していまだ不安定な状態に

あり、国民の標準的な台所というものが追究しきれていない。しか

し欧米諸国においては、すでにある程度台所様式は安定している。
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すなわち、欧州|では第一次大戦後居住面積は小 さいが衛生的で使い

勝手の良い住宅の供給が要求され、欧州各国聞の国際的交流をもと

にその国民生活に適合した台所が研究された。その中でも最も有名

なものは 1928年ドイツのF rankf ur t  A.  MのErnst Ma y 等により計

画 ・採用された「フランクフルター ・キッへ」である。 現代では欧

州各国とも、それぞれの国民生活にマ ッチした標準的な台所が、公

共アパートに採用されている。また、米国では今世紀はじめより主

としてホーム ・エコノミ ックにおいて台所の研究が行われ、いわゆ

るアメリカ的生活様式の確立の一部を担ってきた。

ここに、各国の情況に適した創造的な生活様式を確立し、標準的

な台所のあり方を決定することが、国民的な課題として早急にのぞ

まれると言えよう。

本小論て- は最近筆者が行った調査をもとに、都市住宅の台所の現

状について得られた二、三の知見について報告する。

調査は 、 日本の住宅を代表する公共アパート、民間分譲アパート、

注文住宅、建売住宅の居住者を対象に行ったものである。調査対象

世帯および住戸の概要を 表 1 に示す。調査時期は昭和47- 52年にか

けて行ったものであるため、精密な比較をすることはできないが、

台所に関する実態および志向傾向を一般的にみることは可能であろ

つ。

表 1 調 査 対 象世 帯お よ び住戸 の慨 婆の 比較

---------

公共アパート 民間ア パ ート 注 文 住 宅 建 売 住 宅

家 族 人 数 4 人 4 人 4 人 4 人

家 族 繕 成 子供のいる家族 子供のいる家族

大学生の子供の

夫婦+ 子供 2 人

いる家狭

世 帯 主 年 船 30代 30代 平均 50. 8オ

主 婦 年 前 世 11 11 11 46. 2オ 平均 38. 7オ

世 帯 主 職 業 専 門 技 術 職

タij;
理 職 管 理 職 管 理 戦 ・役只

家計資 家計費 月収( 税込 ) 年 収 ( 税込 )

平 均 家 計 費

7- 12万円( KDK) 17万阿以上 50万円以・上 平均 450万同

ま た は 月 収

9- 15万円 ( L K) (  550年 )

住 戸 面 積 46. 28- 78. 37附 79- 105附

最大多数住戸 49.6- 66m'  90m' 台

台 所 形 式 D K > K = L K  D K > K > L K  D K > K > L K  D K > K > L K  

住 宅 の 形 態 ftl i  . 分 譲 分説 ( 89. 9%) 持家 ・木造住宅 持家 ・木造住宅

以 前 の 住 宅 民間賃貸アパート 社 宅 ・ 官 舎 等 自 分 の 家

調査時 JUI(年 ) 547 S47 550 552 

1  . 台 所 の 形 式

平面構成上の台所形式として、どの形式が一般に採用されている

かを見る。どの住宅形式においても i 0  Kj 形式が多く採用されて

いる 。 とくに注文住宅においては i D K j 型が52. 3%で、つぎに i K j  

型が40. 7%である 。それぞれの形式に対する志向傾向をみると、 i D

K j 型は民間アパート 、注文住宅居住者において満足されているの

に対し、公共アノぞート、建売住宅居住者には否定されている 。公共

アパートの場合絶対的な面積 ( 8. 47 m') の狭さに よる体験的なも の

と考えられるが、公共アパートに比べ比較的面椴の広い建売住宅居



住者が否定していることから i OK j 型志向が過渡的段階にあるこ

とが示される。一方、 i  L  K j 型の台所はいずれの形式の居住者に

も志向されていない。なお i OK j 型につぎ現在多〈採用されてい

る i Kj 型については、建売住宅居住者で i Kj 型使用者の6 0 %が

現在の型に満足しており、なお8 0 %以上のものがこの型を希望し、

今後の理想的な住宅の台所形式として、この型が脚光を浴びること

が予測される。

2 . 台所平面の規模

公共アパートの台所の面積は、 i K J 型6. 82mヘi OKj 型約8.47

mヘ i  L  Kj 型は約 21. 26m'で与ある。民間アパートの場合 i Kj 裂

では 5. 1- 10 .0m' までが78. 3%となり圧倒的に多いのに対し、 i O 

K j 型では 10 . 1- 15. 0m' までが55 .2% で一番多く、つぎに 5. 1- 10. 0

m' までが約3 0 %を占めてい る。 i L Kj 型になると 15 . 1- 20 .0m' ま

でが34. 8%となり一番多い。建売住之は、今回の調査では i Kj 型

5. 68m' と6.63m'の 2 種、 i OK j 型9. 94m'、 11 .59m' と13 .5m' の 3

種、 i  L  Kj 型は 16. 56m' と 19. 87m'の 2 穫の広さとなっている。

また注文住宅の場合 i Kj 型は 6 m'以下が一番多< 3 2 %、 i O Kj  

型は 12- 14m'未満、 i  L  K j 型は 14- 16m'未満と 20m'以上が多〈、

住宅の形式によりその広さに若干の相異がある。つぎに広さとその

満足度の関係を、注文住宅と建売住宅居住者の i Kj 型、 i O Kj  

型についてみると、 i Kj 型の場合、 6 - 8  m'未満の場合不満とす

るものが多い。また i OKj 型の場合、面積が広くなるにつれて不

満の割合も減少し、 12- 14m' では不満とするものは約% に減少する

傾向がある。

以上のことより、 i Kj 型の場合 8 - 1 0 m' ， i O Kj 型の場合12

- 1 4 m'の広さが満足でみきる広さであると言えよう。

3  . 台 所 作 業 台 の 規 模

ここでは流し台、ガス台、調理台の部分を含んだ作業台の全幅に

ついて分析した。調査対象とした公共、民間アパートの住戸はあら

かじめ幅 1，800 と 2，400 とに分類したものであるが、現状より拡大

しているものが多〈、建築上の寸法的制限を受けにくい i 0  K j 、

i  L  Kj 型にその傾向が強い。つぎに注文住宅の場合、 I 型配置で

は全幅 2，250 - 2， 700未満が一番多〈、つぎに 1， 800 - 2， 250が多

い。これを既製品の台所作業台の寸法から考えると、幅 600のガス

台と幅 1，200の水切台っき流し台に、幅 300 と 600の調理台が配置

された長さ、または幅 450の調理台が配置された量と考えられる。

L 型配置の場合は I 型よりも長〈幅 2，700- 3，150のものが29. 1%

となり一番多い。したがって注文住宅の作業台幅が他の三形式より

も比較的長くなっている。

つぎに全作業台の幅に対する評価は、公共アパートの場合、 1，800

の使用者よりも 2，400以上のものの使用者に不満が多い。これは賃

貸住宅であるという現実的な意識からくるものと思われる。民間ア

ノf ートの場合、 1，800では狭すぎるとするものが多いのに対し、 2，410

以上になると満足するものが多くなる。独立住宅では幅が長くなる

につれてその満足度も増加し、 I 型の場合 2， 250 - 2， 700未満では

6 7 %のものが満足し、 L 型ては 3， 150 - 3， 600未満で 78 目 6 %のもの

が満足を示している。建売住宅の場合、作業台の幅は 2，124であっ

たが6 5 %のものが不満としており、建売住宅、公共アノ f ート、民間

アパートの一部で作業台の幅の不足が示されている 。

4. 台 所 作 業 台 の 配 列 お よ び 配 置

台所作業1L; の配列とは、流し台、調理台、ガス f; などの各作業合

がどのように並べられているかを言う。すなわち公団住宅で開発し

た流し台中心の配列と調理台中心の配列であり、他に作業台の全体

の配列により左側に火( たとえばカ。ス台) 、右側に水( たとえば流

し台) が配列される友勝手あるいは右勝手の形式が考えられる。

公共アパートの場合は、いわゆる公団型の幅 1，800の作業台が採

用されている i Kj 、 i O  Kj 型では当然流し台 中心が多いのに対

し、 i L  K j 型は幅 2，400の作業台が使われ調理台中心である 。民間

アパートの場合、幅 1，800の作業台の場合は公共アパートの作業台

と同様、 68 .5 %が流し台中心となっている。一方、 l隔 2，400の作業

台の場合も流し台中心が89. 3%となっているが、この場合の流し台

とは水切台つきの流し台と考えられる。なお注文住宅の作業台の配

列は多種多様でhあるが、本来的な流し台中心の配列はほとんどみら

れなかった。また「右勝手j 、 「左勝手」の形式から分析すると、

「右勝手J が7 0 %となり圧倒的に多い。

自己列に対する居住者の志向は、狭小台所用に日本住宅公団が開発

した流し台中心の配列は今後完全に否定され、調理台中心志向が圧

倒的になる 。なお「右勝手J 、 「左勝手j については、 現在それぞ

れ使用している配列形式に満足する傾向がある。これについては筆

者らの実験研究からも両者にはそれほど有意な差はないという結果

が得られている 。

つぎに台所の作業台の配置すなわち流し台、ガス台、調理台部分

等の台所における構成方法で、一般に I 型、 L 型、 U 型、並列型な

どをさす。現在公共アパート、建売住宅ともに作業台の配置型は I

型のみである。民間アパート、注文住宅の場合その配置型の種類は

増えているが、同様に I 型が圧倒的に多〈民間アパートは92 . 4%と

なり、注文住宅では70. 2%である。つぎに多い配澄型は L 型である。

なお注文住宅における平面構成上の形式とし型配置の採用の関係を

分析すると、 i Kj 、 i O  Kj 型では約% の住宅に、 i  L  Kj 型で

は約K の住宅に L 型配置が採用されているにすぎない。このように

I 型配置が多〈採用されているのに対し 、一般主婦は L 型配置を志

向する傾向が強い。これは適正規模よりも小さい I 型配置の台所使

用者にとって L 型であれば作業台の幅も増加し、便利であろうとい

う推測からきているものと恩われる。

5  . 台所の収納スペース

現在、経済の高度成長に伴い、食品、食器、調理器具、機器等の

各種生活物資が台所にもちこまれ、空間的に台所における住生活、

食生活に混乱をきたし、その結果その収納スペースが今日大きな問

題となっている。

今回調査した公共アパートの台所における収納スペースは、当初

から設置されているものとしては、作業台の下部物入れ( 外法寸法

1  ， 800 X  550 X  800) と吊戸棚( 1  ， 200 X  450 X  500、1，200X 250 

X400) があるだけで、そのほかにパイプ水切棚 (1 ，200X 250X 300)  

があるにすぎない。 また民間アパートについては( 昭和49年筆者の

調査による) 、公共アパートに対し種々の寸法の作業台や吊戸棚が

設置されているので、 表 2 に示すごとく各収納スペース別に指数化

を試み、その平均値を求めた。その結果、民間アパートでは l隔2，268

表 2 指数化に用いた各収納スベースの基準寸法

収 納 ス ペ ー ス 指 数 1 と し た 寸 法

作 業 台 下 物 入 れ 1，800X 550X 800 (. . )  

吊 戸 棚 1，200X 380X 1，780 

600X 380X 1，780 

造 付( ハッ チ含 ) 1，800X 400X 1，800 

パ イ プ 水 切 棚 ・ 捌 l ，200X  250X 300 
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× 奥行き 55o. X 高さ 80.0.の作業台下物入れと l隔 1，668X 35o. X  60.0. 

の吊戸棚が当初から設置されていることになり、公共アノマートより

スペースはやや大きい。なお注文住宅においても同様に収納空間を

指数化し 、その平均的な台所の収納スペースを求めると、つぎのよ

つになる。すなわち幅 2，6o.o. X 奥行き 35o. X 高さ 60. 0. の吊戸棚と、

l幅 1，66o. X 奥行き 38o. X 高さ 1，780 . の食器戸棚( ただし造りつけ戸

棚は食器戸棚に容積換算した) 、 ITlii 2，3o.o. X 奥行き 55o. X 高さ 80.0.

の作業台下物入れ等によって構成されている 。建売住宅は 1隠 1，80.0.

× 奥行き 55o. X 高さ 80 . 0 . の作業台下物入れと l隠 1，2o.o. X 奥行き 367

× 高さ 545の吊戸棚がつけられているだけで、公共アパートと同様

収納スペースは非常に少ない。以上の結果を総収納容積でみると、

公共アノマートでは平均 1，282m' 、民間アノ f ートは 1，348m' 、建売住

宅 1，132m' ( いずれも食器戸棚は含まず) 、注文住宅で平均 2，681

m'  ( 食器戸棚を含む) あるにすぎないのが現状である。

注文住宅の収納スペースは、公共、民間アパート、建売住宅に比

べ約1 . 5倍あるにもかかわらず、台所収納スペースの平均総容積値

2，683m'を基準として、収納スペースの総量別にその満足度の関係

を分析すると、収納容積が平均値よりその1 . 5倍までの範囲ても不

満とするものが50. . 0. %あり、1. 5 倍以上の場合ても不満とするもの

が35%もある 。すなわち 4，o. 25m'以上のスペースが要求されている

ことになり、今日の住宅の収納スペースの計画の不備が如実に示さ

れている 。
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以上、各住宅形式における台所の現状とその使用者の評価の分析

結果を述べてきた。そこには一般主婦の考えを土台にしたのぞまし

い台所の姿が表出されている 。すなわち今後の都市住宅の台所の一

方向としては、現在最も多〈採用されている i D K j 型にかわ って

i Kj 型台所が脚光を浴びるであろう。しかし、週休 2 日制や年休

制度の欧米なみの実施により、レジャー型住宅において i L  K j 型

の台所が今後のびてくる余地もあり、また同じ意味において i D K j  

型の見直しもなされるかもしれない。この傾向は一部に不健全な要

素を含んで、いるが、いわゆる「システム ・キッチン」の動向にみら

れるところである。

また、そこに設置される台所作業台の l隔は少なくとも I 型配置の

場合は l隔 2，90.0.、 L 型配置の場合は ITlii 3，50 . 0 . がそれぞれ必要である 。

なお、これらの作業台の配列は調理台中心に配列されることが当然

であり、これまでの公団住宅の使用した流し台中心の幅 1，80. 0. の狭

小な作業台は否定されるべきである 。最も今日問題とな って いる台

所の収納スペースについては、どの住宅も最低 4，o. 23m'以上の総容

積となる収納設備を計画すること 。 これは筆者らが行 った台所用品

の所有調査により求めた標準所有品目、品数を収納するに必要なス

ペースとほぼ匹敵している( 詳細iは省略) 。

今後、台所において行われる生活様式、またそれに適合した台所

様式はなお変化していくものと考えられる 。 しかし現時点における

国民標準台所の追求は、変化の動向を見極めながら、きびしく実施

きれなければならない。なぜならば、公共住宅におけるこれまでの

台所は、生活に適合しなくなる期間がはなはだ短〈、そのスラム化

の大きい要因になってきたし、また増改築がしに くい工業化された

住宅ではその生活的価値を低下させるとともに、不動産としての財

産的価値の喪失につながるものであるからである 。以上は也罪的な

意味における限られた資源の有効利用にも関係する問題でもあり、

切にこの方面の研究が深化 されることを希望したい。

( おきた ふみこ 日本女子大学講師)

54 

WOH N K U C H E  

AL T E  WOHNK UC HE  

Oer  Ounst  v o m Herd  dur chna，8t 

das Z i mmer  

WOHNK UC HE  MI T  K OC HNIS C HE  

Der  Wi r 臼chaf t st eil Ist in ei ner  Ni sche der  Wo hn-

kUc he  unt er gebr acht  Ounst  dri ngt  imme r  noch irI 

den Wohn回 il

F RANK F URT E R  K UC HE  

Das  Wi rt sc haf t en vollzi eht sic h  in d e m ganz lic h  

abget r ennt en  Koc hteil :  Oer  KUc he.  Oie  enge 0 ・

rgani sc he Ver bindung mit  d e m Wohn国 u m 1St 

dur c h  ei ne  S c hie betUr  auf recht  erhal ter、

D ev e l opment  of 廿官 F r ank f or t o n  Ma i n  k i t c hen 



各論・ 4

都市集合住宅の住み方と住宅の管理

藤 井 和 子

@ 限 ら れ た ス ペ ー ス に 住 む 覚 悟

集合住宅が一戸建て住宅と比べて、もっとも違う部分は、住んで

後、絶対にスペースを増やすことができないことである 。

集合住宅の場合は、全体で無駄な部分を一切なくし、必要最少限

のスペースで生活ができるように、設計されているものと思えば良

い。つまり、スペースを合理的に追求した結果、生まれたものとい

うわけでレある。

ということは、一戸建て住宅とは基本的に違うということなのだ。

スペースに関していえば、いささかの甘えもないということになろ

うか。

したがって、集合住宅に住むためには、その基本である、スペー

スに余裕のない住まいでの暮らし方を考えねばならない。一戸建て

の住宅の暮らし方を持ちこんでは暮らせないということなのである。

まず最初に、満足できるだけのスペースはないという現状を認識

することからスタートしたい。住まいは家族中心に考える ー という

ことである 。

来客があるときのことを気にすることが、最優先になってしまう

と、毎日の暮らしの場が犠牲になることにな ってしまう 。客が来た

ときには応接室を独立してとり、リビングルームは家族の団らんの

場、さらに家族一 人ひとりに個室ーなどというのは理想で、現実に

はなかなかそんな具合にはいかない。あれもこれも望んで、どれも

が中途半端になってしまうより、理想通りにいかないのはわかり切

ったことなのだから、最初から割り切って、たまに来る来客よりも、

毎日暮らす家族のために 100% スペースを使うことを考えたほうが

良い。都市型の集合住宅では、エントランスのロビーで、あるいは

近所の喫茶室を応接室がわりに利用するぐらいの極端な割り切り方

ができるようでないと、決してゆったりスペースを使うこ主はでき

ない 。

つぎに、必要最少限の *物。しか持たないことである 。 もともと、

一軒の家にはホ物。が多すぎる。おそらく、収納スペースを隅々点

検してみれば、使わないものが沢山あるはずだ。あることすら忘れ

ていたもの、あるのはわかっていたが、出すのが面倒だから使わな

かったものーいずれも理由はいろいろだが、使わなくても用が足り

ていたのだから、極論すれば、なくても済むものといえる。

集合住宅に入居する場合は、まず、この物の箆理をきちんとする

ことである 。収納スペースに収納された物ばかりではない 。物を整

理することによ って、収納スペースの役割も果たしている収納家具

も処分できるものがあるに遠いない。

スペースは狭いのだから、置き家具も必要最少限にとどめること

である 。 まずスペースに 対して、キャ パシ ティに合うだけの家具に

とどめる。住居空間の25%までが理想、といわれる。

具体的にいえば、リビングセ ッ トは、使うときのスペースで考え

ればご く一般的なもので 4. 5帖分はス ペースを占めることになる 。

となると、 10帖のリビングルームであってもすでにリビングセ ッ ト

だけで4 5 %も占めることになってしまうということなのである。お

そらく、リビングセ ッ トだけて" は済まないで、 サイドボードやテレ

ビ、ピアノなどまで同居することになる 。

一昨年首都圏の集合住宅約 600世帯の、家具、持ち物の調査をし

たところ、大変面白い結果が出た。それは、所得水準が比較的低〈

狭いスペースの集合住宅に住む家族のほうが、所得水準の高い広い

集合住宅に住む家族より、ずっと物を多〈持っているということで

ある 。家具の谷間に暮らす という表現がそのままあてはまるよう

な状態なのである 。 キャパシティに合った持ち物一要は、分相応。

の家具や道具を持って暮らす割り切りをする ことだ。

一度集合住宅でのスペースを、金に換算してみると良い。たとえ

ば、東京23区内の山の手では、 3. 3m'約 220万円という価格にな: っ

ている 。販売価格を面積で割ってみれば簡単に単価が出るはずだ。

3. 3m'  220万円ということは、単純計算をすれば、ー聞の押入れが

2 ヵ所だ。一間の押入れ 1 ヵ所に何と 110万円支払っているのであ

る。 ということになれば、そこに必要のないものばかりしまってお

く一死蔵しておくことが、どれだけスペースの無駄になるかわかる

というものだ。

もともと、少しスペースに対する考え方が甘すぎたようだ。 した

がって、スペースに対して、もっと厳しい認識を持たな ければ、集

合住宅には住めないと考えたい。集合住宅に住むには、それなりの

覚悟が必要だということなのである 。

@ 集 合 住 宅 で の つ き あ い

これも一昨年、なぜ集合住宅に住んだか? という質問を約 100人

の主婦にしてみた。驚いたことに、 「近所とのつき合いをしないで

済むから一」という答えが圧倒的に多かった。

しかし、集合住宅の住み方で絶対に無視できないのがこの「つき

合い」だということに気がついていない。なぜならば、集合住宅は

立体長屋だからだ。 自分の家だけが独立しているのではなく、お互

いに助けあって、わが家が成り立つのだという基本をわきまえなけ

ればならない。お互いに「自律J の精神て' 暮らさねばならない。 自

律とは、自らを律する一自分に厳しく暮らすということである 。 も

っとわかりやすくいえば、自分がされたらいやなことは、絶対に人

にはしないということである 。

たとえば、ゴミの処理などにはよくあることだが、東京都ではゴ

ミを燃えるゴミ燃えないゴミと分類して 出す、分別収集だ。きちん

と分類して出さないと、ゴミ収集に来た都の清掃局の職員が収集し

てくれない。 ところが、 「うちだけはJ と、夜半に分類しないでゴ

ミ置き場に捨てる人が後をたたない。すると、仮にそれが一軒て。あ

っても、ゴミは収集されないから、全部が迷惑することになる 。

また、 「うち一軒くらい」と流しにちょっとしたゴミを水で流し

てしまう ーう ち一軒くらいと考える人が何人もいれば、排水管がつ
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まってしまい、結果、多くの家が迷惑する 。

夜半にさわ<. ，夜半に入浴するーいずれも他家に及ぽす迷惑は大

きい。つまり、日常生活の細かい点まで気を配り、他家に迷惑がか

からないようにしなければならない。夜半に入浴すると、排水管は

わが家だけではなく他家を通っているのだから、音がかなり響くこ

とになる 。 自分の家の風呂だから、いつ入っても自由だということ

にはならないということなのでいある 。

日本人はっき合いが下手だだといわれる 。それは、集合住宅のつ

き合いにもいえる 。というのは、「ほどほどに」つき合うことができ

ないということなのである 。

親しくなれば、ベ ッタリとことんプライパシーに立ち入るっき合

いになる。一方、つき合わなければ、あいさつもしないほどそっけ

ない。ベ ッタリ深くつき合いすぎれば、ちょ っといさかいがあった

だけで今度は憎み合うという結果にな ってしま う。 つき合いがまっ

たくなければ、ちょっとうるさいと注意したことが、殺人にまで発

展することにな ってしまう 。

外国生活の長かったある中年の夫婦が、夏の夕方、バルコニーで

ビールても飲もうと、ふと向かい側のバルコニーをみたら、そこに

老年の夫婦がビールを飲もうとしていた 。思わず、ジョ ッキを高々

とあげて乾杯のしぐさをすると、向こう側も高々とジョ ッキをあげ

たのだという 。何ともその日のビールは美味しか ったと、ぞの中年

の夫婦はいう 。つまり、つき合いはその程度。後でそこをたずねて

おつき合いをはじめるなどということはしなか ったのである 。必要

以上にふみこんだっき合いはする必要がない 。建物の形態が続いて

いるのだから、つっこみすぎれば、かえ って気まずいことが起こる

ことになる 。

とはいうものの、日頃のコミュニケーショ ンが、何といっても、

集合住宅の暮らしには大切なことなのである 。

なぜならば、集合住宅が何年かたてば、必ず外壁は汚れることに

なるだろうし、設備機器は傷むことになるだろう 。 さらに、やがて

は老朽化して建て直しをしなければならなくなるだろう 。 また、 1也

漠など天災で崩壊するなどというおそれも万が一ないとはいえない。

そんなとき、居住者会員が話し合いがで・きないようでは、どんなこ

とも解決することができない。そのために、日頃のコミュニケーシ

ヨンは実に大切なポイントになる 。

たとえば、最近ではそろそろ外壁の吹き直しをする集合住宅がポ

ツポツ出てきたが、この場合ても、決して安い額ではないから、一

戸当たり少なくとも 30万円程度負担しなければならないことになる 。

30万円一度に出すということになれば、 「うちはや らなくても良いJ

という意見も出てくる 。一人でも反対意見があれば、 笑行すること

はできないから、全員の賛成をまとめるのに、かなり長い時間がか

かる 。 こんな場合、外壁の吹き直しをする頃になれば、かなり入居

者の顔ぶれも変わ ってきていることも、なかなかコミュニケーショ

ンがつまくいかないという理由にな っている 。 また、うちはいずれ

売ってしまうのだからどうでも良いー という人もいる 。これなど売

るのならば、なおさらされいにしたほうが高〈売れる のだから、誤

った認識をも っているということになる 。

いずれにせよ、何か問題が起こ ったときしか居住者がまとまらな

いというのは、集合住宅で快適に暮らすためのルールに反する 。 日

頃から、つき合いをする努力は必要だ。

音の問題でんいさかいを起こす場合も、多くはっき合いがま ったく

ない家庭同士て"起こることが多い。子どものいる家が上下だった場

合、多少の音は「お互いきま」という気持ちで我慢するが、子ども

のいる家が上階で、子どものいない家が下階だと、円頃ま ったくつ
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き合いがないと、深刻な問題に発展してしまう 。

子どもを仲介につき合いができるケースはごく自然にひろがるが、

子どものいない家の主婦は、なかなかっき合いができず、どんどん

ストレスがたまるというケースが多い。そんな場合は、自らつき合

いの中に入 っていくようにしなければ解決できない問題であるとい

ってよいだろう 。

お互いが我慢することも、集合住宅に住む一つの知恵てゆあるよう

に思う 。 どこかで妥協し、どこかで我慢する ーそれができないよう

では集合住宅に暮らすことはむずかしい。

@ 管理の仕方で決まる資産価値

集合住宅に住むときには 、管理を買う θ とは、最近よくいわれる

ことだ。最近では、集合住宅にはいかに管理が大切なことなのか、

居住者にもよくわか ってきたようだ。

集合住宅の管理の基本は「建物の資産価値の保全をはかる」こと

にある 。集合住宅には各戸の専有面積のほかに、各戸をつなぐ廊下

や階段、バルコニ一、エレベータ一、エントランスの部分など、そ

れぞれ居住者全員の財産である「共有部分J がある 。これらは、こ

われて使えなくな っては困るし、これらがいかにも汚れたりちらか

っていたのでは、全体の価値が下がってしまう 。 したがって、全員

の持ち物をどうや って維持していこうかー ということになる 。各戸

から代表が出てやる、当苦手をきめてやるなど何十戸、何百戸もある

人々が全貝でやることはなかなかむずかしい。 したがって、維持管

理をするためのルールを決めて、それを管理専門の人にまかせてか

わりにや ってもらおうというのが管理人である 。

つまり、管理のためのルールが「管理規約J で、これは、居住者

全員で決めるのが正しい。 しかし、そうはい っても、最初から入居

者がはじめて顔を合わせて、規約をつくるのはむずかしい。

そこで、普通は販売する会社で一応つくられたものをもとにスタ

ートする 。 この場合は高層住宅協会や昭和54年に発足した高層住宅

管理業協会などでひな形をつく ったものを使っているケースが多い。

よく、管理人が押しつけた管理規約だという声を聞くが、実際に

暮らしてみて不都合があるならば、居住者全員が話し合 ってルール

を変えていけば良いのだ。そうした、話し合いがスムーズに行われ

るように、居住者は「管理組合」をつくる必要がある 。現在のデー

タによると、民聞の集合住宅では、この管理組合が結成されている

所は全体の約51% 強ということだ。

業界では、この管理組合の結成はできるだけ早くしてほしいとい

う意見が圧倒的に多い。 i管理組合J が結成されれば、居住者の総

意でb管理の仕方を決めれば良い。戸数が少なければ自 主管理も良い

かもしれない。管理会社も最近ては管理業協会加盟会社の数も多〈、

自由に選べる 。

管理人は、居住者の小つーかいではない。 よく、子どもが落書 きを

しているのを、管理人が叱 ったとい って、管理人に文句をいう主婦

の話を聞いたりする 。 これは管理人の行為は正し円。つまり、子ど

もは、居住者全 冒の財産である建物に落書きをした のだから、自分

の財産でもあるものを損なう行為に対して、本来ならば母親が注意

をしなければならないはずだ。 もちろん、管理人は共有財産を管理

する義務を果たしたわけだから、文句をいわれることはないわけだ。

管理規約は集合住宅の憲法である 。管理人はその憲法を守るため

に働いてくれるし、その認識がきちんとできないと、集合住宅の資

産価値は下がると思 って良い

( ふじ い かずこ ハウジングプランナー)



各論・ 5

集合住宅における戸外生活と戸外空間

藤 本 憲 太 郎

われわれの住むべきところ、とくに都市の環境の悪化について 言

われはじめて久しい 。土地の狭小化、大気汚染、騒音公害、日照条

条の悪化、等々 。 それとともに、住むべき住居の形式についての議

論も行われるようにな った。 それは、高層住宅か独立住宅かという

こ極に分かれ、一方は空間の高度利用、施設の集中化と充実等の経

済性に重きをおいて語られ、他方はプラ ンニ ングの自由性、接地性

等の住居の質を中心、に論じられたものであ った。

しかし、住環境の悪化は、物理的な部分にとどまらず、少し誇張

して 言 うならば、そこに住む人びとの精神の荒廃にまで及んでいる 。

居住者どうしの関係がギクシャクとしていて、妙にとげとげしいの

である 。 その結果、ピアノ殺人事件や団地の主婦の神経症等が発生

するようにな った。 こうしたことは、普の時代になく、とくに今日

に特有な事象ではあるまいか 。 これは、かつてあ った隣近所どうし

の日常的な人間関係が新しい住宅地においては生まれていないこと

を示していると思われる 。

ところで、都市住居の形式についての議論に決着がついたわけで

はもちろんない 。今や低層集合住宅がブームであり、今後の方向は

決定したかの! 惑があるが、必ずしも低層集合住宅パンザイというわ

けにはいかない 。 これは、土地や経済のことを考えれば明白である 。

土地は有限であるし、低層に住むことのできる階層はごく 一部であ

る。われわれは、富裕な層にのみ奉仕すれば良いというわけではな

しかし、低層集合住宅を考えることは決して無意味ではない 。人

聞の住む空間の質を考えた場合、 く集合〉の形式としては、低層( ま

たは中低層 ) 集合住宅の優位性は今のところ動かし難い、と思われ

るからである 。

優位性とは、すなわち、景観の面からいえば、いわゆる団地らし

さ ( 均質性 ) を免れて、変化に富んでいることであり、つぎに、そ

こに住む人と人とが有機的に結びついて生活を営むということを最

も内包している形式であるということである 。 この第二の点こそが

集合住宅の本質的な意味である 。すなわち、 〈集合〉 とは住戸が集

合するのではなく、人びとが集合して住むということなのである 。

このような集合が行われたならば、先にあげた居住者どうしの関係

の悪化ということからも免れることができるはずであろう 。 そして、

このような集合を実現するために、媒介空間の質、とくに共有庭の

質が問われることになる 。

高層団地のオープ ン ・ス ペースが、そこにいかなる思いが込めら

れていたにせよ、単なるアキの空間でしかなか ったのに比して、低

層集合住宅の共有庭は、同じように計画者の期待にとどまる危険性

を苧んでいるにせよ、より積極的な意味を担う可能性を持っている 。

以下 、原山台コーポラティブノ、ウスの共有庭の使われ方を見なが

ら、このことを明らかにしていこう 。

調 査 の 概 要

1 - 1  原山台コーポラティブハウスの概要 原山台コーポラティ

フツ、ウスは、大阪府南部の泉北ニュータウンのほぼ中央に位置し 、

昭和54年に 「住宅の協同をすすめる市民の会j がコーポラティブ方

式により建設したものである 。敷地は約 3，500m'で、 5 階建中層住

宅 1 棟 22戸、 2 - 3 階建低層住宅21戸からなり、これらと集会所が

広場型の共有庭をとり囲むように配置されている( 図 1 )。

ところで、共有庭の使われ方をみる場合、居住者の特徴を考慮す

る必要があるが、入居前の勉強会や協議・打ち合わせ等を含めると、

調査時点での居住者どうしのつきあいは約 3 年になる 。 このため、

つきあいや近隣関係については積極的な人が多いようである。

歩 道

医亙ヨ共有庭

10 20  30 m 

圃 圃 圃 園 田 ， 国 車量 .

N  

争

道路

図 1 原山台コーポラティブハウス配置図

1 - 2  調査の概要 調査は昭和55年 8 月10 日(日)、 11 日( 月) に実施し

た観察調査が主であり、その後聞き取り調査によって補完した 。

観察調査の方法は、午前 7 時から午後 7 時まで観察員が10分ごと

に定められたコースを巡回しながら、 〈外周道路〉、〈共有庭〉、〈専

有庭〉で行われた行為を、 「行為者」、 「行為内容J 、「場 所j につい

て観察 ・記録するという方法によった 。
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2  戸 外 空 間 の 使 わ れ 方

表 1 はく外周道路〉 、〈共有庭〉、〈専有庭〉で観察された全行為の

内訳( 行為内容と行為者数) を示したものである。これによれば、

①戸外空間て映の行為の発生が多い、②とくに、共有庭が活発に使わ

れている、といつことが特徴的である。

つぎに、各空間別にみていこう。

2 - 1  外周道路 外周道路における発生行為が多〈、そのほとん

どは「通行」であるが、こ れは周囲が中 ・高層住宅地となっており、

近隣センターや露庖等が近接しているためである。

また、 「あいさつJ や「立ち話」等のつきあい行為が少ないこと

も特徴的で、われわれが以前調査した長屋地区の表通りの状況と、

大きく異なっている。すなわち、長屋地区の表通りではっきあい行

為が多くみられ、長屋内のコミュニティのほかにもうひとまわり大

きなコミュニテ ィが存在していることを示していた ( このことは、

長屋での出来事がすぐ他の長屋にも伝わるという話からも伺うこと

ができる) 。これに対し、原山台コーポラティブハウスにおけるコミ

表 1 原山台コーポラティブハウスにおける行為の内容と対応行為者数

原山台コーポフティプハウス

サラ

行 為 内 容 の 詳 細 専有庭 共有庭

外 周

ノj 、 宮十

為 道 路

歩 い て
。

100 332 432  

:iiIi 自転車に乗って
。

17 81 9 8  

バイクに乗って
。 。

5  5  

' iT 車に乗って'
。 。

10 10 

ノj 、
晋十

。
117 428  545 

っき 立ち話 ・あいさつ 4  9 8  12 114 

あい ノj 、
言十 4  9 8  12 114 

ゴムとひじなわとび
。

127 
。

127 

ウ ロ ウ ロ 。
4 7  14 61 

ポール遊び
。

31 
。

31 

遊 オモチャで遊ぶ
。

26  
。

26  

自転車に乗って遊ぶ
。

20  1  21 

二輪車に乗って遊ぶ
。

7  
。

7  

ベビーカーに乗って遊ぶ
。

6  
。

6  

すわっておしゃべり
。

8  2  10 

カ当』すっこ 。
4  

。
4  

砂 ・土 ・草木で遊ぶ 4  6  
。

10 

虫 採 り
。

2  3  5  

動物の相手 5  1  
。

6  

虫 の 観 察
。 。 。 。

すべり台で遊ぶ
。 。 。 。

( J < ノぐトミントン
。 。 。 。

レスリングごっこ
。 。 。 。

ジャンケン
。

7  
。

7  

〆j 、
昔十 9  292 20  321 

せんた 〈物・ふとん干し・取り入れ 17 
。 。

17 

庭のそうじ 8  20  
。

2 8  

草木の手入れ 26  4  
。

‘  30  

そ 休 主;9. 7  2  
。

9  

阜の強制ii . 洗車
。

10 4  14 

大 工 仕 事
。

2  
。

2  

水 亨T ち
。

2  
。

2  

荷物の運搬
。

2  
。

2  

ゴルフの級E習
。 。 。 。

家 庭 菜 園
。 。 。 。

グコ 家人の見送り
。 。 。 。

自転車に乗るけいこ
。 。 。 。

Ifi lこσコりこ ts
。

3  
。

3  

子供をしかる
。

2  
。

2  

掲示の貼りかえ
。

2  
。

2  

早から荷物をおろす
。

1  1  2  

家に向か つて叫ぶ
。

1  
。

1  

f也 手 を 洗 う 1  
。 。

1  

露庖の仕事
。 。

9 8  9 8  

主主 い 物
。 。

12 12 

ノj 、
晋十 59 59  115 233 

-s 、
官十 72 566 575 1213 
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ュニテ ィはその中だけで完結し、未だ周辺への拡がりを持ち得ない

でいるものと恩われる。

2  - 2  共有庭 共有庭における発生行為は、「通行J 、「つきあいJ 、

「遊び」の 3 つが大部分を占めるが、 「通行J の占める割合が比較

的ちいさく、居住者どうしを結びつける空間としての性格が強いと

言ってよい 。

共有庭での日常的な「つきあい」ゃ「遊びJ が活発に行われるこ

とは、居住者どうしを親密にしたり、年上の子どもと年下の子ども

が一緒に遊ぶことによる教育効果や安全に遊べること等重要なこと

であるが、ここではそれが 7 まく果たされているのである 。

このほかにも、夕涼み会を兼ねたバザール( 8 月) 、夏まつりのみ

こしの展示( 8 月) 、もちつき ( 12月) 等が毎年行われる行事として

定着しつつあり、共有庭はこれらのイベント空間としてもよく機能

している 。

このような共有庭に対して、居住者の評価も高いようである。

2  - 3  専有庭 専有庭でみられた行為は非常に少ない。その内訳

をみれば「植木の手入れJ 、「洗たく物干しJ という、より私的な行

為が多数を占めている 。 これは住戸内で行われるべき行為は内部で

完結していることと、専有庭が多様な行為を受け入れることのでき

るキャパシティを持っていないためであると考えられる。また、そ

の代わりに共有庭が戸外生活の舞台としての役割を果たしているか

ら、ということもできる 。

3  共 有 庭 の 活 性 化

3  - 1  共有庭の活性化要因 つぎに、共有庭の活性化のための空

間的な条件について考えてみょっ 。

図 2 は「つきあいJ および「遊び」が行われた場所を示したもの

である 。 これによれば、行為の集中する場所には、つぎのような共

通点をみることができる 。

① ある程度の面的な拡がりを持っていること

② 生垣、壁際等のすみつこ

③ 因われ感があること

さらに、遊びについては、集会所の屋上や階段、スロ ープを使っ

て遊ぶ行為が多くみられたことから、上記の条件のほかに、

• 

凡例' ，. ，' 行為が集中する場所

・ 遊び

X  つきあい

図 2 rつきあいJ r遊び」行為の発生湯所( 原山台 C. H. )



d ζ 二

E一
ｾ＠

- - - 去る

図 3 住戸と共有庭のつながり方

④ 遊びの対象となりうる場所であること

があげられる。

原山台コーポラティブハウスの共有庭

住戸と共有庭のつながり

住戸と共有庭のあいだにはさえぎるものがなく、家の中から共有庭の機子がよ

くわかる 。また家の中と外の人びとが談笑している光景もみることができる。

また、赤レンガでぺープされた共有庭は、周辺道路から少しサン

クしており、囲み型の住棟配置と相侠って囲われ感を強めている。

さらに、各住戸との聞には視線をさえぎるものはなく、ほとんど直

接的に結びついている( 図 3 )。 このような空間構成上の特徴は、長

屋の路地と共通しており、活性化のための空間的な要因となってい

る。すなわち、共有庭の活性度を強めるための空間条件としては、

つぎのことが考えられる 。

① 〈公〉ー〈共〉の間の分節度を明確にし、居住者にとっての〈共〉空

間として意識させるい っぽう、 〈共〉ー〈私〉の聞の分節度を緩やかに

すること

② 因われ感を持たせること

③ 面的な拡がりを確保すること

3  - 2  共有庭の活性化とプライパシー このように、住戸と共有

庭が近接することは、共有庭の活性化が住戸内のプライパシーを損

なうことになるのではないかと考えられる 。共有庭から家の中がま

る見えになるところもあるが、これについてプライパシーが守れな

くて困ることはないかと問うたところ、 「それほど気になりません、

第一そんなに神経質な人はいないよ、みんなタフだもの」とか、「か

えって親近感が増していいよ、みんな窓ごしにのぞきながら話をし

ているよ J という答えであ った。実際にも、家の中と共有庭の人と

が談笑する光景が何回かみられた。みな、案外あ っけらかんとして

いるのである 。これは、コミュニティのありようとプライ パ シー要

求との聞に相関があることを示 していると言えよう 。

おわりに

これまでみてきたように、原山台コーポラティブノ、ウスの共有庭

は、単なるアキのスペースにとどまらず、日常的な生活の場あるい

は各種イベ ン トのための空間として、より積極的な意味のある空間

とな っている 。聞 くところによれば、この共有庭はもともと居住者

側の発想、にはなか ったのが、計画者側の提案によ ってつくられるこ

とにな ったということであ った。それが、居住する人びとによく使

われ、 喜ばれているとい 7 ことは計画する偵I j に立つ者を勇気づける

し、また、こ の提案を実現させたことを計画者は誇 ってよいと思う 。

しかし、良い提案を生かして使い切る人たちの存在があ ってこそ、

はじめて有効性を持ち得たのだ、 ということもあわせて知 っておか

ねばならないだろう 。

さらに、周辺の人びととどのよっにしてつながりをつくりだして

い くのか、また、そのための空間はどうあるべきかということも集

合住宅の戸外空間を考える際に重要な課題であると恩われる 。

共有庭をはじめとする低層集合住宅の戸外空聞の研究は端緒につ

いたばかりであり、どの ように計画すべ きかについては未だ十分に

明らかにされておらず、これか らの研究の成果に待たねばならない。
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随 想

都市住宅を考える- 住まい手として 三 輪 昌 子

思 慮 浅 く 原 稿 を 引 き 受 け て み た も の の 、 し ば ら く 経 っ

て 「 都 市 住 宅 って何だろう」と恩、い始めた 。 つ ま り 専 門

家 に は 常 識 的 な こ と が 、 シ ロ ウトにはよく * わ か ら な い H

のである 。 あ わ て て 知 り 合 い の 専 門 家 に 尋 ね る と 「 ひ と

ことで 言 え ば 広 い 庭 め な い 家 の こ と 。 こ の ご ろ ふ え て い

る 三 階 建 て で 一 階 が ガ レ ー ジ な ん て い う の は そ の 代 表 格

と考えればいいでしょう 。狭 い ス ペ ー ス を 効 率 よ く 使 っ

て 過 不 足 な く 便利 に く ら せ る よ う 設 計 し た 住 居 と 考 え て

下 さ い 」 と シ ロ ウ 卜向 け に 説 明 し て く れ た 。

それを l封] し、た途端、何としたことか、私には、薄暗く

て ひ ん や り と し た 土 間 に 、お く ど さ ん か の あ る 古 い 農 家

の 光 景 が 目 に 浮 か ん だ。土 聞 か ら 出 た 庭 に は 、 ム シ ロ が

拡 げ ら れ 、 豆 な ど が 干 し て あ る ・・・ ・・多分、もう今では、

都 市 周 辺 な ら 農 家 で も そ ん な 光 景 は な い で あ ろ う に 、 思

い も か け な い 白 昼 夢 は 、 日 頃 の 私 の 憧 れ が 、 都 市 住 宅 の

コ ト パ に 触 発 さ れ て 現 れ た の で あ ろ う 。 つ ま り 、 そ れ ほ

ど 私 は 、 今 の 「 便利 て・効率の良し、」家にうんざりしてい

るのである 。

もちろん、笑際には、さまさf まの使利さに支えられて、

共 働 き の こ 足 の わ ら じ を は き 続 け て い る の だ か ら 、 使 利

や 効 率 を 非 難 す る こ と は 罰 が 当 た る と は 思 う も の の 、 人

間 を 半 世 紀 近 く も っ と め て い る うち に 、 暮 ら し の 中 に は

ＧｾＱ Ｑｪり切れない部分 、 合理的で ・ ない部分がごまんとあ っ て、

住 ま い も ま た そ う し た 部 分 を 抱 え こ ん で く れ る も の で な

い 限 り 、 長 く つ き あ う の は シ ン ド イ と い う こ と が わ か っ

て きた の だ。

戦 後 の 家 っ く り は 、 家 事 の 合 理 化 に ず い ぶ ん 焦 点 が 当

てられてきたと思う 。 ま ず 台 所 の 土 聞 が お し な べ て 板 ば

りにな った。動線が百十られ 、無駄な動きをしないで家事、

こ と に 台 所 仕 事 が で き る よ う に 考 え ら れ た 。棚の高さ、

流 し の 深 さ 、 調 理 台 の 高 さ や 奥 行 き は 科 学 的一 一人 間 工

学 的 に 計 画 さ れ た 。 そ の こ と で主 婦 は 確 か に ラ ク に な っ

たと思う 。 と こ ろ が 暮 ら し て い る う ち に 計 算 外 の 道 具 が

ふ え て き た 。効 率 で 設 計 さ れ た 台 所 は 、 効 率 を 乱 す 迫 具

て狭くなり、主婦の動きを邪魔する| 湖入者一一一夫 や子 供

が あ れ ば 手 順 が 狂 い 、 ヒ ス テ リ ー を 引 き起 こ し か ね な い

状 態 に な る 。勢 い 間 入 者 は 追 い 出 さ れ 、 失 族 は 「 こ れ 幸

し、」 と 台 所 に 出 入 り し な く な る 。 台 所 の 景 観 に 合 わ ぬ か

ら と 、 す り 鉢 や す り こ 木 、か つ お ぶ し 削 りの武骨な箱は

おH乎ひどでなくな った りする 。 カ ラ フ ル な 鍋 や モ ダ ー ン な

調 理 器 は ア ク セ サ リーになるけれど、 i貨物得や梅干しを

干 す ス ノ コは 肩 身 の 狭 い 存 在 に な る 。 そ の 辺 り か ら 、 私

は、 何 だ か へ ン だ と 思 い 始 め た 。 人 聞 が 暮 ら す 場 と い う

こ と は 、 芝 居 の 舞 台 の よ う に は い か ぬ も の だ。 み か け は

悪 く て も 使 い 勝 手 の 良 い 道 具 も あ る 。 第 一 、 住 ん で い る

私自身、「ハイ、ポーズ」ときまましこんでいるわけではな

い。 シ ャ カ リ キ に な ってf動 い て い る こ と も あ れ ば 、 だ ら

し な く 呆 け て 坐 り こ ん で い る こ と も あ る 。住まいという

の は 、 そ う し た 割 り 切 れ ぬ こ と も 、 い い 加 減 な こ と も 、

清 濁 併 せ 呑 む 場 で な い と 困 る の だ。

収 納 を よ く 考 え た 納 戸 な ど も 、 こ の 頃 は ふ え て き た 。

押 入 れ 用 の 収 納 棚 も い ろ い ろ な も の が 出 揃 っている 。 そ

の 事 自 体 は 大 賛 成 な の だ け れ ど 、 ま た し て も 私 の 中 の 天

邪 鬼 が 口 を さ し は さ む 。「あんなに一分のすき間もないよ

う に 務 理 さ れ た 押 入 れ じ ゃ 、 ち ょ っ と 一 時 的 に 物 を は り

こ ん で お く な ん て こ と が で き な い ね。 子 供 が も ぐ り 込 む

す き 間 も な い の は ご め ん だ ね 」 も っ ともこの頃の子供は、

親 に 叱 ら れ で も 押 入 れ の ふ と ん の 中 で 泣 き 寝 入 り な ど し

な い の か も し れ な い が 、 そ ん な れ 、 ぃ 加 減 な 」 空 間 が あ

ってもいいと思う 。 台 所 が 効 率 悪 〈 広 く て 、 家 族 が そ こ

に 坐 り 込 み ジ ャ ガ イ モ の皮 な ど を む き な が ら い ろ ん なこ

と を 喋 る の も い い の で は な か ろ う か 。 そ れ に 玄 関 、 狭 い

の は 仕 方 が な い と し て 、 大 方 の 家 の 上 が り 程 の 低 さ は ど

うだろう 。 ちょ っ と し た 来 客 に 「 端 近 で す が … 」 と 座ぶ

とんを 出 し て か け て 貰 え る 高 さ で は な い 。勢 い * 本 格 的

に 。 上 が って 貰 う 客 で な い 1¥艮り、 ドアを半聞きにしての

立 ち 話 と な る 。 ちょ っ と し た つ き あ い が ギ ク シ ャ ク す る

の も そ の せ い か も し れ な い な ど と 考 え て し ま う 。

さ ら に 、 都 市 住 宅 の 多 く は 若 者 ( せ い ぜ い 働 き 盛 り ま

で ) 志 向 で は な い か と 思 う 。 狭 い 土 地 を よ り 有 効 に 使 う

に は 天 に 向 か つて延びるより仕方がないのだろうけど、

タ テ に 細 長 い ( 階 段 の 多 い ) 建 物 は 老 人 や 、 体 の 弱 い 人

に は 酷 な の で あ る 。 一生 、 そ う 住 み 替 え る わ け に も い か

な い 今 の 日 本 の 住 宅 亭 悩 を 考 え れ ば 、 住 ま い 手 の ラ イ フ

サ イ ク ル を ど う 組 み 込 む か も こ れ か ら の 課 題 だ と 思 う 。

戦 後 か ら 今 ま で 欧 米 型 住 居 の 方 向 へ と 、 作 り 手 も 住 ま い

手 も 憧 れ を こ め て 顔 を 向 け て き た き ら い は な か った だ ろ

うか 。 そ こ か ら 得 る も の も 少 な く は な か った け れ ど 、 今

一 度 、 日本の風土 、 日本の生活のありょうを住まいづく

り の 中 に 考 え 直 し て み る こ と も 大 切 だ と つ く づ く巧ーえる

のである 。

( h h  まさこ ｉ ｉ ｾ j ifj  ｩ ｩ［ｾ ， 論家Ｉ



随 想

設計者と住まい手の接点に立って
前 田 邦 江

あ る 福 祉 関 係 の 雑 誌 編 集 者 と 話 を し て い た と き の こ と

である 。 彼女は 2 歳 の 子 供 の 母 親 で 、 子 供 の 安 全 の た め

に は 現 在 住 ん で い る 住 宅 が い か に お 粗 末 で あ る か を 、 し

きりにぼやくのだった 。住 ま い は 高 層 マ ン シ ョ ン の 7 階

で 、 一 番 不 安 な の は 地 震 や 火 災 H寺の避難についてである 。

子供をかかえでの避難方法をあれこれ考えてみると、

危 険 な こ と ば か り で 傑 然 と し て し ま う と い う 。 ま た 遊 び

場 や 、 隣 人 関 係 の こ と を 考 え て み て も 、 気 持 ち は 滅 入 る

ばかり 。 経 済 本 位 に 建 て ら れ た マ ン シ ョ ン に は 遊 び 場 も

緑 も ほ と ん ど な い し 、 同 じ 棟 に 住 み な が ら 対 人 関 係 は 無

関 心 そ の も の で あ る 。 お 互 い が 我 慢 を し 合 って 耐 え な が

ら生活しているとい って も 過言 で な い ほ ど の 、 サ メ た 状

態で実に淋しいという 。

し か し こ う し た 住 み 手 側 を 無 視 し て 計 画 さ れ た 都 市 住

宅 は 、 現 在 で も ど ん ど ん 建 設 さ れ て い る 。 そ し て そ こ へ

住む人口も士曽える一方である 。 明るくモダンなインテリ

ア や 機 能 的 な 設 備 に ひ か れ て 入 居 し た も の の 、 し ば ら く

す る と 貼 っ た り 塗 っ た り の 住 宅 は 住 居 性 が 悪 く な り 、 文

化 生 活 が 持 つ 反 面 の 不 便 さ が苦 に な り 、 財 産価 値 へ の 心

配も出てきて、これでよいのだろうか一一一と疑問と不安

に さ い な ま さ れ る の で あ る 。 r一 体 住 ま い っ て 何 な ん だ

ろ う ? J と つ ぶ や い た 女 性 編 集 者 の 言 葉 が、ひど く心に

ひ っか か っ た 。

{ 主み手である側を代表した立場で、ユーザーへの住宅

講座を主宰し、自身でも住宅の設計を手がけている私は、

住 み 手 の 心 理 を 無 視 し て 作 ら れ る 住 宅 に は 大 変 反 発 を 感

じる 。 住 む 人 が 主 人 公 で あ る は ず の 住 宅 が 、 何 故 そ の 他

の 事 情 の た め に 、一 方 的 な や り 方 で 作 ら れ て い く の か が

無 念 で た ま ら な い。御 都 合 主 義 で 動 い て い く 社 会 の シ ス

テ ム が 是 正 さ れ な い か ぎ り 、 こ う し た 住 み 手 の 要 望 が 伝

わ ら な い 住 宅 が 作 ら れ 続 け て い く こ と だ ろ う 。

住 宅 の 設 計 を す る と き 、 私 達 は 住 み 手 の 生 活 の 仕 方 を

十分理解してとりかからなくてはいけなし、 。 自分の住み

方 を 相 手 に お し つ け る の で は な く 、 相 手 の 人 生 観 ゃ く ら

し 方 の 基 本 を コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を 交 わ し な が ら よ く 把

録 し て 、 そ の 上 で プ ラ ン や デ ザ イ ン を 考 え て い く こ と が

ギであろう 。 と こ ろ が 、 こ う し た 基 本 的 な 設 計 態 度 を

此 い て い る 設 計 者 は 大 変 少 な い の で は な い か と 思 う 。

多 く の す で に 住 宅 を 取 得 し た 人 達 か ら 、 い ろ い ろ な 報

告 を 受 け る 立 場 に あ る の で、よくわかるのである 。

大 き く 分 け て 、 つ ぎ の 二 つ の タ イ フ・に 属 す る 人 達 が 多

い よ う だ。 そ の 一 つ は 権 威 主 義 の も と に 設 計 者 の 好 み を

強 引 に 押 し つ け て い く タ イ プ。結 呆 的 に は 設 計 者 の 独 断

と 偏 見 を 押 し つ け て し ま う こ と に も な る 。住 宅 を モ ニ ュ

メ ン タ ル に 扱 っ て 、 住 み 手 の 日 常 的 な 生 活 の 平 和 を み だ

す よ う な 住 空 間 を つ く っ た り 、 デ ザ イ ン 本 位 に 扱 ったあ

げく雨漏りがとまらないよつな建物にしてしまうなどが、

その例といえる 。 二つ め は 、 住 み 手 で あ る 注 文 主 の 言 い

な り に な っ て 、 全 く 下 踏 と し て の ド ラ フ ト マ ン を つ と め

るタイプである 。素 人 の 思 い つ き で 進 め ら れ る プ ラ ン ほ

ど 始 末 に お え な い も の は な い 。 間取りの希望は生かすと

し て も 、 動 線 、 納 ま り 等 が 大 変 惑 〈 、 結 局 住 み は じ め て

か ら 文 句 が 出 て く る 。 設 計 者 は コ ン サ ル タ ン ト と し て の

プ ラ イ ド と 良 識 を 持 って 、 素 人 の 注 文 や 希 望 を 常 に 取 捨

選 択 し な が ら プ ラ ン を 進 め て い か な く て は い け な い 。全

面的な下請仕事は、無能振りを露見させるばかりでなく、

い つ ま で も 相 手 か ら う ら ま れ る こ と に な る 。現 在 、 住 宅

取 得 に 要 す る 費 用 は 大 変 な 額 で 、 家 づ く り は 、 ま さ に 一

生 一 大 の 大 事 業。 そ れ が 失 敗 作 と 判 明 し た と き に は 、 そ

の 怨 念 た る や 一 生 そ の 人 の 脳 裏 を 離 れ よ う と し な い の で

ある 。

設 計 者 は い ろ い ろ な 用 途 の 建 築 物 を 設 計 す る こ と に な

る が 、 そ の ど れ も に コ ン サ ル タ ン ト と は な り 得 な い も の

だ。 し か し 住 宅 に つ い て は ど の 設 計 者 も 本 来 コ ン サ ル タ

ン ト で あ る 。 な ぜ な ら 自 分 自 身 の 住 ま い を 持 ち 、 自 分 が

住 み 手 で あ る か ら だ。 その時点では、一般のユーザーと

全 く 同 じ 立 場 で あ る 。 に も か か わ ら ず 二 つ の タ イ プ が 多

し、グ〉は- ; な叱f な・グ〉カ、 。

そ れ は 、 住 宅 設 計 を 専 門 に し て い る 設 計 者 が 少 な い か

ら で あ る 。 た い て い は 片 手 間 に 住 宅 設 計 を 手 が け て い る

に す ぎ な い。 こ う し た 人 達 は 、 住 み 手 の 要 望 を 十 分 に と

り入れた設計をする能力に欠けている 。住 宅 の 設 計 は そ

れ ほ ど 簡 単 に で き る も の で は な い か ら で あ る 。

私 は 住 み 手 か ら 、 さ ま ざ ま な サ ゼ ッシ ョ ン を 受 け な が

ら、いつも住み手の1sIJ に 立 っ た 住 ま い 作 り を 考 え て い る 。

住 ま い に 謀 せ ら れ た さ ま ざ ま な 要 素 に 対 し て 、 い か に 処

理 を し た ら よ い か を た え ず 考 え て い る 。 そ の 上 で 設 計 者

の 側 に も 立 つ 。住 み 手 は 安 心 を し て 仕 事 を ま か せ て く れ

る。 そ の 信 頼 関 係 が 、 住 宅 づ く り に は 大 変 大 事 な こ と で

もある 。 い つ も い つ も 、 こ う し た 良 い 状 態 ば か り と は い

か な い が 、 時 間 を か け て 説 得 を す れ ば 、 気 持 ち は 必 ず 伝

わると{ 言じている 。( まえだ くにえ建築家 田住まいの笑技点座主宰)
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展開・新しい住まい方に応じた具体例一公的住宅の事例 1

ライフ・サイクル対応の可変住宅

ニュー・モテツレ高層リビングミアクセス・タ

佐 藤 方 俊

絶対的な住宅数の不足を背景とした量優先

の住宅供給が一応の目標を達成して、住宅建

設は今、充実の時代を迎えている 。 とりわけ

集合住宅は効率のよい住宅供給を主眼におい

てきたが、公団住宅も今では標準設計から個

別設計中心へと、崎より需要に即した住宅の建

設を目指している。ここ数年はタウン ・ハウ

ス、準接地型住宅、さらにはニュー ・モデル

中層、 K E P と新しい企画をまとめ、同時に

構法上も従来の R C造耐火不燃方式に加えて、

2" xど簡易耐火方式等を導入、一戸建ても含

めた幅広い展開をはかっている 。

なかでも高層住宅は、従来、高密度住宅の

代名詞として戸数を詰め込むための割りきっ

た設計でやむなしとされてきた面がある 。 日

常生活の場として高層住宅の抱える問題も多

〈、巨大なスケールのもつ非人間性がたびた

び非難の的となってきたことも事実である 。

しかしながら、とくに土地事情の困難な都

心部に重点をおいた今後の住宅供給を考える

とき、高密度化は避けられない条件である 。

高密即高層という単純な図式に断じきれるわ

けではないが、個々の住宅の性能は確保しな

がら、密度対応上の結果的形態として全体の

構成を考えることは可能でbある 。低・中 ・高

層といった区分の中での択一的発想、から出発

するのではなく、高層住宅も単なる骨格と見

なし、それ自体は耐久性の高い社会資本とし

ながら、住戸はその中に一つひとつ作り込ん

でいく。同時に住戸そのものには時間的対応

が可能なフレキシビリティをもたせる 。住棟

の全形に低 ・中 ・高はあ っても 、個々の住宅

に質的な差異はない、そうした考えを基本に

まとめたのが、以下に紹介する企画である 。

( i ) リビング・アクセス

住宅地の計画にあっては密度が全体像を決

基準階平面図
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共用廊下部分パース

定する鍵をにぎり、とりわけ高層住棟は住戸

のフロンテージ設定が重要になる 。 2 寝室型

住戸中心の時代から受照面に何室確保できる

かが全体の配置設計から一貫した基本姿勢で

あり、住戸性能の過半はそれによ って決定さ

れる 。従来の 3 寝室型以上の住戸平面計画で

は、共用階段室や玄関等の部分は裏側に追い

やられ、優先度の高い公室部分が主関口面側

にくる結果、主要な動線は寝室部分を通過し

て公室部分と結ぴつくことになる 。客を迎え

る玄関が陽の当たらない背面になり、同時に

寝室ゾーンのプライパシィを確保する点から

も好ましくない。玄関を公室側に設定したこ

のタイプでは、住戸内部がサービス・コアを

挟んで公・私室に明石穫に区分され、合理的な

空間構成をとる 。

(ii) 玄関前庭

玄関前には各戸専用の植栽スペースを設け

ている 。住まい手が自分で演出する場には、

各戸の個性が溢れ、通路に沿って単調に並ん

でいた従来の画一的な入口まわりを改善して、

おのおのの「住宅の顔J をつくるだろう 。

(i ii)生活感溢れる共用廊下

高密度対応、の南北軸配置とすることで住棟

は東西に等質な面をもつことになり、住戸入

口は一層ごとに反転される 。その結果、共用

廊下には二層スケールの解放感が生まれ、明

るさの点でも改善されよう 。陽光を受けて成

長する玄関まわりの緑が通路に溢れ、リビン

グ ・ルームから洩れてくる生活の雰囲気が、

ともすれば無駄な空間として見捨てられがち

だった共用スペースを生活の場として再生す

る。本来の「みちJ として和やかな近隣関係

を演出するはずである 。そのためにも住戸の

連続を小さな単位で分節させたい。 また、居

住者の眼がとどかない従来の共用廊下と比較

すれば安全性の点でも改善され、共用部分に

面して設けられた開口部はパンタリズム ( 蛮



ロ生活感量かな通路 一 一 一 一 一 - ， 凶 日 ニ

陽光いっぱいの共用通路は二府分的吹抜 ，11トけ 1

け. 玄関前には緑が溢れ、明るさいっぱ f  

いのスペース. 各住戸町窓からはリピン i  

グルームの雰囲気が溢れ、生活感盟かな i  

コミュニケインヨンの場に〆 i  

ロ畳のある公室 一一一ー一一一ー

広いリビングルーム、畳般きに矩憾のス

ペースが加わってゆとリと〈つろぎ町生

活カ，I  

共用

I r了

ロ高層住棟奇ヒューマンスケールに/ 一 一 一 一 一 一

二府単位向ファサードが巨大主ポ 1) ュー

ムを縦しみやすく r

o  2. 0 

・・・・.......，..

1. 0  

④ 

5.0  

行) を防止するストリート ・ウォッチャーの

役も果たすだろう。

(ル)フレキシブルな空間

公室 ・私室部分はともに自由度の高い大空

間。ライフ ・サ イクルにあわせて部屋数や間

取りを変えられるフレキシビリティが住戸の

機能的寿命を無限にする。部品化住宅として

の対応も可能な寸法ルールに基づいて設計し

ている。

(v )広がりのあるリビング・スペース

公室部分は広さにゆとりをもたせ、家族の

団らんの場として、また接容の場として十分

なスペースを確保している。公室部分に設定

した第 4 室は、冬には矩燈をしつらえて、住

まい方としてはむしろリビング ・ルームの和

風コーナーと言える。洋式化が進んでも日本

人の生活様式から畳が姿を消すことはあるま

い。客用の寝室としても考えている。

(-.1)フアサードをヒューマンに

洗濯物 ・蒲団干しをはじめとして私的領域

が溢れていた従来の住棟外形に、さらに 1 枚

のスクリーンをかけて美観上の混乱を整理す

る。同時に、アクセス形式上の特徴を利用し

た二層単位のファサード構成が、ともすれば

15 ，320 

Ｍ］ＭｾｾｲＮ 体 一一←一一一 ロリビングアクセス

玄関を入るとすぐにリビングルーム. 明

るい陥の当たる玄関かゐお答織を、迎え

ることカeで7きる.

一- - . 一一一一ー ロ前庭

玄関前に専用円前庭. 入居者の個性溢れ

る入口まわりが住宅の孤をつ〈る.

偶 数 階

奇数階

遮

喝
。

急
、

で
活生ずせ

削

に

t

=

r

A

部

を

内

宜

H

L

能

的

向

性

階

的

音

下

能

遮

・

住

ロ

上

宜

H

a

a

4

 

恒

陸

一

住戸平面図・断面図

巨大化しやすい住棟スケールを親しみやすい

ものにしている。外的環境要因を考えてファ

サードを作り込むことも都市住宅として必須

で与ある。

(-.1i)構造計画

基本的には中紙面で水平耐力を負担する四

構面架構である。桁行方向の耐力壁を市松状

に配置することで梁下内法高きは 2，l OOmmを

確保している。外構面は桁行方向に耐力壁を

設けず、梁も偏平形にして関口部を広くとっ

ている。この部分の柱は軸カのみを負担する

ことになる。左右に対称な 2 枚の大型スラブ

は約42m' 、オムニヤ P C板を用いたポイド ・

スラプ構法を採用することによって小梁なし

のスペースを可能にしている。同時に、床遮

音性能も学会基準一級を確保しており、上階

住戸の足音等はほとんど気にならない。

(-.1ii )設備計画

入居後のメンテナンスを容易にするため、

中構面問スラプは 150mm下げて浴室も含めた

全排水をスラプ上で処理している。洗面部分

と脱衣室を分離して来客時にも入浴に支障を

来たさない平面計画にするとともに、浴室等

の各部寸法も一回り大きくしている。

まとめ

設計者にとって「住宅」とは、常に古くて

新しい課題であるように思われる。年々向上

する質的要求に呼応して住宅設計の展開は一

見華やかであるが、生活自体は短兵急に変化

するものでもなく、長い年月の中で培ってき

た生活様式を受け継いで多分に保守的な性格

を有していると考える。

われわれが設計してきた公団住宅を例にと

れば、ここ数年の質的向上、とりわけ面積の

増大は著しいものがある。同時に、生活全般

の洋風化と歩みを同じくして、住宅に占める

和室の比率が目立って低くなっている。台所

流しのステンレス化、水洗トイレの導入等、

発足以来、日本人の生活様式の近代化に果た

してきた役割は今や完全に一般化しているが、

食寝分離を骨子としたかつての 2 D K スタイ

ルから見れば大きく様変わりの感がある。畳

の多機能性を考えると、面積狭小の中でみの和

室化は当然ながら、洋風化の進む中で、短燥

を囲んでの団らんをはじめとした畳座の生活

様式をいかに位置づ、けるかは、今後に残され

た課題である。

( さとう まさとし 日本住宅公団建築部設計計画課)
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展開・新しい住まい方に応じた具体例一公的住宅の事例 2

公社分譲住宅の多様化

吉 内 幸 子

写真 1 赤坂台コモンスベース

多様化と住まい方

昭和49年から 50年にかけての住宅の建設が

停滞した時期を脱して、昭和51年からの回復

期より、共同住宅を中心にしてプランの多様

化に取りくんできた 。同ーの棟に集合してい

ても、当然、廊下等の共用部分、柱 ・壁等の

構造部分、設備の配管施設等の計画に当た っ

て、住戸の形は一定の枠に納まらなければな

らないが、住戸のプランが同じであるはずは

ない。すなわち 、共同住宅を建てるというこ

とにかわって、住まいを建てるという抱え方

を持ち得た。しかし計画敷地の住戸宮、度をで

きるだけ上げることは、住宅の型式を問わず

計画の課題であり、一定の敷地の規模以上で

あると、住戸の間口をセーブすることが、住

戸密度を上げる有効な方法である。私達は、

住まいを建てるということを言いきかせなが

ら、住戸の関口をできるだけセーブして、住

戸型式、住戸規模、住戸プランについて、バ

リエーションを揃えるのにそれほど時間はか

からなかった。住戸型式については、従来よ

りのフラ ッ トタイプに新たにメ ゾネットタイ

プを加え、規模については、 65m・- 9 5 m' (ネ

ット) で 、プランについてはお のおのの住戸

型式別 ・規模別にバリエーションがある 。 こ

れらの多様型プランは、住まい手によって選

択され、新たな住まいの様式により十分住ま

いこなされていることが昭和55年に行った住

まい方調査から伺えたので、多様型プランと

ともに、一部住まい方をご紹介する。

・95型 A タイプー→洋室(1) と(2) が子供室、洋

室(3) が家事室もしくは書斎、和室 8 帖が夫婦

寝室、和室 6 帖が居間、の住まい方が比較的

多い 。

・95型 B タイプー→洋室(1) と(2) の子供室と、

64 挫築と社会/ 1981年 7 月号

居間については住まい方は安定しているが、

和室 6 帖が家事室もしくは書斎で、和室 8 帖

が夫婦寝室の住まい方と、また、和室 6 帖が

夫婦寝室で和室 8 帖を応接聞の住まい方、と

に分かれている。

・77型 B タイプー→洋室( 1)と (2) が子供室 、和

室 8 帖が夫婦寝室、和室 6 1貼が居聞の住まい

方が多いが、和室 6 帖を夫婦寝室にして和室

8 帖を応接室にしている住まい方も見られる。

また和室 8 帖を夫婦寝室にしている場合に、

洋室(1) もしくは (2) を応接室ということもある 。

・77型 C タイプー→比較的若い世帯に人気が.

あり、洋室( 1 ) と和室 6 帖が子供室、和室 8 帖

が夫婦寝室、洋室(3) が居間となっている 。

この調査から、お のおのの住まいの様式が

伺えたが、これからの課題は、家族の成長等

による住まい方の変化に、住戸がどこまで対

応してゆけるかということに集約されるだろ

うと恩われる 。

山田西タウンハウスと赤坂台タウンハウス

しかし、これまでのような固定した住糠の

中での多様型プランについては、 何か物足り

なさがふつふつとし、改めて多様化とは何だ

ろうかと問い返すピントのぽけた状態にあっ

た。 しかし従来の画一的なパターンが変えら

れる基盤は出来上がっていたのである 。

そこで、住戸の集合のあり方を把え直して

みようということになった。ちょうど、昭和

53年度中層住宅の予定団地の中から山田西-

A 団地と赤坂台 - 8 団地が選ばれてホ新しい

共同住宅の模索" が課題として与えられた 。

山田西- A団地が立地する山田西地区は、千

里ニュータウンに隣接して、公社が開発した

34haの地区て¥この地区のほぼ中心に、商業

95型 MODE L A・T Y PE 5  DK  2  F - 5  F  

専 有 面 積

パ l レ コ ニ 一 面 積

合 計 面 積

95型 MODE L B・T Y PE 4 しo K  2  F - 5  F  

専 有 面 積

パ j レ コ ニ 一 面 積

合 計 面 積

77型 MODE L B・T Y PE 4  DK  2  F - 5  F  

専 有 面 級

バ ル コ ニ 一 面 積

バ ル コ ニ 一 物 入 面 積

合 計 酒 税

77型 MODE L C・T Y PE 4  DK  2  F - 5  F  

専 有 面 積

バ ル コ ニ 一 面 積

パノレコニ一物入商桜

合 計 面 積



山 田 西 タ ウ ン ハ ウ ス ( 山悶西- A 図 刷 所 在地 / 吹 田 市 山 田 西 2 丁目 18番

- プランー 1 B  1  T Y P E  < 上階> 4  D  K  

専有面積/ 92. 14m'  

テラス / 17. 07

B  T Y P E  <下F皆> 5  D  K  

専有爾積/ 117. 5m' バルコニー / 4. 74

専用庭/ 13 .20- 17. 19

写真 2 山田西 コモンスベース

- プラン- 2 D T Y P E <下階> 4  D  K  

計画概要

地 域 地 区 一 第 2 種住居専用地域・第 2 極高度地区

敷 地 面 積 - 9763 .64m'  ( 全敷地共有)

構 造 ・ 戸 数 - R C造、 4 層 2 戸 ・3 層 2 戸、 13練84戸

住 戸 函 積 87. 81- 93. 43 ( m' / 戸・ N E T )  

容積 ・建蔽率 - 82. 53% (容積率) 、 34. 99% ( 建蔽率)

駐 車 率 一100% ( 一部専用庭に各戸駐車)

専用庭の規模 - 9. 95- 76. 19 ( 耐/ 戸)

価 格 ー2，787万/ 戸 ( 住戸面積- 87. 81m' ・専用庭 - 9. 95m' )

3，558万/ 戸( 住戸商積一 117 .55m' ・専用庭ー 16. 90m')

募集 ・入居時期一昭和55年 12月 (募集 ) ・56年 3 月( 入居)

- プラン- 2 D  1  T Y P E  < 上階> 4  D  K  

専 有 面 積 / 100. 54m'

バルコニー / 3. 42 

専 有 面 積/ 91. 35m'  

バルコニー / 2.85

テ ラ ス / 10. 16
専 用 庭/ 17. 23- 31. 61 妻側タイプ
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赤 坂 台 タ ウ ン ハ ウ ス ( 赤坂台ー B 団地) 所 在地/ 堺市赤坂台 6 丁 14番

計画概要

地域地区一第 2 種住居専用地域・第 2 種高度地区

敷地面積一15321 .04m'( 全敷地共有)

構造・戸数- R C 造、 3 層 2 戸、 12棟 114戸

住戸面積 - 89. 88- 108. 37( m' /戸 ・NE T )

容積・建蔽率一77 .77%( 容積率) 、 32. 52%( 建蔽率)

駐 車 率 一100%( 一部住戸内各戸駐車)

専用庭の規模ー24- 39( m' / 戸)

価 格 ー2，478万/ 戸( 住戸面積90.77m' 田テラス 10.49耐)

3，253万/ 戸( 住戸面積107.  29m' . 専用庭35m' )

募集・入居時期一昭和55年12月( 募集) ・56年 3 月( 入居)

- プランー 1 N  B  T Y P E  下 階/ 4 D K 上 階/ 4 D K +納戸+ 便所

. プラン- 2 5 B  T Y P E  下 階/ 4 D K 上 階 / 4 D K
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施設 ・医療施設・小学校がある。山田西- A

団地は、この地区の一番西側の高台に位置し

ているので、北側に、万博公園のシンボルタ

ワーが見える。赤坂台- 8 団地は泉北ニュー

タウン ・光明池地区の赤坂台近隣センターに、

緑道を挟んで、隣接し、公社分譲住宅、戸建て

住宅、緑道に固まれた、静かな住宅地である。

両団地とも、従来の公社分譲住宅のイメージ

を変えるのに適した敷地であった。

計画に当たっては、①接地型住宅 ・戸建て

住宅の住みやすさが、共同住宅にどこまで取

り込めるか、②オープンスペースがより日常

的であるにはどうあるべきか、③中層住宅に

比べて、住戸密度の低下がどこで止まるか、

が主なテーマであった 。

具体的には、住戸 ・住棟計画では、①住戸

の玄関および住戸への歩路もしくは階段を 、

住戸の、顔。であって、その、顔。でもって付き

合いをするという場づくりとして設計する、

②各戸の専用庭もしくは、専用庭に替わるテ

ラスを設置する、ということであった。

配置計画では、①20戸程度のクソレーフ・単位

でコモンスペースを計画する。このコモンス

ペースは、修素地であり、子供の遊び場であ

り、そして隣 ・向かいの家の人と立ち話をす

る場づくりとして設計する、②住戸のプライ

パシーを守りながらオープンスペースはより

日常的な位置、すなわち住戸の出入口附近に

配置する、③駐車スペースは、動線計画上の

歩路の安全性の確保と、歩路とオープンスペ

ースが一体となる計画から、集中駐車方式を

原則とし、駐車していないときはオープンス

ペースになるように配置する、などであった。

これ らの計画全体について 、日常的であり

得るには、どのような場づくりが必要なのか

ということが焦点であった 。たとえば、住戸

玄関のまわり( 写真 3 参照) 、また住棟まわり

( 写真 1 、 2 参照) の場が、どれほど日常生

活の場として洛ち若いてゆくだろうか、今後

生活を見てゆく中て¥明らかになるはずであ

る。

おわりに

タウンハウスもすでに竣工し、{ 主み手を持

っているのだが、やはり日常的な生活の場づ

くりにはまだ不透明なスク リーンがあるのは

隠せない。 多様性すなわち日常性をさらに推

し進めるのには、住民参加方式による住宅づ

くりは避けられない、現時の課題である 。 こ

こを通過することによ って、今後の都市の中

の住宅を考える手がかりが得られるのではな

いかと思っている 。

( よしうち さちこ 大阪府住宅供給公社建設第一課)



化槽から単独排水管埋設工事、放流先水利組

合の同意取得という開発条件が当たり前のょ

っにはびこっている 。民間事業で公共下水道

盤備工事に協力するという例はまれである。

しかしこのような姿で正常な都市文化を形

成できるものであろうか。公共下水道に限ら

ず、道路、自然保護、交通アクセス等公共事

業と民間事業の協力による都市計画事業が今

ほど重要な時期はない。

ロ) 集合住宅と住まいの水準について

仮住まいマンション 、永住希望は入居者の

2 割、関心の薄い管理。 と建設省による意識

調査報告が語っているという 。都市住宅が現

代住宅の姿であり、限定された地域で高層化、

集合化する姿を直視すれば、永住を基本とす

る集合住宅を提供するために供給者側の責任

は重大でhある 。設計上の対応策と竣工後の設

計者によるフォローという両面での解決策が

必要であろう 。

昨年の後半の時期に販売率の良 い物件につ

いて、居間、食堂等の公室の設計に焦点を当

てた統計資料をグラフに表すと 図 1 、図 2 の

ようにな った。バルコニーに面した広い居間

が意図されており 、勝入者が何をも って広い

住まいとするか性能評価の基準が示されてい

るように思う 。昔のえん側、座敷に相当する

ものと考えることもできる 。

仮住まいから永住へ、住まいの性能評価が

そのリード役をはたす時代がくるかも知れな

展開・新しい住まい方に応じた具体伊ト一 民間供給住宅の事例

都市型高層集合住宅の新しい

設計理論とその具体策

ハ) 設計者の業務と住まいの水準について

去る 6 月 1 日より、「工事長理法令事務所」

が関係者の多大の努力により大阪府下で制度

化され、発足した 。

る反面で、西欧の住環境の改善による都市周

辺の自然環境の豊かさに対比してわが国は逆

に住宅建設が自然破壊になっているとの指摘

がある 。宅地不足の実状は、都市機能の充実

という公共事業の及ぶ範囲が地方都市も含め

てごく一部に限られていること、限られた地

域で都市機能の恩恵を享受できることが現代

住宅の必須条件であることに見出されると思

つ。

宅地不足を、公共都市施設の整備がついて

いけない現象の現れと見れば、都市機能が盤

備された地域で住宅は、高層化、集合化する 。

1 /4世紀を経た古い団地の高層化、建て替え

を行うとの記事が最近出ていたが、今後の都

市形成の方向を示すものと思う 。

下水道工事を例にと っても、民間デベロ ツ

パーによる開発事業、マ ンション事業では浄

福嶋孝之/ 小材雄英/ 中馬博良/ 竹内徹

( 長谷川工務底大阪支社技術本部)

これからの都市住宅はますます高層化の方

向に向かうであろう 。高層集合住宅の住まい

の水準をどのようにレベルア ップしていくか、

これが筆者ら設計にたずさわるものの課題で

ある 。

建設省では委託研究の成果として、ビルデ

イングレター ' 78- 8 にシステム住宅の性能評

定 ・表示システムを公表し、さらに中高層共

同住宅性能等表示システムの検討も行われて

いるようである。住宅性能表示システムの意

義として「住まいの水準のレベルア ップをは

かり、欠陥を防止する 。住宅の評価要因の一

部を標準化するとともに何らかの形でそのレ
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・

ベルの目安が示されることにより、たとえば

x . LD Kて'x が大きいことが住まいの広さを表

すという考えや、過度の宣伝に対する冷静で

客観的な判断を誘導することができる 。この

ようなシステムの 中である種のチェ ックがな

されるということが、結果的に住宅やその供

給者のレベルを上げることにつながる 。……」

という点が示されている 。

都市住宅特集号という機会をとらえて、わ

れわれなりに都市型高層集合住宅の住まいの

性能について評価を 試みた 。住まいの水準を

左右するものとして 、イ) 都市機能の充実と

共有ゾーン、コミュニティーゾーンの充実、

ロ) 専有内部の住まいの水準のレベルア ップ、

ハ) 設計者の設計業務、工事監理業務に対す

る意識のレベルア ップ、があげられると思う 。

上記 3 項目に対して筆者なりに問題の提起

を行い、各項目ごとに具体例と具体策を展開

させてみた 。読者の温かいご批判をいただけ

れば幸いである 。

イ) 都市機能と住まいの水準について
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設計者の質の向上という足元の見直しが、

あらゆる設計活動と同様、住まいの水準のレ

ベルアップに役立つことも否めない。同時に

建設省告示1206号の意図するように、設計者

が自らの業務に対する正当な報酬を堂々と請

求することにより設計活動の地位の向上を目

指すことが必要で、ある。設計者にとって図面

に描くだけでなく、実際に描いた事柄か施工

されたかどうか確認してはじめて設計業務が

完了する。さらには、建物の竣工後も設計通

りの耐久性 ・品質等が保たれているかどっか

確認する業務も含まれると考えることもでき

る。

3 年ごとに建築基準法第12条による調査報

告が都市型集合住宅に義務付けられており、

その適正な運用が高層集合住宅の品質管理、

ひいては入居者に管理に対する関心を高めさ

せる結果をもたらすと考えられる 。

その意味で設計図書、工事監理報告書を保

管する設計者がその任に当たり、適切な助言

を行うことが必要な時期にきているのではな

し、 fごろっカミ。 (ふ〈 しま たかゆ き)

都市機能の充実と共有スペースの

I 充実〈主としてコミュニティース

ベースの水準〉

従来一定の水準を保っていた戸建て住宅群

も、ここ数年の間に外的な諸条件により高密

度化していく傾向にあり、住環境の質の低下

が予測される 。

人々が市街地で一定の密度で、一定の水準

を保ち快適な生活を営むには、集合化、高層

必要がある 。

この集積された共有空間とはエントランス、

集会室、共用廊下、ゴミ収集施設、駐車施設、

給排水並びに電気設備、管理施設 ( 管理事務

所、清掃入室) 、公園、プレイロ ッ ト等であ

る。これらは共同で管理することができるた

め、性能の良い設備機器、充実したスペース

を経済的に維持することができる 。そして居

住者と周辺住民との接点の場である公園、プ

レイロ ット、集会室等の充実が周辺の環境、

文化の向上に貢献する 。

各共同住宅の立地等により差異はあるが、

土地利用上の配慮と技術的配慮が、共有部分

の水準を決定させる指針となる 。土地利用上

の配慮とは、エントランスの位置、歩車道の

分離、周辺住宅を考慮した緑化、空地の位置、

日照等である 。技術的配慮とはエレベーター

の台数算定および位置、集会室の規模、共用

廊下および階段等の騒音対策、空地の緑地率

等である 。

共有空間の中のコミュニティ空間について

述べると、居住者および周辺住民の接点とな

る重要なスペースであり、これには公園、プ

レイロ ッ ト、集会室等があり、なかでも公関、

プレイロ ッ トは集合住宅の特徴であるところ

の有効な公開共有空間である 。居住者の遊び

場、コミュニティの場であるとともに周辺住

民との接点でもあるので、各行政庁の指導と

ともに一定の水準を定める必要があり、また

設置場所についても十分な配慮をしなければ

ならない。つぎに集会室は、居住者が多目的

に使用する場であり、雨天時の遊び場として

化が必然的となる 。そこで、地域性等を加味 も有効に利用できる施設であることが望まし

しながら適正な住戸面積と適正な外部空間と

を確保しなければならない。こうしてできた

集合住宅を、戸建て住宅同様、将来にわたり

永住する住居にするためには、専有部分はも

とより共有部分においても性能基準を定め、

一定水準以上に保つことが必要となる 。同時

に従来の戸建て住宅群での住民聞のコミュニ

ティを消滅させることなく集合住宅において

もっくりだせる配慮、も必要だといえる 。そし

て周辺住民との交流も円滑に行えてはじめて

地域とひとつになれるのである 。そして計画

された公園、緑地など公開共有空間の設置に

より周辺住環境の改善の- Jl jJ となり、都市文

化も形成されてゆく 。

集合住宅は、上下左右に住戸を集合させ、

共同の空間施設を持つため、経済的で‘あり、

い。集合住宅の規模により集会室の面積、設

備、器具 を設定し十分に活用できる施設でな

いと、居住者全体のコミュニティが円滑にい

かなくなる恐れがある 。 また公園などと同様、

周辺住民と の交流の場として利用しやすい位

置に設けることも、重要な 設計基準の項目で

ある 。

エン トランスホールは居住空間と外部空間

の接点ており、集合住宅の顔ともいえる重要

な空間である 。案内板 ・掲示板 ・管理事務所

があり、集合住宅の機能が円滑に働くための

情報交換の場であり、単に通路として扱われ

ている場合 もあるが、できることなら小ロビ

ー的要素のある空間を確保したい。

このように共有スペースを計画するにあた

り、一定の水準を定め、有効な共有空間を設

共有施設を充実することができる特徴をもっ。 けることにより、周辺環境の保全 ・向上のた

この特徴を十分に認識し、居住施設として最 めの一助となれば、中高層都市住宅が将来に

も重視されている①安全、 ②健康、 ③利便(効 わたり市街地における住空間、住生活の主流

1I 専有内部の住まいの水準のレベル

アップ

昨今の中高層都市住宅の動向は、各種調査

機関やマスコミにおいて発表されているごと

く、一時的には社会情勢による需要供給のバ

ランス差はあるにしても、着実に都市機能に

密着して上昇していることは明らかである 。

中高層都市住宅が従来からある一戸建て住宅

と対比して単なる一時的な居住形態であり、

生活空間であると考えることは今や当たらな

い。すなわち、都市における中高層住宅の持

つ存在価値と魅力とが、いろいろな面から社

会に定着し、それを社会生活の中で認めてい

ることは論をまたない。適正な質を持ち、社

会のニーズと評価に耐えられる中高層都市住

宅は、現在では住宅の主流であり、今後もそ

の需要は着実に上昇していくと考えられる 。

今や都市住宅としての中高層共同住宅は新し

い住生活に密着し、その生活空間の水準も内

部空間、外部空間を合わせて一定の水準に達

していることをまず確認しておくべきである 。

そこで都市住宅の住空間が現在どういう水

準にあり、現在の社会の需要と供給の中にお

いて今後どうある べ きかを、最近の弊社のア

ンケート、および55年末より 56年初めにかけ

て近畿圏にて入居希望者に好評であ った10数

物件のマ ンショ ンの住空間の水準と傾向、ま

た弊社開発による標準設計コ ンパスシリー ズ

の位置づけ等を対比しなが ら、建設省住宅評

価システムと照合し 、生活空間として現況の

問題点、現状認識を行いたい。

*  

建設省住宅評価システムにおける住宅平面の

機能性評価法の概要と実際例との対比

(  1  ) 住宅平面の機能性評価法の概要

建設省住宅評価システムと実施例との対応

を考えるに当たり、 (1) 居住性に関する性能、

(2)安全性に関する性能、 (3) 耐久性に関する性

能、と大きく 3 つの分類に分けることができ

るが、とくに生活空間を中心に考えた場合、

(1) の居住性に関する評価となる「住宅平面の

機能性評価」によることが量的に評価可能な

ものとして指標化されているため、今回はこ

れの概要を説明し、これによ って前述の実施

物件を比較検討する 。

まずこの評価方法、基準を説明すると、つ

ぎのごとくである 。評価基準は、 5 段階評価

( A  + ， A 、B 、C 、c - ) と3 段階評価 ( A 、

B 、c ) とに分けて指標化されている。この

一般的水準は、以下のとおりてある 。

率) 、 ④ 快適の 4 つの条件を満足させ、集積 をなすことができるであろう 。 c - : 現時点て明らかに著しく劣ると考えられ

された共有空間を一定水準に保ち向上させる ( た け う ち と お る ) る水準。
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c : 在来の公共住宅程度で、現在ではいく分

低い水準。

B : 現在の日本の住宅の標準と考えられる水

準。

A : 今後の一般住宅の目標として、ほぽ満足

できる 。

A + : ゆとりのある望ましい水準。

以上を指標として生活空間( 専用内部空間 )

の諸室の評価を行っている。全体では大きく

分けて、 (1) 住戸規模の評価指標 ( 5段階) 、

(2) 公室 ( D K 、 L D K等) の評価指標 ( 5段

表 1 • 3  公室各室の最低規模

ｾ＠ 面将l m' 短 辺 寸 法 m イ結 考

D  5  2. 0 

D K  8  2. 5 
公室部す分を 5 m' と

見な

L  9  2. 5 

L D  13  2.5  

L D K  
16 2. 5 

公室部分を 12耐と

見なす。

K  5  

表 1 • 4  和室の場合

A  B  C  

主寝室 12以上 10  - 12未満 8.0 - 10 未満

副寝室 10以上 8. 3- 10未満 6. 5- 8. 5未満

報i寝室 5  - 6. 5 未満

表 1 • 5  洋室の場4
同

A  B  C  

主寝室 14以上 12 - 14未満 10 - 12未満

冨IJ寝室 12以上 10 - 12未満 8  - 10未満

初i寝室 6 - 8 未満

表1 . 6  台所面積の評価指標

A  I  B  C  

8 以 上 6 - 8 未満 5 - 6 未満

| A  I  B  I  c 寸

|  7  以 上 I  5 - 7 未満 |  い 5 未満 |  

富

市
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一

一
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表

一
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一

C  

2 - 3 未満

階) 、 (3): 私室 ( 主寝室、副寝室、補寝室) の

評 価 指 標 ( 3 段階) 、以下 3 段階評価指標と

して、 (4) 台所、 (5) サニタリ一、 (6) 収納、の 6

項目としている。なお私室については和室の

場合と洋室の場合に分けて考えている 。

(l ) f . : i ミ戸規模の評価指標

c- :一般住宅として明らかに狭小な住宅で、

標準的な住み方では 1 L D K または 2 D K

の規模。

準に含まれ評価されるか、また現在の一般的

中高層都市住宅はグレード的にはどこに包含

されるものか、また弊社開発の標準設計( コ

ンパスシリーズ) がどの基準に達しているか

を、合わせて検討。現在の都市住宅の一面と

特色を問題提起しながら進めていきたい。

(1) 実例 13物件の相対的傾向と性能評価との関

係

今回調査対象の 13件の都市住宅は、最近販

c : 在来の公共住宅の水準、 2 L D K または 売された集合住宅の中では平面的、地域的、

3 D K に対応。住生活水準の向上等により、 分譲金額等を総合的に検討すると、総じてグ

現在では狭小と判断される 。 レードの割合高いことがいえる。一住戸の面

B : 日本の住居水準としてほぽ標準。 3 L D 積規模においても、一般の大多数の購入希望

K に対応。 者層の購入資金から考えると、かなりの現実

m'  

A: 今後の一般住宅として望ましい 4 L D K

に対応。

A + : ゆとりのある規模の水準。

(2) 公室面積の評価指標

c - : 食事室としては使えるが、団 らん等は寝

室と共用。

C  食事室としてはゆとりがあるが、団らん

等には狭〈、それらの場合は寝室と共用。

B  食事だけでなく、団らんや接客等の場が

確保。

と離れた購入金額となる 。すなわち一住戸の

専用面積の平均は 7 5 . 7 m' ( 22. 8坪) であり、

分譲単価平均107万円/坪で検討すると一住戸

の分譲金額は 2 ，400万円代となり 、現状では

これ以上の金額とな っている 。

13物件 ( 弊社フ・ロジェクトを含む) の平面

プランの傾向としては、以下のものがあげら

れる 。

a )  L が直接外気またはノ〈ノレコニーに面して

いること 。

A : 食事と団らん等が互いに分節しうる空間。 b) L 、D 、K の諸室がおのおの独立、 または

A  +  : かなりのゆとりある、質の高い公室が可 一応の区画が可能となってい るプラ ン。

能。 c ) 建設省の評価基準の各項目に対して項目

(3) 私室( 寝室) 面積の評価指標 対比が比較的可能なプラン 。

私室は主寝室、副寝室、補寝室に分類され、 d ) 片側開放廊下型式だけでなく、スキ ップ

以下の基準で考えられる 。洋室 と和室とは広 フロア一等、多種のブロ ック形態をもってい

さの基準が異なる。

主寝室 : 住戸内で最大の寝室で、一般的に夫

M 婦寝室となることが予想され、最低 1 0 m'以

上。

副寝室 主、補寝室以外の寝室。

補寝室 . 他に 寝室があることを前提とした補

室。子供室。 上記寝室の面積基準は表 1 に

よる 。

川 (4) 台所、サニタ リ一、収納について のおのお

のの評価指標

る。

e  ) 全体的には、現在の都市共同住宅のグレ

ードとしては常識的に考えて一住戸規模とし

ては多分に高グレードに含まれると思われる

フラン 。

上記 5 項目は、われわれ標準設計を行い購

入希望者層の一番層の厚いレベルを対象にし

ている側から見た一般的見解であるが、この

13物件の居住性、機能性に関する性能を、前

述の住宅評価システムと対比し、整理すると

表 1 によ ってA 、B 、C ランクに分けられ 表 2 のごとくなる。

る。 以上のことく、われわれ企画、設計する立

以上の「住宅平面の機能性評価J を基準に、 場から見て入居対象者層を考えながら分析す

つぎの項において、居住性を主体に実際と対

比しな がら検討を進めていく 表 2 平面の機能性評価指標例

(  2  ) 生活空間( 平面計画) の機能性の実例

と分析

前項で述べた建設省住宅評価システムを利

用して、昨年末より本年初めにかけて販売さ

れたマンションおよび公共住宅のうち、即日

完売または販売月内に 9 0 %以上の販売率の良

1- 居 … ー の 機

能性に関する性能評価の検討を試みてみた 。

実例 13物件の設計がこのシステムのどの基

住宅規模 75. 03m'  5 段階評価 B  

公室規模 17. 17m'  5  IJ B  

主 寝 室 ( 和室) 9. 80m'  3  IJ IJ C  

H  ( 洋室) 14. 10m'  3  IJ IJ A  

盲IJ 寝室( 和室) 9 .40 m'  3  IJ 

"  
B  

11 ( 洋室) 9. 30m'  3  11 M C  

台 所 4.70m'  3  11 11 C 以下

サニタリー 5. 80m'  3  11 11 B  

収 納 4. 70m'  3  11 11 B  

69 



ると、一般的には住戸面積を主として見た場

合、かなり高いグレードと思われる。これが

評価基準の中で見ると、 3 段階評価の主寝室

( 洋室) 面積が、かろうじて A 評価に入った

にすぎず、他は一般的評価の範囲内であり、

C 評価の室も含まれている 。これらを総合的

に考えるに、現状の性能評価基準である 5 段

階の B 評価が経済性等を考え合わせ、現在の

都市住宅においてはハイグレード、またはあ

る一定レベルのグレードを保 った面積と考え

られ、 3 段階評価にても、 B 評価の上位がハ

イグレードと考えて問題はあるまい。

結論的に述べると、建設省の基準における

評価は、今後良質でー住生活を満足させるため

の方向づけおよび理想への指針であるともと

れ、 A または A+の満足できるグレードの都市

住宅には、一般大多数の購入者層にとっては

現実的には資金的な面、経済性の問題から見

ても解決することがむずかしい問題を残して

いる 。 しかし都市住宅を設計推進していくた

めには、この指標に準じて、よりグレードの

高い都市住宅を建設することは、言うまでも

なくわれわれの責任である 。

(2) 弊社標準設計の水準と位置づけ

前項にて、最近例13件の傾向と現状を分析

したが、弊社は工業化工法、総合生産システ

ムを発展させながら 10数年来標準設計を進め

てきた。ここで、現在弊社の主流である標準

設計 ( コンパスシリーズという ) が、建設省

性能評価基準上でどのランクに位置づけされ

るかを、前述した割合ハイグレードである 13

物件の平均数値と比較してみた。

とくに弊社の最近開発した NL - 8 0 8を比較

してみたが、これの概要を説明すると、基準

サニタリースペース ( 配管スペースを含む)

を4 種類に設定し、いかなる標準住戸ユニ ッ

トが変更しようとも、これを一定にし住空間

を可変可能にするという思想のもとに、一住

戸の間口と奥行き寸法の変化によ ってグレー

ドに対応しようとする方法をと っている 。一

般的には、その分譲時点てoのニーズに答える

ものということで、立地条件、分譲コスト、

入居対象者層等によ って住戸規模やグレード

の選択がなされるわけである 。

そこで今回、弊社の一般的標準設計で基本

となる l l mX 5 . 6mユニ ッ ト (61. 6 m') と12m

X5. 8m ( 69. 6m') とを性能評価基準と対比し

検討してみた 。前項での13物件の平均住戸規

模よりおのおの有効面積が少ない部分は、公

室面積の規模において差が出ることになる 。

また寝室は主寝室を和室としているために他

の平均よりハイグレードとな っている 。洋室

は副、補寝室としており、補寝室のグレード

が高いのは入居者の家族構成等によ って公室
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としての機能を補う室としての考えを持たせ

ているためである 。

限られた面積の中てーいかに有効な空間を作

り上げるかを現実の中で今後も追求していく

ことが必要であり、弊社のタイプノイリエーシ

ョンは、上記が標準設計のほんの一部であり、

1000種類以上のタイプの中から経済性、機能

性等から検討し、基本ユニ ッ トの一例を示し

たことをご理解願いたい

(  3  ) アンケート調査による検討

弊社が、本年 3 月に弊社施工の既購入者に、

住宅面積に関するアンケート調査を行った結

果を示す。住戸面積的には割合大きな物件を

対象にしているが、現住宅面積 ( 壁芯寸法)

77. 71m'に対し将来希望106. 00m'でbあり、家族

平均数3. 25人から考えるとかなりグレードの

高いものを希望しており、この中で一番多い

要望は公室の広さで、現在より約10m'プラス

の大きさを希望 していた 。

公室の定義がアンケートの中で明確に理解

きれなか った部分もあろうが、主寝室の広き

の要望が現在面積より 1 m'程度のプラス要望

であ ったことと比較すると、住空間の中でい

かに公室が重要な位置をしめているかという

ことが明確とな った。

(  4  ) 建設省住宅評価システムの性能評定、

表示システムの推進

今後、この評価および表示システムを推進

し、より良い性能基準を集合住宅の中に取り

込むためには、当然のごとく居住性、安全性、

耐久性等の性能の良い集合住宅をわれわれが

建設する必要はあるにせよ、社会のニーズと

評価基準とが経済ベースでも成り立たなけれ

ばならないし、この辺をも っと深〈検討して

基準を作成しなければならないのではなかろ

うか。また、 評価基準を公表して中高層都市

住宅のグレー ドを上げる目的を 、どう表示 し

て、 一般のニーズに答えること ができるか。

今後細部にわた って検討していかなければな

住戸規模 住戸平面

1  A+
1  

A  1  8  I  C  1  c - I  

m' 1切 82. 5 刊 150

公室規模 公 室

1  A+  I  A  1  8  11  c ll c - 1  

πγ 
30 

lv r  

寝室の面積 寝

室 I A  1  ｾ パ ｣ ｩ ｬ和 室 主 寝 室

町V

一

12 l l f ; 8 5  

副寝室 A  1 8/ 1  C! I  

耐
10 

1  A  1  8¥¥ 1  c!  1  

繍寝室

柑

7 1 7 5  

洋 室 主寝室 寝 室

1  A  J  8  1¥ J C  1  

m'  
lへ12¥I  10 

副寝室

A  I 斗 C 1  

m'  12 

一

繍寝室

m'  

台所規模
4ロA  

所

1 A  l  B l c X ¥  

m'  8  
6  / ) ' "  

サータリーの規

便器
話室
ｾメペｼ

4真

m'  7  11 5  4  

.  

収納の規模 納 戸

I  ｟ｾ｟ ｊ＠ )!_lL_ C  _  1  

トランク

ル ー ム m'  5  3  2  

押 入 れ

造付戸棚

一一イt 表的マンション 13物件の平均

" N L  - 808( 5. 8X 12. 0mスパン)

一・- N  L  - 808( 5. 6X 11.0 mスパン)

図 3 平面の機能性の評価指標

111設 計 者 の 設 計 業 務 ・ 工 事 監 蝶 務

i に対する意識の向上

らない。集合住宅の性能評価は ハードなー 住まいの水準を高度に維持するには、建築

面と同時にソフトな面も多分に含まれており、 技術者のモラルの向上、専門知識の向上が大

各個人の考え方や経済的理由による集合住宅 切であるが、とくに現場施工管理の徹底に対

の選択も可能なように性能比較の中に含めて する設計者の責任ある行動、工事監理の徹底

考えられる表示システムを今後開発する必要

があると思われる 。

中高層都市住宅が一般社会に定着している

現在、多角的で総合的にきめ細かな評価基準

の実施と、それの表示システムを行政として

も検討し、集合住宅に永住する入居者に安心

して生活ができるように指針を明確にし、わ

れわれ設計者に適切な指導をとくに期待した

いものである 。 ( おざいかつひで)

が掲げられる 。

このたびの建設省告示第1206号 ( 建築士法

第25条の規定に 基づき、建築士事務所の開設

者がその業務に関して請求すること ので きる

報酬の基準を定めた。昭和54年 7 月10 日) に

続いて、建設省住宅局建設省住指発第 148号

( 建築士事務所の開設者がその業務に関し て

請求することのできる報酬の基準につい て、

昭和54年 7 月10 日) が告示 され、 「業務報酬

の算定の合理化および適正化の目的は、建築

士事務所による 設計等の業務の適正かつ円滑
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. < < 進関係

( 杭工事)

1  作業所巡視結果報告舎

2  杭工事状況写真

3  地質調査報告

4  杭工事施工計画苦手

5  試験杭結果報告書

6  杭コンクリート配合計画

7  杭工事施工結果報告書

8  杭コンクリート強度試験成績表

( 鉄骨工事)

1  作業所巡視結果報告

2  鉄骨工事施工計画書( 要領書)

3  製品検査報告書( 工場)

4  現場溶接部検査中間報告

5  現場溶接部検査最終報告書

( 鉄筋工事)

l  作業所巡視結果報告tlf

2  鉄筋工事状況写真

( 型枠、コンクリート工事)

1  作業所巡視結果報告書

2  コンクリート工事試験一覧表

3  日本建築総合試験所における骨材試験結果

4  公的試験場におけるコンクリート圧縮強度

試験結果

まだ固まらないコンクリート試験状況写真

コンクリート工事施工計画報告書

コンクリート配合報告

- 土木関係

1  地盤切盛工事

2  擁壁・石積工事

3  排水工事

4  防火水槽・調重量槽工事

5  舗装工事

6  公園緑化工事

7  敷地外工事

9  開発行為検査済

9  宅地造成検査済

筆 者

福嶋 孝之

鮒長谷川工務庖常務取締役大阪支社技術本部長

小 材 雄 笑

骨骨長谷川工務広大阪支社技術本部設計部理事部長

中 馬 博 良

骨骨長谷川工務応大阪支社技術本部設計監理部課長代理

竹内 徹

側長谷川工務庖大阪支社技術本部設計部課長代理

工事監理報告書の報告項目

. . 匠関係

l  遣方立会報告

2  専用部色決め報告

3  共用部色決め報告

4  防火区画検査報告

5  作業所巡視結果報告

6  意匠関係検査報告( 専用部検査)

11 ( 共用部検査)

モデルルーム検査報告

パンフレットチェ y ク

建築基準法12条 3 項変更属

官庁検査済証写し

- 設備関係

l  作業所巡視結果報告

2  設備関係検査報告 ( 1 F 床下、廊下下)

11 ( 専 用 内 部 ( F) )  

11 ( 塔屋屋上、 E P  S )  

11 ( ポンプ室、受水糟)

11 ( 電気室、外檎)

11 ( 浄化槽)

11 ( 法規則)

社内竣工検査報告

各種( 水圧、排水、 T V 、絶縁) テスト報告

モデl レルーム検査報告

パンフレットチェック

官庁検査済証写し

に

d

a

u

n

r

な実施の推進に資することであるが、このた

めには、建築士事務所が不断の研さんおよび

業務実施体制の整備に努め、設計、工事監理、

施工等を一貫して行う場合においても設計等

の業務を明確にするなどの書面による適正な

契約に基づき業務を実施することが要求され

るので、建築士事務所に対する技術力、義務

実施体制等に関する指導を一層推進されるよ

う併せてお願いする」と記されている。

これにより、設計者が設計および工事監理

に対し適正な契約業務を行うことが、義務づ

けられた。建築士のプライドも高まり、一般

建築物同様、中高層集合住宅の水準を高める

ことにつながるものと期待されている。とく

に、設計図から設計者の意図をくみ取り、設

計図通り施工されているかどうか確認する業

務の必要性が改めて見直され、工事監理業務

が施工者の業務と相対する制度が明確にされ

たことは、高〈評価される。設計者の分から

ない建売住宅や、設計者の責任がないプレハ

ブ住宅が、姿を消す日も近いであろう。

このような状況の中で、去る 6 月 1 日より

「工事監理認定法令建築事務所」が大阪府下

で制度化され、発足した。その内容は、工事

監理者が指示した是正指示項目を施工者側が

施工していないことをも報告する業務を含め、

責任ある設計業務が確立されたものとなって

いる。設計業務の契約の履行を徹底し、工事

監理業務を責任をもって完遂していかなけれ

lまならないと，思う。

弊社の工事監理は、技術本部設計監理部( 意

匠 ・設備 ・構造・土木課) が担当し、設計図、

承認図等のチェックから施工精度チェックお

よび設備機能チェックを笑施し、毎月各物件

ごとに「工事監理報告書J を事業主に提出し、

保管していただいている。工事監理報告書の

明細を 表 4 に、一覧表にて示す。

工事監理報告書は竣工図面、パンフレット、

地質調査資料、竣工検査済証などとともに、

マイクロフィルムにて保管きれている。今回

保管期間を 3 年以上と定められているようで

あるが、建物の竣工後に行われる建築基準法

第 12条による報告業務に対し 、これらの資料

は、欠くべからざるものであるはずである。

むしろ竣工後のメンテナンスに伴う工事監理

こそ、設計者の責任において行われるべきで

あろう。現在財団法人大阪建築防災センター

に提出している報告書が当初の目的を達成す

るためにも、設計者がその責任において竣工

後のフォローをすべきであると考える。その

ような制度が確立されたときはじめて、入居

者にも建物の自主的な管理に対する認識が深

まり、快適な都市住宅の時代がおとずれるの

ではないだろっか。 ひろよし)( ちゅうま
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10年 後 の 評 価 に 耐 え ら れ る マ ン シ ョ ン を ・ ・・

ー弊社は、ご購入者の身になりながら、つねに時

はじめ l
ー 代を先取りする 7 イデアと技術力をも って、 わ

が国の住環境の主笥施に力を尽くしてまいりました。

お| まさまでその成果は約11万戸のマンション建設実結となっ

てあらわれており、とくにコンパスシリーズをはじめとする

良質なマンションを 1 り安〈、より早〈、より多〈 。提供

し、多くのユーザーの方々からこ主子評をいただいております。

このたびは、このような9件上の過去12年余のマンショ ン開発

の経験を礎に、新たに i CONBUS NE W LI FE - 808J 

を開発いたしました。この iNE W LI FE- 808J  はその名

が示すように、 800のタイプのバリエーションをもっという、

これまでの標準化マンションの枠を大きく打ち破った、まっ

たく新しいマンションシリーズといえます。

i NEW LI FE - 808 J こそは、多様性が求められる現代に

あって、ご購入者のニ- .c: に充分応えられるものであるとと

もに、 止10年後の言明面にも耐えられるマンシ ョンづくり H と

いう弊社の栓営理念にも合致したマンションシリーズとして、

自信をもっておすすめいたします。

， 、 CONBUS ( CON-

コンパス( CONBUS) とは
、 I ... '''''' domi ni um BUi ld-

i ng Syst em) とは、明吋土のマンションに関わるあらゆるス

タッフの経験とその英知を結集した 、技術の結品H であり、

、、かにマンションの価値を末長〈保ち建築コストを抑える

かH という課題に対してのひとつの答えてもあります。

その大きな特長は 、同一タイプに集約できるマンションプラ

ンを標準化し、その標準化されたユニットの組み合わせによ

り企画、設計、施工を行うことにより、従来にない良質で低

廉なマンションを供給するシステムにあります。ま た、この

コンパスの根幹となるユニ ットプランの設定に際しても、意

匠面、構造体の安全性( 雨ず長性) の検討のほか、メンテナンス

面、施工精度向上の検討など多方面からの綿密なチェ ックが

行われます そのほか、定期的に笑地している入居者アンケ

ー卜調伐により消費者のニーズをいち早〈設計に厚映させ、，

さらに際準化のメリ γ トを生かして建築資材も集中購買を徹

底させ、総合的なコストダウンを推進しております。

.  _.... コゾパスシ リーズは昭和49年の第

コンパスシリース
， ，，. 1号以来今日まで、時代の変化と

技術の進歩を先取りして開発が行われてまいりました。

現在、世計に採凋されているコンパスシ 'I ーズには、今回紹

介するNE W LI FE ..，.- 808のほか、 CONBUS- L ( 階段室

形式 ・ユニ・ソトプラン30タイプ) 、MI NI - CONBUS( 中廊下

形式 ・ユニ う トフ。ラン72タイフ・)、 NE W SKI P LI FE (ス

キップ形式 ・ユニヅトプラン38タイプ) 、 SUN LI FE ( 南面

3室・ユニ ・1 トプラン24タイプ) 、CORE LI FE ( エレベー

ターコア形式 ・ユニットプラン44タイプ) の各シリーズか揃

っており、建設敷地の地域性、形状、用途地区により、それ

ぞれ放過のものが選べるようになっています。

マンションのトータライザ Ｍｾｫ 長谷川工努庇 ＲＲＲ ｺ ｭ
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モダンなファッションドア

このドアによっ

てダイニンクーか

らの明るさを廊

下部分にも取り

入れ、明るい印

象をつくり出し

ます。

内蔵型ホーム

チャンパー

洗濯機の排水を

スムーズにする

弊社開発のホー

ムチャンノ〈ーを

改良、洗面化粧

台の内部に組み

込みました。 こ

れで洗面室のス

ペースが有効に

利用できるよう

になりました。

/  

廊下部分には、

物入とワードロ

ープ機能を組み

合わせた多目的

収納ユニ y トを

採用しています。

日常の小物類を

充分に収納でき

る棚がイ寸き、下

足入れとしても

使用できます。

使いやすさが一段とアップした新

型キッチンユニット

キ y チンユニ y トは、使いやすい調味料

槻や水切棚もセ ッ トされ、排気には、逃

げた燦も天井部分で吸い込むダフツレ排気

のブーツ型ファンを採用しています。 キ

ッチンユニ ッ トの脇にはちょ っ としたス

ペースを利用して、便利なサイドカウン

ターを設けています。

〆

ロータンクの奥

にカウンタ一式

の棚を設けてい

ます。小物や花

瓶を置く棚とし

て利用でき、ま

た槻板を外せば

配管類の点検ロ

となります。

4・

機能的でスマートなハンガードア

居室のイメージア y プのため、下部レ-

j レを一本にした三本引ノ、ンガードアを採

用しています。 ドアの軽量化が図れ、開

閉も軽くなりました。 また、 ドアの上部

には明かり採り窓を設けて、より機能的

でス 7 ートなドアとな っています。

ー一一一一『

I  ，1.  

洗面隻には75cm

帽のワイドな洗

面化粧台が設置

されています。

また大型の 2 槽

式洗濯機が設置

可能です。その

ほか上部にはっ

くりつけの棚が

あり、小物類を

整理するスペースとな っています。

弊社開発の高性能サッシ

( H K  - 7 0、H K  - 80)  

静かな住まいを保つことができるよう、

開放廊下側サ ッシおよび姿側サ y シには

防音型 (遮音性能は25等級 ) i H K ー70型

サ ッシJ を採用しています。 また、関口

中高 2，250mmに広がったバルコニー側サ ッ

シには、新

たに換気レ

ジスター、

設備スリー

プをサ ッシ

竪枠に内蔵

した防音型

サ ッシ i H

K- 8 0型サ

ッシ」を採

用していま

す。
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集合住宅企画・設計・

施工の標準化システ

ム i CONBUS J の 設

計思想

[ 部位別の変遷]

CONBUS (  = C ONdomi ni um B Uilding  Syst em)  といえる 。NE W MA R K  1 シリーズは、 JT廊下タイ

は、一対して集合住宅の生産に取り組んできた弊社が、 プのスタンダードとしての弊社の技術力の集大成であ

その実 ｾＧｬ と飽殺を土台として開発した独自の集合住宅 1) 、官年登場し i必互のNE W LI FE 808 シリーズに f lj

標準設計システムであり、従来、秒J件ごとに設計され るまで CONBUS の代表シリーズとな っている NE W

てきたプランを分析し、代表的なタイプを集約して、 LI FE シリーズの、法礎とな ったものである 。片廊下

柿造面、設備面、施工面にわた って標準化を進めるこ タイプ以外にも S T AR 1-I 0 US E  Ｈ 有 ｉｾｾ ベＧＡセンターコ

とによって、良質な住宅をより安〈、より安定した価 ア刑式、f J J の全屯化マンション ) 、MI NI CONBUS  (都

絡で、より均一な品質を、より早〈提供することを目 心引中廊下恒式) 、CONs US ｌ Ｈ 者 ｉｾｾ ， ｊ 円階段室叩Ａ式 Ｉ 、

的としたものである。 SKI P L I FE、NE W S KIP  L I FE ( 郊外型スキ ン

CONBUS は企画、設計、施工までのシステ7 チ ック プフロアー型式) 、 C OR E LI FE ( 郊外型E V3戸 1型

な運用によって、以下の総合的なメリ γ トを生み出し 式) などがシリーズ化され、立地条件に合わせて用い

ている。 られている。

「良い住宅をよ り安 < J というコンパスの北本思想.l はシ

リースＧが災ーな っ ても ＭＱｾＧ して迫求されてきたが、その

内容は、社会l' i ' i 勢の変化、購入者のニーズ、技術本新

に対応してH寺代とともに変化を続けている。それはま

だ都市住宅の持つべき基本的条件、すなわち昭固な( 不

1. 設計作業の迅速化、省力化、正確化

くさらにXEF WX- 2080、C AD システムの導入に

より、作図機能の拡大、作図H寺聞の短縮が笑現〉

2. 建築資材の合理的な購入

3  . 正確なコストの把握

4. 施工精度の安定と それに伴 う品質の均→ t 変の Ｉ 椛造体とフレキシブルな Ｈ 可変の Ｉ 制ｾｩｊシステ

5  . 工期の短縮 ム、プランの多係性が、者11市住毛のライフサイクル、

6 . 総合的なコストの低減 と安定の維持 ライフスタイルを決定づける大きな要因と立 っている

CONBUS は開発以来、順次その内容の充実拡大を図 ことを ｊｊｾｉ 床しており、今後も「集令住宅のあるべき姿よ

ってきたが、昭和50年に誕生したNE W MA R K  1  ｲ 都市 ｾ ｉ Ｚ］Ｎ 治の水単向上 ｊ を目指して技術開発、ｼ時代の

シリーズによって初めて総合的な体系化州1止された 要求の先取りを常に与えてゆきたい。

S  49 

一一
一一
…
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耐 震 性 居住性・メンテナンス 地震対策

- 構造システム ・外部階段に消音7 ッ卜

コンパスの桃iZ システムの特色の第ーは、すぐれた耐 中肉層住宅の場合、外部欽廿階

震性、地誌に強いことがあげられます コンパス IJfJTh 段が使われる頒! 交が高〈、踏板

当初からこの点には特に力を入れてきました その一 部分に鉄板が{ ! I : われることから、

例として、コンパス締法体は本年から地行された新耐 どうしても足音が響きやすい精

良設計法をすでに 6 年も前に予 iJIII し実行してきたこと iZ とな っています。このため I;f

があげられます。いわば今回の改正でコ ンパスの榊造 段付近の住戸では公になる? ? に

体の優秀悦があらためて災証されたと 言うことができ なります。そこで改善万法とし

ます。只ー体的には、 スパイラル筋の積極的利用 、ロー

ルH 形鋼を主体にした鉄骨鉄筋コンクリート造、等に

代表される粘り強い椛i主体、そして線準ユニ y トが幣

然と組み合わされた単純明解なf ，' 1/ 泣形態がこのことを

良〈表現しています。

・スパイラ J レ筋の積極的利

スパイラ J レ筋の究) J *は、ロ

スアンゼルス J也伎で実証さ

れ話題になりました コン

バス構造システムでは、鉄

筋コンクリート造、 $ Hl-鉄

筋コンクリート追を間わず、

スパイラノレ筋を的極的に利

用しています。

・ロール H 形鋼を主体にし

た鉄骨鉄筋コンクリート造

鉄竹鉄筋コンク リート造の

桁行} J riJ Jは、 l京Jj t j としてオ

ープンフレームとし、全階

にわた って 柱 梁 と も 品 質

の良いロール H 形鋼を使用

して います。
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- オールユニ ッ トパスの固定

ユニ y トパス

の足元もコン

クリート床に

金物で固定し、

地渓11与のすべ

りを防いでお

り、より安全

，τ  

て、i ) 'j 刊来のおい特殊ゴム" ? l...._.._._ーヨ 性の向上がな

ッ トを踏板に探用、 ｨ ゆかな ｩ 主ｾ 一一ーーー白-ー されています。

境の保全に努めています。 ・・圃・・圃・園田 ・電気温水器の固定

・ドア枠にはスチール枠を採用 圃・・・・圃掴圃・ 電気湯水 ｒｾ の足元と頭部を金物で悶定し、地｢Ｎ ｾＱ 時の錦

木製ドア作の欠点である、木村 圃掴 圃 ｾｉ ］Ｚ［［ れで移動したり倒れたりしなし、ように々慮されていま

のや1
1紛に伴う開閉不良をなくす 咽田圃圃・・JIIIUII す。

ため 、耐久性にも優れたスチー - 櫨 陸JLr，ji ・耐震ジョイント

J レ枠を線開しています。 ・・圃・・世田圃曲直 銅排水管のｾＧ￬Ｇｦの接続部分は、弊社開発のジョイント

・床 ・壁ともにコンクリート厚15， ・・・・・・E・・圃 万式を採用しています . J也泌による ill 物の揺れや、温

コンパス開発以米、- ) ' [ して絡かな住まいを保つため 、 度変化による仰紛もこのジョイントで吸収し、排水管

床 ・墜とも1' 7- さ 15cmとして遮音性能の向上に努めてい にゆがみやひびが入らないようにな っています.

ます 。 特にスラプ ｪ 亨 Ｑ Ｕ｣ｭ のｾＨ床工法は採用以米、地工 ・耐震 ドア

純度の向上、床鳴り防止など、その究IJ %が好評を得て ドアの| 湖閉支障が起きないように、ドア本体と外枠と

います。 のクリアランスを拡げ、かつ錠受部分も耐f a . 1 ，{ 性の工夫

・壁配管の採用 がなされています。

設備配管は、地工精度の怜J 1 : : ととむにシンプ l レな配管ー ・耐震ラッチ付把手

を可能にした墜配竹万式を採用し、クレームの減少を 地主主の際吊戸棚の

図っています。 収納物が飛び出き

・補修に便利な点検口 ぬよう、瓜にラ ン

各要所に点検ロを設けることにより、設備i配管のジョ チ付犯予を設け、

イント部分、 i曲がり苦1¥分などが充分点検でき、ある位 安全を j別していま

Ａ庄の故防の補修はｾｾ等をこわさないでできるようにな す.

っています。



まで) 、振動解析 (15質点まで) 、動的応答解析 (15 で、一度コンパイル( 機械語レベルに近い言語に
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マイコン( その 1)  

脇 山 広 三

質点) 、マトリックス法( 変位法) によるトラス (70

節点) 、ラーメン (40節点) 、平面 F E  M (60節点)、

少し変わったところで、日影図などのプログラム

を日夜、っくりました。

ところが、最近になって新しいシステムを入手

し、何かと便利になったのですが、前のシステム

用ソフトを新しい システ ム用ソフトに書き変える

のが気のりせず、遅々として進んでおりません。

これは、最初の購入機種、機種変更などは、良く

考えて行わなければならないという教訓であると

思っております。

マイコンの現状

現在、マイコンには、大きく分.けて、つぎの二

つのタイプがあります。

A.  8  bi tの CP Uを持 ち、キーボードと基本シス

テムが、一体となったもの。

B.  8  bit または 16bi t のC P Uで、アメリカの規

格 I EEE S - 100BUS のパスラインを有するコン

ポーネントタイプ、ミニコンのような形式のもの。

日本で製造されている有力メーカー製のマイコ

ンはほとんどA タイプのもので、主要な電子回路

を1 ボードイじすることによ って、ローコストとし、

かつ製品の信頼性を上げています。 このタイプの

マイコンの価格は 7 万円 - 40万円の範囲にありま

すが、価格を比較するときに気をつけなければい

けないのは、プリンターや、外部メモリ ー を接続

するときに要するインタフェースなどのコストも

考慮しておく必要があります。

このタイプのコンピューターは、ほとんどの機

種に BAS I C言語を内蔵しております。

変換) した後は、処理速度はかなり速い。

V.  P AS CAL : 最近、マイコ ン用言語として 、と

り上げられてきたもので、プログラム構造が明解

となると言われており、コンパイル形なので、実

行速度も速い。

マイコンの周辺機器

マイコンの価値は、もし、ソフトを自分で開発

することを前提とするならば、周辺機器によって

きまるというごとができます。現在、 市販されて

いるものを上げますと、以下の通りです。

・外部記憶装置

(1)  テープレコーダー : ( ローコスト: 低速)

(2)  フロッピーディスク : ( 容量大きく、便利)

(3)  ディジタルテ ープレコーダー : ( 容量大きい)

(4)  パフ. ルメモリー: (高速)

(5)  R A Mカセット : ( 電源内蔵 : 高速)

- プリンター

(1) 放電プリンター: (高速、ローノイズ、しかし、

特殊紙使用)

(2) ユニドットプリンタ ー: ( ローコスト、 (3) と基

本的に変わらない)

(3) ドットマトリックスプリンター : ( 比較的ロ

ーコスト、画像のハードコピーも可能なものがあ

る)

(4) ディジータイプライター : ( 印字性能は良い

が高価)

・プロ γ ター : 25万円程度の X- y プロ ッタ ーがあ

り、 26 x 36cmの図面が書けます。建築の設計図に

はまだ寸法が不足ですが、実験データーの整理な

どには十分です。

マイコンという言葉が、日常語となって 2 年 li 8 タイプは、ハードを趣味とする人には非常に ・ライトペン: 表示の読み取り

どにしかなりません。 3 年ほど前に、大学で、マ 興味深い形式で、機能別にボード化し、共通の回 ・グラフィックスタブレット : 座標読み取り装置

クロコンピュータの講習会が聞かれているのを聞 線によって接続し 、必要な機能を持った コンピュ ・マークシートリーダ : マ ークシートの読み取り

きましたが、その内容は専門用語でうめつくされ、 ーターに仕上げるもので、拡張性に富んでいます。 装置

ソフトも機械語レベルの話ばかりで、われわれ建

築畑のものにとって、使いこなせそうもないと、

絶望的な気持ちになっただけでした。

しかし、そのころわれわれの大学にトロン ト大

学の助教授が来られて、雑談の中で、アメリカで

は最近、小型のディスプレー付のゲームを対象と

した安価 ( 1000 ドル) なコンピュ ータがあるが、関

数の精度をのぞけば、十分実用になるという話を

していましたが、そのときは 、あまり気にもとめ

ませんでした。

ところが、それから l 年ほどたって、ある設計

事務所で、外国製のマイコンを実務的 に使っている

というのを聞き 、値段も、輸入品にもかかわらず、

20数万円ということで、カタロ グ、 雑誌をしらべ、

これなら大学の研究用にも十分実用になるという

ことになりました。

そうこうしているうちに、国産で、 10数万円と

いうのが出て参りまして、私は、勉強用 ・仕事用

という大義名分のもとにマイコンを 1 台購入いた

しました。

これで、最初は、ゲームで遊びました。つぎに

数学的、統計的なプログラムを、つづいて、たわ

しかし、日本では、需要の少ないこともあって、

コスト高です。また、この種のものは、言語が、

種々えらべるのが普通ですが、 シス テムコ ント ロ

ール用のソフト ( 3 - 7 万円) と言語用のインタプ

リータとかコ ンパイラ ーというものが、数万円必

要で、かなり本格的に投資するつもりでないと、

ものにならぬ点が難点です。

マイコン用言語

マイコン用言語の現在の主流は、 BASI Cですが、

それの副言語として、機械語が用いられることが

多いようです。し かし、最近では、 P AS C AL 、

F OR T R AN、C OBOL が使用可能となりつつあり

ます。

1. 機械語 : C P U(コンピューターの頭脳) 特有の

言語、通常 2 ケタの 16進数で表現。

II. A S S E MB L E R  : 機械語に直接対応する記号

化言語。

田 BASI C: 現在のマイコン言語の主流であり、

インタプリータ形の会話形言語で、簡単 で覚えや

す く、 科学技術計算・事務処理にも適している 。

しかし 、機械語にくらべると処理速度は落ちる。

み角法によるラーメン解析 (14階・ 13スパン程度 N.  F ORT RAN: 科学技術用のコンパイル形言語

- 音響カプラー最近のマイコ ンには、イ ンタ フ

ェースに R S- 232C というのがそなえられており 、

音響カプラ ーを併用すれば、電話回線を通じて大

型計算機 と接続可能で、それ自身も処理能力をそ

なえた端末機としても機能し得るものがあり、大

学では、すでにそのような利用もしています。

. A/ D、D/ A変換装置: 計測機のアナログ信号を

ディジタル信号にしたり、計算機のディジタル信

号をアナログ信号に変換する装置。まだ、マイコ

ンメーカ ーからは出されていませんが、将来はか

なり利用されるのではないかと思われます。

まだ、マイコンが発売されて日が浅いので、ソ

フト面では、自力開発が必要なようですが、より

多くの人が、コンピュ ータにじかにふれることに

よって、将来、良いソフトの蓄積が期待されます。

しかし、そのためには、ソフトの価値が正当に評

価され、適当なレベルで保護される必要が感ぜら

れます。まだ、われわれは、ハードに対する価値

評価はできますが、ソフトに対しでは、なかなか

できないというのが実情ではないでしょうか。

( わきやま こうぞう 大阪大学助教授工学部)

建 築 と 社 会 / 削 年 7 月号 75  
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衛生設備の凍結防止

対策

高 津 幸 夫

今冬西日本一帯に一番の冷え込みをもたらした

猛寒波によって、 2 月26日夜から 27 日にかけて大

阪市内全域にわたり水道管の凍結や破裂・断水が

続出した。

市水道局のまとめによると水道管の凍結が3850

件、破裂が5560件であり、冬季における水の凍結

防止は寒冷地に限らず、全国的な問題でもある 。

以下に衛生設備の凍結防止についてのべること

にする 。

1. 凍結防止の要点

水は O' C になれば、氷となる 。一度水が氷結す

れば、その容積は約泌士宮加し、そのために生ずる

膨張力は約90kg /  crrl 以上となる 。たとえば、防寒

装置の不完全な水せん柱などは、冬季気温が O'C

以下になると、このような膨張力によって、給水

管の破裂などの被害が生じる 。 このような凍結被

害を防止するために 、つぎのような方法が用いら

れている 。

1)室内を暖房により常時 O.C以上に保つ。

2) 水の温度が O' C 以下にならないように保温する 。

3) 水の温度を O' C 以上に保つように加熱する 。

4) 水が停滞しないように流動させる 。

5) 使用時以外は水を抜く。

6) 土中埋設管は凍結深度より深くする 。

実際には上記の条件を二つ以上満足させている

ことが多い。また配管などの周囲空気温度が O'C

以下にさがらないような方法を車且み入れることが

望ましい。

2. 給水装置の凍結防止

1  ) 給水装置と条例

給水装置を設置する場合は、各市町村の水道事

業給水条例、同施行規定、その他規定の細目によ

る。大阪市の場合、給水装置には凍結、破壊、侵

食等を防止するため、適当な措置を講じなければ

ならない、とま見定しである。

また使用材料も指定されたもので施工し、給水

装置の安全を守り確実に給水するため、防寒、防

76 建築と社会 / 1981年7 月号

凍装置等の各種の保護工を行う必要がある 。

2  ) 給水管の埋設深さ・保護措置

給水管の凍結による被害を防止するため、管の

埋設深度は、その地方の凍結深度を考慮して定め

なければならない。

埋設する給水管の周囲は、良質の土砂をもって

埋め戻し、給水管を保護する 。露出する部分の給

水管および凍結のおそれのある給水管は保護材お

よび防寒材で保護しなければならない 。

3 . 給水設備

給水管内水の凍結は地下埋設部と地上露出部分

とに分けられ、露出部分は通常、屋内配管などで

あり、埋設部分は屋外などの給水引込管である 。

また屋上に露出した高置水槽ならびにクーリング

タワーまわりの露出の水配管がある 。

1  ) 屋外配管

給水装置の配管埋設深さは各市町村の給水条例

ならびに指導要綱に従う 。指定のない地域では、

その地域の凍結深度の約1 . 5倍の深さに埋設すれ

lまよいといわれる 。

管内水が- s . 凍結しはじめたものをそのまま放

置しておくと氷はますます発達して凍結範囲を噌

大し、さらに結氷の強さを婚すことになる 。

給水管が鉛管の場合は、復元カがほとんどない

ので氷の膨張により膨張部分の管の厚さは薄くな

り、凍結が繰り返されると遂には破裂することに

なる 。 また管の一部に弱い個所があると凍結が繰

り返されるまでもなく、一度の寒波襲来によって

破裂することもある 。

管材質および口径は熱伝導の良い材質で小口径

ほど屋外低温の影響を受けやすい。やむなく露出

配管をしなければならない部分は、配管を太めに

して断熱保温を十分にして、水抜きができるよう

にしておく 。

高置水槽は、凍結防止上露出することを避けて

水槽室を設け、屋内設置とすることが望ましい。

外気温度がとくに低い地域で水槽室が O' C 以下に

なるようであれば、室内を暖房する必要がある 。

2  ) 屋内配管

屋内配管は暖房が完備した建物では特別な対策

を考慮しなくてよいが、外壁に埋め込むことは遊

けて、室内露出配管とする場合はライニングを設

けるとともに、管内の水を容易に排水できる適切

な個所に、水抜き用の器具を設置する必要がある 。

また、横走り管は排水しやすいよう 1/100 以 上

の先上り勾配とし、途中に U 字形配管ができない

ようにする 。やむをえない場合は、この部分に必

ず排水弁を設ける。万一凍結の際に解氷作業の便

を図るため、取り外し可能なユニオン、フラン ジ

等を適切な個所に設ける 。

給水管の凍結防止装置として、水抜き栓 ・水抜

き弁 ・凍結防止弁 ・凍結防止電気ヒータが用いら

れている 。

4. 排水設備

1  ) 屋内配管

暖房設備の完備したピル建築などでは、屋内排

水管の凍結は少ない。暖房のない建物や、建物の

一部しか暖房しない所、あるいは断熱の惑い建物

で夜間暖房を停止する所では、給水配管の凍結防

止に準じた対策が必要で、ある 。

2  ) 屋外配管

屋外露出配管は極力避ける 。やむなく Z書出する

場合は保温被覆を十分にし、極寒地では凍結防止

ヒータなどで加熱をする必要がある 。

屋外埋設管は給水配管の凍結防止に準じるが、

公共下水管の深さや距離によ っては、地中の不凍

結線より上部に設けなければならないこともある 。

この場合は配管が凍上によって破損しないように、

周囲の土を砂利、砂など凍上を起こさないものに

置き換える 。

5. 衛生器具

衛生器具の配置されている室の気温が O' C以下

になるところでは、衛生器具トラ ップの封水が凍

結するので、 トラ ップは設置できない。 この場合

は、一般に衛生器具とトラ ップを離し、 トラ y プ

を地中の不凍結線以下に設ける 。一般ピル建物や

ホテルのように、暖房設備が完備しておれば問題

はほとんど起こらない。

衛生器具の凍結防止は、器具への給水から排水

まで、一連のことを考える必要がある 。

寒冷地用の衛生器具や水栓があるので、それぞ

れの地域に適合したものを選定する 。便器単体と

してヒータ付き便器があり、水抜き栓および水栓

は吊りコマ式 ・ピス止め式である 。

給水装置に使用する場合は、水道事業管理者の

規定によらなければならない。

6. 消火設備

1  ) 屋内消火配管

屋内消火栓は湿式配管方式であるため、水抜き

による凍結防止はできない。凍結のおそれのある

場所では電熱テープヒータを巻いて保温被覆し、

消火管の凍結を防止する 。屋上に設けるテスト弁

は、この部分の凍結を防止するために、水抜きが

できるようにしておく 。

なお、倉庫 ・工場 ・学校などの平屋建物にあ っ

ては不凍式消火栓を使用することもある。

2  ) スプリンクラ配管

倉庫 - 工場等の非暖房建物では、時IJ ! 卸弁以降ヘ

ッドまでエアーを充てんし、ヘ ッ ドが開放される

と圧力スイッチが作動し、電磁弁が開いて、自動

弁が開放して放水する方法がある 。

いずれにしても、所持消防署と事前に打ち合わ

せが必要である 。

7. あとがき

寒冷がもたらす水の凍結現象を防止し、凍結事

故を回避するには、設備の設置される場所の滋度

環境などを十分考慮して、環境に適合した防凍対

策を講じなければならないが、過剰設備にならぬ

ように配慮すべきである 。

さらに、その機能を十分発揮させるには取り扱

いのうえで時機を得た水抜きなどの処置を怠るこ

とはできない。

( こうずゆきお大阪電気嚇株式会社大阪支社技揖I

指導部専門部長補佐 /  

，!  
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水性接着剤による防水

補修工法

米倉 ↑専

1 . はじめに

防 水 分 野 に お け る 水 性 接 者 剤 の 適 用 は 、 建

築・土木現場の安全管理という面からも、と

くに地下鉄、共同溝、ピット等の閉所作業に

おいて必要度が高いが、従来水性接着剤は、

① 耐 水 位 が 惑 い 、 ② 水 性 で あ る た め 、 乾 燥 が

遅 〈 作 業 性 が 悪 い 、 等 の 理 由 か ら こ の 分 野 で

使用されることはまれであった。

しかしながら近年、水性接着剤でも耐水性

能 に 優 れ 、 ま た オ ー プ ン タ イ ム が 短 く て 接 着

できる作業性の良いものが開発され、防水分

野においても積極的に採用されるようになり、

無 公 害 性 や そ の 他 種 々 の 特 長 を 生 か し た 使 わ

れ方がされ、安全管理、作業性の向上に大き

く寄与している。

今 回 ご 紹 介 す る の は 水 性 接 着 剤 の 種 々 の 特

長の中でも、的被着物( 既設防水層) を侵さ

ない、( ロ) オレフィン系発泡体に按若性が良い、

という特長を生かした工法である。

II. 工法の特長

建物がi t 1 ! 殺されてから長期間経過して雨漏

りが発生し防水の全面やり替えが必要な場合、 接着剤が乳白色から透明に変化した l時点で

既 設 防 水 層 を 撤 去 し た 上 、 モ ル タ ル で 防 水 下 貼り合わせを行う。エアーを巻き込まぬよう

地をつくり養生した後、新たな防水層を設け に注意しながら )1頃に押さえていき、ローラー

る方法は、とくに既設防水層の撤去、防水下 にてムラなく展圧を行う。

地 作 り に 多 く コ ス ト が か か り 、 工 法 的 に も 養 (4) ジョイント処理

生 等 工 期 も 長 く 必 要 と す る 。 こ の た め 既 設 防 発泡ポリエチレンはっき付けとなるので、

水 層 を で き る だ け そ の ま ま に し て こ の 上 に 新 ジョイントは未加 硫 ゴ ム テ ー プ 等 を 貼 り 処 理

たな防水下地をつくり、新規の防水を行うこ する。

とによって営繕奴用の節約が可能でトある。こ (5) 防 水 施 工

の 工 法 は 下 地 に 発 泡 ポ リ エ チ レ ン ( 電 子 線 架 指定の防水施工法に従い、防水施工を行う。

橋 高 発 泡 ポ リ エ チ レ ン ) を 用 い 、 そ の 既 設 防 なおシート防水を行う場合、発泡ポリエチレ

水層への接者に感圧型水性接着剤を使用する。 ンのジョイントとシートのジョイントは重な

感 圧 型 水 性 接 着 剤 は 従 来 の 水 性 接 着 剤 に 比 らないようにする。

べて耐水性も良好であり 、また既設防水層の

アスフアルト、ウレタン塗膜、砂付きルーフ

イング等を溶解させたり膨潤させたりするこ

とがなく、これらのものに良好な接着性を示

す。またオレフイン系発泡体にも良好な接着

性 を 示 す ( 表 1 ) 。また感圧型であるため多く

表 1 水性ボンド7 による発泡ポリエチ レンとモルタ

ルの接着性

試 験 項 目 180・4可 能 強 さ

常 態 (25't x  7 日) 1. 0  (kg /2.  5叩) i  C  100 

熱老化 (70't x 14日) 1. 0  (  
"  

)  :  C  100 

+一一一一一一一ー

耐 水 性 (25't x  7 日) 0. 9 (  "  
)  :  C100 

+一一ー一一一一ー

( 5 0 4 L 9 5 rR H兵 臼 ) 1 1. 0  (  "  
i  :  C 1∞ 

i主 (1)表中、 C1∞とは発泡ポリエチレンが100%材航した

ことを示す。

(2) モルタルに水性ポンド 7 を150g/ m' (W et) 塗布し、

ただちに発泡ポリエチレン (301告発泡) を貼り合わせ

2  kg ローラーで圧着した。

(3) 引張スピード 5白nm/ mi n

の 場 合 に 片 面 塗 布 で 接 着 可 能 で あ り 、 作 業 的

にもコスト的にも有効である。下地材として

使用する発泡ポリエチレ ンは、熱伝導率が小

さく、また独立気泡精進であり、吸水、吸湿、

透湿性がきわめて小さいため、経日寺による熱

伝導率の変化が少ないプラスチックフォーム

である。したがって優れた断熱材であり、こ

れを使用することは建物に対し外断熱の効果

を得ることができる。また柔軟性があるため

に下地の不陸へもなじみやすく、またスラプ

の温度変化による繰り返し伸縮、ゼロスパン

テンションを直接防水層に伝えない緩衝効果

を発揮する。さらに軽量であるため扱いやす

く、作業性も良い。

このように感圧型接着剤と発泡ポリエチレ

ンの組み合わせで防水補修の下地をつくるこ

とで多くのメリットを得ることができる。

m. 施工法

(1) 下地 処 理

既 設 防 水 層 の 浮 き 上 が り 、 ふ く れ は そ の 箇

所だけ除去する。またはアスフアルトで固め

る。砂付きルーフィングの砂が落ちているも

のは除去するか、樹脂を流して固める。

(2) 接 着 剤 塗 布

ペイントローラ一 、ス プレー等で接着剤を

均一に塗布する。

(3) 発 泡 ポ リ エ チ レ ン 貼 り 合 わ せ

N. 施工例

マンション、公営住宅、工場、病院屋上等

施工例は多く、既設防水層も砂付きルーフイ

ング、ウレタン塗膜、シート防水、アスフア

ルト塗膜等多岐にわたっている。

写真 1

写真 1 は 某 電 機 メ ー カ ー 屋 上 でA L C版ス

ラプにシート防水が施工されており、長期の

聞に老化し、漏水が生じていた。部分的な下

地 処 理 を 行 った後、面積が大きかったことも

あり (11，000m' ) 、エアレススプレーにで接者

剤 を 塗 布 し 、 乾 燥 の 後 、 発 泡ポ リエチレ ンを

接荘、さらに、発泡ポリエチレン上に按着剤

図 1

を塗布乾燥の後、ゴムアス シートで吋土上げた

(図 1 ) 。当現場は接着剤をエアレススプレー

塗 布 し た た め 、 作 業 性 も 従 来 工 法 に 比 べ 大 幅

にア y プし、営繕貸用の大幅なコストダウン

をすることができた。

V.  あとカずき

すでに 10年以上経過して補修の時期にさし

かかる建物が多くなってきているが、同工法

を採用することで、営繕費用が節約され、断

熱効果ても省エネルギ一時代にもマッチするな

どから、今後急ピッチで普及する工法といえ

よう。

( よねくらひろし住友スリーエム株式会社接着剤製品常業部)
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日本建築協会

月間の動き

昭和56年 5 月分

理 事
A

E

 

27日 4 時- 5 時 於会館集会室

出 席 者 塚 本会長、福田 、佐野、松村各副会長

ほか13名

議事( 1 ) 特別委員会委員委嘱の件( 総務) ( 表彰

候補者推せん)

(2) 後援及び推せ ん名儀使用承認の件

(3)  事務局職員上期賞与支給の件

(4 )  昭和55年度事業報告並びに決算報告承

認の件

(5)  入退会者承認のイ牛

(6)  報告事項

事 業 委 員

d 会h

M 

見学会小委員会

7 日 6 時- 7 時半 於会館集会室

出席者 上出 ・島田両副委員長ほか 7 名

議事 (1) 前回( 第 1 回) の事業委員会の報告

(2)  4 月の見学会の実施報告

(3)  6 月- 7 月の企画について

は) 8 月以降の企画について

(5)  そのほか

広報小委員会研修分科会

8 日 6 時 - 9ft寺 於会館集会室

出席者 原見副委員長、奥村 ・北岡両幹事ほか

4 名

議事( 1 ) 本年度の研修企画について

(2)  そのほか

若い会員の集L 、小委員会

12日 6 時半 - 9 時40分 於会館集会室

出席者 山形副委員長ほか15名

議事 (1) 本年度第 l 図、第 2 回の企画について

(2)  第 3 回以降の企画についで

(3)  そのほか

広報小委員会

13 日 61時- 8 時半 於会館集会室

出 席 者 原 見、西村両副委員長ほか 9 名

議事( 1 ) 前回( 第 l 回) 事業委員会の報告

(2)  第50回展示写兵について

(3)  第51閲以降の展示写真について

(4 )  本年度の石刑事企画について

(5)  そのほか

委員会

14日 12時半- 14時15分 於会館集会室

出席者 三品委員長 、島田 ・鶴田- 西村 - 原見

- 山形各副委員長ほか 3 名

殺事 (1) 各小委員会の事業報告及び本年度の事

業企画について

(2)  そのほか

若い会員の集し、小委員会分科会

78 建築と社会/ 附年 7 月号

21 日 6時半 - 9時40分 於会館3階会議室

出 席 者 樽 本 主 査 ほ か l 名

議事 「伝統工芸を見る」、「学習シリーズ」合同

企画について

若い会員の集し、小委員会分科会

26日 6時半 - 9時半 於会館3階会議室

出 席 者 石 古 委 員 ほ か 5 名

議事 「ディスカバー大阪( 近畿)J の企画について

若い会員の集し、小委員会分科会

27日 6時半 - 9時半 於会館3階会議室

出 席 者 太 団 幹 事 ほ か 4 名

議事 「建築家以外に聞く」の企画について

教 育 委 員

. 6.  

M 

建築工事実務講習会企画打合会

11 日 5 時半 - 7 時半 於会館集会室

出席者 金田宏氏( 大林組) 、姥川道夫氏( 大成建

設) 、綿野文雄氏 (竹中工務庖) 、佐々木

- 安盛両副委員長

議事 テキストの一部改定、そのほか

工高生教育小委員会

12日 5 時- 7 時 於会館集会室

出席者崎山副委員長ほか 6 名

議事 (1) 第27回工高生デザインコンクールの設

計課題について

(2)  そのほか

編 集 委 員
. 6.  

M 

委員会

14日 4 時- 6 時 於会館集会室

出席者 三輪委員長、酒弁、小野、小北各副委

員長ほか 3 名

議事 (1)  5 月号= シーリング材の知識特集経過

報告

(2)  6 月号= 災害と法一安全な環境をめざ

して ー特集経過報告

(3)  7 月号= 都市住宅住まい手からの発

想ー特集報告

(4 )  8 月号= 建築物と風ーデザイナーのた

めにー特集報告

(5)  9 月号= 住宅・都市整備公団一関西に

おける都市整備を中心とした新公団の

役割ー特集編集幹事会報告

(6)  10月号施工材料特集の企画

(7)  11月号以降の特集について

(8 )  収支状況報告

(9)  そのほか

広告企画小委員会

18日 4 日寺- 5 時50分 於会館集会室

出席者 渡辺副委員長ほか 5名

議事 (1) 6 月号「災害と法一安全な環境をめざ

して」特集広告途中経過報告

(2)  7 月号「都市住宅一住まい手からの発

恕」特集広告途中経過報告

(3)  8 月号「建築物と風ーデザイナーのた

めに」特集広告途中経過報告

(4)  9 月号「住宅・都市豊富備公団一関西に

おける都市整備を中心とした新公団の

役割」特集広告企画

(5)  56年度特別企画

作品作風小委員会

20日 4 時- 5 時半 於会館集会室

出 席 者 小 野 副 委員長ほか 5 名

議事 (1) 新建築調査表の選定

(2) 作品 P R状況

(3)  そのほか

建 材 委 員

. 6.  

ｾ＠

委員会

21 日 4 時- 6 時 於会館集会室

出席者牧田委員長ほか12名

材料説明 : 成瀬化学側ほか 2 社 計 5 名

議事 (1) 今後のメインテーマについて

(2)  今後の新建材紹介コーナーについて

(3)  そのほか

若 い 会 員 の 集 い

ディスカバー大阪 ( 6 )  

大阪の新しいまち・南港ポートタウンを見る

日新造船“ 水都" と新交通 “ ニュー卜ラム" で

南港巡り ー・

9 日 1 時10分 - 5 時

講師 安藤茂男氏( 大阪市港湾局南港開発部主幹)

参加者 41名

建築家のための “ みどり " 学習会( 第 9 回)

鶴見緑地の 〈世界の森〉 を訪ねる

30日 1 時40分 - 5 時

講師 宮崎研一氏( 大阪市公園局鶴見緑地建設事務所長 )

参加者 45名

学

. 6.  

ｾ＠見

錠前破境テスト見学会

19日 1 時半- 3 時半於吉田金物アトリエ

参加者 14名

建 築 ク ラ ブ

朝食会

12日 8 時- 9 時半 於大阪グランドホテル

出席者 61名

当日は、大阪市街地再開発促進協議会事務局長

顕谷静夫氏より、都市再開発よもやま話を伺 った。

運営委員会

25日 正午 - 2 時 於会館 3 階会議室

出席者塚本会長、浜口委員長ほか 3 名

議事 (1)  7 月の朝食会休会のイ牛

(2)  8 月以降のスピーカ一決定の件

(3) 各月の司会者E 選の件

(4 )  新入会員勧誘の件

(5)  そのほか

建 築 業 務 基 準 委 員 会

13日 4 時- 6 日寺 於建築会館( 東京)

出 席 者 建 築 関 係 15団体

殺事 建築業務基準について

5 月 の 入 会 者 (敬称略)

〔個人会員 7 名〕

大須賀常良 加 納 明 男 川口 修一

川 口 典夫 小路ｾ祐 寺田 均

戸 海 光 弘 林 勇伺

口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口
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設 計 事 務 所 有 志

ｬｾｒ＠ A . R . I 建 築 事 務 所

代表取締役 亀 井 晃 治

本社事務所 大阪市南区谷町 7丁目 12-1 新谷町第3ピル2F TEL  (06) 768・1771 ( 代)

東京事務所東京都中央区月島4丁目 13-3 秀和月島レジデンス 108 TEL  (03)531-3954 

ア ト リ エ 東 大 阪 市 上 石 切 町 2 丁目 1 4  - 3  5  TEL  (07437)3- 6137 

株式会社東建築設計事務所

代表取締役 東 秀 保

大阪市北区天神橋3丁目 8番3号 マ チ ス ビ ル 電話 06 ( 358)  5598 ・3497

株式会社井上達明建築事務所

代表取締役 井 上 透 明

干530 大阪市北区鶴野町 1番 3 号 ( 安田ピル) 電話 06 (372)  2821側

株式会社伊東建築設計事務所

代 表 取 締 役 竹 原 永 一 郎

〒556 大阪市浪速区幸町 2 丁 目2 番20号( 清光ピル) 電話 (562) 4343- 5 

株式会社伊藤建築設計事務所

取締役会長

代表取締役

代表取締役

藤

田

納

伊

島

鋤

信

治

鍍

幸

忠

本 社 名 古屋市中区錦3丁目3-6(日 経 錦 別 館) 電話 (052)951-111倒。

東京事務所東京都千代田区神田美土代町 7 ( 久保ピル) 電話 (03) 294-6061附
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器 泉 沢 建 築 設 計 事 務 所

代表取締役 泉 沢
寺斤

仁コ 史

〒530 大阪市北区西天満 4 丁目 12番 2 号( オオシマビル) T E L  (06) 364- 907H倒

株式会社入江三宅設計事務所

代表取締役

炉.，..

毛

2 豆

日

東 京 都 港 区 虎 ノ 門 1丁目 18番 1号( 第10森 ピ j レ) 電話 03 ( 501)  0286聞

大 阪 市 東 区 北 浜 4 - 4  8  - 3  電話 06 (  201) 5  3  0  5  

株式会社浦辺建築事務所

代表取締役所長 浦 辺 鎮 太 郎

取 締 役 副 所 長 松 村 慶 一

大 阪 市 北 区 梅 田 1 丁 目 12 番 39 号 ・ 新 阪 急 ピ ル 司13舌06 (341) 1727 

東 京 事 務 所 電 話 03(263) 9  7  5  8  福 岡 事 務所 電 話 092(761)2 2  0  6  

株式会社久米建築事務所

取 締 役 社 長 永 井 賢 城

本 社 東 京 都 港 区 西 麻 布 1 丁 目 13 番 11 号 電 話03 (403)0251大代表

大阪事容所大阪市北区堂島浜1丁目 4番27号堂島中町ビル 電話06 (344) 2096代 表

株式会社
西

取締役社長 西

ミラパ品

員又

山甲

計

本 社 大 阪 市 西 区 立 売 堀 1 丁 目 12 番 目 号 電 話 (532)4051代表

大阪事務所 大阪市西区阿波座1丁目 15番15号( 第一協業ピル) 電話 (532)4051代表

東京事務所東京都千代田区神田鍛冶町 3- 3  ( 大木ピル内) 電話 (256)9301代表

広島事務所広島市中区大手町 2丁目 7番 1号( 三葉ピル) 電話 (46) 0  1  4  4  

株式会社篠田川口建築事務所

株式会社協同設備事務所

代表取締役社長 川 口 喜 代 枝

名 古 屋 市 東 区 泉 1 丁 目 21 番 21 号

T  E  L  962一 7 5  8  1  ( 11:> 

T  E  L  971 -- 2  2  5  5  (協 同 )

.-
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建築・都市・上下水道

調 査 計 画 ・ 設 計 監 理

園

句9

株式会社昭 手口

=/ 1， 

E又

代 表 取 締 役 社 長 岡 本 行 善

代 表 取 締 役 副 社 長 林 唯 夫

計

本社事務所 大阪市西区新町 1丁目 5番 7号四ツ橋ピル T E L 代表 532- 3421

神戸事務所 神戸市中央区八幡通4丁目 2番17号郵船航空ピル T  E  L  078- 251- 0651 

東京事務所 東京都港区赤坂3丁目12番5号赤坂田町ピル T  E  L  03- 583- 2086 

株 式 会 社 創 美 設 雷十

代表取締役 中 原 英 雄

大阪市北区末広町3番21号星和地所扇町ピル6階 T E L大阪 ( 06) 312- 3587代表

株 式 会 社 大 建 設 雷十

取締役社長 千 原 大 五 郎

本 社 東京 都 港 区 新 橋 1 丁 目 10番 7 号 ( 大 和 銀 行 新 橋 ピ Jレ ) 東 京 (572) 4595 ( 代)

大 阪 事 務 所 大 阪 市 西 区 江 戸 堀 1丁 目 12番 8号 安 田 生 命 大 阪 ピ Jレ 大 阪 ( 441) 9351 ( 代)

名 古 屋 事 務 所 名 古 屋 市 中 区 栄4丁 目 6番 15号 名 古 屋 日 産 生 命 館 ピ J レ 名 古 屋 ( 261) 8531 ( 代)

九 州 事 務 所 北 九 州 市 小 倉 北 区 紺 屋 町9番 l 号 明治生命小倉ピル 6 階 小 倉 ( 521) 4285 ( 代)

分 室 室 蘭

株式会社竹内建築事務所

代表取締役 内 藤 真

大 阪 市 南 区 長 堀 橋 筋 2 丁目 35の 1 ( 日亜ビ l レ) 電 話 ( 211) 2 7 0 6  ( 代)

練式会社
東 海 設 計

代表取締役社長 小 坂 忠 勝

本 社 名 古 屋 市 中 区 栄3丁目 7番 1号( 伊勢町ビル) 干460 TEL052- 26ト2651 ( 代表)

東京事務所 東京都中央区京橋 1丁目 14番4号( 東信ビル) 〒 104 T E L  03- 561- 0815 ( 代表)

株 式 会 社 東 畑 建 築 事 務 所

本 社

大 阪 事 務 所

東 京 事 務 所

名古屋事務所

九 州 事 務 所

代表取締役社長 東 畑 謙

大 阪 市 東 区 伏 見 町 5 丁目 1 9  電話大阪 ＨＰＶｾ 202- 0391 

東京都千代田区永田町 2( 永田町ピル) 電 話 東 京 ( 03) 581-1251

名古屋市中村区名駅ミ( 堀内ビル) 電話名古屋 (052) 571- 8471 

北九州市小倉北区魚町 1 - 4  - 21 電 話 小 倉( ω3) 541- 6531

( 北九州清和ビル)
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⑨ 
株式会社内藤建築事務所

代表取締役会長 内 藤 資 忠

代表取締役社長 片 山 光 生

本 社 〒 606 京都市左京区 田中大堰町189番 地 電 話075( 781) 4111代

$ 務所・出張所 青森・東京・松本・静岡・名古屋・京都・署長良・大阪

高 知 ・ 福 岡

22 長田建築事務所

長 田 正 雄

〒542 大 阪 市 南 区 上 汐 町 3 - 5 9  ケーエスピル 電話 7 6 8 - 6 1 2 1

株式会社日建設計

現4

取 締 役 社 長 安 事 元 清

大阪本社代表 小 菅 滋 夫

土木業務所代表 藤 谷 憲 男

〒541 大阪市東区横堀 2 丁目 3 8

電話 o6- 203 - 2  3  6  1  (大代表)

有限会社村野，森建築事務所

大 阪 市 阿 倍 野 区 阿 倍 野 筋 2 - 3  - 8 電 話 ( 624) 0  9  2  6 代表

研 究 室 大 阪 市 南 区 心 斎 僑 筋 1 - 4  3  電 話 (253) 0  8  7  5 代表

東京事務所東京都中央区日本僑茅場町 2 - 3 電 話 (669) 5  6  5  1代表

株式会社安井建築設計事務所

代表取締役社長 佐 野 正

本 社 大 阪 市 東 区 島 町 2 丁目 7 番 地 電 話 06( 943)l 371( 大代)

支 社 大 阪 ・ 東 京 ・ 名 古 屋 ・ 神 戸 ・ 福 岡

、
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建 設 業 者 有 志

。。
株式会社 あ め り か 屋

取 締 役 社 長
前 野 慶 太 郎

本 社 〒 530 大阪市北区中之島4丁目 3番25号 電 話 代 表 (444) 1501番

ｾＺ、
はJ

株 式

会 社 浅 沼 組

取締役社長 j斐 沼 茂 夫

本 社 ・ 大 阪 市天 王寺 区 東 高津 町 1 2 番 6 号 電 話 大 代 表 ( 768) 5222 

東京本社・東京都新宿区荒木町 5 番 地 電 話 代 表 ( 357) 0261 

支 1苫 ・ 名 古屋・ 札 幌 ・ 仙 台 ・ 広島・ 福 岡

〈じ
雲 言 新 一 工 務

取締役社長 新 昭

所

本 庄 ・大阪市北区曽根崎 2 丁目 8 番 7 号 電 話 代 表 大 阪 (313) 1331番

支庖・東京都千代田区猿楽町 2 丁目 1番 1 4号 電 話 代 表 東 京 (291) 3741番

支 庖 ・名古屋市中区大須4丁目 1番71号( 時計ピル) 電話 名 古 屋 (262) 1725番

⑤診
安藤建設株式会社大阪支庖

常務取締役支庖長 岡 幸夫

大 阪 市 福 島 区 福 島 6 丁目 3 番 2 1 号 電 話 代 表 (453) 2  1  9  0  

本 社 ・ 東 京 都 中 央 区 八重洲2丁目 2番7号 電 話 大 代 表 (272) 7  4  1  1  

支 庖 ・ 名 古 屋 ・ 仙 台 ・ 静 岡 ・ 九 州 ・ 広 島 ・ 横 浜 ・ 札 幌

営業所・千葉・横浜・水戸・盛岡・新潟・神戸・京都 ・沼津・札幌・宇都宮・北九州・熊本

ｦｴｾ 、

、注意J

椋式会社今
西 組

取締役社長

A 、

7  西
喜
一
吋 雄

本 社 大阪市天王寺区上本町 6 丁目 6 番23- 309号 電話06 (  779)  3  3  6  1  

支 庖 東 京 都 新 宿 区 内 藤 町 1 番 地 電 話03( 354) 0  5  8  1  

営業所 京 都 ・ 神 戸 ・ 西 宮 ・ 奈 良 ・ 埼 玉
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良日

東京本社・東京都千代 田区神図司町 2 丁目 3 番 地 電 話 大 代 表 (292) 1111番

本 庖 ・ 大 阪 市 東 区 京 橋 3 丁目 3 7 番 地 電 話 大 代 表 (943) 1131番

支 店・札幌・仙 台 ・横 浜 ・北陸・名古 屋 ・ 神 戸 ・ 広 島 ・ 四 国 ・ 福 岡

芳キ本大取締役社長

組柑奥

@  
株 式 会 社

夫

大阪市阿倍野区松崎町 2の 2の2 電話大阪 (06)621ー 1101 (大代表)

東京都港区元赤坂 1 の 3 の10 電話東京 (03)404- 8111 (大代表)

札幌・ 仙台・浦和・東京 ・f黄浜 ・千葉・名古屋・大阪・神戸・広島・高松 ・北九州・福岡

{変村奥取締役社長

本 社

東京本社

支 庖

社

，，4. 

Z ミ式株設建島鹿

郎

朗

ム

ハ

士

口

Jl I  

村

取 締 役 社 長 石

奥取 締 役 支 庖 長

(404)  3311 ( 大代)

(245)  2311 ( 大代)

電話 03

電話 06

東 京 都 港 区 元 赤 坂 1 - 2  - 7  

大 阪 市 南 区 鰻 谷 西 之 町 6

本 社

大阪支庖

株式舎社柄参ヱ務怠

⑨

 

良R

尼 崎 市 玄 番 南 之 町 4 番 地 電 話 大 阪 06 (411)  1  4  5  1  ( 代)

大 阪 ・ 西 宮 ・ 神 戸 ・ 高 砂 ・ 豊 田 ・ 三 田

}I頂谷キ丙取締役社長

本 社

営 業 所

設建畿近
会 社式株

① 

大阪06 (448) 5601代

07755 ( 2)  1361- 2  

敬

電話

崎

大阪市西区江之子島 1丁目 2番2号

滋賀県栗太郡栗東町岡 1 9 3 の1

l

 

i

 

--.
，， 取締役社長

社本

電話

⑨〉
組大阪支庖谷

滋賀支社

株式会社熊

田 甚

谷 太 一 郎

野 晴 彦

電 話 (260) 2111番( 大代表)

電 話 (352) 1151番( 大代表)

牧

締 役 社 長 熊

専務取締役大阪支庖長 星

東 京 都 新 宿 区 津 久 戸 町 1 7 番 1

大阪市都島区片町 2 丁目 1 0 番 5 号

長
止』

"" 
役締取

取

本 社

大阪支居
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ゐ
会 社甲 南 建 設 工 業 株 式

富町舌 (06)308- 1551大代理豊

富11舌 (伺 ) 437- 9631代理豊

富町舌 (03) 253- 4455代 表

電 信 (078) 221- 6293代 表

電 話 (0722) 29- 0  0  8  8  

電 信 (092)471ー 7 2 7 J  

.鱈 ( 052) 681- 6  7  4  5  

代 表 取 締 役 原 精

大 阪 市 淀 川 区 十 三 本 町 2 丁 目 4 香 2 8 号

尼 崎 市 南 武 庫 荘 2 丁 目 7 番 2 3 号

東 京 都 千 代 田 区 神 図 須 田 町 1 - 18( 共 同 ピ ル)

神 戸 市 中 央 区 八 幡 通 4 丁目 2 番 8 号( 菊海洋興産ピル)

甥 市 街 屋 町 東 3 T  1 番 1 9 号

福岡市憾多区1 t J 多駅前 3 丁目 2 番 8 号( 住友生命ピル)

名 古 屋 市 熱 田 区 富 江 町 1 1 1

組池鴻社抹 式 会

et> 

藤

大阪市東区 北久宝寺町 4 - 27 電話大阪 (244)3500( ダイヤルイン受付台)

東京都千代田区神田駿河台2・3- 11 電話東京 (296)7700( ダイヤルイン受付台)

名古屋・広島・福岡 ・鹿児島 ・松江 ・仙台・高松 ・札幌・ 4黄?兵 ・神戸 ・京都 ・金沢

池j鳴取 締 役 社 長

本 社

大阪本庖

東京本庖

支 底

‘・

社

ｾ＠
z 玄式株業エ藤佐

@  

小町谷武司

本 社 ・ 東 京 都 中 央 区 日 本 橋 本 町 4 - 8  電 話 東 京 ( 661) 1お1( 大 代 )

大 阪 支 庖 ・ 大 阪 市 東 区 北 浜 1 - 2  5  電 話 大 阪 (203) 7221(代 表)

支 庖 ・ 東 京 ・名 古 屋 ・北陸 ・ 札 幌 ・ 福 岡 ・ 仙 台 ・ 広 島 ・横 浜 ・四 国

佐 藤 欣 治 ・ 常 務 取 締 役 大 阪 支 庖長取締役社長

社
l 込

Z ミ式株設建水清

吉 野 照

木 下 正

専 務 取 締 役 大 阪 支 庖 長 石 動 信

本 社 東 京 都 中 央 区 京 橋 2 - 1 6 - 1 電 話03( 535) 4111

大 阪 支 庖 大 阪 市 西 区 土 佐 堀 1 - 3  - 37 電 話06( 443 ) 5431 

支 庖 名 古 屋 ・広 島 ・高 松 ・ 福 岡 ・ 金 沢 ・ 仙 台 ・ 札 幌 ・横 浜

蔵

矛リ

長

長社

社

菖リ

俗文建設株式令私• 
、 ｾ

1 0  

大阪市東区北浜 5丁目 2 2番地( 新住友ビル 2号館) 電話 06(220) 8 7  1  2  

東 京 都 新 宿 区 荒 木 町 1 3 番 地 電 話 03(353)代表5111番

E ヨ

E ヨ本楠常 務取 締 役 大 阪 支 庖 長

大阪支唐

本 庖

組

吉

岡

高

銭

式

社

株

会。
雄

大 阪 市 西区 西 本 町 2 丁目 2-11 電 館 大 阪06(531) 6431 ( 大代表)

東 京 都 千 代 田 区 一 番 町31番 地 電 話 東 京03(265)  4611 ( 大代表)

札 幌 ・ 仙 台 ・千 葉 ・ 横浜 ・北陸 ・名 古 屋 ・ 広 島 ・四国 ・福岡

釧路・帯広 ・苫小牧・函館・青森・盛岡・秋田 ・山形・徳島・水戸・字都宮

前 橋・浦和・多摩 ・甲府・富山・金沢・福弁 ・長 野 ・岐 阜 ・静 岡 ・湾・大告書

京 都・神戸・和歌山・徳島・松山・高知・松江・岡山 ・山口・北九州・長崎

熊本・大分・宮崎・鹿児島・沖縄

善
全

文

h

包

山

伊

取 締 役 社 長

社

社

底

所

支阪

支

大

業

.

宵

早

ふ

ム

ゐ

e

，

本

東

支

営
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建

主締ま 佐 古

まZEEZ 原 田 異 三

東京都新宿区西新宿1丁目25番l号新宿センターピル TEL東京 (348)1111大代表

大 阪 市 東 区 本 町 4 丁目 2 7 番地 T E L 大阪 (262)1131大代表

東京・名古屋・福岡・札幌・仙台・広島 ・横浜・新潟・高松

会 社式株設成大• 
本 社

大阪支庖

支 庖

社
之込

ヱミ式株設建幸大
@  

噌

博

大 阪 市 西 区 新 町 1 丁 目 4 番 21号 電 話 06 (538)  0881代

大 阪 市 東 区 今 橋 5 丁 目 2 番 地 電 話 06(203)  0373代

東 京 都 渋 谷 区 渋 谷 2 丁 目 14番 15号 電 話 03 (407)  7426代

名 古屋 市 中 村 区 名 駅 南3丁 目 6番 7号 電 話052(581)  7376代

松 江 市 和 多 見 町 1 7 5 電 話0852 (21)  3747代

富 山 ・ 仙 台 ・滋 賀 ・兵 庫 ・ 広 島 ・ 福 岡 ・静 岡

j畢大
取締役社長

社

室

庖

底

所

所

分

支

支

業

:

!

屋

営

張

辛

4

5

古

江

本

本

東

名

松

出

応務工中竹

株 式

会 社

κp、
てV

統

大 阪 市 東 区 本 町 4 丁目 2 7  電 話 大 阪 (252) 1201番( 大代表)

北 海 道 ・ 東 北 ・ 東 京 ・ 名 古 屋 ・ 広 島 ・ 九 州

千葉・横浜・静岡・金沢・京都・神戸・岡山・高松・北九州

中竹取締役社長

本 庖

支 庖

営業所

鉄建建設株式会社大阪支庖
⑧ 、&

章島児
西 日 本 業 務 担 当

常 務 取 締 役

郎越子金
常務取締役支庖長

大阪市大淀区天神橋 7 丁目 l ー 10( 天六阪急ピル) 電話 (358) 0321 ( 代表)

本社・東京都千代田区三崎町二丁目五番三号 電話東京 (262) 3411 ( 代表)

田 建 設 22 大 阪 支 庖戸

@

 

博

大阪市西 区西本町 1 丁目 13番47号( 新信濃橋ピル) 電話06- 531- 6561 ( 大代表)

本 社 東 京 都 中 央 区 京 橋 1 丁 目 7 - 1  

支 庖 東 京 ・関 東 ・横 浜 ・名 古 屋 ・ 札 幌 ・仙台・ 広 島 ・ 四 国 ・九州

道口山常務取締役支庖長

東 淀 興 業 株 式 含 紙 大 阪 支 庖

⑪ 
田中巌夫

東京都千代田区大手町 1 - 5 - 4

安田火災大手町ピル

大阪市北区堂島浜2-2-8 東洋 紡 ピ ル 電 話 大 阪 (348) 5  6  1  1  

東 京 ・ 名 古 屋 ・ 仙 台 ・ 札 幌 ・ 福 岡

3 2 6  1  

常務取締役

支 庖 長

電 話 東 京 (212)

小松英二

取締役副社長

大 阪 駐 在

本土本

大阪支庖

支 庖

8 6  



@  
飛 島 建 設 椋 式 会 祖 大 阪 支 庖

取締役支庖長 熊 谷 良 訓

大 阪 市 東 区 島 町 2 丁目 2 8 番 地 電 話 大 阪 ( 9 4 2 ) 2 4 8 1 (代表)

本 社 東 京 都 千 代 田 区 九 段 南2丁目 3番28号 電 話 東 京 (263) ＳＱＵｾ＠ ( 大代表)

支 庖 札幌・仙台・東京・横浜・名古屋・北陸・四国・広島・福岡

営 業 所 神 戸 ・和歌山・京都・滋賀・堺・奈良・姫路

③ 
日 本 建 設 株 式 会 社

'  

取締役会長

取締役社長

生

積

岡

山

重 政

興
ニ乞

a:::t 

本 社 大 阪 市 東 区 安 土 町 4 - 5  T  E  L  (261) 7  5  9  1  - 8 干541

支 庖東京・大阪・名古屋・福岡・広島・仙台・札幌・四国・沖縄

@  明日をささえる

西 松 建 設

本 社 東 京 都 港 区 虎 ノ 門 1 - 20- 10 電話 03 ( 502)  0211 

野 村 建 設 工 業 株 式 会 社

取 締 役 社 長 岩 本 義 心

本 社 大 阪 市 東 区 高 麗 橋 2 丁目 9 番 地 電 話 (202) 4  7  9  1代表

東京支庖 東京都千代図区大手町 2 丁目 1 番 1号 電 話(241) 4  1  7  1代表

@  

株 式

会 社 閑 組 大 阪 支 応

取 締 役

支 庖 長

オ〈二

ｾ木 隆 雄

大 阪 市 東 区 瓦 町 5 丁目 20 番 1 号 電 話 (201) 2751( 大代表)

本 庖 ・ 東 京 都 港 区 北 青 山 2 丁目 5 番 8 号 (405)  1  1  1  1番( 大代表)

支 庖・東京・大阪・名古屋・福岡・仙台・北陸・札幌・広島 ・高松・海外工事局

ｾｾ＠ 械式

会枇 長 谷 川 工 努 盾

代表取締役会長 長 谷 川 武 彦

大 阪 支 社 大 阪 市 東 区 平 野 町 5 - 4  0  電話 06(203) 5611

本 社 東 京 都 港 区 芝 2 丁 目 32 番 1 号 電話03 (456)  5451 

8 7  



フジタ工業
未来をひらく

母島
常務取締役大阪支庖長

大 阪 市 北 区 堂 島 2 丁 目 1 番 1 6 号 電 話 (345) 代 表 7 6 7 1  

本 社 ・ 東 京 都 渋 谷 区 千 駄 ヶ 谷 4 - 6 一 1 5  

支 庖 ・ 東 京 ・ 横 浜 ・ 名 古 屋 ・ 大 阪 ・ 広 島 ・ 高 松 ・ 福 岡 ・ 札 幌 ・ 仙 台

海外・リマ・カ・ラカス・サンパウロ・キトー・ロサンゼルス・グアム・クウェート

不二建設株式会社
② 

ー

良巨

大阪市西区西本町 3丁目 1番9号 干550 電話 0 6 - 5 4 1 - 5 5 3 4代表

東京都新宿区西新宿 4丁目5番2号 〒160 電話 0 3 - 3 7 7 - 5 1 7 1 代表

名古屋・福岡・札幌 ・仙 台 ・静岡 ・大垣 ・四 日市 ・京都 ・広畑・広島 ・大分

，[実口山取締役社長

大 阪 本 社

東 京 本 社

支庖 ・出張所

后務工木藤株式会社

取締役社長 藤 木 銭 三

本 社 ・ 大 阪 市 東 区 両 替 町 1 丁 目 1 3 電 話 06 (944)  1468 (代 )

大阪本庄 ・大 阪 市 東 区 両 替 町 1 丁 目 1 3  電 話 06 (944)  1461 ( 代)

支 庖 ・ 東 京 都 新 宿 区 三 栄 町 2 3 の 4 電 話 03 (357)  1611 ( 代)

倉 敷 市 鶴 形 1 丁 目 1 0 の 3 2 電 話 0864 (22)  3330 ( 代)

高 松 市 丸 ノ 内 1 1 の 1 3 電 話 0878(51)  7272 ( 代)

京 都 市 右 京 区 西 院 寿 町 1 3 電 話 075(311) 4131 (代)

福岡市博多区博多駅南 4 丁 目 18の 2 電 話 092(441)  6585 ( 代)

営 業 所 ・埼 玉 ・多摩 ・静岡 ・名古屋 ・字治 ・岡山・徳島・新居 浜 ・熊本

@  

真柄建設株式会社大阪支唐

。
木

大阪市淀川区宮原4丁目4番50号 電 話 大 阪(06) 393- 1171 ( 代表)

東京都千代田区麹町5丁目 1番 地 電 話 東 京 (03) 263- 1211( 代表)

東京 ・名古屋・金沢 ・富山 ・福井 ・京都・大津 ・神戸 ・新潟 ・福岡

ム

口

、w

d

・

孝々佐
常務取締役支庖長

大 阪 支 后

東 京 本 社

支庖・営業所

組村松
株 式 会 社。

雄

社 ・ 大 阪 市 北 区 天 満 2 丁目 1 番 33号 電 話 大 代 表 大 阪( 353) 1131

庖・東 京・名 ー 古 屋 ・ 札 幌・仙 台・広 島・福

村松
取締役社長

本

岡支

畿 大 阪 支 庖三 井 建 設

⑥ 
祐I

 

l

 

--I

'

 

オく

ｾ木取締役大阪支庖長

06 - 443 - 1321 

03- 863 - 3111 

88 

大阪市北区中之島 3- 4 - 18(三井ピル 2 号館) T E L

東 京 都 千 代 田 区 岩 本 町 3 - 1 0 - 1 T E L  

大阪支唐

本 庖



領参

⑮ 

。

@  

@  

村 本 建 設 株 式 会 社

代 表 取 締 役 ネす 本
監包

玉三 品司

本 1iS 奈良県北葛城郡広陵町安部547 電話 大和高田 (55)  1  1  5  1  (代表)

大阪本社 大阪市天王寺区上本町9丁目6番15号 電 話 大 阪 (774) 2111 (受付案内台)

東京支后 電 話 東 京 (238)2111(受付案内台) 名古屋支唐 電 話 名 古屋 (241)1511制

福岡支唐 電 話 福 岡 (711)9251 三重支底 電 話 津 (26) 2949 

望 月 建 設 株 式

h .  

社ｾ＠

代 表 取 締 役 社 長
望 月 太 良R

本 社 大阪市北区曽根崎新地 1丁目 1番23号 電 話 大 阪 (344) 8651 (代表)

株式会社 森 組

取 締 役 社 長 本オ木<;: 
幸 彦

本 社 大 阪 市 東 区 横 堀 2 丁目 1 4 番 地 電 話 201- 2761( 代)

支 庖 東 京 ・名古屋 ・九州・ 札幌・奈良

営 業 所 仙 台 ・新潟 ・横浜・滋賀 ・京都 ・神戸 ・広島 ・熊本 ・高松

綜合建設業・一級建築士事務所・宅地建物取引業

蕊 薮 内 Z 務 Jき

本 社 大 阪 府 u 塚 di 鳥 羽183- 1 電 話 (0724) 33- 2001 (代)

営 業 所 大 阪 ・ 土抗1 ・ 西 宮 ・ 和 泉

展 示 場 大 阪 府 貝 塚 市 三 ツ 怯 招 山 1 7  2  6 丞 地

株式含社米国工務底

代 表 取 締 役 米 田 良 男

本 社 〒543 大阪市天王寺区逢阪1丁目 l番7号 T E L 大 阪 (06) 771- 7771代 表
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暑中お見舞申し上げます 昭和56年盛夏

建 材 • 

φ 〉

@  

母島

。

多

設 備 工 事 • 報 道 印 刷 業 者 有 志

クリーン工アのコンサルタン卜

アイエム換気工業株式会社

本 社

東京営業所

代表取締役 松 岡 晃

大 阪 市 浪 速 区 塩 草 3 丁 目 9 - 4  

東京都荒川区西日暮里6-42・8飯田ビル 1階

良R

T E L  (06) 561- 3901代

T  E  L  (03) 894- 8831 

2 邑

同 盛 建 キオ 株 式 社

取 締 役 社 長 青 盛

広 島 市 中 区 舟 入 幸 町 1 9 番 1

福 岡 ・ 岡 山 ・ 松 江

0 号

下 関

株 式

営 業 所

茨 木 工 場

.，0. .  

':z:t 
社

取締役社長

梅

松 刀く 嘉

大阪市北区中崎西 2 丁目 l 番 3 号

茨 木 市 豊 川 3 丁 目 1 番 6 号

3頁 賀 エ業 株

取締役社長 須 賀

巌

電 話 0822- 92- 3200 

徳 山 ・ 鳥 取

彦

郎

電話 06 (312) 6  1  7  1代

電話0726 (43) 5  1  8  5 代

式

..d除

:zx 

新

社

本 底

本 社

支 社

営 業 所

大 阪 市 西 区 土 佐 堀 1 丁目 2 番 30号 電 話 (06) 4  4  1  - 5  1  7  1  

東 京 都 港 区 新 橋 6 丁 目 17番 目号 電 話 (03) 4  3  4 ー 7 1 1 1  

東 京 ・ 大 阪 支 底 名 古 屋 ・ 京 都 ・ 神 戸 ・ 広 島 ・ 福 岡

札 幌 ・ 東 北 ・ 千 葉 ・ 横 浜 ・ 静 岡 ・ 金 沢 ・ 高 松

よりよき環境〈技術で挑む一一一一

株 式 会 社 事責 is 

本 社

東京支庖

取締役会長

取締役社長

木 内 清 三

和 田 正 八 郎

大阪市南区瓦屋町3番丁68番地( オートセンタ ーピル ) 電話768・5031聞

東京都千代田区九段南 2 丁目 2 番 5 号( 九段ビル ) 電話262・3241附

マ



③ 

東 西 ア ス フ ア ル ト 事 業 協 同 組 合

西 日 本 床 工 事 事 業 協 同 組 合

株式会社タテバヤシ商庖

代表取締役
舘 林 彦 四 郎

干601 京 都 市 南 区 西 九 条 大 国 町 37 電 話 (075) 681- 72 2 1 (代 )

@  

東亜印ルーフイング

東 亜 工 業 株 式 会 社

東 軍 ア ス フ ア ル ト 防 水 事 業 協 同 組 合

本 社 〒581 大阪府八尾市南太子堂6丁目 4番27号 電 話0729- 94- 5682

営 業 所 東 京 ・ 名 古 屋

工 場 大 阪 ・ 東 京 ・ 和 歌 山

.
剣
一

9

 

.
m一

コ ピ ー の 綜 合 コンサルタン卜

株 式 会 社
才 f 指 f

代表取締役社長 木
下 み ど り

本 社 大阪市北区堂島 2 丁目 l 番 1 8 号 T E L  (  0  6  )  3  4  5  - 9 0  5  5  

T E L  ( 06)  252- 3906 

T E L  ( 06) 202- 5260 

T E L  (078) 251- 0595 

T E L  ( 06) 3υ8- 2668 

御 堂 営 業 所 大 阪 市 東 区 本田T4  - 27( 御 堂 ピ ル )

繍 堀 営 業 所 大 阪 市 東 区 防 府 2 丁 目 36 - 4  

神 戸 営 業 所 神 戸 市 中 央 区 磯 辺 通 4 ー 2 ー 26

新 大 阪 営 業 所 大 阪 市 淀 川 区 西 中 島 5 - 13 - 15

⑧ 

TOTO特約唐株式会社

""'-'7 
代 表 取 締 役 田 虞 助

本 社 〒 543 大阪市天王寺区烏ケ辻1丁目 3番6号 電話771-9123( ' 内

生野営業所 干 544 大阪市生野区巽西2丁目 7番24号 電 話758- 7280制

柏原営業所 〒582 柏 原 市 円 明 町 2 1 7 番 6 6  電話 (0729)77-728附

お
2ま西原衛生工業所大阪庖

代表取締役社長
半

ナ
，n
i

'

 

良日

大 阪 市 大 淀 区 中 津六丁目 8 番 4 号 電 話 大 阪 (458) 3531番 (代)

面玄

大 阪 で 唯 一 の

さま日 刊 建 設 新 聞 社

代 表 取 締 役 中

代 表 取 締 役 中

山 豊 雄

山 敏 夫

大阪本社 大阪市東区高麗橋 1丁目 3 ( 東洋ビル) 電話 202- 6861(代表)

役 員 室 大 阪 市 東 区 高 麗 橋 詰 町26 ( ユニ高蝿橋) 電話 941- 6847( 代表)
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争珍
結 日 刊 建 設 産 業 新 聞 社

取締役大阪支社長 中 村 勝 則

大阪支社宅島541 大阪市東区淡路町1丁目 14(八千代ピル) 電話06(231)  8171 (代)

神戸 支 局 ⑤651 神 戸 市 中央 区 八 幡 通 4 丁目 2 - 25 電話078(291)  0541- 2  

京都支局 o>602 京都市上京区河原町丸太町東入俵屋町460 電話075(211)  1  9  1  1  

本 社 o >173 東 京 都 板 橋 区 板 橋 1 丁目 4 8  - 8 電話03 (961)  1691 ( 代)

争惨

⑮

 

株 式

会社 日刊建設通信新社関西支社

取締役関西支社長 山 口 哲 雄

大 阪 市 西 区 京 町 堀 1 - 6 ー 2 3  エ ハ ラ ビ ル 電 話 ( 444)  4  4  5  1 代表

本 社 ・ 東 京 都 港 区 西 新 橋 2 ー 1 1  - 4  電話 ( 502) 8  5  8  1代表

活字のない印刷

日 本 写 植 田 刷 株 式 会 社

神 田 都 義

本 社 〒545 大 阪 市 阿 倍 野 区 阪 南 町 7 ー 5 - 30 電 話06 ( 606)  1  1  11代

広 島 営 業 所 干724 東 広 島 市 八 本 松 町 米 満 109ー 5 電 話0824 (28) 6253 

日 本 写 植 セ ン タ ー 干892 鹿 児 島 市 名 山 町 4 - 7 三 宝 ピ ル 電 信0992 (26) 4371 

津 山 写 植 セ ン タ ー 〒 708 津 山 市 福 田 1 3  7  2  - 1  電 話08682 (  8  )  4377 

沖 縄 写 植 セ ン タ ー 〒 900 南 風 原 村 兼 城 沖 縄 印 刷 工 業 団 地 電 信0988 (55)  6100 

…@闇

f h  

モy

マルヱス印企ルーフィング企シングル

日新工業綜式会社大阪支唐

大阪支庖長 中 勝田

本社営業所 東 京 都 足 立 区 千 住 東 2 - 2 3 - 4  台東京 (882) 2424 (代)

大 阪 支 庖 大 阪 市 西 区 新 町 1 丁目 12番 22号 宮大阪 (533) 3191大代表

出 張 所 名古屋 ・広島 ・福岡・札幌・山形・工場/ 東京 ・埼玉 ・山形

日本アスフアルト防水工業協同組合

関西支部

大阪市西区新町 1 丁目 12番 22号 日新工業株式会社大阪支庖内

電 話 (533) 3  1  9  1 大代表

⑧ 阪 急 電 気 工 事 株 式 会 社

取締役社長 宇 治 正 豊

本 社 大阪市淀川 区新北野1丁目 4番21号 電 話 代 表 06 (302) 0231 
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3  

ピ ニ ロ イ ド

ア コ シ ー ト

A C: J目P 回

防 水

防 水

責 任 施 工

責 任 施 工

責 任 施 工

三 星 産 業 株 式 会 社防 熱 工 事 股 計 施 工

プラスオール 1

} 製造販売

コ ー キ ン グ }

〒550 大阪市西区京町綱 1 ー l ト 17(大栄ビル ) Tel. <443>9721( 代)

〒101 東京都 F代m区神図小川町3-28(三 東ピ ル) Tel. <292>1961( 代)

囚

何?

デザインされた環境づくり

UNION 

ｴＧｉｾ＠ ｾｩ ＼ 刈 Ｚ 札制 <721>6031 ・6307 仙台<21>5366( 代)

ｲ Ｇ ｬｬ ｩ ｾ Ｎ＼ ＹＳＱ ＾ ＴＵＷＴ ・ ＳＳＹＳ 制附<18>3361{ 代)

自主化成Z 業株式命社代理窟

新聞和: r . 築様式竃枇代理定

ム ツ 三 産 業 様 式 苔 托

代 表 取 締 役 侮 馬 正 明

営難品目 建築金物、装飾金物、金具金物、

其他踏金物別注段計製作、オリジナル金属製家具

株式会社山本金属製作所

取締役社長 山 本 正 治

〒542 本 社 ・ 本 社 工 場 大 阪 市 南 区 西 賑 町 2 5  T  E  L  (761") 0  1  2  7 代

〒570 守 口 工 場 守 口 市 浜 町 2 - 1  T  E  L  (993)  7  1  9  2代

252=オン

取締役社長
立 野 郎

本 社 大 阪 市 西 区 南 堀 江2- 13- 22 〒550 電 話 06( 532) 3731 げ吃)

東 京 営 業 所 東 京 都 銀 田 区 石 原 4- 3- 1 〒130 電 話 03( 625) 8131 ( 代)

名 古 屋 営 難 所 名 古 屋 市 東 区 車 道 町 3 - 1  〒461 電 話052 ( 935) 6021 ( 代)

虎ノ門ショールーム (17森ピル1F ) 東京郵港区虎ノ門ト26-5 〒105 電 話 03 (508) 2558 ( 代)
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地玉三，芝

山} 3 > . どこコ

総合天井システム以許認 ト|

耐震・耐火そして軽量化を誇る総合天井システム、J ライン工法、、ALTS工法、 let 当社惣自の

照明灯ユニットおよび戸ルミ製Tnーを建物のモジュールに配列し、天井仕上げ材と一体化し

たシステム天井です。空調、照明、防災機器、スピーカーなどの叡備ゾーンとの組み合せ、さら lこ

間仕切、ブラインドBOXなどの取り付けも可能にした多機能を跨っております。 CPAT. 6件)

奥村重兵衛株式会社

本 社 大 阪 市 北 区 西 天 満 5 丁 目 3 番 ア 号 〒530 Ｎｾ苫 ＨＰＶＩ 312- 4131聞

東 京 東 京 都 港 区 新 編4丁 目2番 第29森 ピ ル 〒105 電 話(03) 437- 3361附

福 岡 福 岡 市 縛 多 区 住 吉 2 T 目 16番 27号 〒812 電 信( 092) 291- 045鎖倒

名 古 屋 名 古 屋 市 西 区 俵 町 2 T 目 守 番6 号 干451 電 信(052)522ー 543邸側

仙 台 仙 台 市 本 町2丁 目1香 8号 第1広 瀬 ピ ル 干980 ・ 鱈( 0222) 65- 656邸内

沖 縄 沖 縄 県 那 覇 市 室 川 1 1 9番 旭 干900 ・笛(0988)53一 関 問 問

94 

内 装 不 燃 材

室 谷 商 事 株 式 会 社

本 社 神戸市中央区北長狭通4-2-4 ( 英和 ピル)

電話 神戸 (331) 0881- 3  

支 底 大阪市北区西天満2丁目6番8号(堂ピル5階)

電 話 大 阪(364) 2031- 4  

倉 庫 神戸市中央区八幡通 1 - 16( 電話221 2923)  

テトカッパー防水

-・『 ・. .  
・. .  .  . ・・ーー 今ー一一一宇ー一ーー . .  .  .  ・・・.

・・・・・・・・・・ .  . ・・・・ . .  .  . ・今一 一一一一 一一 ーー. .  .  .  .  .ー ー
・・ ・・・ ・・ ・・・・・・・・・・・・・・ーー 今一 一一 .  .  一一一- マ. .  .  .  .  .  .  .  

.  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  . 一一 一一 .  .  
一一 一一マ ー. .  .  .  .  .  .  

・. ，・ ・・ーー 一一今一一一一 一ーー. .  .  .  

• 防水専業の研究経験から生れたすくない資源のノ マーフェクトな防水府です。

この防水層は Ｈ 一 層 防水 Ｉ 地工するだけで、 ｾＩｪ 水は完鐙です 。

温 度 変 化 に 伸 ぴがなく、柔軟性に s み、面ta量、耐薬品性に 1憂れ、腐蝕しません.

カ 。 防 ム 帯 コーパータイト 新 工 法

ツJ 、 一 日 7 K 骨

r'/ J  " J ' ・m' オクロン防水平事 プレノテクト吹付工法

選議

奥山化工業株式舎示i
本 社 東 京 都 中 央 区 銀 座 8- 4- 9 電 話 03 (571)  2703 

大 阪 事 務 所 大 阪 市 淀 川 区 東三国6- 1- 41 電隠 ω (391 ) 1081 - 2  

2膏玉営業所 崎玉 県桶川市東1- 6- 10 電 路 0487(74) 2845 - 6

厚木出張所 神奈川県厚木市企図字富畑259 電 栃 0462 (21)  6092 

名古血出張所名古嵐市南区若草町33 電 鯖 052 (811 )  3660 

九 州 出 減 所 佐 賀 県 鶴 宮 町 電 話 0952 (47)  2945 

腐 ら な い ・ 燃 え な い ・ 軽 い

ケ ミ カ ラ ー オ ー シ マ メ タ ル

屋 根 材 ・ 壁 材 ・ 谷 樋 棟 包 水 切 り に

大 島 応 用 化 学
ス タ ン ダ ー ド メ タ ル の

東 大 阪 市 新 庄 ( 745) 5121 - 5  

、a



空 間 ・ 衛 生 設 備 の 頁

空 気 調 和 ・ 給 排 水 ・ 衛 生 ・ 防 災 設 備 設 計・施 工

令 都 朝 日 三 業 社

本 社 東京都港区浜松町 1- 25- 7  電話 (434) 6171(大代)

大阪支社 大阪市淀川区加島 1- 58- 59 霊童話 (302) 2  2  7  1  (代)

支 庖 北 海 道 ・ 東 北 ・ 名 古 屋 ・ 中 国 ・九 州

営 業 所 釧 路 ・函 館 ・ 盛 岡 ・ 横 浜 ・静 岡 ・ 京 都 神 戸

震災布汚禁処造設計地工

φ 料 大 阪 城 口 研 究 所

取 締 役 社 長 城 口 庸 平

大 阪 市 北 区 角 田 町 2 番 15 号 電 話 大阪372局7151( 代 )

京都市東山区大和:大 路 正 面 上 ル 電 話 京 都561局4944 ( 代 )

HIIイ市中央 1'( F III f 通 6 - 2 - 8 電 話 村1/ゴ341 J"j 5  8  9  2  

電 気 ・ 空 調 ・ 衛 生 ・ 防 災 ・ 産 業 廃 水 設 備

設 計 筋 工

. ，大阪電気暖房株式会社

: <$: 后 大阪市内 I王江戸堀 I T 日10番17 号 〒550 屯 ぷ (441 18231

本 社 東京都中央ぼ銀座 2 了H 2 番17号 〒104 電話 (535) 5251  

支 社 大阪 ・東京・名古原

支 庖 札帆・仙台・ てわ尺・広島・偶間

営S健所 何 j騎・大:f! 童・岡山・高怯・熊本

出張所 帯広・青森 ・秋 田 盛岡・前線・千禁 ・償浜 ・静岡

富山 ・栂井・盟主田 京都・神戸 ・徳山 鹿児島・那街

海外支底 シンガポ ー ル

空 気 網 干日 段 f.!ll

給 排 水 ・ 衛 生 水 道

電 気 設 備

厨 房 ム

環境衛生施ｾ

荷 役 運 織 機 械

化 学 鉱 山 織 械

三機工. 22 大 阪 支 庖

取締役社長 各 務 節

ｦｬ ｐＮ白 ｬｩ ＭＯｩ ｉ ， ｉ［ Ｑｩ［杉 ｾｲｈ ffJl f! f¥ 

大阪市東区北浜 2 丁 目 2 2 番地 胃E防 大 阪 ( 202) 代 表 3071

本 庖 東京・日比谷・ 三倍ピル

支 庖 名 古 屋 、 価 問 . 札 枝、 広 島 . 仙 台 、 北 陸

出 減 所 ｗ 川 氏、 ｬ 叫 ＱＢＱ 、約 ｉｾｬｬ Ｎ切 ＱＱＱ 、 ｉＮＧｩｬｬｬｬ 、イ ￭ｨＧｾ

- 給排水衛生 ・冷暖房

・空気調和殺自信 ・その他管工穆一切の設計. . 5 ヱ

⑮ 斎 久 三 業 株 式 会 社

本 社東京書官千代図区大手町2- 6-2 ( 日本ビル)

電 鰭 03- ( 270) ー7411側

大阪支社大阪市北区中之島4- 2- 38 電話 06- (443)  5041側

支 庖 札 幌 ・ 岡 山

営 集 所 仙 台 ・ 千 葉 ・名古屋・金沢・高松・広島・禍岡

出張所福井・倉重量・苫小牧

空 気 鯛 和 設 備

衛 生 設 備設 計 施 工

令 三 建 設 備 工 業 株 ま 審 社

大阪支庖 大 阪 市 北 区 紅 梅 町 3 番 5 号 電 話 ( 352) 1 1 3 1  ( 代)

本 社 東京都中央区日本橋蝋殺町 ト35- 8 電 話 ( 667) 3431 ( 大代)

支 社 名 古 屋 ・ 仙 台 ・ 札 眺 ・ 広 島 ・福 岡 ・ 金 沢 ・新 潟 ・償 浜

。掠式会社三発空調

取締役付公 務 雌 ↑専

本 社 大 阪 市 北 区 西 天 満 3 r 目13&20行 屯J占 06- 363- 1371

点京本1苫 東京都新宿{，( 内新宿 新宿住友ヒル '，1..: "，1; 03 - 344 - 1911 

大阪本応 大阪市北 l夫丙天満 3 r  J1n  1fi 20丹 芯，; f; 06 - 363- 1371 

支 1苫 名古屋市中村区名駅南2丁目14番19号 ' ，{e"r. 052 - 581- 8571  

広島市中区紙屋町 1 丁目 2 番22号 l tuf，0822- 47  - 4535  

悩岡市中央 区大 名 2 丁目 4 lft22 ¥;- '4U .f;092- 761- 3795 

出 張 所 仙 台 ・ 償i兵・稲井 ・京郎 ・神/ ; ・怯江 ・尚松 ・下関 沖縄

ｾ＠ 空 調 衛 生 ・ 冷 凍 冷 蔵 ・ 地 盤 凍 結

官雪， よりよき環境へ技術で挑む一一一一

句P 株式会社精研

、置副F 本 社 大阪市南区瓦屋町 3 番丁68番地( オートセンターピル2階)

郵便番号542 電 話 大 阪 (06) 768- 5  0  3  1 番

冷凍空，河内11 大 阪 市 大 淀 IJ?: 11 崎 4 r  n  5  lfI: 21  }} 

郵便l f I : 号531 ，' ! i 活大阪 (06) 374- 2  4  5  5 俳

東 京 支 底 東京都千代閉灰九段南 2 丁目 2 書5 号( 九段ピJレ8 階)

郵便番号102 電 話 東 京 (03) 262- 3  2  4  1  - 4 番

$  新日本空調株式会社

大 阪 支 庖 大 ｉｾ ，Ｈ ､ｪ Ｍｬ ｴｬＧＨ 笠白浜 Ｑ Ji 12 待6 け ( 新大ピル)

電話 (06 )  344 - 6  0  3  1  ( 代)

本 社 東 京 都 中 央 区 日 本僑本石町4-2( 三井第二号IJl il

電話 (03 )  279 - 5  6  7  1  ( 大代 )

名 古 屋 ・ 九 州 広 島 ・ 札 械 ・ 東 海 村 ・北 陸 ・ 大 分

cl eanOi r  
丸

ｏｾＡＮＡＡ ， Ａｬ 警捗 ｚｅ 舎 ｦ さ

95 
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空 気 調 和 ノ〆、¥ 搬送機設備

制 ｪｾ 水衛生 可 ζ 云F 設 計 施 工

第ーエ紫株式会社

大阪支庖

大 阪 支 庖 〒 530 大 阪 市 北 区 西 天 満 3 r 目 6 番 1 4 乃

電 話 0 6 - 3 6 4 - 6 6 6 1 ( 代 表 )

本 社 〒100 東 京 郎 千 代 田 区 丸 の 内 3 丁目 3 番 1 号・

7{!，1f. 0  3  - 2  1  1  - 8  5  1  1  ( 代 表 )

暖 ・冷 房 ・空 気温 湿 度 調 整 装 置

6!!= 田高

言宣 言十 施 工

垂'11
品 凶

ー争ー

大阪支 l苫 大 阪 市 北 区 芝 田 1丁目 4- 8 ( 北 阪 急 ビ ル 9 暗)

電 話 大 阪 ( 372 )  2  5  1  1  ( 代表)

本 社 東 京 都 千 代 田 区 神 田 駿 河 台 4 丁目 2 番地

r moOAI揖 ョ 空 気 回 和 設 備

設 計 施 工

換気・除虚設備

東 洋 熊 工 調 信 機 式 会 祉 大 阪 安 信

大 阪 市 西 区 靭 本 町 3 - 1  - 2  7  T  E  L  (443)  8  0  7  1  

志 社 東京航中央区京僑 2 丁目 9 T  E  L  (  562)  1  3  5  I  

支 唐 名 古 屋 ・ 福 岡

空 気 調 和 ・ 衛 生 設 備 :. ".: ， ι 一 大 阪 ガ ス 指 定 工 事 会 社

ガス設備・ガス住宅設備 一訂・ーム 大阪ガス住設機器特約庖

。 大 晃 設 備 株 式 会 社

本 社 大阪市北区西天満 5 - 1ト12 篭話 06 - 313- 1846

Z52 品霊祭 大阪市北区西天満 5 - 11 ・12 包 括 06 - 313 - 1846

ι t 主 主甥 枚方市甲斐回東町 9 番 3 号 電話0720 - 49 - 2128

設 備 都 大阪市北区西天満 5 - 1ト 12 電話 06 - 313 - 1846

F U T A B A Y A  D E C O R A T O R S . L T D  

給・排水・衛生・消火・暖冷房設備

3522西原衛生工業所大阪庖

大 阪 市 大 淀 区 中 津 6 丁目 8 番 4 号 電 館 大 阪 ( 458) 3531番

支庖・ 営業所 福岡・京都・天理・川西

⑥ 日 本 管 工 業 株 式 会 社

本社及京都支庖 京 都 市 南 区 西 九 条 rl 閏 町 2 0 番 I也 の 1

電話 (681 ) 5  1  0  1  - 5 ・夜間1専用 (691 ) 1045 

大 阪 支 I苫 大阪市北医天満 1- 5- 20 1t]:;V，( 06 ) 352- 3501((U 

三重支底 ｩ ｾｬ rl 1栄 町 2 - 1  1  1  1liJ ，T; ( 0592) 26- 36則 的

四 日 市営 難 所 l珂 IJ " ，市 内 末 広 III f ｾＧｬｬＺＮｬｬ，ＨＨｊ ＵＹＳＩＵＳ ー ＷＴＳ ｬＱｻｑ

滋 賀 営 業 所 大 ilt rf j .fT 11 l ' .浜 13ー 15 1包;11， ( 0775)  22 - 9738(代)

名 古 屋営 業所 名山. . I- I l "i 中 村 I>(JIIJ ，武トU 市川( 052) 452 - 370 lif lJ 

<<，，，，q惨 3舎町震局毎leJ

- 1=電曹司. . . .

Ｍ・・ ｅ ・ ｆ 可 ＺｾＺｕＺＨＺＮ

，. 町、 東洋 キャリア 工業( 妹 ) デスト ビュ ー タ一関西地区

l∞自宅設翠fE55繋23芦社

CJ l  

営業種目

空気調和・衛生設備工事・設計・施工

図 翻

( 創 業 大 正 7 年 )

平山王業様式念滋

大阪市西区江戸堀1丁目 22番7号

倉 06- 441 - 1994 ・443- 0331

空気調和設備・給排水衛生設備 ・上下水道施設

環境衛生施設・公害防止施設 / 設計・施工・監理

⑫ 山 田 工 業 織 京 宣 紅

本 社 大阪市l珂I>();i 町制 1- 6 - 8  "世，!" 06(443)8161 ( 大代J <)

ｻ環境袋訳、 ｊ ｉｾｩ 祁Ｇ ， Ｇ Ｏ， ＱＱＱＱ 'iI!，!占 06(447)0831 (代 J<)

分析センヲ一 大阪市淀川 1>( '.i ltl ，! ，判トト35 '4! ，!1i 06(308)  1491 

支 庖 !RJif 名 古 川 制 問

営 業 所 ｊ［ｩ ｉｩＡ ｓ 神ド ・ 相ＺＡ尚 ｉ ｴ［ｾ，｜・ ｉＺＢＺｩｴ ￭Ａ . 総 ilJ

建築物商制自等造作 工事 、家具建具・室 内蓑備工事

内 外 装 飾 織 物 ・窓 掛 敷 物 壁 紙 類一 式 / 設 計 施 工

二葉屋装備工業株式会社

取 締 役 会 長 若 林 繁 吉

大 阪 府 摂 津 市 東 別 府 3 丁 目 7 番 8 号

電 話 大 阪 ω6) 349- 9 1  9  3 代 表

大阪府知半建築業者許可( 般ー 48) 第 12064号



⑤ 

I7Eヨ 昆 ! 5 0 " == . L J L一. . . . b. .

l場 竜 丸 株 式

代表取締役 山 本 ↑ 奪 三

壮 大 阪 市 北 区 中 之 烏 3 -' 2 - 4 <<Ij B ピ ル

T E L  大 阪 06 ( 3 8 5 ) 1 3 6 1 ( 代 }

市 事 木 町 3 - 3 ‘ - 6  

T E L 大r;';06 (  3  8  5 )  1  3  6  1  ( 代: )

が 都 市 有 点 以 内 ゆ: 袖 A 軒 町r 2  1  

T E L ゅ':tm075 (  3  1  1 )  1  1  8  5  Ｈ ｦｾ Ｉ＠

点 Jjr Iif S 中 央 I>!: 銀 叫 王 6 - 6 ー 7 朝 日 ピ ル

T E L  車 ポ03 ( 5 7 4 ) 0 6 6 5  

電 気 設 備 の 頁

社

A

Q

一

A

設 計 施 工
電 気 設 備

朝

設 計施 工

栗 原 工 業 繍 式 会 紅

電 気 ・言十装工事

ーを

回

"" 

本

事埼士宮町鰻月時

京IS.. 所

英

大 阪 市 北 区 角 田 町 1- 1 東 阪 急 ビル T E L 0 6- 313- II OI

支 l苫 東 京 ・名 古 屋 ・ 舞 鶴 ・ 京 都 ・ 実 理

大 阪 商 ・神 戸 ・広 島 ・ 四 国 ・九 州

信原栗取締役社長

東 京 営 雄 所

会 社

電気設備工事設計施工

東 光 電 気 工 事 株 式

大 阪 支 社

横 田 幸大阪支社長

大阪市東区高周僑五丁目 二八番地 電話大阪 ( 202)0325- 9 番

本 社 東 京 総 千 代 田 区 西 伸 田 1 丁 目 4 番 5 号

支 社 札 続 ・ 仙 台 ー 丸 / 内 ・名 古 屋 偏 岡

営業所・出張所 全国主要都市20令所

電 気 工 事 設 計 施 工

血
，、.

代表取締役 坪 井 大

大阪市北区西天満 2 丁目 6 - 8 {念ピル 7 陪 )

電 話 ( 361 ) 3  6  7  1  ( 代 )

東 京 都 中 央 灰 ヨ 本 僑 箱 崎 町 2 0 番 5 号

電 話 ( 671 ) 1  4  7  8  (代 i

川 崎 ・ 判 l 筏 原 ・ 堺 ・ 福 山

社一ー
一

株 式 会 社

全土

怠

ヨド

支ｾ Ｍ ，Ｎ，＠

出 張 所

電 気 工 事 設 計 施 工

争富士電業株式会社

社

電 気 ・ 暖 冷 房 ・ 笠 岡 工 事 段 針 箱 エ

ro 

実中田
取 締 役 社 長

H  

I苫

本

支

大 阪 市 西 区 北 堀 江 1 丁目 10 番 2 号

電 話 大 阪 ( 5 3 8 ) 1 1 7 1 代 表

東 京 ・名 古 犀 ・広 島 ・福 岡

ネ士本

底支

営業所神 戸営 ｾ所

電気・計装・空調工事設計施工

￞Ｇｾ卜園貫工ＺＯｾ二戸 ｊ レヲ崎武 ｑ ｉｴ企込

総 合 殺 備 工 穆 〈段昔十・施行〉

建 築 ・電 気 ・ア ン テ ナ -送 電 線 プ ラ ン ト ・計 義 ・空調・土木

⑧ 

山 本

大 阪 市 北 区 西 天 満 5 了同 l 番 3 号

T E L  06ー 364- 3056 (代)

東京・ 神戸・広島- 岡山

名 古 屋 ・ 岡 山 ・ 札 幌 ・ 苦 小 牧 ・ 浜 松 ・ 滋 賀

京都. m; 砂 原 ・ 徳 山 松 山 ・ 新 開 浜 福 岡 - 沖縄

?企t

I ロ方く
取締役社長

事土

支 l苫

事 業 所

本

社太 陽 工 藤 工 事 株 式 会

7c 

大 阪 市 福 島区 福 島 7 - 2 2 - 8  

T E L  (  06) 452- 1151 (大代 )

東 京 ・名古屋・ 大 阪 ・広 島 ・福 岡

正谷代取 締 役 社 長

宇土本

Board &'Slate 

@問

翼賛喫

フ タ パ 需 3阪

事業所

ナ

ニ

ワ

瓦

株

式

会

社

大

岡

市

植

通

区

冗

町

T

白

位

同

一
電

話

削

九

0

・
ハ

ム

Standard 

宝 電 機 株 式 会

取締役社長 嘉 納 伝 三

大阪市北区西天満 2 丁目 6 - 8 ( 堂ピル 3 階 )

電 話 (364 ) 1  4  7  1  ( 代 )

東京都港区新 僑 2 - 1  S  ( ニュー新僑 ビ ル 7 階)

電 話 (504 ) 0  2  3  1  

名 古 屋 市 北 区 域 見 通 2 丁 目 2 0 番 地

電 話 (991 ) 5  1  3  1  ( 代 )

堺・千葉 ・ 字 都宮・ｾ本

局 面 水 湾 入 .'1 落 防 止

耐 震 耐! 弘 司

安 定 耗 耳

ナニワ媛匂12ii

97 

京 軍E 市 鹿 山 区 今 間 野 大 仏 池 田 町 9 の 9 075(5.1 )33“ { 代 }

東 京 即 断 宿 区 西阜 稲 田 3 丁 目23書 8 号 03  (202 )1801 ( 代 )

阜 綿 困 セ ν トラ ル ビ ル 1 F  

京都摘木 ・山埴・噸戸

社 寺 数 奇 屋 用 瓦 ・ 大 仏 瓦

床・ 壁 内 外 装 用 瓦 … ・大 仏 敷 ・ 貼 瓦

内 外 裟 用 様 変 美 術 タ イ ル ・・ 大 仏 タ イ ル

新 発 売 。.. 古 代 土 器 綱 高 温 〆 タイル ・大 仏 古 代 タ イ ル

唱

@  

Z 二

耐 酸 ツ ポ 各 種 延とコ

陶器、ガラス製品卸問屋 電< : /

セトモノのデパート

本 盾 大 阪 市 町 森町山 電 話 附

濠八徳1苫 大阪市北区間心 2ー 1- 31 電話 (358)1790' 1838 



奉 仕 感 謝 の 庖

タ イ ル 工 事 施 工

⑪: :  ") J挙疲零歳忘

本 金 士 大 阪 市 西 区 西 本 町 1 - 13- 33(靭 本 町 パス 停 前)

電 話 大 阪 06( 532)代 0461 ・550

天 理 営 業 所 天 理 市 丹 波 市 町 新 町 50

量殴省認定の防火材料

ソリジットスタイン 基材問等 o  0  0  3骨

エ パ ウ オ ー ル 基 材 同 等 o 0  0  3骨

エ パ ー サ ン ド 基 材 同 等

本 社 大阪市東住吉区駒川 2- 4- 22 屯話 (06) 702ー 7814- 7

東京司E蝶 所 ・ 名 古 屋 出 張 所 ・ 高 松 出 張 所 ・ 福 岡 出 張 所

株 式 会 社 矢 橋 大 理 石 商 庖

大 阪 支J吉

大阪市東区高腿僑 2 丁目 9 野村ビル 5階 電 話 大 阪 ( 202) 4905

特殊壁装材製造販売 和室に最適

一 一 一 一 ・ 察 楽 壁 紙 ・ ホ ク シ ノ ン (無機質壁紙)

ｾｉｬｬ 働問ヨコ Ａ｝ｃ ＺＺｚ

カーテン・壁装材

新たにショールームが完成/

皆さまのお越しをお待ちいたしております。

株式会社ブフ工テキスタイ)l ノ大阪支庖

〒541 大 阪 市 東 区 平 野 町 3 - 6 - 1

平野町センチュリーピル

営業品目 プ ー ル ・水 処 理 用 各 種 フ ィ ル タ ー

ボイラー・熱交換器・サウナ設備

⑨ 株 式 会 社 γ /1， fI #  

本社 干543 大阪市天王寺区寺岡田T2丁目2番12号 T E L(772) 5307  

東 京 〒162 東京郎新宿 区市ヶ谷台町 8 番地 T E L(353) 9595 

電気・空調・衛生など各種按備分野の記事が 1冊の雑綜に/

月

岡

昌

明

J

・

砂

巴

園

町

剖

蔚

画

一四

時
梁

-

F

E

+

圃

出

沈

置

圃

画

司

直

+

司

直

圏

直

画

一

総

.. 

~ 充 実 し た 実 務 家 の た め の 内 容 ~

・視点・随筆 業界，学会，社会，文化について，学識経験

者の見解を発表

・新建築・新設備 注目すべき建物の建築と設備を紹介

・ 特 集 業界，社会のニーズにこたえる諸テーマをと

らえて，必要知識を紹介

・ 講 座 建築，建築設備，機器，材料に関連し実務上

必要とする基礎知識を連載

・特別講座 業界，社会のニーズにこたえ，時代的テー

マに関し実務上必要とする知識を連載

・ニュース 圏内 ・海外ニュース，機器 ・文献ニュース

・会社だより ，研究所だより その他

|  雑 誌 印判・ 100頁 ・定価1000円一一申込次第見本送付

社団法人建築設備綜合協会 協会正会員募集中・ 年会費1 2，0 0 0円一申込は事務局まで

東京都中央区銀座3- 2- 19建築会館2階 出 版 部 ( 03) 561- 7181 事務局 (03) 561- 1765(銀行振込先・ 三菱銀行京橋支庖普通預金0055- 082)

98 
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a  
w  

各種障害撤去・砂礁層穿孔撤去・玉石層穿孔撤去

・岩盤層穿孔撤去・鉄筋、鉄骨コンク

リー卜穿孔撤去・杭引抜き及び撤去

111 Iji EB 

"̂ ....... 刷 、

ダ ド( ' O' i .
也 . . . J oo: l or - _ .... 

・…・得 、久切..... t. .. 

Ｐ ・ ιｾ 、ー
NOO 

膨張材 JI¥野田工クスパン

防錆剤ヲヌ- ，. y ; .t

Jll 野田セメント抹式容量I

株 式 会 社 菱 備 基 礎 本 部 東 京 都 江 東 区 豊 洲 1- 1  - 7  T E L  531-4111 

本 社 盤 中 市 宝 山 田122 番 44 号 〒560 電 話 ( 06) 841ー7121- 3  

工 場 盤 中 市 利 倉 東1丁目 16番5号 〒561 電 話 (06) 863- 0207 ( 代)

大 阪 支 庖 大 阪 市北 区梅田 1 - 8  - 17 T E L  341- 8331 

支 底 杓 幌 ・仙 台 ・東 京 ・名 古 屋 ・大 阪 ・高 松 ・広 島 ・福岡

営 業 種 目

・防 水 工 事 塗 布 防 木 ・y ート防水・モ Jレタ Jレ防本

・樹脂i主入緩着工法 作積樹脂法人桜丘 hli 修 仁 恨

・ 亀 裂 繍 修 工 事 件極樹 JH1i.主人 ・充場・コーキング

・ シ ー リ ン グ 工 事 シリコン ・チオコー Jレ ウレタン・アクリ Jレ

・吹 付 工 事 アクリル・リシン ・5単位タイル ・その f也

。建 設 業 許 可 大阪府知、J :cJ 午"f ( 般 - 53) ;V; 51225l }

。日本シーリンク工事業協会4 員

大阪市北区末広町 3 - 21 必"' - ¥跡. : 1: . x.q・ ..... ←I ::I工

ll l.相I也1川 町 ピ ル2ゆ1 S  守 ｬ 有 τ ＢｴＧｾＧｘＮＮＮ，Ｎ ｶ 旬 ｊ I  

T E L 0 6( 3 15) 0701 ，ＮＮ ， ・ｾ .--・-..-・-.-・

製造元 白書マスヲーピJ I，ヲ1弐 椋 式 会 誼

販売元 n: モ. J "' J コIf.. : J f I 雇主税自民事竜三雲最士

本 社 / 東 京 都 港 区 六 本 木 3 - 16 - 2 6 ・03- 臼2- 8811

大 阪 河 童 所 / 大 阪 市 東 区 北 抗 3 - 7 雷 06-202-3294

子二J nCS A T"ニJ n n:l-，ニJト

セキサンパイル ( S M .A C. P C . R C)  

カネライトフォーム. A L C 鋼 材

建 築 材 料 一 式

浜 宗 産 業 株 式 会 社

代 点 取 締 役 漬 岡 浩

本 社 〒 629- 31 京 他 府 竹 野 邸 網 野 町 ι 網 野

舞 鶴 常 業 所 〒 624 舞 鶴 市 福 米 1 6  0 - 1  

⑤.， ｾＭＩ｜ＩｾＭ横代の断熱用シｾ人
ｉ るコｾＮ Ｍｾ今

回0/¥" ，イナ11ーシート P
目立バイナリーシート P は，日立防水シートに発泡ポリエチレンを独自

の貼り合わせ技術で積層した，二重構造の断熱費雇用二重防水シートです。

自主電線株式曾批判制刊臥棚2 T 自制( 刊田ピル)

デンカC S Aファミリー製品

・千二J OCS A. … … … … ・… … … ー… コンクリートのひびわれ防止に

(  JJ 彰張性混和 材)

.:;:二J O弓ヌヨニJ . . ……・・……………鉄骨ベース、逆打部の充填モルタルに

( グラウト用無収縮材)

Ｎ］［Ｚニ ｊｏ 司 ｆ ＺｴＭ子 Ｂｊｉｊｾ ……………コンクリー卜躯体の漏水補修に
( 止水 ・補修用急硬セメント)

.7.，ニJ OES . ……………・・・・…・……地盤補強用薬液注入

( 上質安定用急硬 材 )

・安二J OI J OOO・… … … ・… … … … ーコンクリートパイルの早期出荷と

( 製品用超高度混和材) ハイモメント製造用に

電気化学工業株式会社

近 畿 地 区 販 売 庖

金 森 藤 平 商 事 株 式 会 社

T E L 大 阪 ( 0 6 ) 3 3 2 - 6 8 6 1  

T E L 東 京 ( 0 3 ) 2 7 2 - 8 5 0 1  

光 洋 物 産 株 式 会 社

T E L 大 阪 ( 0 6 ) 2 5 2 - 6 0 0 0  

小 浦 産 業 株 式 会 社

TEL 大 阪 ( 0 6 ) 4 4 3 - 6 1 8 1  

; ; トーコー/ 本社

TE L 滋 賀 ・守 山 ( 0 7 7 5 8 ) 3 - 2 3 8 1
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設備合理化に貢献する

! j U  : ユトヨ山ゴ

tjνuコトヨuコ

ちと還さ緩務調韓関

、S K式

怒)t 総 務雛舗

- 実用新案特許第 1196331号
多 数 有 名 な 建 築 物 に 納 入 実 績 有

( ステンレス製)

<SIく型〉

| 層式( 桝 ) / 3 層 式/ 4 層式/ 床置式/ 土問用

〈特長〉

・コンパクト化により工期短縮

・軽量で据付費の大幅低減

・徹底した生産合理化

・優れた耐震・耐久性

・取扱いの快適性並び衛生的

ステンレス製ヘアーライン仕上

畝ホ桧ボ11' '17，..

で与野議懇親周鴎

S K式

号線 議議瀦 輔 .

H型 W型

くS K型〉

( 土間埋設型)

S K- AB- 20H  - 35H 型 1.2 .3  

SK- BB- 20H  - 35H 型 1.2

( 壁画埋設型〉

SK- AB- 2 0 W- 3 0 W型 、

ｓｋＭｂｂＭ ＲＰｗ Ｍ ＳＰｗ 型［＾ｾテ・ヨコ

〈特長〉

・外観ガ鱈麗

・錆びにくい

・腐食文字( ペイント焼付)

・取り扱いの快適性

・施工ガ簡単

ｾ＠

‘  

〈営業昂目〉

S K式グリ ーストラ y プ/ S K式 ガ ソ リ ン トラ ッ プ/ F 裂 グ

リースト ラ ッ プ/ 雨 排 水 ト ラ ッ プ/ 散 水 栓 ボ ッ ク ス/ パ ル

プ ボ ッ ク ス/ 他 ス テ ン レ ス 製 品 加 工 全 般

設 計 ・製作・販 売

※ カタログ・納入実績表御請求ください。

BHlffiO岡 下 回 機 工 株 式 会 社

、
、

~

@

下

、

寺

、

〆

、

争

'

宇

宙

v

パ
・

4

a

e

一



s  ， 

"  

』

発 明 賞 に 輝 く 各 種 特 許 235 件 所 有
防 煙 火 ・ 防 災 ・ 防 盗

，_， 

鈴 木 式 防 煙 火 シ ャ ッ タ ー ・ リ ン グ グ リ ル ⑪ シ ャ ッ タ ー ・

ス テ ン レ ス シ ャ ッ タ ー ・ア ル ミ ニ ュ ー ム シ ャ ッ タ ー ・

40 ・ ピ ー ア ッ フ ・ @ シ ャ ッ タ ー ・ 汎 用 シ ャ ッ タ ー

そ の 他 特 殊 シ ャ ッ タ ー の 製 造

ア フ タ ー サ ー ビ ス の 完 壁

豊 か な 経 験

最 新 の 技 術

東 洋 シ ャ ッ タ ー 株 式 会 社

本 社 大 阪 市 東 区 間 倖 町1ー 12 日 生 ビ ル 宮 ( 943) 6571代 表

東 京 -横浜・盛岡・仙台・水 戸 ・静 岡 ・岡崎・ 名 古 屋 ・富 山 ・大 津 ・京 都 ・神 戸 ・広 島 ・ 高 松 ・福岡他全 国 主 要 都 市

出 版 案 内

同 編 集 部 編

齢醤 ｾｪ 民副首慣 ｡ 沼園
- 85・289頁

定価3.ωo円

送 料 却O円

建物はできるだけ長〈有効に使用するこ

とが必婆で、そのための診断技術および

処置回復技術等の磁立が急務とされます。

建物の損耗実態の紹介と 、その補修方法

をいろいろな制約条件の重なる建築現場

のナマの体験実例集という形で集録。

亀 田 泰 弘 監 修

ｲ ｾ＠ _ .  • • a. .. _____，上下揃

l版建築工事積査の実、j t 号Zbo円

現場経験の浅い技術者でも工 事検 査 の 責

任をはたせるよう、現場に即した霊式験・

検査の技術を怨切でいねいに解説した初

の工事検査方法指導轡。

・上巻 8 5・453頁 定 価6，∞o円・送料350円

・下巻 8 5・535頁 定 価7. ∞
o円・送料350円

重 版 出 来 /

B掘 調 面 悶t臨 調 Li i51

第回集に続き今回もできるだけ他の参考

などには掲織されていはい笑用的な問

題を精選し、各種構造まで実務に直結し

た百余の構造問題を集録した。第回集同

様ぜひ座右に備えて街17活用下さい。

同 編 集 部 編

(笥失敗の実例にまなぷ) 号jisi

全図書庖18日 一 斉 発 亮 / <巌寄りの慨にご注文下さい. )

月

刊

No. 3 6 1  
定価 ￥ 8 5 0  

- 建 設 省 告 示 と そ の 解 説 (建設省住宅局) IJ1.lJ.僚 附久

出 版 案 内

新 刊 好 評 発 売 中 ノ 高 橋 昌 著

E接錨置恒産量司醐
-

A  5. 216頁

定 価2.ωo円

送料 300円

型わくの材料および絞百十、組立から取はずし

後の補修にいたるまで、著者が新しく曾き下

ろした詳細 ｬｾ はどを蛍岱に織りまぜながら ｑ

& A形式で平易に解説した型破りのコンクリ

ート型わく専門位。あくまでも省ブJ 化とコス

トダウンに重点をおき、そのまま日常の実務

に役立つように編集されています。

l 北 中 克 己 著

・ 横 浜 市 の 都 市 デ ザ イ 議 墨 画 離 局) 内 版 淳 之 |倍 最 新 場 所 打 ぐ い 工 法) 造 語

・ 吹 付 材 に よ る タ イ ル 張 建 築 物 の 改 装

工期] と 工費を狂わせ 、くい性能 をも大き

(ヤプ原産業 K K技術課長) 伊l熊 一典 I く左右する トラブルの数々 一 一それらの

・ R C 建 築 物 に お け る ア ン ボ ン ド 工 法 の 利 用 |笑例や現実的信対応策、設計お よび施工

(鴻池組設計部) 他高 一 徳 l管理のポイントを的確に示した巽色の弘

・ 廃 棄 物 処 理 法 の 概 要 と く い 工 事 か ら 発 生 す る | 井 上 筒 著

- S 5.149貰

定 価3.(田町円

残 土 ・ 廃 棄 泥 水 の 適 正 処 理

(基磁工業 K K取締役) 山 本 公夫

・ フ リ ー ス ペ ー ス イ 主 宅 の エ ス キ ー ス ( 3  )  

(九段建築研究所) 下回哲絞ら，

・ 建 築 企 画 シ リ ー ズ ・ 病 院 ( 3  )  

(建築企画協会) 稲 田 積 一 郎

d  P S コ ン ク リ ー ト 建 築 設 計 ノ ー ト ( 4  )  

(長倉建築設計研究所) 長 倉 四郎

際陸・掴園調圃 ｾｉ
送料3∞円

建築設計の実務に携わる著者が過去の

宣伝体験をもとに、主として親しみやす

さと読みやすさに重点をおいて執筆した

設計者と現場マンのためのわかる溶接の

入門台。

井 上 ↑ 噂 ・ 北 小 路 宏 共 著

筋 読 本) ・

85.1四

Ｈ ｾ＠ ijn ｾ＠ *J  

定価3. 200円

J  送料おO円

建築工事で起こりがちな事故や失敗を未 l ・ 構 造 物 の 動 的 解 析 ( 6) <日本大学助教授) 石 丸 辰 治

然に防ぐための好資料。調Z笠・着工段階1

納まりやすく施工しやすい配筋を旨とし

て基礎、スラプ、壁と l闘を追って配筋方

法を示すとともに、配筋検査で見られる

欠陥について正しい手直し方法を優 先 順

位に解説。

l  ォ卜ニュース ・ トピックス ・建築家

から設備工事までの失敗例225例を収録。 l の良織 ・読者コーナー ・海外の話題 ・建材の動向 その他

そねぞれの原因と対策を解説した笑問啓。

執 筆 者5 5名。
直媛購続ご希望の淘合年間予約金 ￥' 1  0 ，2 0 0  ( 送料共)

⑮ 160 東 京 都 新 宿 区 北 新 宿1-8-1 中 島 ビ ル 8 F  Ｍ￦ｉｉ祖国ｴＡ ｾｩｾｾ 可温 振 笹 口 座 東 京0・72417番 宮 東 京 (363)4211 ( 代)
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; 芸品12137t l BEレヲ Jl J 9J l  

錆びない. ノ

わ れ な い ノ

燃 え な い ノ

長 尺 物 ・ 色 彩 豊 富 ・ 責 任 施 工

品種・オリエンタルカラースーパーメタル ( CS PM)

・オリエンタルスーパーメタル ( S P  M)  

・ オ リ エ ン タ ル メ タ ル ( 0 P  M)  

・オリエンタルスチールライト ( S T  L )  

、

・オリエンタルサンセラム( S  S  )  

波 板 規 格 S 小波・ S 大波・ V 波・ ボ ッ ク ス 波・ W ジ ャ ン ポ波・ V デ ッ キ

sv ジ ャ ン ボ 波 ・ 其 の 他

用 途 平 板 ・ 波 桓 ・ 棟 包 ・ 雨 押 類 ・ 谷 樋 ・ 竪 樋 ・ 軒 樋

各種換気装置〔モニター・ベンチレーター・ムーパー・エキゾスター( 強制) )

ホーンタイト( 防音壁) ・スチールシングル・其の他

※ カ タロ グ を 御請 求 下 さ い

議議市 ' J I !J 9J l J ゆJl 製造掠式会誼

大 阪 本 社 〒660 尼 崎 市 昭 和 南 通 り 3 - 2 6 松 本 ピ J レ 電 話 大 阪 ( 06) 412 - 5131 ( 代)

営 業 本 部 〒660 尼 崎 市 長 洲 稲 川 新 田 44 電 話 大 阪 ( 06) 488 - 1081( 代 )

支 庖 及 工 場 大 阪 ・九 州・ 名 古 屋 ・広 島 ・東 条 ・刈 谷

姫 路 ( 東洋建材 工 業. 株 )

東 京 本 社 及 工 吻 〒335 蕨 市 塚 越 5 丁 目 6 番 32 号 電 話 蕨 ( 0484) 42ー 3115( 代 )

支 庖 及 工 場 東 北

「省エネ効果を高める」外壁

、ーペ比ヨ... .1-:

今、家づくり街づくりに、

大量に使われているヘーベル。

( 軽量気泡コンフリートパネル)

ご 存 知 で す か 。こ れ が 超 高 層 ビ ル か ら J苫舗・

事 務 所 ・ 住 宅 ま で 、 あ ら ゆ る 用 途 の 建 築 に

へ ー ベ ル が 用 い ら れ る 理 由 で す 。

102 

へーベ J レライトは、パネル全面に補強

芯材を内服しています。木 造 住 宅 鉄

骨住宅どちらにもマ ッチ する外カベパ

ネルとしてj主目をtI!・めています。

. 断 熱 性 が 高 い

・ 火 に 強 い

・ ヒ ビ 割 れ し に く い

. 重厚なタト観をつくる

. 工 期 が 短 い

ヘーベルライトは、すぐれた特性を複合的に発揮する、

軽量気泡コンクリート外壁材です。

・冷暖房' 貨を節減する、省エネ Jレギー建築をつくることが

できる 。

・火災に対して安全な建築をつくることができる 。

・地援に強い建築をつくることができる 。

・短期間で好みに合った、美しい建築をつくることができる 。

・隣 接 建 築 物ーぱいに建てられ、敷地の有効利用ができる 。

・建 築 中 、 周 囲 へ の 迷 惑 が 少 な く て す む。

・乾式工法でかつ断熱性がよいため、結践による ジメジメ

やカピの発生のない健康的な建築をつくることができる 。

・重 量 感 が あ り 、 近 代 感 覚 に 満 ち た 建 築 物 を つ く る こ と が

で、きる 。

安全・快適な建築づくりに

貢献する

日本工業鋭絡 (J I S) 製品

建設大臣認定耐火消遺書E材省エヰ、ルギー協力製品

ｍｬ ｦ ｬＺ厨玄重量ＮＮ事自民豆電ｾ益事主 ヘーペJL

〈長〉野新興子材王業所
、・.，./ =r 550 大 阪 市 西 区 南 泊 五 32ー 11 f t  ( 06)  

明 石 支 底 干 673 明石市西新町 2- 12- 14 ft078(922) 0007 (代)

高槻営業所干 569 高槻市宮田町 2- 1  - 29 f t0726 (96)  2889 

中国営業所干742 柳 井 市 宮 本 浜 (柳井総合卸センター内)

霊堂08202 (2)  5211 



冷房. グニ字省 エ

- タイマ一利用のひと工夫- 大切なフィルタ一掃除

つけ っぱなしのムタは避けたいもの。エアフィルターにホコリやゴミが

おやすみ l時は寝入る頃をみはから って

タイマーセ ッ ト。

たま っていると、冷房能力は大 111日に

2 週間に l 度はダウン 。

.hl} 除機て・ l吸いと ったり、 涼しく眠れて、体のためにも

いいのです。
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水洗いをどうぞ。

- 冷しすぎに注意して
- コンプレ ッサーは日かけ‘ に

必要以上の冷房は省エネ違反。
冷房の効果をあげるには、

1  'c 冷やすごとに
日かげで風通しのよいところが一番。

ii 1i賀電力は約 10% 増加します。l丘射日光があたるようなら

健康面からも
日よけ屋棋を設けるのが

28' C 以下の適涜冷房を 。

〈0 関 西 電 力 〉

省エネ対策です。
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最適. グ既設防水層の改修に

フレJ コートD X防水工港

常 温 ゴ ム ア ス フ ア ル ト 塗 膜 防 水
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トDX防水工法とは・・・・・・・・・
フレノ コー

. 安 全 ・ 無 公 害 の 常 温 工 法 で す 。

. 合 成 繊 維 を 基 材 と し た 介 厚 い 本 格 的 な ゴ ム ア ス フ ァ

ル 卜 塗 膜 防 水 工 法 で す 。

・ 硬 化 剤 の 使 用 に よ り 、 強 制 造 膜 が で き ま す 0

. 既 設 防 水 層 の 補 修 用 に 適 し て い ま す 。

. 通 常 使 用 範 囲 内 で の 低 温 脆 化 、 高 温 流 動 が あ り ま せ ん。

社業

-本 社 東 京 営 喋 所 ・ 東京都足立区千住東2- 23- 4 f i  (882 ) 2424(代表)

大 阪 支 庖 ・ 大 阪 市 西 区 新 町 1 - 12- 22 f i  06( 533) 3191( 代表)

営 業 所 ・ 九 州 f i 092( 451 )  1  095 ・ 名古屋 f i 052(741)6257 

・ 札 幌 f i 011 (281 ) 6328 

出 張 所 ・ 広 島 f i 0822( 21) 1019 ・ 仙

場 ・ 1奇 進

03379- 7  
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